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序

岩手県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財が

あり、岩手県教育委員会のまとめでは、9,800箇所を超える遺跡が確

認されております。これら先人の残した文化遺産を保存し、後世に

伝えていくことは私たち県民に課せられた責務であります。

一方、本調査の原因となりました畑地帯総合土地改良事業を例に

あげるまでもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるため

の地域開発も県民の切実な願いであります。そのなかで埋蔵文化財

の保護、保存と地域開発の調和が今日の課題 とされております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以

来、埋蔵文化財保護の立場に立ち、県教育委員会の指導と調整のも

と、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を

行い、その記録を残す措置をとってまいりました。

本書は藤沢町黄海地区の畑地帯総合開発事業に関連して平成 7・

8年度に発掘調査を実施した相ノ沢遺跡の調査結果をまとめたもの

であります。遺跡は縄文時代後期～晩期を主体とすることが明らか

になり、多 くの遺物が出上したことで該期の貴重な資料を提供する

ことができました。

本書が広 く活用され、考古学の研究に寄与するとともに埋蔵文化

財に対する関心と理解をいっそう深める一助となることを切に希望

いたします。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご協力とご援

助を賜 りました岩手県千厩地方振興局両磐土地改良事業所、藤沢町

教育委員会をはじめとする関係機関、関係各位に衷心より感謝申し

上げます。

平成12年 3月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治



例 言

1。 本報告書は岩手県東磐井郡藤沢町黄海字深田和263番地ほかに所在する相ノ沢遺跡の発掘調査の成果を収

録したものである。

2.本遺跡の岩手県遺跡台帳の遺跡番号はOE29-0315、 遺跡略号はAS-95。 AS-96である。

3.本遺跡の調査は畑地帯総合土地改良事業にともなう緊急調査である。調査は岩手県千厩地方振興局両磐

土地改良事業所 と岩手県教育委員会文化課との協議を経て、岩手県千厩地方振興局両磐土地改良事業所

の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

4.野外調査の期間と調査面積 。調査担当者は次の通 りである。

平成 7年 4月 10日～ 7月 31日 720m2 松本建速 。宮本節子

平成 8年 4月 8日 ～ 6月 28日 400m2 宮本節子・菊地榮壽

5.室内整理の期間と担当者は次の通 りである。

平成 7年■月 1日 ～平成 8年 3月 31日 松本建速・宮本節子

平成 8年11月 1日～平成 9年 3月 31日 宮本節子

平成 9年 4月 1日～平成10年 3月 31日 宮本節子

平成10年 4月 1日 ～平成■年 3月 31日 宮本節子

6.出土品の鑑定および分析は次の個人、機関に委託した。 (敬称略)

石材鑑定 佐藤二郎 (長内水源工業株式会社)

樹種同定 早坂松次郎 (岩手県木炭協会)

アスファル ト分析 小笠原正明 (北海道大学高等教育機能開発センター)

アスファル ト保存処理 赤沼秀男 (岩手県立博物館)

黒曜石・翡翠同定 藁科哲男 (京都大学原子炉実験所 )

獣骨同定 佐々木務 (岩手県教育委員会文化課)

7.座標原点の測量および空中写真撮影、一部の石器実測・ トレースは次の機関に委託した。

座標原点の測量 株式会社東開技術

空中写真撮影 東邦航空株式会社

石器実測・ トレース エーティック環境文化研究所

8.野外での遺構写真撮影は調査員、遺物の写真撮影は当センター写真技師岩渕希士、村田憲鴻、福士昭夫

が担当した。

9.野外調査において、岩手県千厩地方振興局両磐土地改良事業所、藤沢町教育委員会、黄海地区をはじめ

とする地元の方々の御協力をいただいた。

10。 本書の執筆、編集は宮本節子が担当した。

11.本遺跡の出土遺物、記録類は岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。
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調査に至る経過

相ノ沢遺跡は「畑地帯総合土地改良事業 藤崎地区」に関連する遺跡として緊急発掘調査された。この事

業に関連する遺跡の取 り扱いについては、岩手県教育委員会文化課 と両磐土地改良事業所 との間で協議が重

ねられてきた。町指定の遺跡である相ノ沢遺跡について文化課が内容の把握のため、平成 6年度内に試掘調

査を行うこととなり、同年 10月 20～21日 に実施された。試掘調査の結果道路に面した法面で縄文晩期の上

器が出上し、文化課は工事の施工に先立って現道路拡張範囲に含まれる北側の区域について本調査が必要で

あると半U断 した。

発掘調査は文化課の調整によって、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの委託事業 とする

こととなり、両磐土地改良事業所と事業団との協議 。打合せの結果、北側地区 1,120m2に ついて平成 7年 4

月 3日付けの委託契約が結ばれた。この委託契約を受けて、当埋蔵文化財センターは同年 4月 10日～ 7月 31

日まで発掘調査を行ったが、予想外に遺物包含層が厚 く遺物量が多かったため、調査区全域について調査は

終了できず、残 り400m2を次年度に持ち越した。

平成 8年 4月 1日付で前年度の残 り400m2についての委託契約が結ばれ、同年 4月 8日～ 6月 28日 まで調

査を実施し、当事業に関わる遺跡の調査を全て終了した。

H 遺跡の立地 と環境

1.遺 跡 の立 地 と地 質 。地 形

相ノ沢遺跡は東経 141° 17ア 08〃 、北緯 38° 51′ 46″付近、海抜約 90mの丘陵地西面の斜面上に分布する。現況は

山林である。

本遺跡および周辺の基盤岩類はいわゆる北上古生層および南部北上山地南端を構成する中生層で、これら

を覆ってわずかに新第三系および段丘堆積物が分布する。中・古生層は二日市付近を通る南北性の稲村断層

(坂東 1956 MS)を 境 として東西で層序が異なる。西側黄海地域では下位より、錦織層、天神ノ木層、登米

層 (山崎礫岩を含む)に 区分され、東部西口 。保呂羽 。大籠地域では下位より錦織層、東深萱層、新田層、

大籠層、千松層に区分される。主たる構成岩は石灰岩、石灰岩質頁岩、買岩、黒色頁岩、縞状頁岩、砂岩、

粘板岩である。

また、遺跡周辺の北上川東岸に分布する海抜 177.Om～ 194.9mの相ノ沢周辺の小起伏山地および高位丘陵

地は、新第二系ないし前期更新世の中山層で構成される。構成岩類は磋質泥岩、凝灰質泥岩、硬質泥岩を主

体 とし、他に火成岩類 としての安山岩類である。

錦織層 :黄海中山地区の柳沢中流部から館ヶ森地域 とその北方にのみ分布する。灰色～黒色の泥質石灰岩

を主体 とし、石灰質頁岩、黒色頁岩を伴う。

天神ノ木層 :錦織層の西側に、相川の東岸に沿って分布する。砂岩薄層を狭む灰黒色縞状頁岩を主体 とす

る。館ヶ森西方では礫岩層が袂在する。

山崎礫岩 :主 に責海上中山付近、七日市北方の北上川左岸に分布する。花蘭質岩礫を主体 とし、砂岩ある

いは頁岩を換在する。礫種は花蘭岩類の他、チャー ト、岩類、凝灰岩類、石灰岩、砂岩、買岩などから構成

される。

下位の天神ノ木層、錦織層 と断層で接 し、上位の登米層 とは指交関係にある。

登米層 :黄海一帯に広 く分布 し、無層理で黒色頁岩を主体 とする。六体キヌイ沢下流部および箕輪から山
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谷北方の地域では灰黒色縞状買岩層が発達し、箕輪南方では下位に砂岩・頁岩互層が発達する。

東深萱層 :東深萱、十文字、二日市東方、新地、藤沢南方、粉香木、平蕨、荒屋敷、外ノ山西方に分布す

る。無層理の黒色頁岩および灰黒色の縞状頁岩を主体 とする。東深萱、西深萱、粉香木付近では上部に数層

の薄衣式礫岩層を換在する。

新田層 :新田付近、七曲峠、吉高、およびその南方、梱、舟木、繰石峠、洞ノ木、矢作、大宝城、館山西

方、大平、小戸沢、徳田長沢南方に分布する。灰色～灰緑色粗粒砂岩の発達が特徴だが、層相は地域により

異なり砂岩は一部石灰質を呈する。

大籠層 :千松を除 く大籠一帯、新田南方、保呂羽地域に広 く分布する。本層は大きく上 。中・下部に区分

され、下部は灰黒色縞状頁岩を主体 とする。上大籠沢内およびその北方、大平、蜂ノ森および矢作西方では

砂岩・頁岩互層が発達する。中部は無理層の黒色頁岩から成る。上部は下部同様の縞状頁岩から成 り、下大

籠右名沢北方では中部に砂岩・買岩互層が発達している。

千松層 :千松一帯、保呂羽東方安道峠およびその北方に分布する。無理層の黒色買岩を主体 とし、一部縞

状を呈する。

以上、遺跡周辺の基盤岩類を構成する頁岩、泥岩類、粘板岩、深成岩の花層闘岩、花闘閃緑岩が遺跡に搬

入されており、採集地と近接する。

また遺跡は西向きの海抜 90mの斜面上に立地し、遺跡の西側には相ノ沢側が南流し、水源地 としても好位

置にある。約 1.5km西には北上川が南流している。 (第 3図参照)

2.基本層序

今回報告する相ノ沢遺跡は前述のようにほぼ西向きの斜面に位置しており、調査区の大部分は、遺構構築

時の廃土や土器・石器の廃棄など人間の行為によって堆積した上で構成されている。そのため堆積状況は複

雑で、面的な広がりを十分に把握できたとはいえない。また斜面に堆積した土層であるため、時間の経過 と

ともに層の崩落、相互の混入が生じ、複雑な堆積状況 となっている。基本層序として十分なものではないが、

以下に概略を述べる。第 4図 は深堀 り断面を基に作成した模式柱状図で(1)が 1-4～ 2-4グ リッド、(2)

が 1-8～ 3-8グ リッド、(3)が 1-12～ 2-12グ リッド周辺を示している。

I層 :腐植土 調査時の表土 縄文後～晩期の遺物を包含する。層厚は数 cmと薄い。

■層 :10 YR5/4 にぶい黄褐色粘土 上層と下層に細分され、上層には遺物がほとんど含まれない。下層は

遺物を大量に包含する。層厚 20～30 cmで地区によって異なる。調査区の北側では表上を I・ H層 に

細分できたが南側では分けることができなかった。

Ⅲ層 :縄文時代の後～晩期の遺物包含層。縄文時代の廃棄行為によって形成された層。

地区によって晩期を主体 とするⅢA層 と、後期を主体 とするⅢB層 に細分できる。調査区の北西端 と

南東端ではⅢA・ ⅢBに分けられない区がある。

ШA層 :10 YR3/2～ 4/2 黒褐色～灰責褐色シル ト 縄文晩期の遺物を大量に包含する層。調査区中央では

比較的厚 く、北端・南端ではこの層がなく表土直下にⅢB層が存在する場合もある。炭化物、地山

プロック、焼土粒の混入、また晩期前葉～後葉の時期差からさらにⅢ Aa～Ⅲ Ac層 に細分される。

層厚は厚いところで 70 cmに達する。

ⅢB層 :10 YR4/2～ 5/4 灰黄褐色シル ト 縄文後期の遺物を大量に包含する層。調査区のほぼ全域に分布
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する。色調、炭化物、地山ブロック、焼土粒の混入、また後期前葉～後棄時期差からさらに細分さ

れる。層厚は厚いところで70 cmに達する。

Ⅳ層 :10 YR6/6 明黄褐色土 凝灰岩質粘板岩同化礫層 I層からⅢ層に混入している地山ブロックの起源

となる層。最終遺構検出面である。

3.周辺の遺跡

藤沢町では、平成7年度の岩手県教育委員会文化課作成の埋蔵文化財包蔵地一覧によれば、約90箇所の遺

跡が知られている。

遺跡の分布はほぼ現在の集落分布と重複し、河川沿いの平地、丘陵地に位置するものが多い。藤沢町での

発掘調査は藤沢町教育委員会が主体 となって行われた昭和 55年のドウメキ沢遺跡、平成 4年の十文字遺跡、

平成 5年の富周舘遺跡、当センターが主体 となって行われた平成 7・ 8年の相ノ沢遺跡、平成 8。 9年の上

野平遺跡などで事例は少ない。以下、各々の遺跡について概略を述べる。

ドウメキ沢遺跡は、大籠字青松にある通称 ドウメキ沢の南側に立地する、近世の製鉄遺跡である。中国地

方のたたら製鉄技術や文献 との関わりから、昭和 55年学術調査が行われた。検出された遺構は、製鉄用炉の

地下構造 (炉床)と 推定される遺構 と、関連施設 と考えられる遺構面である。遺物は磁器片が 2片、寛永通

宝 1点、吹子の羽口片、鉄製品 2点、製錬滓と考えられる多量の鉄滓が出土している。

磁器の年代 と寛永通宝の流通時期から、遺構は江戸時代後期に構築されたと考えられる。

十文字遺跡は西口字十文字の丘陵地に立地する、縄文時代中期中葉から後葉を主体 とする遺跡である。検

出された遺構は、竪穴住居跡 4棟、掘立柱建物跡 1棟、集石遺構 1基、石囲炉 1基、土坑 13基で、「捨て場」

と考えられる遺物包含層から200箱 を超える大量の遺物を出上している。

縄文土器は大木 8a式、8b式、 9式、10式、後期初頭と幅を持つが、主体は大木 8b式、大木 9式、大

木 10式である。石器の主なものは石鏃 764点、石斧 33点、石錐 76点、石皿 10点である。他に岩偶をはじ

め各種の石製品、骨角器 1点、多数の獣骨片が出上している。

富周舘遺跡は、西口字玉川の責海川左岸 50mの崖上に立地する中世城館跡である。

「藤原姓佐藤氏家譜」 (宮城県気仙沼市階上佐藤吉助氏蔵)に よれば佐藤備後守秀長隠居所 とされている。

検出された遺構は空堀 1条、掘立柱穴跡 13基、清状遺構 2条、陥し穴状遺構 1基、氏神社床下遺構 1である。

遺物は陶磁器 141点、鉄製品 21点、土師器片 3点、縄文土器片 4点、石器片 6点、羽口片 1点、その他 22点

が出上しており、陶磁器の年代から16世紀中葉には築城されたと考えられる。

上野平遺跡は、保呂羽字上野平の黄金山から南西に延びる緩やかな尾根に立地する、縄文時代中期後葉～後

期前葉を主体 とする遺跡である。検出された遺構は竪穴住居跡 9棟、掘立柱建物 3棟、柱穴 125基、柱穴状

小土坑 155基、土坑 60基、埋設土器 1基、炉跡・焼土遺構 5基、集石遺構 2基である。

遺物は「捨て場」と考えられる遺物包含層を中心に 300箱 と多量の遺物を出上している。土器は前期前棄

～晩期後葉までの幅を持つが、遺跡の主体 となる中期後葉～後期前葉の土器が 9割を占める。石器は石鏃、

石匙、不定形石器、磨石、凹石、石棒などが出土しており、石鏃の出土数は 1,500点を超える。

藤沢町の遺跡は第 5図 。第 1表に総括一覧、および分布図として図示したとおりである。

これらの遺跡は、弥生、縄文時代後・晩期は沖積低位面以上、縄文早 。前 。中期は沖積高位面以上に分布

する。散布地 として登録されている遺跡が大半を占めるが、未調査の遺跡が多いためである。また旧石器時

代については花泉町金森遺跡、下舘銅屋遺跡で確認されており、これらの面は黄海中学校の載る海抜約 30m
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の段丘に対比され、本段丘以上に分布する。藤沢町史によると後期旧石器時代に属する局部磨製石斧が出土

しているが、出土地点・層準は不明である。

また、洪積中位段丘および丘陵地Ⅱは、宮城県座散乱木遺跡、高森遺跡など前 。中期旧石器時代の遺跡が

立地する地形面である。本面にはNY(荷坂・柳沢火山灰)な どより古期の火山灰層を載せている。

中世の舘跡は黄海、西日両地区に集中し、段丘の縁および丘陵地の端部に立地している。
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第 2図 遺跡周辺の地形図
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等号 遺 跡 名 種  別 時 代 遺 構 ・ 遺 物 所 在 地 備  考

l 黄海川岸場 渡 し場跡 近世 黄海字天沼

2 シダ森 散 布 地 縄文 縄文土器、石鏃 〃 本沢

3 大木沢館 (大木下館 ) 城 館 跡 中世 郭状の平場 〃 辻山

辻山館 〃 主郭、二の郭、腰郭、物見 〃    〃

5 十六将 散 布 地 縄文 縄文土器、石器 〃 十六将

相ノ沢 〃 〃 〃 (晩)土偶、石器 〃 相 ノ沢

7 上海館 城 館 跡 中世 空堀、主郭 〃 古堂

8 古堂西平 〃 郭、腰郭状の平場 〃    〃

9 白幡 散 布 地 縄文 縄文土器 〃 天堤

古館 城 館 跡 中世 茶碗、皿、主郭、二の郭、空堀 〃    〃

長昌寺 散 布 地 古代 縄文土器 (後期 )、 須恵器 〃    〃

七郎五郎 〃 縄文 〃 (後、晩期)石器 〃    〃

天堤H 〃 古代 須恵器 〃    〃

玉崎館 城 館 跡 中世 土塁、空堀 〃 上場

天堤 I 散 布 地 古代 土器片 〃 天堤

古堂館 (小堂館 ) 城 館 跡 中世 主郭、二の郭、三の郭、空堀 〃 古堂

坂氏居館 〃 〃 〃    〃

古堂 散 布 地 縄文平安 縄文土器、須恵器 〃    〃

平吾 〃 縄文 ? 土器片 〃 白石

大塚 墳  墓 近世 塚 〃    〃

柳沢館 城 館 跡 中世 平場、腰郭 西口字玉川

狐田館 (惣の城 ) 〃 主郭、二の郭、空堀 〃 切付

切付 散 布 地 縄文 縄文土器、石棒、石斧 〃   〃

十文字留の森 〃 〃 〃 、石鏃 〃 玉川留の森

十文字 〃 〃 石鏃、石棒 〃 十文字

富周館 城 館 跡 中世 空堀、主郭、平場 〃 玉川

和子館 〃 〃 〃    〃    〃 〃 白沢

六十里 散 布 地 縄文 縄文土器、石棒 〃 六十里

東立石 〃 〃,? 土器片 増沢字立石

久手館 (館 ) 城 館 跡 中世 空堀、主郭、二の郭 〃 上久手

要害館A 〃 〃 空堀 〃 中ノ森

玉ノ沢 散 布 地 縄文 縄文土器 (後期 ) 藤沢字大平

藤沢城 〃 平安 土師器 〃 香木

新町塚 藩 境 塚 近 世 〃 仁郷

砂子館 城 館 跡 中世 空堀 砂子田字野々田

新城館 〃 〃 空堀、主郭、二の郭、帯郭 〃  新城沢

金山沢 散 布 地 縄文 縄文土器、両頭石棒、石刀 〃  金山沢

袖ノ沢 〃 〃 縄文土器 徳田字袖ノ沢

西光寺供養塔 そ の 他 近世 一字一石供養塔 徳田字馬場 44

馬場館 (徳田城 ) 城 館 跡 中世 腰郭 徳田字馬場

天神山 〃 〃 空堀 〃 時天神山

山口山の陣 〃 〃 〃 山口

長沢 散 布 地 縄文 縄文土器 〃 長沢

陣ケ森館 城 館 跡 中世 空堀、主郭、二の郭、帯郭 保呂羽 保呂羽神社付近

大返矢 〃 〃 保呂羽字二本柳

第 1表 周辺の遺跡一覧
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番号 遺 跡 名 種 男」 時 代 遺 構 。遺 物 所 在 地 備  考

苅萱 散 布 地 縄文 石鏃、石斧、石棒、縄文上器 保呂羽 苅萱

要害館B 城 館 跡 中世 空堀、平場 〃  上野平

上野平 散 布 地 縄文 縄文土器、石鏃、石斧 〃 〃

宇和田 〃 〃 〃 、石斧 〃  宇和田

嶺沢 1 〃 〃 〃 〃  嶺沢

〃  2 〃 〃 〃 〃 〃

大篭キリシタン 祭 祀 跡 〃 大籠字大寵

沢入畑屋跡 製 鉄 跡 〃 鉄滓 〃    〃

沼倉館 城 館 跡 〃 〃 保登子

休場 散 布 地 〃 縄文土器 〃 休場

樋の沢 2 〃 〃 〃 〃 樋ノ沢 29

〃   1 〃 〃 〃 〃    〃  2

曲木 〃 〃 〃 (晩期 ) 〃 曲木

洞木 1 散 布 地 〃 〃 〃 洞木

〃  3 〃 〃 〃 〃    〃

〃  2 〃 〃 〃 〃    〃

又木沢金山 金 山 跡 〃 保呂羽

山谷 散 布 地 〃 剣 片 〃 山谷

大宝城 〃 縄文土器 〃 大宝城 275

板橋 5 〃 〃 藤沢字板橋 101

〃  4 〃 〃 〃    〃 79

〃  3 〃 〃 〃 〃    〃 53

〃  2 〃 〃 〃 〃    〃 33

〃  1 〃 縄文古代 〃 〃    〃 33

船木 〃 縄文 〃 〃 船木

梱 〃 中世 〃 〃  燕雪114

粉香木 4 〃 〃 〃 粉香木

〃   3 〃 縄文 〃 〃    〃

〃  1 〃 〃 〃 〃    〃

〃  5 〃 〃 〃 〃    〃

〃   2 〃 縄文、平安 〃 石鏃 〃    〃

平蕨 散 布 地 縄文 石鏃 藤沢字平蕨

中島 〃 〃 縄文土器 (後期)石鏃 〃 中島

佐々布館 (佐物館) 城 館 跡 中世 空堀、帯郭、主郭、二の郭 〃  八 沢

山ノ坊 散 布 地 縄文 縄文土器 (後期)、 石器 黄海字東深萱

深堀館 (責色城 ) 城 館 跡 中世 空堀、本丸、二の丸、物見台 〃    〃

熊館 (楓樹ケ城 ) 〃 〃 〃    貫亀曾自

金山沢館 〃 〃 土塁 〃 深堀

川口館 〃 〃 〃 、空堀、主郭、二の郭、腰郭 〃 川口沖

藤の巻館 〃 〃 空堀、主郭 〃    〃

鍛治屋敷 製 鉄 跡 その他 鉄滓 〃 /」 日ヽ形

鴇単館 (小 日形館) 城 館 跡 中世 〃    〃

皇徳寺跡 寺 院 跡 その他 〃    〃

黄海経塚 経  塚 〃 〃 曲田

曲田館 (大西館 ) 城 館 跡 中世 井戸跡、経塚 〃    〃
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Ⅲ 調査方法 と整理方法

1.野 外 調 査

(1)グ リッドの設定

今回の調査では、X=126,120.000。 Y=39,250.000・ H=92.830を基点 1、 X=-126,150.000・ Y=39,

300.000・ H=90.460を基点 2と して、この 2点を結んだ線を基準線とした。この基準線を延長し、直交する

線で 5m× 5mの メッシュで全調査区を区画した。この区画に北西端を原点として東西方向に西から0～ 18

の番号を与え、南北方向に北から0～ 3の番号を与え、 0-1、 1-1と表示した。このグリッドは平面直

角座標 (第 X系 )に対して N-30° 一Wの傾きを持つ。必要に応じてグリッドを四分し、A～D区 と表示した。

(2)粗掘 りと遺構検出

地形の傾斜に沿った方向で設定した試掘 トレンチにより、土層の堆積状況や遺物分布状況を観察した。ほ

ぽ全域で表土中から遺物を大量に包含していることが、確認できたため、重機による表土除去は一部区域に

とどめ、人力による遺構検出、精査を行った。なお、遺構確認の掘 り下げはⅣ層まで行った。

(3)遺構名の登録

遺構の命名は、各グリッド毎で検出順に、1-1-Pl、 2-13-S11と いうようにグリッド名 と遺構の種類

を組み合わせて行った。報告書掲載に当たって各遺構毎に東西方向に西から1号土坑、 2号土坑 というよう

に改称した。(一部この方針が徹底していないものがある)旧遺構名 と新遺構名の関係は次の通 りである。(第

7図 。第 2表参照)

(4)遺構の精査と実測 。遺物の取 り上げ

調査区のほぼ全域が遺物包含層であったため、精査は地形の傾斜に沿った土層観察用ベル トと傾斜に直交

するベル トを残し、混入物や固さなど上の変化、含まれる遺物の時期差を観察しながら層毎に掘 り下げ、包

含層中の遺構の検出を行った。ベル トは最大限残し、廃棄の状況を想定できるよう務めた。

検出された遺構は竪穴住居跡、竪穴住居状遺構、炭窯は四分法、土坑、配石遺構、柱穴、焼土遺構類につ

いては三分法を原則 として精査を行ったが必要に応じて他の方法も併用した。検出段階で新旧関係が把握で

きない重複する遺構については併行して精査を行い、埋土断面から判断するようにした。

遺構内の遺物は埋土上部、下部、床面などの区分をするよう務めたが、徹底していない。遺構外の遺物に

ついてはグリッド単位、層位毎に取 り上げた。

一括出土遺物や特殊な遺物等の出上に際しては写真撮影、実測図作成によって出土状況の記録を行ってい

る。

(5)実測と写真撮影

遺構の平面実測に当たっては原則 としてグリッドに合わせた lmメ ッシュを基本とする簡易遣 り方測量で

行った。広範囲の焼土遺構、地山プロック廃棄面など一部の遺構は平板測量を行った。実測図の縮尺は、平

面図・断面図とも1/20を 原則 とし平板測量では1/40の縮尺も用いた。遺構の埋上が単層である場合は土層

断面図の作成を省略したものがある。レベルは基準点をもとに絶対高で記録した。

(6)写真撮影

写真撮影は、検出状況、埋土断面、完掘状況等必要に応じ行った。

撮影は35 mmモ ノクロームとカラースライド各 1台、モノクローム 6× 7判 1台 を使用した。撮影に当た

っては、整理時の混乱を避けるため撮影カードを利用した。また平成 7年度調査では、調査の終了段階で業
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者に委託し、空中写真の撮影を実施している。

2.室 内整 理

(1)整理経過

各年度の室内整理の人数、作業内容は以下の通 りである。

平成 7年 11月 1日 ～平成 8年 3月 31日 :遺物水洗 (5名 )、

・      石器仕分け 。図面・写真・台帳類整理 (調査員)

平成 8年 4月 1日 ～10月 31日 :遺物水洗 (4名 )

平成 8年 ■ 月 1日 ～平成 9年 3月 31日 :遺物水洗・石器登録 (3名 )

石器の仕分けと遺構記録類の整理 。第二原図の作成 (調査員)

平成 9年 4月 1日 ～10月 31日 :土器接合復元 。遺物実測 (9名 )

掲載遺物選択 。各作業指示・点検 (調査員)

平成 9年 11月 1日 ～平成 10年 3月 31日 :遺物実測 。トレース (4名 )

掲載遺物選択 。各作業指示 。点検 (調査員)

平成 10年 4月 1日 ～10月 31日 :遺物実測・ トレース・土器採拓・石器計測・ 図版作成 (8名 )

掲載遺物選択 。各作業指示・点検 (調査員)

平成 10年 11月 1日～平成 11年 3月 31日 :石器計測 。図版作成 。収納 (作業員 6名 )

各作業指示・点検・観察表作成 。原稿執筆 (調査員)

遺物写真撮影は各年度に行った。

(2)遺構の整理 と掲載

遺結実測図は調査中に、遺構名、グリッド、レベル、注記などに記載の誤 り、漏れがないかどうか点検を

行ったが徹底することができず、室内整理の段階で平面図と断面図の照合・修正が可能なものについては第

2原図を作成しこれを掲載した。野外での記載に不備が多 く、修正が困難なものについてはそのまま掲載し

た。遺構名の変更は前述した通 りである。

遺構の掲載順 と図版の縮尺については以下の通 りである。

縄文時代の竪穴住居跡

竪穴状遺構

土坑

配石遺構

焼土遺構

埋設土器

地山廃棄ブロック

中世の溝・土塁

近代の炭窯

1/40

1/40

1/40

1/40

1/40・ 1/80

1/40

1/40。 1/80

1/40

1/40

(3)遺物の整理 と掲載

今回の調査で出上した遺物は、土器類がコンテナで約 310箱、総重量約 6.2t、 土製品 。石器 。石製品類が

コンテナで約 40箱、その他少量の金属製品、陶磁器である。遺物の水洗は調査中から平行して進めたが、大

部分は未洗で引き上げ室内整理時に水洗している。水洗が終了した時点で種別に仕分けし、登録から収納ま
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で行った。

土器は遺構内出土がごくわずかだったため、遺構外出土土器から着手した。整理の期間・ スペースが限ら

れていたため、同一グリッド内→隣接グリッドの順で接合を行ったが、遠隔グリッド・遺構内との接合関係

の把握は不十分である。遺構内出土土器は埋設土器、土坑出上の一部を除いて接合が困難な破片が大部分だ

ったため、遺構の時期決定の資料 となるものを選択するにとどまった。

掲載土器は各層の時期決定となる資料を中心に、他の時期がどれだけ混入するかを示す資料を選択した。

大部分の層に複数の時期の遺物が含まれるため、出土数と掲載数の比率が等しくなるよう務めたが、徹底で

きなかった。結果的に、地文のみの粗製深鉢などは掲載数が極端に少なくなった。

立体 とならなかった底部資料は、圧痕のあるもの、周辺加工のあるものを選択した。選択した土器は仮登

録番号で登録され、実測・採拓作業に進んだ。

完形資料、径を復元できる資料は実測 (一部は反転実測)、 破片資料は採拓を原則 とし、実測は通常の方法

と埋文スコープ I型を併用して行った。

図版掲載の縮尺は、実測土器。採拓土器 :1/3、 一部の大型土器 :1/4、 1/5、 ミニチュア土器 :1/2を 用い、

1/3以外のものについては個々にスケールを付した。写真図版 もこの縮尺に準じている。器面の劉落した部分

は点線で表現した。掲載順は、斜面の上部から下部へ、調査区北西端から東へ 0-0グ リッドから0-1、

0-2、 1-1、 2-1グ リッドの順 とし、グリッド内では上層から下層の順で掲載した。

石器は水洗後、大まかな器種毎に仕分けし出土グリッド順に登録を行った。登録点数は10,483点 にのぼる。

登録後、石質鑑定、器種の確認、器種により形態分類を行い、掲載遺物の選択、実測作業 と計測作業を平行

して進めた。掲載遺物は器種毎に各形態を代表するものを選択したが、出土数と掲載数の比率は一定ではな

ヤゝ。

実測面は器種ごとに一定 とはせず、使用痕を表現できるよう個体毎に定めた。時間短縮のため、劉片石器

の大部分の実測・ トレースを外部委託 とした。礫石器の使用面には第 6図の凡例に示したとおり、作用の種

類毎にスクリーントーンを使い分けて表現している。

図版掲載の縮尺は以下のように器種毎に定めた。

石鏃・石錐その他剣片石器 :2/3

石斧、石皿、礫石器類 :1/3

石製品類 :1/2

観察表中の計測値の単位は長・幅・厚はcm、 重量はgである。また計測値に ( )を つけたものは残存部

分での数値である。

上製品は種類毎に登録し、実測、 トレース、写真撮影を行い図版を作成した。焼粘土塊については実測を

行わず、写真図版のみの掲載 とし縮尺概数を買下に記した。図版掲載の縮尺は 1/2である。骨角器・金属製

品、・陶磁器その他の縮尺は各ページにスケールで示してある。動植物遺存体については文章掲載のみとした。

遺構配置 。土層観察ベル ト配置は第 7～ 8図に示した通 りである。柱穴状小ピットは相互の関係が把握で

きず、また全体図が煩雑になることを考慮し、第 21～24図 に一括掲載した。

各土層ベル トの断面図は第 25～ 31図 に掲載した。
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地山ハイキブロック

S一石   P― 土器

(AEE)

第 6図 遺構・土器 。石器実測図凡例
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Ⅳ 検出された遺構、遺物

遺構 の概 要

今回の調査の結果、縄文時代後期から近代にいたるまでの各種遺構 。遺物が検出された。

以下に概略を記す。縄文時代の遺構 としては、石囲炉を伴う竪穴住居 2棟、住居状遺構 2棟、土坑 50基、

配石遺構 7基、焼土遺構 21基、埋設土器 5基、地山廃棄プロック 3、 柱穴 140基、それ以外の時代では中世

の上塁 1基、濤 1条、近代の炭窯 1基が検出されている。

1 竪 穴住 居 跡

1号竪穴住居跡 (第 9図・写真図版 5)

<位置> 2-12グ リッド

<検出状況> 調査員の不注意から、住居の存在に気付 くのが遅れ、検出時の詳細な記録はない。 2-12

東西ベル ト6層を掘 り下げる途中、偏平礫、その下から石囲炉が検出され、以後精査を行った。

<形態 。規模> 壁の残存が北西側の 1/4弱であるため、正確な形状は不明だが、残存部のプランから長

軸 3.8m、 短軸 2.8m前後、壁高は最大 40 cmと 思われる。

<埋土> 埋土は堆積状況から、 2-12東西ベル トの 2・ 3・ 6層 と考えられる。黒褐色上、灰黄褐色土

を主体 とし、炭化物、地山プロックなどの混入具合に差がある。上の廃棄による堆積 と考えられる。

<床・壁> 住居のベル トB一 B′ 1～ 5層 は、Ⅳ層上に5 cm程貼床したと考えられ、固 くしまっている。

1・ 2層 は火熱による変色、 6層より高いレベルの 5。 7層は、 1号住居より古い遺構の可能性がある。壁

面の立ち上がりはわずかしか検出しておらず、詳細は不明である。

<炉> 直径約 65 cmの円形に亜角礫を配 した石囲炉を検出した。石の一部は失われている。巨大な偏平

礫 (約 50× 70× 5 cm)が炉全体を覆い、礫の下面は石囲炉に密着しているが、焼成を受けた痕跡はない。焼

土厚は約 3 cmで、混入物はほとんどない。

<柱穴> 検出していない。

<遺物> 遺物は貼床した土から土器 (図版番号 1～ 4)、 石鏃 1点、磨製石斧 1点、イノシシの獣骨片、

石器製作時の剣片が出土している。

<小結> 形態、出土遺物から後期中葉以降の竪穴住居と考えられる。ベル トB― B′ 1層部分のⅣ層への

掘 り込みは、この住居より古い遺構があった可能性を示す。石囲炉を巨礫で覆った類例は大日向Ⅱ遺跡のH

Ⅳ 07住居跡に見られ、後期後葉の住居とされている。住居廃棄時の儀礼、再利用のための保護の可能性等が

考えられる。

2号竪穴住居跡 (第 10図・写真図版 5)

<位置> 1-13グ リッド

<検出状況> 平成 7年度の調査で、2-13東西ベル トを残しながら包含層を掘 り下げたところ、南東面

15層で炭化物の混入した焼土と弓状に配列された石を検出した。精査は8年度に持ち越し、ベル ト断面の記

録後、ベル トを掘 り下げ焼土と炭化材の広が りを記録 した。

<形態 。規模> 壁の残存が北側の 1/4弱のため、正確な形状は不明だが、残存部のプランから直径 4m

前後、壁高は最大 35 cmと 思われる。

<埋土> 埋土は堆積状況から2-13東西ベル ト6・ 12・ 13・ 14・ 15層 と考えられる。灰黄褐色上を主体
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とし、炭化物、地山ブロックなどの混入具合に差がある。上の廃棄による堆積 と考えられる。

<床・壁> 住居のベル トA― A′ 2～ 8層はⅣ層に貼床したと考えられ、固 くしまっている。壁は2-13

東西ベル トの 14層 と16層 の境目と考えられ、外斜して立ち上がる。

<炉> 直径約 70 cmの亜角礫を円形に配した石囲炉を検出した。石の一部は失われている。焼土厚は約

10 cmで黒褐色上、炭化物の混入が多い。

<柱穴> 検出していない。

<施設> 北壁際に上坑 1基を検出した (39号土坑)。 径約 lm、 深さ約 20 cmで土器 (図版番号 77・ 78・

80。 79。 81)、 礫が出上した。78は正位で、81は横位で土坑の底部に下面を接して埋められていた。どちら

も胴部下半を失っている。78・ 81の地文は縄文横位回転で、横位の内面調整を持つ。81は胴部にススの付着

が見られる。礫は埋土最上部 と最下部から出土している。埋土は単層である。

<遺物> 遺物は貼床した土から土器 (図版番号 5～11)の他土器片 37片 (後期主体、晩期混じる)、 石

鏃 30点、磨石 1点、敲石 1点、獣骨片、床面と直上の埋土から剣片、焼成クルミが出上している。

<小結> 出土遺物から縄文晩期中葉以降の住居と考えられる。炭化材と焼上の残存から焼失住居の可能

性がある。柱材 と考えられる炭化材の大部分はナラでスギと雑木が一部混じっている。

2 竪穴住居状遺構

1号住居状遺構 (第 9図・写真図版 6)

<位置> 1-11グ リッド

<検出状況> 平成 7年度の調査で包含層を掘 り下げたところ、Ⅳ層を掘 り込んだ遺構が確認された。

<形態・規模> 壁の残 りが北西側 1/4強のため正確な形状 は不明だが、残存部のプランから隅丸方形 と

考えられる。壁高は最大 30 cmに なる。

<埋土> 灰責褐色土主体の単層で、固くしまっている。

<床・壁> 床面はⅣ層 と考えられ、ほぼ平坦である。

<遺物> 埋土から土器 (図版番号 12～14)の他土器片 159片、石鏃 10点、石錐 1点、敲石 1点が出上 し

ている。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。調査時の不手際により、詳細 は不明だが】ヒ側

の上坑らしい遺構を切って構築されている。本遺構は25号土坑に切られている。

2号住居状遣構 (第 9図 。写真図版 6)

<位置> 1-14グ リッド

<検出状況> 平成 7年度の調査で包含層を掘 り下げたところ、Ⅳ層を掘 り込んだ遺構が確認されたが、

大部分がすでに失われていた。

<形態。規模> 壁の残 りがわずかなため、正確な形状は不明だが、残存部のプランから、長軸 2.6m、 短

軸 2m前後の楕円形 と推定される。

<埋土> 灰黄褐色土主体の単層で、上部に焼土粒が多 く含まれる。固くしまっている。

<床・壁> 床面はⅣ単層と考えられ、ほぼ平坦である。

<柱穴> 埋上の下から柱穴が 2基検出されたが、本遺構 との関連は不明である。

<遺物> 埋土から土器 (図版番号 15～ 17)、 石鏃 2点、石匙 1点、磨石 1点が出上している。整理段階で
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44号土坑出土土器 との混乱があり、詳細は不明だが 200点前後の上器片が出上している。

<小結> 北側の 44号土坑を切って、構築されている。出土遺物から晩期中葉以降の遺構と考えられる。

また、規模の大きな土坑の可能性 もある。

3 土坑

1号土坑 (第 H図・写真図版 8)

<位置 。検出状況> 1-1グ リッドで検出した。

<形態・規模> 長楕円形を呈し、開口部 1.28× 0.82m、 底部 1.16× 0.77m、 主軸方位N21° E、 深さは

最大 22 cmである。底面は平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロックを少量含む、にぶい黄褐色土単層で埋め戻されている。固 くしまる。

く遺物> 埋土中から、土器 (図版番号 18・ 22)の他土器片 81片 (後期主体 ?)、 石鏃 4点が出上してい

る。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構と考えられる。

2号上坑 (第 11図・写真図版 8)

<位置 。検出状況> 1-2グ リッド、ⅢB下層で検出した。

<形態 。規模> 長楕円形を呈し、開口部 1.42× (0.80)m、 底部 1.14× (0。 72)m、 主軸方位N3°W、

深さは最大 14 cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、灰黄褐色土単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 埋土中から土器 (図版番号 23・ 24)の他土器片 31片 (後期主体)、 石鏃 3点が出土している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構と考えられる。 3号土坑、 2号配石遺構に切られている。

3号上坑 (第 11図・写真図版 8)

<位置・検出状況> 1-2グ リッド、ⅢB下層で検出した。

<形態・規模> 長精円形を呈し、開口部 0.80× 0.54m、 底部 0.66× 0.38m、 主軸方向N27°、深さ最大

14 cmである。底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・焼土粒を少量含む、褐色土単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 埋土中から土器 (図版番号 19・ 21)の他土器片 12片 (後期主体)、 石鏃 1点、獣骨片少量が出

土している。

<小結> 出土遺物から後期前棄以降の遺構 と考えられる。

4号上坑 (第 11図・写真図版 8)

<位置・検出状況> 1-2グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 長楕円形を呈し、開口部 1.30X O.82m、 底部 1.14× 0.78m、 主軸方向N39° E、 深さ最

大 16 cmである。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック、炭化物、焼土粒を少量含む、灰責褐色土単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 埋土中から土器 (図版番号 25。 26)の他土器片 122片 (後期主体、晩期少量含む)、 石鏃 2点、

獣骨片少量が出上している。

―- 17 -―



<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

5号土坑 (第 11図・写真図版 8)

<位置 。検出状況> 1-2グ リッドで検出した。

<形態。規模> 楕円形を呈し、開田部 1.00× 0.74m、 底部 0.68× 0.58m、 主軸方向N° 56°W、 深さは最

大 23 cmである。底部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、褐色土単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 22・ 27)の他土器片 25片 (後期主体)が出土している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

6号土坑 (第 ■ 図 。写真図版 8)

<位置 。検出状況> 2-2グ リッドで検出した。

<形態・規模> ほば円形で、開口部 1.24× 1.09m、 底部 0.92× 0,72m、 主軸方向NS、 深さは最大 25

cmである。底部はほば平坦で、壁は外傾して立ち上がる。壁に沿って礫が埋められている。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、にぶい黄褐色土層で埋め戻されている。固くしまる。この

層は2-2東西ベル トの 7層 に相当する。

<遺物> 土器 (図版番号 28・ 29)の他、土器片 56片 (後期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。本遺構の断面は2-2東西ベル トに表れてい

るが、断面から遺構の上部を確認することができない。崩落により失われた可能性があり、他の遺構の中に

も、同様に上部構造を失ったものがあると推定される。

7号土坑 (第 11図 )

<位置・検出状況> 2-2グ リッドで検出した。

<形態・規模> ほぼ円形で、開口部 0,70 X O.59m、 底部 0.60× 0.52m、 主軸方向N28° E、 深さは最大

10 cmである。底部は中央がやや高 く、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、褐色上の単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 30・ 31)の他土器片 9片 (後期主体)、 石鏃 1点が出土している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

8号土坑 (第 11図・写真図版 8)

<位置 。検出状況> 2-2グ リッドで検出した。

<形態・規模> 橋円形で、開口部 1.00× 0.70m、 底部 0.78 X O.42m、 主軸方向N40° E、 深 さは最大 31

cmである。底部は中央がやや高 く、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック、炭化物を少量含む褐色上の単層で、埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 出土遺物はない。

(小結> 出土遺物がなく詳細は不明だが、形態 。埋土などから縄文時代の遺構 と考えられる。構築目的

は不明である。

- 18 -―



9号土坑 (第 ■ 図・写真図版 9)

<位置 。検出状況> 1-3グ リッド、ⅢB中層最下面で検出した。

<形態。規模> ほぽ円形で、開口部 1.42× 1.28m、 底部 1.32× 1.04m、 主軸方向N17°W、 深さは最大

27 cmである。底部は平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む灰黄褐色上の単層 (=Ⅲ B中層中部)で、埋め戻されている。

固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 32～ 34)の他土器片 205片 (後期主体 )、 石鏃 3点、石錐 1点、磨石 1点が出土

している。

<小結> 32は晩期前葉の上器であるが、出土遺物 と埋土から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

10号土坑 (第 12図・写真図版 9)

<位置 。検出状況> 2-3グ リッドで検出した。

<形態。規模> 不整な円形で、開口部 0.81× 0.69m、 底部 0.73× 0.57m、 主軸方向N ll°Wで、深さは

最大 7 cmである。底部はほぽ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、暗褐色上の単層 (=Ⅲ B中層)で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 35。 36)の他土器片 45片 (後期主体 )、 石鏃 4点、石皿 1点、獣骨片少量が出

上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

■号上坑 (第 12図 。写真図版 9)

<位置・検出状況> 1-6グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 不整な楕円形で、開口部 0.92× 0,72m、 底部 0。 78× 0.58m、 主軸方向N34°深さは最大

20 cmである。底部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む褐色土の単層で、埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 38～40)の他土器片 38片 (後期主体 )、 土偶 (図版番号 146)、 石鏃 4点、石匙

1点、敲石 1点が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前棄以降の遺構 と考えられる。

12号止坑 (第 12図・写真図版 9)

<位置・検出状況> 2-6グ リッドで検出した。

<形態・規模> 調査時の不手際のため、検出時のプランが楕円形で、0.70× 0.60m、 主軸方向N35° E、

レベル92.031m、 土器が重なって出上の他、記録なし。

<埋土> 埋上の記録はない。レベルから2-6南北ベル ト9層の可能性が考えられる。

<遺物> 土器 (図版番号 41・ 42)の他土器片 61片 (後期主体)が出土している。

<小結> 出土遺物から後期中葉以降の遺構と考えられる。

13号上坑 (第 12図・写真図版 9)

<位置・検出状況> 0-6グ リッド、Ⅳ層で検出した。
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<形態・規模> 長楕円形で、開口部 1.50× 0,72m、 底部 0.54× 0.44m、 主軸方向N42°W、 深さは最大

で 60 cmである。底部はほぼ平坦で壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロックを少量含む、にぶい責褐色土で埋め戻されている。あまりしまっていない。

<遺物> 出上していない。

<小結> 遺物が出上していないため詳細は不明だが、埋土・形態から他の上坑 とは構築時期、目的が異

なると考えられる。また、断面の観察が短軸方向のみで断定できないが、プランから2つ の遺構が重なって

いる可能性がある。

14号土坑 (第 12図 。写真図版 9)

<位置・検出状況> 0-7グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 不整な円形で、開口部 0。 92× (0.74)m、 底部 0。 74× 0.60m、 主軸方向N81° W、 深さ

は最大 10 cmである。底部はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物 。焼土粒を少量含む、灰責褐色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器片 5片 (後期主体)、 石錐 1点、凹石 1点が出土している。土器片は磨滅が著しい。

<小結> 出土遺物から、後期の遺構 と考えられる。

15号土坑 (第 12図・写真図版 10)

<位置・検出状況> 0-7グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 円形で、開口部 0.55× 0.53m、 底部 0.46× 0.41m、 主軸方向N51° E、 深さ最大 10 cm

である。底部は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、灰責褐色土単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 48)の他土器片 7片 (後期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前棄以降の遺構 と考えられる。

16号土坑 (第 12図・写真図版 10)

<位置・検出状況> 1-8グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 円形で、開口部 0.50× 0.48m、 底部 0.38× 0.36m、 主軸方向N26° E、 深さ 21 cmであ

る。底部は中央が くばみ、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、灰黄褐色土単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 49・ 50)の他土器片 10片 (後期主体)、 石鏃 1点が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

17号土坑 (第 12図 。写真図版 10)

<位置 。検出状況> 2-8グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 円形で、開口部 0.56× 0.50m、 底部 0.44× 0.42m、 主軸方向N78°W、 深さ最大 8 cmで

ある。底部はほば平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山プロック・炭化物・焼土粒を少量含む、灰黄褐色土単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器片 7片 (後期主体、晩期わずかに含む?)が出土している。土器片は磨滅が著しい。
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<小結> 出土遺物から後～晩期の遺構 と考えられる。

18号土坑 (第 12図・写真図版 10)

<位置・検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。南東側を 1-9東西ベル ト掘 り下げのため、削

られている。

<形態・規模> 開口部 (0.84)× (0.74)m、 底部 (0.79)× (0。 71)mと残存がわずかなため、詳細は

不明である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、にぶい黄橙色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器片 17片 (後期主体 )、 石鏃 2点が出上している。土器片は磨滅が著しい。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。

19号上坑 (第 13図 。写真図版 10)

<位置・検出状況> 1-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。南西側約 1/4が、すでに削られている。

<形態 。規模> 開口部 (1.41)X(1.30)m、 底部 (1,12)× (0。 96)m、 主軸方向N62° E,深さは最大

12 cmである。底部はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。プランは楕円形 と推定される。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、黒褐色上の単層で埋め戻されている。固くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 51・ 52)の他土器片 31片、石鏃 3点、石錐 1点、磨石 1点、獣骨片少量、焼粘

土塊が出上している。

<小結> 51・ 52は後期前葉の上器だが、埋土から晩期の遺構 と考えられる。南西側を遺構状に削られて

いたが、調査員の不手際により詳細は不明である。

20号土坑 (第 13図 )

<位置・検出状況> 1-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> ほぼ円形で、開口部 0.50× 0.44m、 底部 0.40× 0.38m、 主軸方向N56°W、 深さ最大 12

cmである。底部はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、にぶい責褐色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 遺物は出土していない。

<小結> 遺物が出上していないため詳細は不明だが、埋土から後～晩期の遺構 と考える。

21号上坑 (第 13図・写真図版 10)

<位置・検出状況> 3-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。西側約 1/2がすでに削られている。

<形態・規模> 開口部 (1.22)× (1.03)m、 底部 (0.63)× (0.56)m、 主軸方向N30° E、 深さは最大

23 cmである。底部は中央が くばみ、壁は緩やかに立ち上がる。プランは楕円形と推定される。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、褐色上の単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 53～55)の他土器片 13片 (後・晩期)、 石鏃 4点、石錐 1点、獣骨片少量が出

土している。

<小結> 出土遺物から晩期後葉の遺構 と考えられる。調査時の不手際から、22号土坑 との重複の有無は

確認できなかった。出土遺物から本遺構が新しいと考える。断面 と完掘状況から本遺構が 22号土坑以外の遺
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構と重複していた可能性がある。

22号上坑 (第 13図・写真図版 ■)

<位置・検出状況> 3-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。西側 1/2はすでに削られている。

<形態。規模> 開口部 (0.84)X(0.80)m、 底部 (0.74)× (0.50)m、 主軸方向N81° E、 深さ最大 12

cmである。底部はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。プランは楕円形 と推定される。

<埋土> 地山ブロックを少量含む、褐色上の単層で埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 56)の他土器片 1片、石鏃 3点が出上している。

<小結> 出土遺物から後期中葉以降の遺構 と考えられる。

23号土坑 (第 13図・写真図版 11)

<位置・検出状況> 2-10グ リッド、Ⅳ層で検出した。南側約 1/2はすでに削られている。

<形態・規模> 不整な楕円形で、開口部 (1.70)× (0.88)m、 底部 (1.58)× (0.80)m、 主軸方向N84°

E、 底部は中央が高 く、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、灰責褐色土主体の上で埋め戻され、 3層に分かれている。

固くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 60・ 61)の他土器片 72片 (後期主体)力S出土している。

<小結> 出土遺物から後期中葉以降の遺構 と考えられる。南側が遺構状に削られていたが、調査員の不

手際により、詳細は不明である。

24号上坑 (第 13図・写真図版 11)

<位置・検出状況> 1-11グ リッドで検出した。

<形態。規模> ほぼ円形で、1.32× 1.30m、 底部 1.28X O.94m、 主軸方向N52° E、 深さは最大 27cmで

ある。底部はほぽ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、暗褐色上で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 172・ 175)の 他 63片 (後期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物と、埋土から晩期前棄以降の遺構 と考えられる。

25号上坑 (第 13図・写真図版 11)

<位置・検出状況> 1-11グ リッドで検出した。

<形態・規模> 楕円形で、1.22 X O.99m、 底部 1.02× 0.82m、 主軸方向N67°W、 深さは最大 32 cmで

ある。底部は平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、暗褐色上の単層で埋め戻されている。しまってい

ない。下部に巨礫が埋められている。

<遺物> 土器 (図版番号 57・ 58)の他土器片 103片、石鏃 1点、石匙 1点、敲石 1点、焼粘土塊少量が

出土している。

<小結> 出土遺物 と埋土から後～晩期の遺構 と考えられる。本遺構は1号住居状遺構を切っている。
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26号上坑 (第 13図・写真図版 m)

<位置 。検出状況> 2-■ グリッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 不整な楕円形で、0.66× 0.46m、 底部 0.43× 0。 30m、 主軸方向N23° E、 深さは最大 34

cmである。底部は不規則な形で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 4層 に分けられるが、地山ブロック・炭化物を少量含む、灰黄褐色上で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 59)の他土器片 51片、石鏃 2点が出上している。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構と考えられる。

27号土坑 (第 13図・写真図版 12)

<位置・検出状況> 2-10グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 8の字形で、開口部 0.98× 0。 70m、 底部 0.89× 0.50m、 主軸方向N74° E、 深さは最大

16 cmである。底部は中央が くばみ、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 埋上の記録はない。

<遺物> 石鏃 2点、石錐 2点、獣骨片が少量出上している。

<小結> 出土遺物から後～晩期の遺構 と考えられる。埋上の記録がないため詳細 は不明だが、プランと

断面から柱穴状の遺構 と重複している可能性がある。

28号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置・検出状況> 2-■ グリッド、 2-11東西ベル ト6層 を掘 り込んで、土坑状のくばみが検出され

た。東側はすでに削られている。

<形態・規模> 不整形で、開口部 (0.80)XO,60m、 底部 (0.68)XO.44m、 主軸方向N19° E、 深さは最

大 18 cmである。底部は中央がわずかに高 く、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 炭化物・多量の焼土粒を含む、黒褐色上の単層である。(=2-11東西ベル ト5層)最下部に礫

が埋められている。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 遺物が出上していないため詳細は不明だが、検出面が 29号土坑と同じことから、はぼ同時期の

遺構 と考えられる。構築目的は不明である。

29号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置。検出状況> 2-11グ リッド、 2-11グ リッドの 6層を掘 り込んで、土坑状のくばみが検出され

た。東側はすでに削られている。

<形態・規模> と開口部 (0.92)× (0.80)m、 底部 (0.77)× (0,73)m、 主軸方向N25°W、 深さは最

大 20 cmである。底部は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 炭化物・多量の焼土粒を含む黒褐色上の単層である。(=2-■ 東西ベル ト5層 )

<遺物> 土器 (図版番号 62～65)の他土器片 138片 (晩期主体)、 石鏃 4点、獣骨片少量が出上している。

<小結> 出土遺物から晩期前葉以降の遺構 と考えられる。
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30号土坑 (第 14図 )

<位置・検出状況> 0-11グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 長楕円形で、 (1.54)× 0.38m、 底部 (1.32)XO.26m、 主軸方向NE、 深さは最大 18 cm

である。底部はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 灰責褐色上の単層で、埋め戻されている。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、形態から他の上坑 とは構築目的が異なる可能性がある。

37号土坑 と検出面、形態がよく似ている。103号柱穴に切られている。

31号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置 。検出状況> 1-12グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> ほぼ円形で、開口部 0.67× 0.62m、 底部 0.40× 0.32m、 主軸方向N61° E、 深さ最大 8

cmである。底部は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼上粒を少量含む、暗褐色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、縄文後～晩期の遺構と考えられる。

32号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置 。検出状況> 1-12グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 不整な精円形で、開口部 1.08× 0.63m、 底部 0.94× 0.32m、 主軸方向N34° E、 深さは

最大 14 cmで ある。底部は不整形で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、暗褐色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 67・ 68)の他土器片 28片 (後期主体 )、 石鏃 1点が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。プランと断面から他の遺構 と重複している可

能性力`ある。

33号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置 。検出状況> 1-12グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 円形で、開口部 0.81× 0。 79m、 底部 0.71× 0.66m、 主軸方向N31°W、 深さは最大 31 cm

である。底部は平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。

<埋土> 地山プロック・炭化物・焼土粒を少量含む、暗褐色上で埋め戻され 2層に分かれる。

<遺物> 土器 (図版番号 69～71)の他土器片 80片 (後期主体)、 石棒 1点が出土している。

<小結> 出土遺物から、後期前葉の遺構 と考えられる。

34号土坑 (第 14図・写真図版 12)

<位置・検出状況> 2-12グ リッド、検出面の記録はない。

<形態・規模> 不整な円形で、開田部 1.12× 1.02m、 0.80 X O.75m、 主軸方向N81° E、 深さは最大 55

cmである。底部はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立ち上がる。
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<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、灰黄褐色上で埋め戻され 3層 に分かれている。固 くしまる。

埋土中～下部にかけて 15× 15× 45 cm前後の角礫が、底面に対 して約 60° の角度で埋められている。

<遺物> 土器 (図版番号 72～75)の他土器片 84片 (後期主体)、 凹石 1点、円盤状土製品 1点が出上し

ている。

<小結> 出土遺物から後期中葉以降の遺構 と考えられる。構築目的は不明である。調査時の不手際によ

り、精査の途中で本遺構が北西側の上坑状の遺構を切って構築されたことに気づいた。この遺構から遺物の

出土はなく、埋土は本遺構によく似ている。

35号土坑 (第 14図 。写真図版 13)

<位置・検出状況> 2-12グ リッド、20× 30 cm前後の礫が 2個検出され、礫の下にⅣ層を掘 り込んだ

遺構を確認した。

<形態。規模> 不整な円形で、開口部 0.51× 0.42m、 底部 0.31× 0.30m、 主軸方向N33° W、 深さは最

大 14 cmで ある。底部・壁は残存がわずかなため、詳細は不明である。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む・黒褐色土と灰黄褐色上の 2層に分けられる。固くしまる。

<遺物> 土器片 132片 (後・ 晩期)、 磨製石斧 1点が出土している。土器は磨滅が著しい。

<小結> 出土遺物から後～晩期の遺構 と考えられる。土坑 とするには不十分な検出状況だが、上部が失

われた可能性を考え遺構 とした。構築目的、礫 と遺構 との関連は不明である。

36号上坑 (第 14図・写真図版 13)

<位置> 1-12グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 不整形で開口部 1.40× 0.50m、 底部 1.20× 0.34m、 主軸方向N85°W、 深さは最大で 15

cmである。底部はほば平坦で、壁の立ち上が りは対称ではない。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、暗褐色上の単層で埋め戻されている。

<遺物> 土器 (図版番号 76)の他土器片 11片が出土している。磨滅が著しい。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。構築目的は不明である。適切な位置で断面を

採らなかったため、詳細は不明だが、 2つ の遺構が重複している可能性がある。

37号土坑 (第 15図 )

<位置・検出状況> 0-13グ リッド、Ⅳ層で検出した。北側は調査区外に続いている。

<形態・規模> 長楕円形で、開口部は 1。 16× 0.40m、 底部 0,98× 0.22m、 主軸方向N4° E、 深さは最

大 20 cmである。底部はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、灰黄褐色土の単層で埋め戻されている。

<遺物> 石鏃 1点が出上している。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、後～晩期の遺構 と考えられる。形態から他の上坑 とは構

築目的が異なる可能性がある。30号土坑 と検出面、形態がよく似ている。

38号土坑 (第 14図・写真図版 13)

<位置 。検出状況> 1-13グ リッド、検出時の記録はない。
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<形態。規模> 円形で、開口部 0。 38× 0.38m、 底部 0.32× 0.31m、 主軸方向はN20° E、 深さは4 cmで

ある。底部は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物 。焼土粒を少量含む、灰黄褐色上の単層である。

<遺物> 土器片 2片が出上している。磨滅が著しい。

<小結> 残存がわずかで詳細 は不明だが、後～晩期の遺構 と考える。

39号土坑 (第 10図・写真図版 5)

2号住居に伴う遺構のため 15ページ参照。

40号土坑 (第 15図・写真図版 13)

<位置 。検出状況> 1-13グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 長楕円形で、開口部 1.32 X O.65m、 底部 0,94 X O.48m、 主軸方向NS、 深さは最大 32

cmである。

<埋土> 埋上の記録はない。

<遺物> 土器 (図版番号 82・ 83)の他土器片 83片 (後期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物から後期中葉以降の遺構と考えられる。

41号土坑 (第 15図・写真図版 13)

<位置 。検出状況> 2-13グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 不整な円形で、開口部 0.55 X O.50m、 底部 0.46× 0.40m、 主軸方向N33° E、 深さ8 cm

である。底部は中央がやや くばみ、壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 地山ブロック・炭化物 。焼土粒を少量含む、黒褐色上の単層で埋め戻されている。固くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 84～87)の他土器片 148片 (晩期主体、後期含む)、 石鏃 1点、石棒 1点が出土

している。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。

42号土坑 (第 15図・写真図版 13)

<位置 。検出状況> 2-13グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 長楕円形で、開口部 1.54× 0.71m、 底部 1.44× 0.62m、 主軸方向N13°W、 深さは最大

25 cmである。底部は中央がややくばみ、壁は外傾 して立ち上がる。

く埋土> 埋上の記録はない。

<遺物> 土器 (図版番号 88・ 89)の他土器片 18片 (後期主体)、 石鏃 1点が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。構築目的は不明である。

43号上坑 (第 15図・写真図版 13)

<位置・検出状況> 3-13グ リッド、検出面の記録はない。南側は調査区外に続いている。

<形態。規模> 開口部は (1.00)× 0。 70m、 底部 (0。 94)× 0.60m、 主軸方向N33° E,深さは 10 cmであ

る。プランは不整な精円形 と推定される。
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<埋土> 地山ブロック・炭化物 。焼土粒を少量含む、灰黄褐色土の単層で埋め戻されている。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、後～晩期の遺構 と考えられる。

44号上坑 (第 15図 )

<位置・検出状況> 1-14グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態。規模> 開回部 (0。 48)× 0.43m、 底部 (0.40)× 0.28m、 主軸方向N24° E、 深さは最大 22 cmで

ある。プランは楕円形 と推定される。

<埋土> 埋上の記録はない。

<遺物> 土器 (図版番号 90～92)の他、土器片 104片 (後・晩期)、 石鏃 3点、石錐 1点、磨石 1点、石

皿 1点が出土している。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。構築目的は不明である。 2号住居状遺構に切

られているが、出土遺物から大きな時期差はないと考えられる。

45号土坑 (第 15図 )

<位置 。検出状況> 2-15グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 不整な円形で、開口部 0。 77× 0.62m、 底部 0.44× 0.33m、 主軸方向N89° E、 深さは最

大 23 cmである。底部は中央部が くばみ、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 埋上の記録はない。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため、詳細は不明だが後・ 晩期の遺構 と考えられる。

46号上坑 (第 15図・写真図版 14)

<位置・検出状態> 2-17グ リッドで検出した。

<形態。規模> ほぼ円形で、開田部 1.36× 1.26m、 底部 0.28× 0.22m、 主軸方向N21° E、 深さ最大 24

cmである。底部はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

<埋土> 地山プロック・炭化物が少量含まれる、暗褐色土の単層で埋め戻されている。しまっていない。

<遺物> 石鏃 1点、磨石 1点が出上している。

<小結> 上器が出上していないため詳細 は不明だが、埋土から晩期の遺構 と考えられる。

47号土坑 (第 15図・写真図版 14)

<位置・検出状況> 2-17グ リッドで検出した。

<形態 。規模> 円形で、開口部 0。 94 X O.92m、 底部 0.66× 0.62m、 主軸方向はN51°W、 深さは 13 cm

である。底部は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<埋土> 地山プロック・炭化物・焼土粒が少量含まれる、褐色上で埋め戻され、 2層 に分かれる。しま

っていない。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、埋土から晩期の遺構 と考えられる。
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48号土坑 (写真図版 14)

<位置 。検出状況> 2-14グ リッド、 1-14～ 2-14東西ベル ト中で検出された。

<形態・規模> 調査時の不手際により、平面図を取 り忘れたため正確な位置 。規模は不明である。

く埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む黒褐色土単層 (=1-14～ 2-14東西ベル ト8層)で埋め戻

されている。固くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 93・ 94)の他土器片 122片 (晩期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。

49号土坑

<位置 。検出状況> 2-14グ リッド、 1-14東西ベル ト中で検出された。

<形態・規模> 調査時の不手際により、平面図を取 り忘れたため正確な位置・規模は不明である。

<埋土> 地山ブロックが小量含まれる、にぶい責褐色上の単層 (=1-14～ 2-14東西ベル ト4層)で

埋め戻されている。固 くしまる。

<遺物> (図版番号 95～98)の他、土器片 49片 (晩期主体、後期含む)、 凹石 1点が出上している。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。

50号上坑

<位置・検出状況> 2-14グ リッド、 1-14～ 2-14東西ベル ト中で検出された。

<形態・規模> 調査時の不手際により、平面図を取 り忘れたため正確な位置 。規模は不明である。

<埋土> 地山ブロック。炭化物を少量含む、黒褐色上の単層 (=1-14～ 2-14東西ベル ト7層)で埋

め戻されている。ややしまる。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、埋土から晩期の遺構 と考えられる。

4 配石遺構

1号配石遺構 (第 16図・写真図版 14)

<位置 。検出状況> 2-1グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 40× 20× 7 cm前後の凝灰岩質の礫を、斜面に対 して約 50° の角度で埋めている。礫は下

面が くばみ、石皿によく似ているが使用痕はない。

<埋土> 礫はⅣ層を掘 り込み、埋められている。埋土はⅣ層とほぼ同じだがやわらかい。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 配石遺構 とするには不十分な検出状況だが、掘 り込みが確認され、周辺の礫が失われた可能性

を考え遺惜とした。礫は構築時より傾いた可能性がある。出土遺物がないため詳細は不明だが、後期以降の

遺構 と考えられる。

2号配石遺構 (第 16図・写真図版 14)

<位置 。検出状況> 1-1グ リッド、ⅢB中層相当層で検出した。
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<形態・規模> 土坑を伴い、礫は壁に沿って 7個埋められている。 2個 は安山岩で他は粘板岩である。

土坑は楕円形で開口部 1.16× 0.58m、 底部 1.06× 0.44m、 主軸方向はN22° E、 深さは 14 cmである。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を小量含む、褐色上の単層で埋められている。

<出土遺物> 土器 (図版番号 107・ 108)の 他土器片 19片 (後期主体)が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

3号配石遺構 (第 16図・写真図版 15)

<位置・検出状況> 1-2グ リッド、ⅢB中層で検出した。

<形態 。規模> 30× 50 cm前後の粘板岩が、 3個階段状に配列されている。

<埋土> 掘 り込みは確認されず、地山ブロック・炭化物・焼土粒を小量含む暗褐色土 (=2-1～ 2-

2南北ベル ト3層)上に置かれている。

<遺物> 周辺から土器 (図版番号 109～111)の他土器片 46片 (後期主体 )、 石鏃 1点、獣骨片、焼粘土

塊少量が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。

4号配石遺構 (第 16図・写真図版 15)

<位置・検出状況> 1-3グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 50× 40× 10 cm前後の粘板岩質の礫を、斜面に対 し約 70°の角度で埋めている。

<埋土> 礫はⅣ層を掘 り込み埋められている。埋土は地山ブロックを少量含むにぶい黄褐色土 と、Ⅳ層

とほぼ同じだがやわらかい上である。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 配石遺構 とするには不十分な検出状況だが、掘 り込みが確認され、周辺の礫が失われた可能性

を考え遺構とした。礫は構築時より傾いた可能性がある。出土遺物がないため詳細は不明だが、後期以降の

遺構 と考えられる。

5号配石遺構 (第 16図・写真図版 15)

<位置・検出状況> 1-4グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 土坑を伴い、礫は壁際と埋土中に不規則に埋められている。礫のうち 1個 は掘 り込みが

深 く、隣接して石皿 (図版番号 387)が出上している。土坑は楕円形で、開口部 1.40× 0.80m、 底部 1.32×

0.64m、 主軸方向はN37° E、 深さは最大 40 cmである。

<埋土> 地山ブロック・炭化物を少量含む、灰黄褐色土単層で埋められている。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 出土遺物がないため詳細は不明だが、後期以降の遺構 と考えられる。

6号配石遺構 (第 16図・写真図版 16)

<位置・検出状況> 1-7グ リッド、Ⅳ層で検出。

<形態・規模> 頁岩質、粘板岩質の礫が不規則に配置され、礫の 1個は斜面に対 して 40°の角度で埋めら

れている。不整形な土坑を伴い、開口部 2.12 X O.85m、 底部 1.32× 0.64m、 主軸方向N18° E、 深さ最大 40
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cmである。

<埋土> 地山ブロック・炭化物・焼土粒を少量含む、灰黄褐色土で 4層に分かれる。

<遺物> 土器 (図版番号 112～ 117)の他土器片 259片、石鏃 2点、削掻器 1点、獣骨片少量が出上して

いる。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。礫は構築時より倒れた可能性がある。

7号配石遺構 (第 16図・写真図版 16)

<位置 。検出状況> 2-8グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 粘板岩質の礫が、斜面に対して 30°の角度で埋められている。土坑を伴い、開口部 1.66×

0.88m、 底部 1.60× 0.76m、 主軸方向N54° E、 深さは最大 36 cmあ る。

<埋土> 地山プロック・災化物を少量含む灰黄褐色上で、 2層 に分かれる。

<遺物> 土器 (図版番号 118・ ■9)の他土器片 97片、円盤状土製品 1点、石鏃 4点、石錐 1点が出上し

ている。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構と考えられる。土坑である可能性も高い。

8号配石遣構 (第 16図 。写真図版 16)

<位置・検出状況> 1-9グ リッドで検出した。

<形態・規模> 60× 45 cm前後の粘板岩が、 4個階段状に配置されている。

<埋土> 地山プロック・炭化物を少量含む灰責褐色土 (=1-9東 西ベル ト4層相当層)上に置かれて

いる。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 1-9東 西ベル ト4・ 5層出土土器 (図版番号 1548～1551)が後期前～中葉であることから、

近い時期の遺構 と推定される。

5 焼 土遺 構

1号焼土遺構 (第 17図・写真図版 16)

く位置・検出状況> 1-2グ リッド、10 YR4/2灰 黄褐色土主体層上で検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模 1.52 X O.86m、 焼上厚 12 cmである。

<焼土> 色調、回さの記録はない。災化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 120～ 122)の他土器片 42片 (後期主体 )、 石鏃 3点、獣骨片少量が出上してい

る。土器は焼成を受けていない。

<小結> 後～晩期の遺構 と考えられる。周辺から礫が検出しているが、本遺構 との関連は不明である。

焼上の状態から異地性のものと考えられる。

2号焼上遺構 (第 17図・写真図版 17)

<位置・検出状況> 1-4グ リッド、10 YR3/2黒褐色土主体層上で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 0.72× 0.42m、 焼土厚の記録はない。

<焼土> 色調、固さの記録はない。炭化物が混入している。
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<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 検出面から3号・ 4号焼土遺構 とほぼ同時期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のも

のと考えられる。

3号焼上遺構 (第 17図・写真図版 17)

<位置 。検出状況> 1-4グ リッド、10 YR3/2黒褐色土主体層上で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 0。 88× 0.42m、 焼土厚の記録はない。

<焼土> 色調、固さの記録はない。炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 123)、 石鏃 1点、獣骨片が少量出土している。

<小結> 検出面から、 2号 。4号焼土遺構とほぼ同時期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性の

ものと考えられる。

4号焼上遺構 (第 17図・写真図版 17)

<位置 。検出状況> 1-4グ リッド、10 YR3/2黒褐色土主体層上で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 1.72× 0.54m、 焼土厚の記録はない。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR3/2黒褐色上、炭化物が混入 している。上面に 45× 10× l cm

ほどの炭化物が残っている。

<遺物> 土器 (図版番号 124～126)の他土器片 13片、石鏃 2点、石錐 5点、石匙 1点、獣骨片少量が出

土している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

5号焼上遺構 (第 17図・写真図版 17)

<位置 。検出状況> 1-5グ リッドで検出した。

<形態・規模> 平面は長楕円形で、規模 0.83× 0.25m、 焼土厚 1l cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 127)の 他土器片 13片、石鏃 1点、獣骨片少量が出土している。

<小結> 出土遺物から後期以降の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

6号焼土遺構 (第 17図・写真図版 17)

<位置・検出状況> 2-5グ リッド、10 YR4/2灰 黄褐色土 (=1-5東西ベル ト2層)上で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 1.55× 1.20m、 焼土厚 14 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR3.5/2黒褐色± 40%、 炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 128～ 133)の他土器片 194片 (晩期主体)、 円盤状土製品 (図版番号 3、 4)の

他 2点、耳飾 り (図版番号 ■7)、 石鏃 (図版番号 20,91)の他 18点、石錐 3点、石匙 1点、石棒 (図版番

号 73)、 岩版 (図版番号 35)、 獣骨片少量が出上している。

<小結>出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

―- 31 -―



7号焼土遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置・検出状況> 2-6グ リッド、 8号焼土遺構より5～10 cm高 いレベルで検出された。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 1.60× 0.44m、 焼土厚の記録はない。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR3/2黒褐色土、炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 134・ 135)の他土器片 14片 (後期主体)、 獣骨片が出上している。

<小結> 出土遺物から後期前葉以降の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

8号焼上遺構 (第 17図・写真図版 18)

<位置・検出状況> 2-6グ リッドで検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模 2.42× 1.92m、 焼土厚 14 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR3/2黒褐色± 30%、 炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 136～ 141)の他土器片 109片、石鏃 1点、石錐 1点、コイ科の魚類を含む獣骨

片少量が出土している。

<小結> 141は晩期前葉の上器だが、出土遺物と検出面から後期前葉以降の遺構 と考えられる。 7号焼

土遺構 とごく近い時期に形成され、焼上の状態から異地性のものと考えられる。

9号焼土遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置・検出状況> 1-7グ リッドで検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模 0.92× 0.50m、 焼土厚 6 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR4/2灰黄褐色土、炭化物、地山ブロックが混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 142)の他土器片 6片 (後期主体)、 獣骨片が出上している。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

10号焼土遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置 。検出状況> 1-8グ リッド、ⅢB上層で検出した。■ 号焼土遺構を切って構築されている。

<形態・規模> 平面はほぼ円形で、規模 0.65× 0.62m、 焼土厚 8 cmである。

<焼土> 5 YR4/8赤褐色粘上で固くしまる。上部に 10 YR4/2灰黄褐色土 (=Ⅲ B上層)が混入してい

る。

<遺物> 土器 (図版番号 143～ 145)の 他土器片 54片 (後期主体 )、 石鏃 2点、鳥類を含む獣骨片が少量

出上している。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の固 く焼けている状態から現地性のものと考 えら

れる。

11号焼土遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置・検出状況 > 1-8グ リッド、ⅢB上層で検出した。10号焼土遺構に切 られている。

<形態・規模 > 平面はほぼ楕円形で、規模 0.52× (0.32)、 焼土厚 3 cmである。

<焼土> 5 YR4/8赤褐色土粘土、混入物はなく、固くしまる。

<遺物> 土器 (図版番号 146)の他土器片 4片 (後期主体)、 獣骨片少量が出上している。
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<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の固く焼けている状態から現地性のものと考えら

れる。

12号焼土遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置・検出状況> 1-8グ リッド、ⅢB上層で検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模は 0.56× 0.26m、 焼土厚 3 cmである。

<焼土> 5 YR4/8赤褐色粘土、混入物はなく、固 くしまる。

<遺物> (図版番号 147)の他土器片 4片 (後期主体 )、 石鏃 1点、獣骨片が少量出上している。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の固 く焼けている状態から現地性のものと考えら

オιる。

13号焼土遺構 (第 18図 )

<位置・検出状況> 1-9グ リッド、 4層で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模は 0.54× 0.26m、 焼土厚 10 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR4/2灰黄褐色上、炭化物が混入している。

<遺物> 石鏃 1点、獣骨片少量が出上している。

<小結> 後～晩期の遺構と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

14号焼上遺構 (第 18図・写真図版 18)

<位置 。検出状況> 1-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 0.38× 0.33m、 焼土厚は4 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。10 YR4/2灰黄褐色土、炭化物が混入している。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 後～晩期の遺構 と考えられる。焼土の状態から異地性のものと考えられる。

15号焼上遺構 (第 18図・写真図版 19)

<位置 。検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で規模 0.46× 0.31m、 焼土厚 2 cmである。

<焼土> 色調の記録はない。固 くしまる。10 YR4/2灰責褐色上、炭化物が混入している。

<遺物> 出土遺物はない。

<小結> 後～晩期の遺構 と考えられる。焼上の固く焼けた状態から現地性のものと考えられる。

16号焼土遺構 (第 18図・写真図版 19)

<位置 。検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模は 1.01× 0.41m、 焼土厚 3 cmである。

<焼土> 色調の記録はない。混入物はなく、固 くしまっている。

<遺物> 土器 (図版番号 148・ 149)の他土器片 25片 (後期主体)、 石鏃 2点、獣骨片少量が出上してい

る。
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<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼土の固 く焼けた状態から現地性のものと考える。

17号焼土遺構 (第 18図・写真図版 19)

<位置・検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模 0.65× 0.28m、 焼土厚 5 cmである。

<焼土> 色調の記録はない。固くしまる。上部に炭化物が混入している。

<遺物> 土器 (図版番号 150)の他土器片 19片 (後期主体 )、 石鏃 1点、焼粘土塊が少量出上 している。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の固 く焼けた状態から現地性のものと考えられる。

18号焼土遺構 (第 18図 。写真図版 19)

<位置・検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 平面はほぼ円形で、規模 0.36× (0.31)m、 焼土厚 8 cmである。

<焼土> 色調の記録はない。固くしまる。上部に炭化物が集中している。

<遺物> 土器 (図版番号 151)の他土器片 8片 (後期主体)、 獣骨片が少量出上している。

<小結> 出土遺物から後期の遺構 と考えられる。焼上の固く焼けた状態から現地性のものと考えられる。

19号焼上遺構 (第 18理 。写真図版 19)

<位置・検出遺構> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模 0.29× 0.17m、 焼土厚 2 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。炭化物が混入している。

<遺物> 土器片 9片 (後・晩期)、 石鏃 1点が出土している。

<小結> 出土遺物から後～晩期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

20号焼上遺構 (第 18図・写真図版 19)

<位置 。検出状況> 2-9グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> 平面は不整形で、規模 0.42× 0.31m、 焼土厚 3 cmで ある。

<焼土> 色調、固さの記録はない。炭化物が混入している。

<遺物> 土器片 (図版番号 152)の他 5片 (後・晩期)が出土している。

<小結> 出土遺物から後～晩期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

21号焼土遺構 (第 19図・写真図版 20)

<位置・検出状況> 2-11グ リッド、灰黄褐色土層 (地山ブロック7%散在)上で検出した。この層に

は晩期中葉の上器が含まれ、さらに下の層には後期の上器が含まれる。 (=Ⅲ B上層相当か ?)ま た、この上

の層にも晩期の層が厚 く堆積している。

<形態・規模> 平面は不整形で、規模は 5.78× 4.99m、 焼土厚 20 cmである。

<焼土> 色調、固さの記録はない。焼上に 10 YR3/2黒褐色上が 60%程混入している。(=2-11東西

ベル ト5層 )

<遺物> 土器片 131片 (晩期主体、後期少量混じる)、 土偶 (図版番号 326)、 石鏃 4点、石匙 1点、磨石
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4点、焼粘土塊が出土している。

<小結> 出土遺物から晩期の遺構 と考えられる。焼上の状態から異地性のものと考えられる。

6 埋 設 土 器

1号埋設上器 (第 19図・写真図版 6)

<位置 。検出状況> 1-5グ リッド、Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模> Ⅳ層中に、焼土粒を60%ほ ど含む 0.40× 0.30mの ごく浅い土坑状のものがあり、小型

深鉢の胴部下半から底部が、斜面に対し水平に埋められている。(図版番号 99)土器に火を受けた形跡はない。

<小結> 上部は調査以前、あるいは途中で失われたと考えられる。また遺構 と認定すべきか疑間は残る。

出土遺物から後期の遺構 と考えられる。

2号埋設上器 (第 19図・写真図版 6)

<位置・検出状況> 1-6グ リッド、10 YR4/2灰黄褐色土層 (=Ⅲ B層)で検出した。

<形態・規模> 上記の層を掘 り込んで構築されている。掘 り方は平面。断面双方から確認できなかった。

深鉢の口縁から底部が、斜面に対し約 45°の角度で埋められている。 (図版番号 100)

<小結> 出土遺物から晩期の遺構 と考えられる。

3号埋設土器 (第 19図・写真図版 6)

<位置 。検出状況> 1-6グ リッド、10 YR4/2灰黄褐色土層 (=Ⅲ B層)で検出した。

<形態 。規模> 上記の層を掘 り込んで構築されている。掘 り方は平面。断面双方から確認できなかった。

深鉢の胴部下半から底部が、斜面に対し約 45°の角度で埋められている。 (図版番号 101)

<小結> 上部は調査以前、あるいは途中で失われたと考えられる。出土遺物から晩期の遺構 と考えられ

る。

4号埋設土器 (第 19図・写真図版 7)

<位置 。検出状況> 1-8グ リッド、晩期前葉の遺物を含む層で検出した。

<形態 。規模> 上記の層を掘 り込んで構築されている。掘 り方は平面・断面双方から確認できなかった。

深鉢の回縁から底部が、斜面に対し約 45°の角度で埋められている。 (図版番号 102)

<小結> 出土遺物から晩期前葉以降の遺構 と考えられる。

5号埋設上器 (第 19図 。写真図版 7)

<位置 。検出状況> 2-14グ リッド、東西ベル ト南東面 8層中から検出された。

<形態・規模> 2-13ベ ル ト南東面 8層中に焼土粒 40%ほ ど含む直径 0.42 cmの 土坑状のものがあり、

鉢形土器の口縁から胴部上半が、斜面に対し水平に埋められている。

<小結> 出土遺物から晩期中葉以降の遺構 と考えられる。

7 石斧埋納状況

2-11グ リッド、南北ベルト中Ш Ab層最下部に、ほぼ完形の磨製石斧が3本、斜面に対し水平な状態で
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埋められている。 (図版番号 310～312・ 写真図版 22)軸線 は北東―南西で平面 。断面双方から掘 り方は確認

できなかった。時期 は後期中葉頃 と推定される。皮袋などに入れ られた状態で埋納された可能性が考えられ

る。

8 土偶埋納状況

2-8グリッド、Ⅲ Ac層 に、右肩上部と右脚付け根の突起のみ欠損した中空土偶が、斜面に対しほぼ水平

に、頭を東に向け埋められている。(図版番号 270・ 写真図版 149)首 と胴体、左腕と胴体、左脚と胴体羽 1

～ 2 mm離れていたが土圧による破損と考えられる。頭部、胴体の一部に朱が残っている。この層には大洞

C2式 (古段階)の上器片が多く含まれているが、土偶の周辺は比較的土器片が少なかった。

3-8グ リッド、Ⅲ Ac層 よリー段上の層 (10 YR4/2灰 黄褐色土層)からも中空土偶が出上し、頭部、肩

から胸にかけて朱が残っている。左肩の破損部にアスファルトが付着している。(図版番号 271・ 写真図版 150)

9 柱穴状小 ピッ ト

調査区全体から138基検出された。大部分は0～ 1グ リッドの平坦部から検出され、居住区と捨て場の境

目と考えられる。(図版番号第 21～24図 )柱痕跡の残っているものは少なく、埋上の主体は10 YR4/2灰黄褐

色土・単層で、第Ⅳ層で検出されたものが大部分である。直径が 50 cmを超えるものは2・ 8・ 57・ 140号柱

穴のみで、比較的小規模なものが多く、建物を構成することはできなかったため構築の目的は不明である。

1-13グ リッド周辺の 119～ 130号柱穴も、第Ⅳ層で検出されたが、ほぼ円形の配列から小規模な住居状の

建物であつた可能性が考えられる。出土遺物、柱穴痕の残っているものについては第 21～24図掲載の一覧表

を参照されたい。紙面の都合上、埋上が単層のものについては数値のみ掲載し、断面図は割愛した。

10 捨 て場

基本層序でも述べたが調査区の大部分は、縄文時代後期前葉から晩期後葉にかけての「捨て場」であり、

北東側の平担部が居住区であつたと考えられる。調査区が、斜面中腹のごく限られた範囲だつたため、推測

の域を出ないが、平担部をはさみ裏側の斜面 (現況は畑)か ら、また北西側の開田工事の際に大量の上器・

石器が出土したことから、「捨て場」は周辺の丘陵一帯に広がっていたと考えられる。

「捨て場」として利用された時期は前述した通りだが、わずかに後期初頭、晩期末棄と見られる土器、土

製品が出土している。出土遺物の量から考えると、後期前葉から中葉にかけて、相ノ沢は集落の中心であっ

たが、後葉に入ると集落の移動に伴いここでの生活は途絶え、再び晩期前葉にこの地での生活が始まったと

推定される。大洞 A′式の頃を最後に人々はこの地を去り、中世に至るまで生活の痕跡は残っていない。「捨て

場」は時期によって形成個所が移動しており、後期前葉には調査区中央より北西側に中心があり、次第に中

央に移動し、晩期前葉から中葉にかけてはほぽ調査区中央が中心となっている。後葉から末葉の時期には中

央より南西側に中心が移動している。「捨て場」の上は斜面上部では20～ 30 cm、 下部では最も厚い所で lm

程堆積している。廃棄の状態は、土器・石器・土製品・石製品が未製品・完成品 。破損品と入り交じって出

土している。グリッドにより出土量の変化はあるが、廃棄の様相で大きな変化はない。(第 32図 遺物出土

状況参照)
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11 土 塁

<位置> 1-4～ 0-5グ リッド

<検出状況> 調査開始時、ゆるやかな逆U字形の起伏が観察され、 (調査時の)表土を除いた後、土塁 と

確認された。土塁は作った章時の表上の上面に、更に表土と地山の上を盛って構築されている。その下部に

は、ⅢB上層・ⅢB下層に相当すると考えられる混合土層がある。構築当時の表上下部 とⅢB層下層には、

後期の上器片が比較的多 く含まれている。

<形態・規模> 高さ1.22ね (現代の表上を除 く)、 長さ3.4m。

<小結> 調査部分がわずかなため、全体の規模は不明である。盛 り上の高さは、中世の館に付随すると

仮定した場合、非常に規模が小さく、構築目的は不明である。

12  醤写

<位置> 0-4～ 1-5グ リッド

<検出状況> 調査開始時、前述の起伏に続 くゆるやかな窪みが観察され、土塁の精査進行に伴って溝で

あることが確認された。濤はⅢB上層からⅣ層を掘 り込んで、構築されている。埋土は土塁斜面からの崩落

土 (=Ⅲ B下層か ?)、 ⅢB上層、構築当時の表上の混合土層と考えられる。

<形態・規模> 深さ0.71m、 長さ3.4m、 底部は平坦で、幅 0.57m。

<小結> 調査部分がわずかなため、全体の規模は不明である。溝の深さは、中世の館に付随すると仮定

した場合、非常に規模が小さく、構築目的は不明である。

13 道路 状 遺 構

<位置> 2-13グ リッド (第 7図遺構位置図参照)

<検出状況> 調査開始時、斜面が人為的に切 り出され段差を形成している。 (写真図版 2・切 り出された

段)

<形態・規模> 長さ約 10m、 幅約 5mで道路状を呈する。

<小結> 2-13グ リッド、2-13東西ベル トの 1～ 5層が、中世末頃に盛 られたものと考えられるが、

その時期にここで切 り出された上である可能性がある。構築目的は不明だが形態から命名した。

14 炭 窯

<位置> 1-3グ リッド

<検出状況> 調査開始時、わずかな窪みが観察され精査進行に伴って、炭窯であることが確認された。

<形態・規模> 2.5× (2.2)m、 深さ0.41mの隅丸方形。

<小結> 伏焼 という種類の炭窯で、家庭用の炭を焼 くことは少なく、鍛冶用の炭を焼 くことが多い。中

～下部から検出された炭化材は栗が大部分で、火力の調節が必要な鍛冶に適した材が選ばれている。炭化材

は横一方向に置かれている。似た方法に穴焼があるが、材を維多な方向に特徴がある。時代は明治以前と考

えられるが、伏焼自体は昭和初期まで続けられた。
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ぐ 1号住居跡
1号住居跡
A― A′

1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト、固くしまる。
地山プロック (径 5mm)3%散 在。
炭他物 (径 5mm)1%譲 在、炉の石が埋められている。
焼土
10Y R 4/3に よい黄Xtl上 、シルト、回くしまる。
地山プロック (径 5mm)3%魅

1.10Y R 4/2灰黄褐色よりやや暗い。ンルト、
日くしまる。
地山アロック (径 5mm)3%散 在。

2.10Y R 4/つ 灰黄褐色よりやや暗い。
1よ りややしまりが弱い。
地山プロッタ (径 5mm)4%散 在。(=A― A′ 1層 )

3.焼土 (=A― A′ 2層 )

4,10Y R 4/2灰黄褐色土、ンルト、固くしまる。
地山プロック (径 10～60mm)25%敵在。

5。 10Y R S/3に ぶい黄褐色土。ンルト、回くしまる、
わずかに粘

'あ

り。
地山プロック (径 5～40mm)7%散 在。

6.10Y R 4/ワ 灰黄褐色上、シルト、固くしまる。
炭化物 (径 5mm)3%散 在。

7.10Y R 3/2黒褐色上、シルト、固くしまる。
地山プロック (径 Smm)3%散 在、炭化物 (径 5mm)
1%散在。

メ

セ

2号住居状遺構

ユー14-Pl   l-14-S

1-14-P
l-14-P 1状ゝ

当卜

トト四ma

ロ

1-11-SI】伏

1号住居状遺構
1 10Y R3 5/ワ 、シルト、回くしまる。わずかに粘りあり。

地山プロック (径 5mm)5%、 炭化物 (径 5mm)3%散 在。

第 9図  1号住居跡、 1・

2号住居状遺構
1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト、固くしまる。

地山ブロック (径 5mm)7%、 炭化物 (径 5mm)3%散 在。
2. ことほぼ同じ上、焼■粒30%散在。

P3?
P7?

:・ :・ ::ヘ

|:::::::::::::
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39号上比

1.10Y R 4/2灰黄褐色土、ンル ト、国 くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7°/O炭化物 (径 5mm)3%散 在。

2号住居炭化材出土状況

卜L=四側m 羽

2号住居

第10図  2号住居跡、39号土坑

当
f極

三患≒蓬:尋爾F結硯誰項尼楊渥欽耐3%散在。
2.10Y R 3/2黒 褐色と、シルト、国くしまる。

焼土粒 (径 5mm)3%散 在、炭化材30%散在。
3.10Y R 4/2灰 黄褐色上、シルト、回くしまる。

地山ノロック (径 5mm)3%散 在、炭化物 (径 5mm)2%散 在。

4.10Y R 5/2灰 黄褐色上、シルト、国くしまる。

地山プロック (径 5～20mm)7%散 在、炭化物 (5mm)3%散 在。

引

5。 10Y R 5/2灰 黄褐色土、ンルト、日くしまる。

地山プロック (径 5mm)iO%散在、炭化物 (5mm)3%散 在。

6.10Y R 4/2灰 黄褐色土、ンルト、回くしまる。

焼土粒 (径 5mm)10%散在。
7 10Y R 4/2灰 黄褐色土、ンルト、回くしまる。

地山ノロック (径 5～20mm)7～ 10%散在、炭化物 (径 5mm)3%散 在。

8 10Y R 4/2灰 責褐色土、シルト、回くしまる。

地山プロック (径 5～40mm)15%散在、炭化物 (径 5mm)1%散 在。

9 10Y R 3/2黒 褐色上、ンルト、固くしまる。

焼主粒 (径 5mm)25%散在、炭化物片含む。
10 10YR 4/2灰 黄褐色上、シルト、回くしまる。

地山プロック (径 5mm)7%、 炭化物片 (径 5mm)3%散 在。

下部に径20～ 40nmの地山ノロックが4～ 5個混じる。

卜 192‖ Wロ

卜い団お側m
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ドi-93.200m

1号■坑 (1-1-Pl、 SK4)
1.10Y R 3/4にぶい黄褐色上、シル ト、固 くしまる。

地山ノロック (径 5mm)20%散 在。

4号上坑 (1-2-P5)
1.10Y R 4/2灰黄褐色土、ンルト、固くしまる。

地山ブロック (径 5mm)7%、
炭化物 (径 2～ 5mm(10%)、
焼土粒 (径 2mm)つ %散在。

崖 l el'W田 当

1-2-P4

卜L93,Wm

2号土坑 (1-2-P4)
1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト、回くしまる。

地山ノロック (径 2mm)3%、 炭化物 (径 lmm)
焼土粒 (径 2mm)2%散 在。

卜L‐四mぃ 当

5号土坑 (1-ワ ーP2、 SK6)
よ.10Y R 4/4福色上、シルト、国くしまる。

地山ノロック (径 3～ 7mm)15%、
炭化物 (径 3～ 5mm)5%散 在

卜卜Ы■00田

8号上坑 (2-2-Pl、 S K10)

1.10Y R 4/3褐色上、シルト、回くしまる。
地山プロック (径 5～10mm)15%、
炭化物 (径 5mm)散在。

第11図  1号～ 9号上坑

暫

卜《ζ三二》当
卜L‐ 9缶Omm  当

9号土坑 (1-3-P3、 SK7)
1.10Y R 4/2灰 資褐色上、シルト、固くしまる。

地山アロック (径 5mm)3%、
炭化物 (径 5mm)1%散 在。

3号■坑 (1-ワ ーPと 、SK5)
1.10Y R 4/4褐色土、シル ト、国くしまる。

地山ノロック (径 3～ 7mm)ワ0%、

炭化物 (径 5mm)3%、 焼土粒わすかに譲と。

卜 L at■ mm

6号土坑 (2-2-P3、 S K12)
1 10Y R 5/4に ぶい黄褐色上、シルト、固くしまる。

地山ノロック (径 5～30mm)15%、 炭化物少量散在。

卜時
“
山

5%

m

卜L‐ 00■Om

ド

璃

7号土坑 (2-2-P2、 SK■ )

1.10Y R 4/4褐色土、シル ト、回くしまる。

地山ブロック (径 5～ 7mm)5%、
炭化物 (径 5mm)少長、
埋上下部に焼土粒少量散在。

95S K4(1-1-Pl)

煮亀帯市

「

fFf::ii::ii:i:
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

::i:::::::i:::i::

:::i::::::
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卜 191・ 00田 J

10号土坑 (2-3-Pl、 S K13)

1.10Y R 3/4暗褐色上、シルト、固くしまる。

わずかに粘りあり。地山プロック (径 5～10mm)

炭化物 (径 5～10mm)少量散在。

7%、

卜1=04■00m  当

14号■坑 (0-7-P2)
1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト。

地山プロック (径 5mm)7%、 炭化物 (径 3mm)3%、
擁上粒 (径 lmm)2%散 私

1廟
16号土坑 (1-8-Pl)
1.10Y R 4/2灰黄褥色と、シルト。

地山ブロック (径 2～10mm)5%、
炭化物 (径 2～ 10mm)、

焼土粒 (3mm)2%施

12号土坑
理上の記録なし

H号土坑 (1-6-Pl)
1.10Y R3 5/2褐色上、シルト、固くしまる。

地山ノロック (径 5mm)3%、 炭化物 (径 5mm)
1%談在。

2. 1と ほぼ同じ土主体。
地山プロック (径 5～40mm)30～ 40%、

炭化物 (径 5mm)散在。

ヽ
「

18号土坑 (2-9-Pl)
1.10Y R 6/35に ぶい黄褐色上、ンルト、

地山プロック (径 5～10mm)7%、
炭化物 (径 5mm)4%散 在。

ドL=04.mOm 」常

15号土坑 (0-?― Pl)
1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト。

地山プロック (径 lmm)3%、 炭化物

5%、 焼土粒 (3mm)2%散 在。

卜L=Ы .800田  当

導

17号土坑 (2-8-P2)
1.10Y R 5/2灰黄褐色上、シルト。

地山プロック (径 3～ 5mm)3%、
炭化物 (径 2mm)3%、 焼土粒 (径 3mm)1%散 私

第12図 10号～18号土坑

卜 L‐Wm田 _Fi

13号土坑 (0-6-Pl)
1.10Y R 5/3にぶい黄褐色上、ンルト、

あまりしまっていない。

地山プロック (径 5～15mm)S%散 在。

2.10Y R 6/4におい黄橙色、シルト、 1よ り

ややしまっている、わずかに粘りあり。

地山ノロック (径 15～60mm)60～ 70%散 在。

ドL=01300B

報 i::::::::::::i:::::::::::::::

―-42-―
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卜 L=前盟m日

/主芋士

紹 :::::::::i:::i:::::::::::::::::::::i:::::::::::::::

当

卜L=盟■mm

19号土坑 (1-9-Pl)
1.10Y R 3/2黒褐色上、シル ト、固くしまる。

地山ブロック (径 5mm)、 炭化物 (径 6～10mm)10%散在。

2つ号上坑 (3-9-Pl)
1.10Y R3 5/2褐色上、シル ト、固 くしまる。

地山プロック (径 5mm)3%散 在。

21号土坑 (8-9-P2)
1.10Y R3 5/2褐色上、シルト、国くしまる。

地山ノロック (径 5mm)3%、 炭化物

(径 5～10mm)4%散 在。

卜貯Wヽ000当

静

20号上坑 (1-9-P3)
1.10Y R 4/3におい黄福色と、シルト、固くしまる。

地山プロック (径 5mm)5%、 炭化物 (径 5mm)
3%散在。

卜L=9■ 100B

卜L94おWロ

23号土坑 (2-10-Pl)
1.10Y R 4/2灰黄褐色と、シルト、回くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7%、 炭化物 (径 5mm)3%談 在。

2.10Y R 6/4にぶい黄橙色よりやや暗い。

地山ノロック (径 5～40mm)30%散在。

3.10Y R 5/2灰黄褐色と、シルト、固くしまる。

地山ブロック (径 5～30mm)20%散在。

24号■坑 (1-■ ―Pl、 SK8)
1.10Y R 4/4褐色土、ンルト、しまりなし。

地山ノロック (径 6～ 15mコ )譲在。
2.10Y R 3/3暗褐色と、シルト、しまりなし。

地山プロック少量散在、底部には炭化物、焼土粒散在。

25号土坑 (1-■―P2、 SK9)
1.10Y R 3/3暗褐色上、シルト、しまりなし。

地山プロック (径 5～ 10mm)、 焼土粒、炭化物散在。

引
ドl=03.100B 当

当

卜い=盟200m当 生笹材身鳥を4琴手魅評額玲。
7%散在。(=2-■東西ベル ト6層 )

トーーーーーーーーーーーーーー………」iとユーーー_____――――――――一千
n

第13図 19号～27号土坑

1-11-Pl

::::i::

華覇 華離華

凪 卜L=舶Wロ 当

〆ii:i:::i:

離 :再菌軍離I革::

27号土坑 (2-10-P2)
埋上の記録なし
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2-11-P2

卜192認mm 当

28号土坑 (2-■― Pl)
1.10Y R 3/2黒褐色と、シル ト、固 くしまる。

地山プロック (径 5mm)7%散 在、

炭化物 (径 5mm)1%、 焼■粒40%散在。

ドL‐92.600m 当

31号土坑 (1-12-P2)
1.10Y R 3/3晴褐色上、ンルト、国くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7%、
炭化物 (lmm)3%、 焼土粒 (径 2mm)2%散 在。

卜L‐引お00■ 当

29号土坑 (2-H― P2)
1 10Y R 3/2黒褐色土、シル ト、国 くしまる。

地山ブロック (径 5mm)7%散 在、

炭化物 (径 5mm)1%、 焼土粒40%散 在。

当

30号土坑 (0-■ ―溝 1)

1.10Y R 4/2灰黄褐色上、ンルト、しまりなり。

卜 L=理阿m 当

卜tiWJmm 当 騨Lと=田I晰

判

35号土坑 (2-12-P2)
二.10Y R 3/15黒 褐色上、シル ト、固 くしまる。

地山アロック (径 5mm)4%、 炭化物 (径 5mm)1%散 在。

2.10Y R 5/2灰黄掲色土、 シル ト、国 くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7%、 炭化物 (径 5mm)1%散 在。

第14図 28号～36号、38号土坑

当

ドート盟お側m 当

32号■坑 (1-12-P3)
1.10Y R 3/3暗褐色上、シル ト、回 くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7%、
炭化物 (径 inm)3%、 焼土粒 (径 2mm)2%散 在。

2-12-P2

卜国・Wn当

33号上坑 (1-12-Pl)
1.10Y R 3/3暗褐色上、シル ト、回 くしまる。

地山プロック (径 5mm)7%、
炭化物 (径 lmm)3%、 焼土粒 (径 2mm)2%散 在。

2 1と ほぼ同じ上、地山ノロック (径 20mm)10～ 20%、

炭化物 (径 lmm)3%散 在。

卜口よmOm

γ
当

当

36号■坑 (1-12-P4)
1 10Y R 3/3晴褐色土、シル ト、固 くしまる。

地山ノロック (径 5mm)7%、 炭化物 (径 lmm)
焼上粒 (径 2mm)2%散 在。

3%、

:lO:恥〒紳魂1%、34号■坑 (2-12-Pl)
1.10Y R 4/2灰黄褐色上、シルト、回くしまる。

地山ノロック (径 5mm)3%、 炭化物 (径 5mm)1%散 在
1と ほぼ同じ上、地山アロック (径 5～15mm)13%散在
10Y R 5/3に ぶい黄褐色上、ンルト、回くしまる、わずかに粘りあり。

地山ノロック (径 10～60mm)散在。 け

７

一一一一一一一一

::::::::::ヒ
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卜 ト れ◎了
卜 L=四mm 当

37号土坑 (0-13-溝 )

1.iOY R 4/2灰責褐色上、ンル ト、 しまりなし。

炭化物 (径 5mm)3%、 地山プロック (径 5mm)

卜卜割・ mm

42号土坑 (2-19-P2)
埋上の記録なし

卜L=mOm田  当

:::::,,ilヨ ::::::::

45号土坑 (2-15-Pl)
運上の記録なし

41号土坑 (2-13-Pl)
1.10Y R 3/2黒掲色と、ンルト、回くしまる。

地山ノロック (径15mm)3%、
炭化物 (径 5～10mm)7%、 焼土粒 (径 5mm)5%散 在。

れL=“ 300m ド

44号上坑 (1-14-Pl)
埋上の記録なし

卜とと89.800い

47号土坑 (ワ ー17-P2(S K18)
1.10Y R 4/4褐色土、ンルト、しまりなし。

地山ノロック (径 3～ 7mm)13%、 炭化物、

焼土粒 (径 3～ 7mm)1%散 在。
2.10Y R 4/4褐色土、ンルト、しまりなし、

やや粘りあり。
地山プロック (7～20mm)25%散 在。

卜191,00田

卜 L=蜘 m■

40号■坑 (1-13-P2)
埋上の記録なし

当

3%散在。

卜

田

1-14-Pl

伴卜mm当
判

43号土尻 (3-13-Pl)
1.10YR4 5/2灰黄褐色上、シル ト。

炭化物 (2mm)5%、 焼土粒 (lmm)3%、
地山プロック (2mm)7%散 在。

ヽ

引

::::|::||

46号土坑 (2-17-Pl(S K17)
1.10Y R 3/4暗褐色上、ンルト、しまりなし。

地山プロック (径 3～ 7mm)20%、 炭化物 (5～ 7mm)3%散 在。

第15図 37号、40号～47号土坑

―-45 -

::::::::::::

95S K 17
(2-17-Pl)



8号配石通構 (1-9-配石 1)

1 10Y R 4/2灰黄褐色土、シルト、

回くしまる。炭化物 (径 5mm)3～ 5%、

地山ノロック (径 5mm)5%散 在。

1-4-配石

10%散在。

卜 L=弱
'mm

5号配石遺構 (1-4-配石 1)

1.10Y R 5/25灰 黄褐色上、シルト、国くしまる。

地山プロック (径 10～,Omm)10%、 炭化物 (径 2～ 3mm)3%散 在。

2.10Y R 5/8にぶい黄褐色■、ンルト、固くしまる、
わずかに粘りあり。地山プロック (径 5mm)7%散 在。

6号配石通構 (1-7-配 石 1)

1.IOY R 4/2灰黄褐色上、シルト、固くしまる。

地山プロック (径 2～ 5mm)3%、 炭化物 (径 ユ～ 3mm)5%、 焼土粒 (1～ 3mm)1%散
在 。

2.10Y R 5/3にぶい黄4BLと 、シルト、固くしまる。
地山プロック (径 5～10mm)30%散在。

3 10Y R 5/ワ 黄褐色上、シルト、回くしまる。

地山プロック (径 3～ 5mm)3%、 炭化物 (径 1～ 3mm)3%、 焼土粒 (径 2mm)5%散 在。

4 10Y R 5/6黄褐色上、ンルト、回くしまる。

地山ノロック (径 5～ 7mm)3%、 炭化物 (径 imm)3%散 在。

当

当

２半

当

い

時

当

卜L=“測n当

1-2-

3号配石遺構 (1-2-大 配石、95配石 2)

1.10Y R 3/3暗 褐色上、ンル ト、国 くしまる。

炭化物 (径 5～10mm)10%、 焼土粒、

地山ブロック 5%散在。 (‐ 2-1～ 2-2南 北ベル ト3層 )

‐０＋
卜l‐W剖 Om

2号配石遺構 (1-1-配石 95配 石 1)

1.10Y R 4/4褐色上、シルト、目くしまる。

炭化物 (径 5mm)3%、 地山プロック (径 5～10mm)

卜L=92100m 当

4号配石逸確 (1-3-巨 礫埋設 )

1.10Y R 4/3にぶい黄褐色土、シル ト、回 くしまる。

地山プロック (径 5～30mm)70%散 在。

2.地山iOY R O/4に ぶい黄褐色、周囲の地山よりやわ らかい。

1号～ 8号配石遺構

- 46 -
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2-8-配晒 No.1

(1-9東西ベルト4層相当)

第16図



♂

も

蹴
95焼±1

騨1-03800m

劇 ::i::ii:

:::::::::i::::::::::::::

・ :・ :・ :・ :::・ ::・ :・ ::・ ::・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ ::・ ::・ :・ :・ :・ :,1・ :・ :・ :・ :

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

ワ号焼土遺構 (1-4-焼± 3)
1.焼上、色調、国さの記録なし。

炭化物混入。

4号焼土遺構 (1-4-焼± 1)

1.焼上、色調、回さの記録なし。
10YR 3/2黒 褐色上、炭化物混入。

3号焼上遺構 (1-4-燒■ 2,

1 焼上、色調、国さの記録なし、炭化物混入。

卜

卜L93おWm  当

5号焼土過確 (1-5-焼± 2)

1.焼土、色調、固さの記録なし、炭化物混入。

2.記録なし。

國
≒

l号焼上遺構 (1-2-焼上 2)

1.焼上、色調、国さの記録なし。炭化物混入。

ロ

卜

卜 L92■000

6号焼土遺構 (2-5-焼■ 1)

1.焼土、色調、国きの記録なし。10Y R3 5/つ 黒褐色土

40%、 炭化物混入。
2.10Y R 4/2、 灰黄福色上、ンルト、固くしまる。

地山アロツク (径 5mm)3%譲 在、(=I-5東 西ベルト2層炭化物多二部)

卜 L92■mm

第17図  1号～ 6号、 8号焼上遺構

8号焼土遺構 (2-6-焼 ±2)

1.焼 上、色調、目さの記録なし。10Y R 3/2黒 褐色±30%。

炭化物混入。
2.10Y R 3/2黒褐色土、ンル ト、回くしまる。

地山ノロック (径 5mm)1%、 炭化物 (径 5mm)1%散 在。

当

1-4-ガ性上No.3

(1-2焼±1)

2-5-焼土 No.1
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2-6-lh■ Nlx l け
鰍 欺

ド〔§32と9-焼土No.4
ド咄 Wn当

翻
15号焼土遺構 (2-9-擁 ±4)

1.焼土、色調の記録なし。10Y R 4/ワ
灰黄褐色土。

炭化物混入。

95焼±2(1-8-焼土No.1)

占H・ 000m 当

10号焼土遺構 (1-8-焼■ 1)
1.色 調、国さの記録なし。焼上に10Y R 4/2灰 黄褐色上が

混入。
2.焼土、 5YR4/8赤 ktl粘 土。

1-9-焼土No.2J占溢＼

卜

辞

当

畔‐mttn当

前
|::::::i:::i::::::i:::::::::i::

Fゞ嬢圭弩勇lttζ あ筆蒸みto ЮYR4/2
灰黄褐色土混入。

トト
“
お
∵
い 当

16号焼土遺構 (2-9-焼■ 1)

1.焼上、色調の記録なし。固くしまる。
混入物なし。

20号擁工選構 (2-9-焼■ 6)
1.焼土 (色調、回さの記録なし)炭化物混入。

7号焼土過構 (2-6-擁上 1)

1.焼 上、色調、目さの記録なし。10Y R 3/2黒 褐色±30%、

炭化物 (径 5mm)8～ 5%混入。

卜t a2おWn当

崖と吼
“
Om 当

12号焼土通構 (1-3-焼± 3)

1.焼上、5YR4/8赤 4et粘 と、固くしまる。

95焼±3(1-8-焼土No.2)

ド
(蓬垂ご7三

ドL-93.500B 当

一
i::i::::::::::::::::::::::::i:::i:

H号焼土通構 (I-8-焼±2)

1.焼上、5YR4/8赤 褐色粘上、国くしまる。

9号焼土遺構 (1-7-焼■ 1)
1.焼上、色調、回さの記録なし。10Y R 4/2灰黄褐色土。

炭化物 (径 5mm)3%、 地山ノロック (径 ワmm)1%混 入。

田

1-9-焼土Nα7

凸饉勢当

卜L92■mm当

熱
14号焼土遺構 (1-9-焼± 1)

1.焼 上、色調、目さの記録なし。10Y R 4/2。
灰黄褐色上、炭化物が混入。

2-9-陛 Nα2暫

毅

17号焼土遺構 (2-9-焼■ 2)

1.焼上、色調の記録なし。固くしまる。
上部に炭化物が集中している。

2聴
杉 卜《騨

γ

卜・9Wm口 刹卜L84.200当

廊
18号焼上遺構 (2-9-焼± 3)

1.焼上、色調の記録なし。国くしまる。

上部に炭化物が集中。

19号焼土通構 (2-9-焼 ■ 5)
1.焼上、色調、回さの記録なし。炭化物混入。

7号、 9号～20号焼土遺構

―- 48 -―

卜h側睛当

ドl=朗.500ぃ れ
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95埋設土器2

(1-6・ P2)

卜σ)

3号埋設土器 (95埋設上器 2、 1-6-P2)
1 10Y R 4/2灰黄褐色土、シルト、回くしまる。

炭化物 (径 5mm)3%、 地山プロッタ (

径 5mm)7%散 在 (‐ 1-7-1層 )を
掘り込んで埋められている。
掘り方は確認できなかった。

大焼土面

95埋設土器3

(1-8)

卜
/⌒｀

トト餡,Wn

4号埋設土器 (95埋設土器 4、 ユー8-埋設土器)

1.色調、回さの記録なし。晩期前葉遺物を含む層を

掘り込んで埋められている。

掘り方は確認できなかった。

~鳴紆輪ァ
2

当γ 卜◎当

1号埋設土器 (1-5-焼 ± 1)

と。10Y R 4/2灰 黄褐色上、シル ト、固 くしまる。

焼上粒40%、 炭化物 7%散在。

2+
ハイキプロック 1

5号理設土器 (2-14-埋設上器 1)

1 10Y R 4/2灰 黄褐色土、ンルト、固くしまる。
焼土粒 (径 5mm)7%散 在。下部に炭化物集中。

2 10Y R 4/2灰 黄褐色土、ンルト、固くしまる。

焼土粒 (径 5mm以 下)10～ 13%、

炭化物 (径 5～10mm)3～ 5%散在。

95埋設土器 1

(1-6-Pl)

卜r、

卜い鰤mm

2号埋設土器 (95埋設上器 ユ、 1-6-Pl)
1、 10Y R 4/2灰 黄褐色上、シル ト、回 くしまる。

炭化物 (径 5mm)3%、 地山プロック

(径 5mm)7%談 在 (=1-7-1層 )を
掘 り込んで埋められている。

掘 り方は確認で きなかった。

S=1/40

当

当
1///80?

‐２＋

＼
干

当

当

８
十

地山ハイキプロック2

2-■

卜1=婢 W椰

‐２＋

判

第19図 21号焼上遺構、 1号～ 5号埋設土器、

21号焼土遺構 (2-■ 一大焼土面、95焼■ 5)

1、 色調の記録なし、焼上に10Y R 3/2黒褐色上 (シ ルト、固くしまる、地山ノロック (径

5mm)7%、 炭化物 (径 5mm)1%散 在)が60%程 混入。(=2-■ ―東西ベルト5暦 )

平面形は、不整形で黒褐色上の混入から異地性と考えられる。焼上の厚さは、20cmほ どで後期
と晩期中葉頃の遺物を含む。焼上は灰黄褐色土 (地 山ノロック散在)上面に広がり、この層中
には晩期の上器が含まれる。さらに下の層には後期の上器が含まれる (11l B上層本日当と考えら

れる)。 焼上の上には、灰黄褐色土 (地山ノロック7%散在)が堆積しており、この層の中には

晩期の上器が含まれる。

卜卜酎mm 卜L=Ы,Wm当

地山ハイキプロック3

―-49 -―

1号地山ハイキプロック
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船

片
少
重

棘 一蟻
10
YR
3 
6/
2黒

褐
色
よ

ン
ル
ト 、

固
く
し
ま
る
。
地
山
ノ
ロ
ッ
ク

(径
Sm
)3
%、

炭
イ駒

(笹
う
m1
2路

脇
ヒ

し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
タ
に

5m
)7
%、

則
駒

la
■
5�

7%
施

第
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調
査

区
域
外

穴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９

靴 ◎

82
号

柱
穴

⑫

呻 ③
◎

64
号
柱

穴

写柱
穴 9

4颯
⑤
ト

橘
磁
穴

10
6号

柱
穴

1■
号
柱
穴

‖ 弩
請 辞

穴
14
0号

柱
穴
  
  
95
号

柱
穴

ド_
呻

“1日
 _
当
 

当
ぃ "

lh
庄

M

呻 ⑫ 蝉 Ω
91
号

柱
穴

92
号

柱
穴

⑧
79
号
桂

穴

83
号
柱

穴

Ⅲ
l‐
!F
B■

0-
10
-P
 P
4

95
号
柱

穴

%説
穴
◎

"号
棧穴
◎

| |

① 職
説

呻 Ｄ 働

Ｗ ＋

61
号

柱
穴

10
YR
 4
/2
灰

費
褐
色
と
、
シ
ル
ト
、
固
く
し
よ
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
ク

(後
6H
H)
3%
、

炭
化
物

(径
Sa
E)
2%
前

仏

10
YR
 4
/2
灰

責
褐
色
と
、
ン
ル
ト
、
団
く
し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
ク

(径
Sm
19
%、

開
ヒ 物

催
S皿

)
%絶

65
号

柱
穴

獣
骨
片
少
量
。

10
YR
 4
/2
灰

費
掲
tム

ン
ル
ト
、
日
く
し
ま
る
。
地
山
ノ
ロ
ッ
ク

(径
Sa
a)
9%
、

炭
‖拗

(径
Sa
l)

%魅

10
VR
 4
/2
灰

責
褐
色
■
、
シ
ル

固
く
し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
ク

(径
SE
I)
7%
、

炭
化
物

(径
5口

)
%絶

72
号

柱
穴

10
YR
 4
/2
灰

責
褐
も
と
、

固
くし
ま
る 。
地
山
ブ
ロ
ッタ

le
S皿

)2
%、

炭
化材

に
,m
12
%絶

83
号

柱
穴

1 
10
YR
4/
2灰

資
褐
tと

、
2 
10
YR
4/
2灰

責
褐
色
上
、

卜
、
目
く
し
ま
る
。
地
山
ノ
ロ
ッ
ク
に

Sm
la
%、

周
効

俗
5m
13
%散

転
卜 、

回
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
ク
催

S～
10
m1
7%

、
脚
七 物

径
5 
Hl
)5
%説

色
■
器
優
勝
騒
号
、

lG
駐

16
)似

5、
石
鏃

1。

88
号

柱
穴

と
器
破
片

2(
後
朗

)。

90
号

柱
穴

2灰
黄
褐
色
と
、
シ
ル
ト 、

固
く
し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
タ

(径
S～

lS
m1
10
%、

炭
化
物

(径
5国

)3
%前

転

と、
シ
ル
ト、

国
く
し
ま
る
。
地
山
ノ
ロ
ッ
ク

(優
5□

)0
%、

炭
(助

(径
Sm
13
附

Й
儀

Ю
YR
4/
2灰

難
絶
上

ン
ル
ト 、

国
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
ク
に

5働
7%
、

開
ヒ 物

(径
S園
)2
%絶

98
号

柱
穴

上
器
破
片

G(
後
期

)。

上
器
載
片

0(
後
朗

)。

06
号

柱
ガ

18
 X
l

3

07
号

柱
″

08
号

柱
グ

土
、
シ
ル
ト、

国
く
し
ま
る
。
地
�
ア
ロ
ッ
ク
に

5m
17
%、

据
駒

確
Sa
g)
1%
熊
色

H号
柱

ケ

40
号

柱
ガ

1 
10
YR
35
/2
剰

卸
割
ム

ン
ル
ト、

国
ぐ
し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
ク
に

5～
16
ml
'6
%、

炭
イ肋

鮭
Sm
li
S%
維

、
臨

2.
1と

ほ
ぼ
同
じ
i地

山
プ
ロ
ッ
タ
(E
00
回
)3
0%
瓶

盤
(団

踏
引

72
・
14
)慨

(制
。

第
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図
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◎ 呻

の 弾
邸

郡

ド

C)
13
4号

柱
穴
呻

q6
熱

Ｉ Ｉ 　 枷 ト 　 ー ー
13
3号
柱
穴

当
レ
“舶

ト

彰

峙 ＋
＝ ＋

10
YR
 4
/2
灰

責
掲
色
上
、
シ
ル
ト 、

国
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
ク

(径
6‐

10
田

)7
%、

炭
化
物

(径
S目

)1
%簡

転
」
要
器
颯
Uキ

1(
後

翔
。

土
器
破
用

2(
後
期

)。

10
VR
 4
/2
灰

翼
駆
雪
ヽ

ン
ル
ト
、
回
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
タ
に

SE
E1
 7
%、

炭
イ助

確
SH
J 
3%
護

缶

1l
BR
灯

キ
1(
9建

輝

'。
里
上
の
譲

な
し
。

18
号

柱
穴

J器
(団

開
簾
ユ

狙
)他

1、
石
儀

1。

S 
Ч

OE
)1
0%
、

財
駒

に
SD
11
%魅

J駅
図
鞣
騨
号1

80
)他

2(
制

。

2灰
線
抱
よ

シ
ル
ト、
固
くし
ま
る。
地
山
ア
ロ
ッ
ク
に

,I
B1
 3
%、

魅
物
に
5B
11
%絋

"

10
YR
 4
/2
灰

剤
確
■
、
シ
ル
ト
、
日
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
ク
に

,B
18
%、

触
物
俺

SE
l1
 1

趾
の
識

な
し
。

10
YR
 4
/2
灰
翻
配
■
、
ンル

ト、
固
くし
まる
。
地
山
ア
ロ
ック

ll
IS
～

10
ml
 s
%、

皮化
物
健

5a
l1
 1
%畿
伝

俎
の
識

な
し
。

10
YR
 1
/
2灰

賞
縛
色
よ

ン
ル
ト、

固
く
し
ま
る
。
題

Hプ
ロ
ッ
タ

(径
6～

10
日

)5
%、

炭
Ir
2(
径

5m
11
%熊

魅

13
3号

柱
穴

1.
10
YR
 4
/2
灰

卸
礎
■
、
シ
ル
ト 、

目
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
タ
催

S甜

`%
、

脚
七 物

催
5H
),
%絋

2 
10
YR
4/
2灰

黄
褐
色
上
、
ン
ル
ト 、

日
(し

ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
タ

(径
SB
17
0/
O、

開
ヒ 物

(径
51
1)
0%
魅

と器
(図
阪番
号
18
3.
18
n触

2(
後
・
醐

)

mY
R3
/
9際

隆
よ

ン
ル
ト、

固
く
し
ま
る
。
地
山
ア
ロ
ッ
ク
俗

S～
4幅

)3
%、

炭
イ駒

に
Sa
11
%謀

転

5
lC
YR
 3
/3
団

矧
■
kシ

ル
ト 、

固
く
し
ま
る
。
地
山
プ
ロ
ッ
ク

(径

`～

40
日

)3
%、

炭
(印

(径
5m
11

第
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西
北

西
2-
1～

2-
2南

北
ベ

ル
ト

南
南

西

|_
ユ

‐
92
00
0田

】
ヒE

Iし
ラミ

引

2-
1～

2-
2南

北
ベ

ル
ト

1,
10
Y 
R 
4/
4褐

色
土

、
シ
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
。

2層
と
よ

く
似

て
い

る
が

、
炭

化
夕

が
や

や
少

な
く

焼
土

は
見

ら
れ

な
い
。
上

器
片

が
少

量
含

ま
れ

る
。

■
IB
中

層
2.
10
Y 
R 
3/
3暗

褐
色
土

、
ン
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化

物
(径

5～
10
mm
)1
0
%、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

5%
散

在
、
焼

土
が
含

ま
れ
、
土

器
片

が
集

中
し
て

い
る
。

II
I 
B中

層
こ
の
層

に
、

3号
配

石
遺

機
の
粘

仮
岩

3個
が
置

か
れ

て
い

る
。

3.
10
Y 
R 
3/
3褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
、

か
な

り
粘

り
あ

り
。

炭
化

物
(径

5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
3～

10
mm
)2
0%
散

在
。

Ⅲ
B下

層

1-
3南

北
ベ

ル
ト

】ヒ ト
ー

1‐
|を

BO
哺

南 引

| |

1-
3南

】ヒ
ベ

ル
ト

1.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色
土

、
シ
ル

ト
。
表

上
下
部

2.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
IB
t上

、
シ
ル

ト
。

3.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
。
焼

上
粒

が
1%
以

下
、
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m)
1%
散

在
。
部

分
的

に
10
Y 
R 
S/
4に

お
い
黄

褐
色

上
部

が
レ

ン
ズ
状

に
入

る
。

Ⅲ
B上

層
4,
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

土
、
シ
ル

ト
。
焼

上
粒

1%
以

下
、
炭
化

物
(径

10
mm
以

下
)5
%、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m以

下
)3
%散

在
。

Ⅲ
B中

層
5.
 3
層

に
よ

く
似

た
上

、
IO
Y 
R 
5/
4に

お
い
黄
褐
色

上
部

も
比

較
的

広
く
分

布
。

皿
B中

層
6.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
IS
t土

、
シ
ル
ト
。

7層
と
ほ
ぼ
同
じ
土
。

1l
I 

B中

層
7.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
。

炭
化
吻

(径
5m
m以

下
)1
5%

散
在

。
後

期
の
土

器
が

多
量

含
ま
れ

る
。
mB
中

層
8.
10
Y 
R 
5/
4に

ぶ
い
黄
褐

色
上

、
ン
ル

ト
。
地

山
プ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m)

2%
散

在
。

と
こ

ろ
ど
こ

ろ
に
炭
化

物
集

中
区
が

あ
る
。

Ⅲ
B中

層
9。

10
Y 
R 
5/
4に

ぶ
い
黄
褐
色
土
、

ン
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
。
地
山
ノ
ロ

ッ
ク

(径
お
�
m以

下
)7
%散

在
。

2-
2-
東

西
ベ

ル
ト

1 
10
Y 
R 
4/
4褐

色
、

シ
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク
が

ゎ
ず

か
に
混

じ
る
。

表
土

2.
10
Y 
R 
3/
3暗

褐
色

上
、

シ
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク
が

ゎ
ず
か

に
混

じ
る
。

表
土

3.
10
Y 
R 
4/
4よ

り
や

や
明

る
い
褐
色

上
、

ン
ル

ト
、

2層
よ

り
や

や
し
ま
る
、

か
な

り
粘

り
あ

り
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径
6～

12
mm
)1
0%
談

と
。

Ⅲ
B上

層
に
相

当
す

る
層

か
。

4.
10
Y 
R 
5/
4に

ぶ
い
黄
褐

色
土

、
シ
ル

ト
、

回
く
し

ま
る
、

わ
ず
か

に
粘

り
あ

り
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径

2～
6m
m)
散

在
。
mB
下

層
5.
地

山
6.
10
Y 
R 
4/
4褐

色
上

、
シ
ル

ト
、
目

く
し
ま
る
。
炭

化
物

(径
3～

5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径

3～
6m
m)
3%
散

在
。
上

器
片

を
多

く
含

む
。

川
IB
中

層
7.
10
Y 
R 
4/
4褐

色
上

、
ン
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。

炭
化

物
(径

3～
5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径

15
%含

む
。
)粘

板
岩

3個
が
斜

面
に
対

し
水

平
に
埋

め
ら
れ

て
お

り
、

6号
土
坑

の
埋
土

と
も
考

え
ら
れ

る
層
。

■
坑

の
東
側

の
壁

は
、
斜

面
の
高

い
方

か
ら
低

い
方

へ
地

山
が
崩

れ
、
理
上

に
混

じ
っ
て

い
る
。

西
側

の
壁

は
、

い
つ
崩

れ
た
の
か
不

明
だ
が
ベ

ル
ト
の
壁

か
ら
判

断
す

る
こ

と
が

で
き
な
い
。

1.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
福

色
と

、
ン
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。

焼
土
粒

、
炭

化
物

(径
7m
m以

下
)2
～

3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

2～
3%
譲

在
。

2a
、

lo
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

擁
土

粒
、
炭

化
物

(径
10
mm
以

下
)5
～

6%
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

ワ
～
8%
散

在
。

2し
、 
2a
と

ほ
ぼ
同

じ
土

3.
 4
層

と
よ

く
似

て
い

る
が
、
炭

化
物

の
割
合

が
や

や
多

い
。

4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
福
色

土
、

シ
ル

ト
、
固

く
し
ま

る
。
焼

土
粒

、
炭
化
物

(径
10
mm
以

下
)

4～
5%
散

在
。

1層
と
よ

く
似

て
い

る
が

や
や
暗

い
色

調
。

5,
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
福
色

上
、

シ
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。

焼
土
粒

1%
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク
1%
散

在
、
10
Y 
R 
5/
4に

ぶ
い
黄
褐

色
上
部

も
広

く
分

布
。

II
I 
B中

部
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

7層
と
ほ
ぼ
同

じ
土
。

皿
B中

部

10
Y 
R 
4/
2医

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5m
m以

下
)1
5%
談

と
。
後

期
の
上
器

が
多
量
含

ま
れ

る
。

西

卜
_[
‐

12
,0
0B

第
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上
層

観
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ル
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西
北

西
1-
4南

北
ベ

ル
ト
96

1-
慎

西
ベ

ル
ト

2-
4南

北
ベ

ル
ト

P 
 S

1-
4-
南

北
ベ

ル
ト
96

5 
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
ン
ル

ト
、
国

く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5～

10
mm
)7
～

10
%、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
3%
散

在
。

上
器

片
が
含

ま
れ

る
。
(=
1-
4東

西
ベ

ル
ト
5層

)

6.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
福
色

土
、

シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5～

10
mm
)7
～

iO
%、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
3%
散

在
。

■
器

片
が
含

ま
れ

る
。

(=
ユ

ー
4東

西
ベ

ル
ト
6層

)

地
山

プ
ロ

ッ
ク

1～
2%
散

在
。

皿
B上

層

7.
 6
層

と
ほ

ぼ
同

じ
と

、
炭

化
物

(径
5～

15
mm
)7
～

10
%散

在
。

(=
ユ

ー
4東

西
ベ

ル
ト
7層

、 
1-
5東

西
ベ

ル
ト
6層

)

8.
10
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黄
掲
色

■
、

シ
ル

ト
。

炭
化
物

(径
3m
m以

下
)ユ

%談
在
。

6.
10
Y 
R 
5/
4に

ぶ
い
黄

褐
色

土
、

ン
ル

ト
。

炭
化

物
(径

5m
m以

下
)1
%、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク
lo
%散

在
。

Ⅲ
AC
層

相
当
か

7.
10
Y 
R 
5/
4に

お
い
黄
褐

色
上

、
ン
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。
炭

化
物

(径
5m
m以

下
)1
%、

焼
■
粒

1%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク
1%
散

在
。

Ⅲ
B上

層
上

部
B 
10
YR
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
ン
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化

物
(径

5m
m以

下
)1
%散

在
、
土

器
片

や
径

il
lc
m程

の
中
礫

が
含

ま
れ

る
。

9 
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

土
、
炭

化
物

多
量

層
、

II
I 
B中

層
10
.1
0Y
 R
 S
/4
に

ぶ
い
黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化

物
(径

5m
m以

下
)1
%、

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m以

下
)2
～

3%
敵

在
。

■
.1
0Y
 R
 4
/2
灰

黄
褐
色

土
、

シ
ル

ト
。

炭
化
物

(径
5m
m以

下
)1
%散

在
。

12
.焼

土
面

13
.1
0Y
 R
 4
/2
灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
。

炭
化
物

(径
5m
m以

下
)1
%散

在
。

μ
化弔
路詐
  
 2
-Ю

南司
ヒ勺
レ ト

1.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

土
、

ン
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
。
炭

化
物

(径
5

mm
以

下
)2
%、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m以

下
)7
%散

在
。

晩
期

の
上

器
片
が

含
ま
れ

る
。

II
IA
 a
層

2.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色

上
、

シ
ル

ト
、
炭
化

物
多
重

層
。

晩
期

の
上
器

片

が
含

ま
れ

る
。

1l
IA
 b
層

3.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

上
、

ン
ル

ト
、
国

く
し

ま
る
。

炭
化
物

(径
5

mm
以

下
)少

量
、
地

山
ブ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m以

下
)1
0%
散

在
。

Ⅲ
A

a層
よ

り
責

色
粘
土

粒
が

多
い
。

晩
期

の
上
器

片
が
含

ま
れ

る
。

14
A 
C

層
4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5

mm
以

下
)少

量
、
地

山
プ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m以

下
)2
～

3%
談

在
、

後
期

の
上
器

片
が
含

ま
れ

る
。

Ⅲ
8上

層

5.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、
固

く
し
ま
る
。
炭
化

物
多
量

層
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m以

下
)1
%散

在
。

ベ
ル

ト
全
体

に
、
粘

板
岩

、
上
器

片
、
剣

片
石

器
の

チ
ッ
プ
、

フ
レ
イ

兌
が
多
量

に
含

ま
れ

る
。

2-
8南

北
ベ

ル
ト

司し
ヨヒ
ヨ屈

引
2-
7～

2-
8商

北
ベ

ル
ト

一

P

南
南
西

卜
_と

=1
23
00
田

糠 引

2-
10
東

西
ベ
ル

ト

| |

2-
10
東

西
ベ

ル
ト

1 
10
Y 
R 
4/
15
灰

責
褐

色
上

、

(径
5m
m)
1%
散

在
。

表
土

2.
10
Y 
R 
4/
25
灰

黄
褐

色
上

、
|

(径
5m
m)
3%
散

在
。

百土
雪2

m2
-9
BH
し
ベ ル

ト 
東 屯
野

n

3 
10
YR
4/
2灰

黄
褐
色

土
、
シ
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
、
わ

す
か

に
粘

り
あ

り
。
炭

化
物

(径
5～

10
mm
)

4%
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
7%
散

在
。

4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

■
、

シ
ル

ト
。
焼

上
粒

、
炭
化

物
(径

8m
m以

下
)1
%、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径

10
mm
以

下
)2
～

3%
散

在
。

2-
9南

北
ベ

ル
ト

1.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色

土
、

シ
ル

ト
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク
少
量

散
在

。
2.
10
Y 
R 
5/
3に

ぶ
い
黄
褐
色

土
、

ン
ル

ト
。

3.
10
Y 
R 
4/
3に

ぶ
い
黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
。
焼

土
粒

1%
、

炭
化
物

1%
、

地
山

ア
ロ

ッ
ク
15
%散

在
。

Ⅲ
AC
層

相
当

4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

■
、

ン
ル

ト
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク
1%
散

在
。

5。
iO
Y 
R 
6/
6明

黄
褐
色

上
、

ン
ル

ト
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク
15
%散

在
。

し
ま

り
な

し
。

炭
化

物
(径

5m
m)
1%
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

ン
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

乳
〔 「

認
了

【『
テ

夢
詩
ゴ

落
雹

.、
ン
ル

憔
固

く
し
ま
る
、
わ
ず

か
に
粘

り
あ

鳴
炭

化
物

鮭
5～

Ю
m耐

4%
、

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
7%
散

在
。
(=
2-
10
東

西
ベ

ル
ト
3層

)

4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
。
焼

上
粒

、
炭
化

物
(径

8m
m以

下
)1
%、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径

10
mm
以

下
)2
～

3%
散

在
。
(=
2-
iO
東

西
ベ

ル
ト
4層

、
2-
■

東
西
ベ

ル
ト
4層

)

5.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色

土
、

ン
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。
焼

土
粒

40
%、

炭
化
物

(径
5m
m)
1%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
7%
散

在
。
(=
2-
■

東
西

ベ
ル

ト
5層

)

こ
の
層

の
最
下

部
に
完
形

の
磨

製
石

斧
が

3本
埋
納

さ
れ

て
い

た
。

6.
10
Y 
R 
5/
3に

ぶ
い
黄
褐

色
と

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。
焼

土
粒

、
炭
化

物
1%
散

在
。
地

山
ア

ロ

ッ
ク

(径
5m
m以

下
)5
%散

在
。
(=
2-
■

東
西
ベ

ル
ト
6層

)
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2-
■

東
西
ベ
ル

ト
南
南
西

卜
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12
10
0四

司ヒ
Jし
ヨ罵

引
2-
■

東
西

ベ
ル

ト

1.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

土
、

シ
ル

ト
、
固

く
し
ま
る
。
炭
化

物
(径

5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径

5m
m)
5%
散

在
。

2.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
ン
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。

炭
化
物

(径
5m
m)
3～

5%
、

地
山

ブ
ロ

ッ

ク
(径

5m
m)
7%
散

在
。

3.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
。

炭
化
物

(径
5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5～

20
mm
)

散
在

。
4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
土

、
ン
ル

ト
。
焼

■
粒

、
炭
化
物

(径
Bm
m以

下
)1
%、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径

10
mm
以

下
)2
～

3%
散

在
。

5,
10
Y 
R 
3/
ワ

黒
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。
焼

土
粒

40
%、

炭
化
物

(径
5m
m)
1%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
7%
散

在
。

6 
1o
Y 
R 
5/
3に

よ
い
黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

国
く
し
ま
る
。
焼

土
粒

、
炭
化
物

1%
散

在
。
地

山
プ

ロ
ッ

ク
(径

5m
m以

下
)5
%散

在
。

7.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
、

や
や
粘

り
あ

り
。

炭
化
物

(径
5m
m)
1%
、

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
S%
散

在
。

8.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
上

、
シ
ル

ト
。
炭

化
物

(径
5m
m)
3%
、

地
山

プ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
3

%散
在
。
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引

1-
9東

西
ベ

ル
ト

1.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
土

、
シ
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
3%
、

炭
化

物
(径

5m
m)

つ
.1
0Y
 R
 4
/2
灰

黄
福

色
上

、
ン
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
7%
 

炭
化
物

(径
5m
m)

3.
10
Y 
R4
 5
/2
、

灰
黄
褐

色
土

、
シ
ル

ト
、
固

く
し
ま
る
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
10
%、

炭
化
物

(径
5m
m)

4.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
福
色

土
、

シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
5%
、

炭
化
物

(径
5m
m)

5.
10
Y 
R3
 5
/ク

、
シ
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。

地
山

ノ
ロ

ッ
ク

(径
5m
m)
5%
、

炭
伯

物
(径

5m
m)
5～

7%
散

在
。

5と
ほ
ぼ
同

じ
上

、
炭

化
物

(径
5m
m)
5～

7%
散

在
。

5と
ほ
ぼ
同

じ
上

、
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m)
5～

7%
、

炭
化
吻

(径
5m
m)
1%
散

在
。

西
北

西

トー
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l=
01
10
0B

3-
10
南

北
ベ

ル
ト

1-
9東

西
ベ

ル
ト

3-
10
～

3-
■

商
北

ベ
ル

ト
1.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色

土
、

シ
ル

ト
。

し
ま

り
な

し
。

表
■

2.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色
上

、
シ
ル

ト
。
地

山
ブ

ロ
ッ
ク

2～
3%
散

在
。
こ
の
層

は
3-
■

gお
dに

は
見

ら
れ

な
い
。

3.
10
Y 
R 
4/
3に

ぶ
い
黄

褐
色
上

、
1l
gお

d以
高

に
は
見

ら
れ

な
い
。

4.
10
Y 
R 
5/
4
に

ぶ
い
黄
褐
色

上
、

か
広

が
ら
な

い
。

灰
黄
褐

色
土

へ
の
漸

移
層

と
し
た
層
。

3-
8南

北
ベ

ル
ト

1 
10
Y 
R 
3/
ワ

黒
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。

表
■

(‐
3-
10
～

3-
■

南
北

ベ
ル

ト
1層

)

2.
10
Y 
R 
3/
2黒

褐
色
土

、
ン
ル

ト
、
地

山
プ

ロ
ッ
ク

2～
3%
散

在
。
こ
の
層

は
3-
■

gr
id
に

は
見

ら
れ

な
い
。
(=
3-
10
～

3-
■

南
北

ベ
ル

ト
2層

)

3.
10
Y 
R 
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
、
灰
黄
褐
色

土
へ

の
漸

移
層

と
し
た
層

。
1l
g"
d以

南
に

は
見

ら
れ

な
い
。
(=
3-
10
～

3-
■

南
北

ベ
ル

ト
3層

)

3～
5%
散

在
。

3%
散

在
。

3～
5%
散

在
。

― ― 　 り Φ 　 Ｉ Ｉ
西

北
西

卜
_[
=9
18
00
い

3-
8南

耳ヒ
ベ
ル

ト
  
  

東
夏
琴

ン
ル

ト
。
II
IA
 C
層

に
相

当
。
こ
の
層

は
2-
10
gr
id
の

北
半

ま
で

し

灰
黄
褐

色
土

+黒
色

土
10
Y 
R 
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
、

回
く
し
ま
る
。
焼

土
粒

1%
、

炭
化
物

(径
5m
m以

下
)

1%
、

地
山
ノ
ロ
ッ
ク

(径
5m
m以

下
)1
%散

在
。

6.
lo
Y 
R 
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
土
、

ン
ル

ト
、
回

く
し
ま
る
。
焼
土
粒

1%
、

炭
化
物

(径
5m
m以

下
)

1%
、

地
山
プ
ロ
ッ
ク

(径
5m
m以

下
)1
%散

在
。
(=
3-
10
～

3-
■

南
北
ベ
ル

ト
6層

)
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2-
12
東

西
ベ

ル
ト

1.
10
Y 
R 
4/
3に

よ
い
責
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
、

や
や
粘

り

あ
り
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径
10
～
30
mm
)3
0%
散

在
。

2 
10
Y 
R 
3/
3暗

褐
色

上
、

シ
ル

ト
、
固

く
し
ま
る
。
炭

化
物

(径
10
mm

以
下

)、
地

山
ア

ロ
ッ
ク

(径
5～

10
mm
)1
0%
散

在
。

3.
10
Y 
R 
3/

2黒
褐

色
上

、
シ
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径

5m
m以

下
)3
%散

在
。

黒
色

■
と
し
て
遺

物
を
取

り
上

げ
た
層
。

4.
IO
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐

色
と

、
ン
ル

ト
、

し
ま

り
な

し
。

大
礫

が
少

量
含

ま
れ

る
。

中
世

末
期

頃
に
攪
乱

を
受

け
た

と
考

え
ら
れ

る
。

ぱ
チ ≒
注 `二

評
f"
談
基I

裟
堂
し`ま
りな
し 。
地山
ノロ

I-
12
南

北
ベ

ル
ト

0.
10
Y 
R 
4/
2灰

黄
褐
色

上
、

シ
ル

ト
、

固
く
し
ま
る
。
地

山
ノ

ロ
ッ
ク

(径
5m
m以

下
)1
%談

在
。

(=
2-
12
東

西
ベ

ル
ト
0層

)

iO
.1
0Y
 R
 6
/4
に

よ
い
黄
福
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第 2表 遣構名変更一覧 No l

旧 遺 構 名 新 遺 構 名 旧 遺 構 名 新 遺 構 名

2-12-S11 1号住居跡 1-12-P3 32号土坑

2-13-S11 2号住居跡 1-12-Pl 33号土坑

1-11-SI状 1号住居状遺構 2-12-Pl 34号土坑

l-14-SI状 2号住居状遺構 2-12-P2 35号土坑

1-1-Pl 1号土坑 1-12-P4 36号土坑

1-2-P4 2号上坑 0-13-溝 37号土坑

1-2-Pユ 3号土坑 1-13-Pl 38号土坑

1-2-P5 4号土坑 2-13-S11-Pl 39号土坑

1-2-P2 5号上坑 1-13-P2 40号土坑

2-2-P3 6号土坑 2-13-Pl 41号土坑

2-2-P2 7号土坑 2-13-P2 42号土坑

2-2-Pl 8号土坑 2-13-Pユ 43号土坑

1-3-P3 9号土坑 1-14-Pl 44号土坑

2-3-Pl 10号土坑 2-15-Pl 45号土坑

1-6-Pl 11号土坑 2-17-Pl 46号土坑

2-6-Pl 12号土坑 2-17-P2 47号土坑

0-6-Pl 13号土坑 2-14-Pl 48号土坑

0-7-P2 14号土坑 2-14-P2 49号土坑

0-7-Pl 15号土坑 2-14-P3 50号土坑

1-8-Pl 16号土坑 2-1-石 皿埋設 1号配石遺構

2-8-P2 17号土坑 1-1-配 石 1 2号配石遺構

2-9-Pユ 18号土坑 1-2-大 配石 3号配石遺構

1-9-Pl 19号土坑 1-3-巨 礫埋設 4号配石遺構

1-9-P3 20号土坑 1-4-配 石No l 5号配石遺構

3-9-P2 21号土坑 1-7-配 石No l 6号配石遺構

3-9-Pl 22号土坑 2-8-Pl 7号配石遺構

2-10-Pl 23号土坑 1-9-配 石No l 8号配石遺構

1-11-Pl 24号土坑 1-2-焼 土No l 1号焼土遺構

1-11-P2 25号土坑 1-4-焼 土No 3 2号焼土遺構

2-11-P3 26号土坑 1-4-焼 土No 2 3号焼土遺構

2-10-P2 27号土坑 1-4-焼 土No l 4号焼土遺構

2-11-Pl 28号土坑 1-5-焼 土No 2 5号焼土遵構

2-11-P2 29号土坑 2-5-焼 土No l 6号焼土遺構

0-11-溝 ユ 30号土坑 2-6-焼 土No l 7号焼土遺構

1-12-P2 31号土坑 2-6-焼 土No 2 8号焼土遺構
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遺構名変更一覧 Nは 2

旧 遺 構 名 新 遺 構 名 旧 遺 構 名 新 遺 構 名

1-7-焼 土No l 9号焼土遺構 1-7-PP6 18号柱穴

1-8-焼 土配 1 10号焼土遺構 1-7-PP7 19号柱穴

1-8-焼 土No 2 11号焼土遺構 0-7-PP6 20号柱穴

1-8-焼 土No 3 12号焼土遺構 0-7-PP2 21号柱穴

1-9-焼 土No 2 13号焼土遺構 1-7-PPl 22号柱穴

1-9-焼 土No l 14号焼土遺構 0-7-PP4 23号柱穴

2-9-焼 土No 4 15号焼土遺構 0-8-PP8 24号柱穴

2-9-焼 土No l 16号焼土遺構 0-7-PPl 25号柱穴

2-9-焼 土No 2 17号焼土遺構 0-7-PP7 26号柱鬼

2-9-焼 土No 3 18号焼土遺構 1-7-PP2 27号柱穴

2-9-焼 土No 5 19号焼土遺構 1-7-PP3 28号柱穴

2-9-焼 土血 6 20号焼土遺構 1-7-PP4 29号柱穴

大焼土面 21号焼土遺構 0-8-PP6 30号柱穴

1-5-焼 土No l 1号埋設土器 0-8-PP7 31号柱穴

1-6-Pl 2号埋設土器 0-8-PP15 32号柱穴

1-6-P2 3号埋設土器 0-8-PP13 33号柱穴

1-8-埋 設土器 4号埋設土器 0-8-PP14 34号柱穴

2-14-埋設土器No l 5号埋設土器 0-8-PP9 35号柱穴

1-2-PPl 1号柱穴 1-8-PP2 36号柱穴

0-4-PPl 2号柱穴 1-8-PPl 37号柱穴

0-5-PP2 3号柱穴 1-7-PP9 38=許お主グく

1-5-PPl 4号柱穴 0-8-PP4 39号柱穴

1-5-PP2 5号柱穴 0-8-PP10 40号柱穴

0-5-PPl 6号柱穴 0-3-PP16 41号柱穴

0-5-PP5 7号柱穴 0-8-PP18 42号柱穴

0-5-PP3 8号柱穴 0-8-PP5 43号柱穴

0-5-PP4 9号柱穴 0-3-PP3 44号柱穴

0-6-PPl 10号柱穴 0-8-PP17 45号柱穴

0-6-PP2 11号柱穴 0-8-PPll 46号柱穴

0-6-PP3 12号柱穴 0 7-PP12 47号柱穴

0-6-PP4 13号柱穴 1-8-PP3 48号柱穴

0-7-PP5 14号柱穴 3-9-PPl 49号柱穴

1-7-PP8 15号柱穴 0-8-PP2 50号柱穴

0-7-PP3 16号柱穴 0-8-PPl 51号柱穴

1-7-PP5 17号柱穴 0-9-PP2 52号柱穴
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遺構名変更一覧 Nα 3

旧 遺 構 名 新 遺 構 名 旧 遺 構 名 新 遺 構 名

0-9-PP3 53号柱穴 0-10-PP13 88号柱穴

0-9-PP4 54号柱穴 1-11-PP9 89号柱穴

0-9-PP6 55号柱穴 1-11-PP2 90号柱穴

1-9-PPl 56号柱穴 1-11-PP15 91号柱穴

1-9-P2 57号柱床 1-11-PP7 92号柱穴

1-9-PP2 58号柱穴 1-11-PP6 93号柱穴

1-9-PP3 59号柱穴 1-11-PP4 94号柱穴

1-9-PP7 60号柱穴 1-11-PP3 95号柱穴

1-9-PP6 61号柱穴 1-11-PP12 96号柱穴

1-9-PP8 62号柱穴 2-11-PP3 97号柱穴

0-9-PP5 63号柱穴 0-11-PP3 98号柱穴

0-9-PPl 64号柱穴 0-11-PPl 99号柱穴

1-9-PP4 65号柱穴 0-11-PP2 100号柱穴

1-9-PP5 66号柱穴 1-11-PP13 101号柱穴

0-10-PP15 67号柱穴 1-11-PP14 102号柱穴

0-10-PP7 68号柱穴 1-11-PP5 103号柱穴

0-10-PP18 69号柱穴 1-11-PPl 104号柱穴

0-10-PP12 70号柱穴 0-12-PP7 105号柱穴

0-10-PP5 71号柱穴 0-12-PP4 106号柱穴

0-10-PP6 72号柱穴 0-12-PP6 107号柱穴

0-10-PPll 73号柱穴 0-12-PP2 108号柱穴

0-10-PPl 74号柱穴 0-12-PP3 109号柱穴

0-10-PP14 75号柱穴 0-12-PPl 110号柱穴

0-10-PP2 76号柱穴 0-12-PP5 111号柱穴

0-10-PP3 77号柱穴 0-12-PP8 112号柱穴

1-10-PP2 78号柱穴 0-13-PP6 113号柱穴

1-10-PP3 79号柱穴 0-13-PP5 114号柱穴

1-10-PP4 80号柱穴 0-13-PP4 115号柱穴

1-10-PPl 81号柱穴 0-13-PPl 116号柱穴

0-10-PP17 82号柱穴 0-13-PP7 117号柱穴

0-10-PP4 83号柱穴 1-12-PPユ 118号柱穴

0-10-PP16 84号柱穴 2-13-PP2 119号柱穴

0-10-PP9 85号柱穴 2-13-PPl 120号柱穴

0-10-PP10 86号柱穴 2-13-PP10 121号柱穴

0-10-PP8 87号柱穴 2-13-PP12 122号柱穴
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遺構名変更一覧 Nα 4

旧 遺 構 名 新 遺 構 名 旧 遺 構 名 新 遺 構 名

2-13-PP8 123号柱穴 2-1～ 2-2南北ベルト2層 3層

2-13-PP7 124号柱穴 2-1～ 2-2南北ベルト1層 4層

2-13-PP6 125号柱穴 2-4南北ベルトB表土 1層

2-13-PPll 126号柱穴 2-4南北ベル トB l層 2層

2-13-PP13 127号柱穴 2-4南北ベル トB 2層 3層

2-13-PP4 128号柱穴 2-4南北ベルトB 3層 4層

2-13-PP3 129号柱穴 2-4南北ベルトB 4層 5層

2-13-PP9 130号柱穴 2-4南北ベルトB 5層 6層

2-13-PP5 131号柱穴 2-4南北ベル トB 6層 7層

1-14-PP4 132号柱穴 2-4南北ベルトB 7層 8層

1-14-PPl 133号柱穴 2-4南北ベルトB 9層 10撮重

1-14-PP5 134号柱穴 2-12南北ベルトA(96) 1-12-南北ベル ト

1-14-PP2 135号柱穴 2-12南北ベルトA(96)1層 9層

1-14-PP3 136号柱穴 2-12南北ベルトA(96)2層 10撮雪

0-13-PP2 137号柱穴 2-12南北ベルトA(96)3層 11帰雪

0-13-PP3 138号柱穴 2-12東西ベル ト(95)1層 2-12南北ベルト5層

1-6-PPl 139号柱穴 2-12東西ベルト(95)4層 2-12南北ベルト2層

1-11-Pl 140号柱穴 2-12東西ベル ト(95)3層 2-12南北ベルト3層

2-13東西ベルト (南東面) 2-12東西ベル ト(95)2層 2-12南北ベル ト4層

2-13東西ベルト(南東面)③層 13層 2-12東西ベル ト(95)6層 2-12南北ベル ト8層

2-13東西ベルト(南東面)⑥層 12撮雪 2-12東西ベル ト(95)7層 2-12南北ベルト9層

2-13東西ベルト(南東百)④層 6層 2-12東西ベルト(95)5層 2-12南北ベル ト7層

2-13東西ベルト(南東面)⑥層 15提雪 2-12南北ベルトB(96)1層 2-12南北ベルト2層

2-13東西ベルト(南東面)①層 16層 2-12南北ベルトB(96)0層 2-12南北ベル ト2層

2-13東西ベルト(南東面)⑦③層 8層

2-4南北ベルトB2層 3層

2-4南北ベル トB3層 4層

2-4南北ベル トB4層 5層

2-4南北ベルトB5層 6層

2-4南北ベルトB8層 9層

2-4南北ベル トB9層 10層

2-11東西ベルト9層 8層

2-1～ 2-2南北ベルト

2-1～ 2-2南北ベルト4層 1層

2-1～ 2-2南北ベルト3層 2層
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V 出土遺物

包含層からの出土遺物の総量は、コンテナ (42× 32X30cm)で 260箱である。内訳は土器・土製品が 220

箱、石器・石製品が 40箱である。遺構から出土した遺物は少なく、大半は「捨て場」に土と同時に廃棄され

たものである。遺物量が多 く、層位・グリッドごとの正確な出土量の把握はできなかったが、ШA・ III B層 、

灰黄褐色土層、黒褐色土層、各ベル トの縄文後期・晩期の層からの出上が多 く、表土 I・ ■層からの出土は

比較的少ない印象がある。また焼土遺構からの出土量は、他の包含層と比較して変化は見られない。

種類には、土器、陶磁器、土製品、石器、石製品、骨角器、古銭、羽口、鉄滓、自然遺物がある。

1.縄文上器 (第 33図～第 104図・ 1～2453)

出土総量は約 4,400 kgで 、グリッドごとの出土量は剣片・土偶・円盤状土製品・磨製石斧の出土分布 とほ

ぼ一致する。5× 5mの グリッドごとに上部。中部・下部等に分けて取 り上げた。グリッドによってはA～ D

区に四分して取 り上げた所もある。土層観察用のベル トは上部から1,2,3層 と分けて取 り上げた。掲載に

あたっては時期ごとの分類は行わず、遺構内出上、遺構外出上の順 とし、 1-1→ 2-1→ 3-1グ リッド

→ 2-1→ 2-2→ 2-3と 斜面の上部から下部へ、また調査区の北西から南東の)贋 に掲載した。層位は各

グリッドとも上層から下層の順に掲載した。

掲載選択の基準は、各層が複数の時期の上器を包含しているため、すべての時期を網羅し、時期ごとの出

土量の割合に比例するよう努めた。

器種は深鉢が最も多 く、他の同時期の遺跡 と大きな変化はない。特徴としては、蓋形土器、注目の出上が

比較的多いことである。(注目土器出上分図は、注口部分のみ数えたため実際は 151個を上回る)蓋形土器は、

対応する鉢等が出土していないこと、煤の付着 。熱を受けた痕跡が見られないことから現代の蓋 と同様に使

用されたのか疑間が残る。

第32図 遺物出上状況
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底部資料 (2407～2453)は、網代痕・木葉痕の模様の代表的なものを掲載した。人為的な穿孔の痕がある

もの、周辺を打ち欠き、木の葉型の製品 ?を作ろうとしたもの、数種類の葉 。網代を利用したもの、砂底の

可能性があるものを選択した。網代痕 と木葉痕の出上の割合は、第 3表の縄文土器底部資料グリッド別文様

比較を参照されたい。

後期初頭から前葉にかけての上器は、岩手県大迫町の立石遺跡の第Ⅲ群土器に類似 し、後期中葉の上器は

同Ⅳ類に類似するが、当遺跡では、蓋付重の出土は見られなかった。東北北部の形式では、十腰内 I～Ш群

に

'ヒ

定される。

晩期の上器は大洞 BC～ A′ 式すべての上器が出上している。土器の大部分は破損後に廃棄されたらしく、

実測した土器 も完全に復元できたものは少なく、個体の 1/3程度にとどまるものが大部分であった。残 りの

部分は、調査区外に広がる「捨て場」に廃棄されたと考えられる。この様相は、他の上偶、石器、石製品に

も共通である。

土器の保存状況は、県南の同時期の遺跡 と同様に、表裏・欠け日の磨滅がひどく接合に苦心した。焼土遺

構から出上したものの中には、比較的保存状態の良いものが見られた。

2.土製品 (第 185図～第 208図 。1～352)

土製品には土偶、円盤状土製品、土版、鐸状土製品、耳飾 り、腕輪状土製品、スプーン状上製品、土錘、

土面等がある。出土量の多い土偶、円盤状土製品をまとめ、その他の上製品については一括して述べる。

土偶 (第 191～第 208図・ 146～ 352)

遺構から1点、包含層から205点が出上している。時期的には後期の上偶 と晩期の土偶に分けられる。完

形品は 1点 もなく、197、 230、 270、 271、 286、 320、 339、 340の 8点 は中空上偶で、270、 271に は、ほぼ全

体に朱が付着している。147、 198、 225、 228、 233、 256、 261、 271、 287、 296、 299、 306、 327、 333の 14点

には、破損部分にアスファル トによる補修の痕が残っている。立像ではない土偶は 160、 181、 203、 261、 298、

329?、 352の 6点で座った姿勢で腕を組んでいる可能性がある。160に は焼成時に何かに載せたのか、正方

形 と推定される痕が残っている。また、160、 176、 245、 270、 301に は成形時か焼成時に固定するためか、股

間に串刺し状の穴が見られる。190、 225、 239、 262、 282、 313、 318に は髪を結った状態が、185、 282、 313

には、刺青あるいは化粧 ?の様子が表現されており、興味深い。181、 249、 348は衣服を表現した可能性があ

る。

円盤状土製品 (第 185図～第 186図・ 1～ 65)

包含層から266点が出上している。いずれも土器破片の周辺を、打ち欠 くか研磨 して製作されている。時

期的には、後期のものと晩期のものがあり、晩期のものが全体に薄手である。中央部に穿孔されているもの

は20点あり、残存状態の良いものの計測値は、長径が最大 7.3cm、 最小 2.2cm、 平均 4.20 cm、 重量が最

大 61.54g、 最小が 2.29g、 平均 15.35g、 厚さが最大 1.2cm、 最小が、0,4cm、 平均が 0.66 cmで ある。

この他の上製品 (第 187図～第 190図・ 66～145)

上記以外の上製品を一括した。66～74が鐸状土製品で 70、 72、 73に は沈線、71に は刺突で文様が施され

ている。75～ 81は腕輪状土製品で 77に は斜行縄文がわずかに残っている。
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82～83は土版で沈線 と刺突による文様が施され、2点 とも穿孔がある。84～ 90は使途不明の製品である。84

は皮袋のミニチュアか。。85は石斧を模した土製品と考えられ、斜行縄文が施されている。

86は クルミ大の製品で全体に亀裂が入っている。88はボタン状の製品でうずまき状の文様が施 されている。

89～91は環状土製品で 89に は沈線と刺突、90に は沈線で文様が施されている。

92～94はスプーン状土製品と考えられるが、柄の部分は失われている。95～ 96は使途不明の製品で、2点 と

も一端が破損している。

97は土面で眉・鼻梁・眼冑は隆帯・沈線で表現されている。98は人面付土器 (注目土器か ?)の一部である

可能性がある。

99～ 101は イノシシ型の上製品で 100は 日から肛門まで貫通孔がある。101は中空になってお り、先の 2点

とは異なる製品である可能性が高い。102～ 104は土玉で形態は微妙に異なる。

105～ 128は耳飾 りで 105、 120、 123、 126、 127、 128以外は貫通孔がある。106、 107、 ■2、 121、 124、 125

には朱が付着している。117に は三叉文、123に は刺突、127に は沈線で文様が施されている。129～ 144は土

錘で 131、 133、 134、 136、 140、 145に は円形の貫通孔が、144に はU字形の貫通孔がある。網に固定するた

めの溝は一文字、十文字の 2種類があるが、用途あるいは時期の差によるものであろうか。後述するが、石

錘が 4点・ コイ科魚類の骨 。アオザメの歯が出土しており、イノシシ・ シカの狩猟の他、北上川や周辺の沼

での漁労生活が想定される。

3.石器・石製品 (第 143図～第 184図 。1～ 404、 1～100)

出上した石器・石製品の総量は (42× 32X30cm)で 40箱、総数は10,000点を超える。 (こ れ らは使用痕

の認められない劉片、破損や風化の激しい礫石器等を除いた点数である)整理期間の都合で、一部の不定形

石器等は登録 しなかったため、実際の石器の出土数はさらに増える。10,000点 余 りの登録の中で、定形石器

として石鏃、石錐、石匙、尖頭器に分け、これら以外の剣片石器は不定形石器 として扱った。また全面が加

工成形された石器は異形石器 として分類した。礫石器、石核石器は形態、使用痕によって磨製石斧、打製石

斧 (石鍬 )、 磨石、敲石、凹石、挟入石器、砥石、石皿等に分類した。

掲載の選択基準は、各器種を形態により分類し、代表的なもの、より完形に近いものを 405点掲載した。

器種別の出土数は、石鏃 8071点、石錐 810点、石匙 138点、尖頭器 ?3点、削接器 199点、石斧 257点 (磨製

石斧 167点・打製石斧・石鍬 43点 )、 異形石器 2点、Uフ レイク3点、不定形石器 2点、砥石 30点、磨石 295

点、敲石 145点、凹石 126点が出土している。なお、破損品が多 く全体の形状が不明なものが多い石棒、石

剣、石刀は一括して石棒・石剣類 とした。

石鏃 (第 143図～148図 。1～208)

総数 8071点が出土しており、全石器中の割合は77%で最も多い。茎の有無と基部の形状から分類可能な

5896点 について 8種類に細分した。出土数は 1類が 1787点、2類が 307点、3類が 800点、4類が 878点、

5類が 1398点、6類が 405点、7類が 28点、8類が 298点 である。

1類は、凹基無茎鏃で a～ eに細分した。 laは挟 りが円形で 。全長の 1/2を超える深さのもの、 lbは

挟 りが円形 。全長の 1/2前後のもの、lCは快 りが円形・ ごくわずかのもの、ldは快 りがV字・全長の 1/2

前後のもの、leは挟 りがごくわずかで直線状のもの。

2類 は、平基無茎鏃で、a～ cに細分した。2aは基部が画鋭角的なもの、2bは丸みを帯びたもの、2C
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は形状が 2等辺三角形状のもの。

3類は、凹基有茎鏃で、a～ bに細分した。3aは形状が正三角形状のもの、3bは二等辺三角形状のもの。

4類は、平基有茎鏃で、 a～ bに細分した。 4aは形状が正三角形状のもの、 4bは二等辺三角形状のも

¢)。

5類は、凸基有茎鏃で、 a～ bに細分した。 5aは形状が正三角形状のもの、 5bは二等辺三角形状のも

99。

6類は、凸基無茎鏃で、菱形を呈する。

7類は、凸基無茎鏃で、紡錘形を呈する。

8類 は、円基鏃である。

石錐 (第 148図～第 150図・ 215～ 264)

総数 810点が出土しており、3種類に細分した。

1類はつまみの作 りがはっきりしたもの。

2類はつかみの作 りがはっきりしないもの。

3類は両端が錐 として利用されているもの。いずれも剣片を利用製作されたものである。

異形石器 (第 148図・208～214)

総数 6点が出上しており、全点を掲載した。210は特殊な石鏃の可能性が考えられる。212～214は 嘴状石

器と呼ばれているが、削掻器の一種なのか用途は不明である。

削掻器 (第 150図～第 151図・ 266～ 276)

総数 199点が出土しているが、削器 と掻器の細分は行わなかった。石器の全周、あるいは2辺に刃部が形

成され、つまみのないものを削掻器 として分類した。265～ 272、 275刃全周に加工が見られる。

265は法量が突出しており、形態も他 と異なることから石槍 とする方が、妥当かもしれない。

石匙 (第 151図～第 154図・ 277～ 306)

総数 138点が出上しており、形状から3種類に細分した。出土数は 1類が 41点、 2類が 49点、 3類が 9

点である。

1類は形状が横長のもの。

2類 は形状が縦長のもの。

3類 は形状が縦横同寸に近いもの。

挟入石器 (第 154図・ 307～ 309)

総数 3点が出上している。換 りの部分は断面図からわかるように、摩耗して丸みを帯びている。

石棒・石剣・石刀等の研磨に使用された可能性がある。

磨製石斧 (第 155図～第 156図・ 310～ 337)

総数 167点が出上している。
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完形品は、埋納されたと考えられる310～312の みで、他は使用による破損が見られる。破損後に再力H工され

ているもの (316)、 凹石のように再利用されているもの (318、 324、 330)が見られる。また 328は未製品で

ある可能性が高い。

333～ 337は小型の石斧でのみのような用途を持っていた、あるいは祭祀に使用された可能性がある。

打製石斧 。石鍬 (第 157～ 159図 。338～352)

三味線の撥形、あるいは括れを持つ長方形の石器である。上掘 りに使用された石器 と捉え、加工痕の少な

いもの (350、 351)も ここに分類した。大部分は木の枝等に固定し使用されたと考えられるが、345は両端に

刃部のカロエがあり、手で直接持って使用した可能性がある。出土したものの大部分に使用による破損が見 ら

れるが、実用品と考えられる。352は刃部の成形が不十分で、法量が突出していることから祭祀などに使用さ

れた可能性がある。表土からⅢA層の出土が多い。

凹石・磨石・敲石 (第 160～第 165図 。353～385)

自然礫を利用し、植物や顔料などを「擦る、敲 く、潰す」等の機能を持った石器である。使用痕によって

機能分類されるが、ひとつの石器が複数の機能を有する場合が多 く、正確な分類はできなかった。使用によ

る磨滅や破損に応じて、転用されることがしばしばあったと考えられる。

総数は566点が出上しているが、残存部のわずかなものは登録しなかったため、実際の使用数はさらに多

かったと推定される。

364に は、植物の汁 ?と 推定される変色の痕が、380に は火熱を受けた痕が、384に は朱の付着が見られる。

また 372、 377に類似した大きさ、擦 り。敲き痕のある石器が多数出上し、同様の大きさ。石質で未使用の礫

が、調査区に相当数持ち込まれていたことから、特定の使用目的があった可能性がある。

石皿 (第 166図～第 172図・387～400)

5号配石遺構から出上した 387以外は、すべて包含層からの出上で総数 88点 を数える。打製石斧同様表土

からⅢA層の出上が多い。形態による分類イま行っていないが、縁・脚の作 り出しがはっきりしたもの、火熱

を受けたもの等特徴のあるものを掲載した。完形品は 1点 もない。390、 395は黒色の部分の部位から、破損

後に火熱を受けたと推定される。397は 出上した中で唯一使用面が中高のものである。

砥石 (第 172図～173図・399～ 404)

総数は30点が出上しているが、使用痕が比較的、太い溝状になっているもの、細い線状のものに 2分され、

各々数点を掲載した。砥石としての用途が異なっていたと推定される。太い溝状のものは磨製石斧等に使用

されたのだろうか。

石製品 (第 174図～184図 。1～100)

石製品には、硬玉、垂飾品、挟状耳飾 り、有孔石製品、岩板、石錘、独鈷石形石製品、その他使途不明の

石製品、石棒・石剣・石刀がある。硬玉は 1-1、 1-2、 2-1グ リッドからまとまって出上しており、

墓墳の副葬品であったものが、遺構の上部崩壊によって、包含層中に流出した可能性が考えられる。 1～ 10

に破損はほとんど見られない。

―- 70 -―



18は扶状の耳飾 りの未製品と考えられる。11～ 32(12、 20、 21は除 く)は有孔石製品で、12、 20、 21と 合

わせ装飾品である可能性が高い。23、 25、 28は穿孔の途中で放棄されたものかも知れない。32は石錘である

可台ZLがある。33～38は岩板で、線刻により文様が施されている。33は、ほぼ完形品だが、34～38は破損し

ている。34に は黒色付着物が見られる。40～43は石錘で、43以外には黒色付着物が見られる。網に固定した

痕と考えられる。39、 44～ 48、 50～ 55は使途不明の製品である。44～48(46は除 く)は 自然礫に鋭い、ある

いはゆるやかな切 り込みを入れたもので、46は研磨により円盤状に加工している。49は小型の石棒類か? 50、

51は舌状を呈する製品で 51は、側面に濤が掘 られている。51は釘状を呈するが使途は不明である。52は独

鈷石形石製品で、両端が破損している。54は完形品で、3本の線刻が施されている。55は下半に磨石状の使

用痕があり、特殊磨石に分類した。56～ 58は他の石棒類 とは、形態が異なるため特殊石器 として分類した。

59～ 64は、総数 25が出上している。いずれも周辺を打ち欠き、中には研磨したものも見られる。

65～100は石棒類で、67、 70が ほぼ完形の他は、すべて破損している。敲打と研磨により、成形され刀身 (72、

77、 97)、 柄 (88、 100)に線刻を施したものが見られる。

4.獣骨 (第 184図 。1～ 4)

骨角器が 4点出土している。すべてが破損しているため、使途は不明だが、 1は種名・郡位 は不明で装飾

品の可能性がある。2～ 4は環状の製品の一部 らしく、内側に加工痕が見られる。2はイノシシの右大腿骨、

3～ 4は鹿角を使用している。獣骨の出土量は約 3,300gで グリッド・層位による出土量の大 きな差は見られ

ない。資料のすべてに熱を受けた痕跡が見られる。出上した種名 。部位は、イノシシ、タヌキ ?の骨、シカ

の骨・角、種不明の鳥類の骨、コイ科の魚類の骨、アオザメの歯 (写真図版 158)、 大型哺乳類の環椎 (写真

図版 158)等である。同定可能な資料は96点あったが、イノシシが 58点 を占め、中でも骨が未ゆ合の状態に

ある幼獣が多いのが特徴である。

5.炭化物 (図版・写真図版なし)

調査区のほぼ全域から炭化物が出土している。出土状況は、土器・石器・焼土・廃棄された上に混じって

出上しており、特に偏 りは見られない。日常の炉の使用や土器製作時にできたものが、廃棄されたと考えら

れる。樹種が半J明 したものではクリが大部分を占め、ナラ、スギ、雑木が多少検出されている。また、 1-

2、 2-2、 1-3のⅢB中層には、針葉樹 (節を含む)が集中している。

焼失住居 (2号住居跡)の炭化材については、前述したとおり大部分をナラが占めている。

6.水晶 (写真図版 158)

目立った加工痕は見られないが、水晶の結晶が 5点出土している。産地は特定できなかったが、垂飾 り品

等の力日工を目的に、搬入されたと推定される。写真はすべて原寸である。

7.焼粘土塊 (写真図版 156)

総数 303点、総重量 1627.75gが出上している。形態は不整形な塊状のものが大部分だが、2、 6、 10、 13、

14は板状を呈し、 2に は縄目 ?、 6に は板状のもの?と 推定される圧痕が見られる。使途は不明だが、住居

の床・壁に使用された可能性も考えられる。全体に土器・土製品より焼成が弱いのが特徴である。
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8.アスファルト付き―土器.(写真図版 15イ )

1-8ぞリッド、3B上層からアスフアルト入りの上器 (図版番号1370)が出土しているが、土器と接す

る面に、草葉の痕が見られた。植物の種類は特定できなかったが、ァス7ア ルトの採集・保管・輸送との関

わりが興味深い。当遺跡でも上偶。石鏃等に利用されているが、18～20は破損した土器を、パレット?の よ

うに不J用 している様子がうかがわれる。

9.縄文時代以外の遺物 (第 209図・ 1～ 8)

1の石臼の残存は1/6弱、上臼の部分で穀物等の1供給口を持つ。下部の「ふくみ」の傾きは、ゆるやかで

時代は中世～近代と考えられる。2は青磁の碗で、15世紀頃流通していたものと考えられる。3は羽口で、

時期は不明である。4は鋳型 ?で部分的なハネと被熱が見られ、製作炉・鍛冶炉の羽口を支える石材か。鍛

冶炉の場合はまれに炉体にも1石材をはさむ例がある。出土した羽口が鍛治用とすれば、その可能性が高い。

砂岩で砂の目があるため、金床石等には向かなぃ。5は鉄滓で詳細は不明である。6は永楽通宝、7は洪武

通宝ヽ8は開元通宝で、いずれる中世～江戸初期に流通していたものである。
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小
型

台
付

鉢
LR
横

位
口
縁
部

接
合

面
か

ら
欠
損
 
細

縄
文

輪
積

痕
で
剣
落

29
号

土
坑

皿
?

口
縁

蔓
鎖
状

羊
歯
状

文

29
号

土
坑

ｒ 笠
口
～

胴
LR
橋

位
口

縁
部

横
方

向
に

調
整

反
積

万
同

に
調

整
狼

29
号

土
坑

鉢
?

口
～

胴
LR
横

位
沈

線

29
号

土
坑

鉢
?

胴
先

繰

32
号

土
坑

深
鉢

口
縁

LR
構

・
斜

位
光

線

32
号

土
坑

深
鉢

口
縁

rP
沈
線

。
S字

文
・

単
軸

絡
条
体
・

口
唇

部
に
刺

突
・

沈
線

円
文

33
号

土
坑

深
鉢

口
縁

LR
横

位
横

方
向

に
調

整

33
号

土
坑

鉢
□

綴
LR
横

位
頸
部

無
文

33
号

土
坑

豆
?

口
縁

LR
横

位
平

行
沈

線
文

34
号

土
坑

深
鉢

□
緻

酢
綿

す
o滞

減
□

縁

34
号

土
坑

深
鉢

月
同

沈
線

34
号

土
坑

小
型

深
鉢

日
縁

熙
文

34
号

土
坑

深
鉢

底
個
代

痕

36
号

土
坑

鉢
?

口
縁

平
行

汁
綿

・
ほ

付
着

煤
付

着

39
号

土
坑

壷
口
～

頸
工

字
文

39
号

土
坑

一 霊
口

～
胴

LR
横

位
口
縁

の
一
部

に
突
起
 
頸
部

ミ
ガ

キ

39
号

土
坑

鉢
?

口
無

文

〕9
号

土
坑

深
鉢

口
LR
横

位
頸
部

無
文

帝
 
縄

文
を
横

方
向

に
消

し
て

い
る

横
方

向
に
調
整

〕9
号

土
免

士 霊
口
～
胴

LR
横

位
煤
付
着

横
方

向
に
調
整

10
号

土
坑

深
鉢

胴
r締

仁
地

文
の

み
太

い
擦
痕

10
号
土
坑

深
鉢

E同
LR
横

位
沈

線

11
号

土
坑

皿
口

～
体

LR
横

位
雲

形
文

・
口

唇
部

に
斜

位
刻

目
下

部
隆
帯

に
LR
横

位

41
号

土
坑

鉢
口

～
体

雲
形

文

11
号
土
坑

鉢
口

～
体

妻
形
文

?

11
号

土
】

深
鉢

胴
LR
横

位
党

練

12
号

土
深

鉢
口

縁
司

文
円

文

42
号

土
坑

深
鉢

口
縁

RL
横

位
わ
ず

か
に
煤

付
着

生4
号

土
元

鉢
口
～

胴
LR
横

位
平

行
沈

線
。
縦

位
刻

目
横

方
向

に
調
整

44
号

土
坑

士 電
H同

羊
歯

状
文

44
号

土
坑

深
鉢

底
べ
葉

痕

18
号

土
坑

深
鉢

口
縁

平
行
沈
線

に
鋭

角
な
工

具
で
刺

突
積

万
同

に
調

整
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出
土

地
占 小

器
 

種
部
 

位
原

体
外
面

(文
様
・

地
文

。
原
体

)
内
面

(調
整

)
備
 

考

48
号

土
坑

深
鉢

口
縁

し
R横

位
工
7文

。
□

唇
ヨ

`に

沈
昇

に
調

整
 

煤
f

19
号

土
坑

深
鉢

口
縁

RL
積

位
縄

文
の

み
霊
方

向
に

調
整

49
号

土
坑

深
鉢

口
縁

平
行

沈
線
・

縦
位

刻
目
・

口
唇
部

、
口
縁
部

沈
線

49
号

土
坑

鉢
口

縁
平
行

沈
線
・

斜
位
刻

目
・

口
唇

部
に
沈
線

19
号

土
坑

深
鉢

胴
～

LR
横

位
1部

木
葉

痕

1号
埋

設
土

器
小

型
深

鉢
胴

～
医

熙
文

(胴
・

底
)横

方
向

に
調
整
 
輪
積

痕
で

こ
わ
れ

る

2号
埋
設

土
器

深
鉢

口
～
胴

RL
・

LR
横

位
羽

状
・

上
か

ら
2/
3加

文
 

燥
付

下
部
に
保
付
着

横
方
向
に
調
整

暦
|

3号
埋

設
土

器
深

鉢
LR

10
2

4号
埋
設

土
器

口
～
底

羽
状

(結
束
第

1種
)一

部
剰
落
 
煤

付
着

縦
方

向
に
調
整
 
煤
付

着

5号
埋

設
土

器
口

～
胴

RL
・

LR
雲

形
文

・
口

縁
縦

位
刻

目
 

燥
十

方
向
に
調
整
 
擦
付
着
 
日
唇
部
沈
線

1号
埋

設
土

器
周

辺
鉢

?
口

縁
LR

党
線
 

口
唇

部
貼

付

3号
埋

設
土

器
周

辺
深

鉢
ロ
ー

Л同
RL

三
叉

文
・

口
唇

部
縦

位
刻

目
。
渡

状
口

縁
 

補
修

孔

〕 号
埋

設
土

器
周

辺
口

～
羊

歯
状

文
 

暦
滅

2号
配

石
通

構
深

鉢
胴

～
底

嘘
文

Z号
配

石
遺

構
深

鉢
胴

単
軸
絡

条
体

第
5類

・
撚

糸
方

向
に

調
整

3号
配

石
遺

構
周

辺
深

鉢
月
同

LR
橋

・
縦

位
方

向
に

調
∃

0
〕 号

配
石
遺

構
周
辺

深
鉢

月
同

rP

1
〕 号

配
石
遺
構

周
辺

深
鉢

胴
LR
横

位
沈

緯

2
〕号

配
石

遺
構

深
鉢

回
′ ～

Л
同

先
線

方
向

に
調

月

3
〕 号

配
石

遺
構

深
鉢

4
〕 号

配
石
遺

構
深

鉢
胴

～
,

rP
児

線
・

単
Fa
絡

条
体

第
1類

横
方
向
に
調
整
 
底
部
は
一
部
剤
落

5
3号

配
石

潰
構

深
鉢

胴
～

底
代
葉
痕

横
方

向
に
調
整

〕 号
配

石
遺

構
深

鉢
胴

rP
挙

1類

7
〕 号

配
石
遺

構
深

鉢
ガ
同

rP
宛

線
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

F号
配
石
遺

構
深

鉢
口

縁
先
線
・

刺
突
・

縦
位

刻
目

口
唇

部
縦
位

刻
目

深
口

縁

1号
焼

土
遺

構
深

鉢
口

縁
ミ]

茂
〔

1号
焼

上
遺

構
深

鉢
口

縁
LR
横

位
沈

線

1号
焼

土
還

構
Vt
tζ

LR
に

同
方
向
で

1段
の
縄
を
巻
い
た

?
の

緩
い

原
イ

ナ
デ
状

の
調

ヨ

〕 号
焼

土
遺
構

深
鉢

底
木

莫
反

深
口

縁
沈

繰
。
日

唇
部

に
弧

状
の

刻
目

1号
焼

上
遺

構
深

鉢
口

縁
腑

繰
・

橋
方

向
に

調
翠

會
方

向
に

調
率

1号
焼

土
通

構
深

日
縁

rP
沈
線
・

刺
突
・

単
軸
絡

条
体
第

1類

5号
焼

土
遵

構
深

鉢
】
同

RL
斜

位

6号
焼

土
遺

構
鉢

口
～
胴

RL
・

LR
ク

ラ
ン

ク
状

キ
歯

状
文

。
羽

状
。
波

状
口

6号
焼

!
壺

月同
LR
横

位
入
組
文

横
方

向
に
調

整
A星

韓
台

4
鉢

入
網

6号
焼

土
遺
構

深
鉢

打
同

RL
横

位
r反

撚

6号
焼

土
遺
構

深
鉢

打同
RL
横
位

.L
Rに

同
方
向
で

1段
の
縄
を
巻
い
た

?附
加
条

i東
て

方
向

に
ヨ

6号
焼

土
遺
構

深
鉢

口
縁

LR
横

位
?

沈
線
・

刺
突

深
鎌

□
縁

LR
横

位
沈

線
横

方
向

に
調

整
LR
横

位
線

・
刺

突

〕 号
焼

上
遵

構
蓋

熙
文
 

取
手

部
分

を
貼

付
て

い
る

焼
土

遺
構

深
鉢

口
縁

LR
横

位
尻

線
・

卿
1突

〕 号
焼

土
遺

構
深

鉢
底

薬
反
 

周
辺

打
ち

欠
き

か
?

〕 号
焼

土
遺

構
蓋

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

横
方

向
に
調
整

3号
焼

土
遺

構
深

鉢
口
～
胴

LR
横

・
斜
位

横
方

向
に
消

す
 

口
唇

部
は
後

ろ
か

ら
施

文
横

方
向

に
調
整
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出
土

地
占 〔

器
部

位
原

体
外
面

(文
様

。
地
文

。
原
体

)
1面

(調
整

)
備

〕号
焼

土
遺

注
口

ほ
ぼ
完
形

LR
横

位
鉢

巻
状

雲
形
文
 

波
状

口

)号
焼

土
遺

構
深

鉢
月同

LR
横

・
斜

位

10
号

焼
土
遺

構
深

鉢
口

ヽ
平

4

10
号
焼

土
遺

構
深

鉢
沈
線
・

単
軸
絡

条
体
第

1類
。
撚

糸

10
号

焼
上

i
深

鉢
胴

沈
線

・
地

文
は

磨
滅

不
明

10
号

焼
土
遺

構
深

鉢
胴

RL
横

位
?(
暦

滅
不

明

[2
号

焼
土

〕
深

鉢
胴

LR
斜

位

[6
号
焼

土
遺

構
深

鉢
胴

RL
締

・
斜

位

16
号

焼
土
遺

構
深

9h
河
同

LR
横

位
平
行

沈
線

17
号

焼
土

〕
深

鉢
打
同

LR
斜

位
方

F

[8
号
焼

土
遺

構
鉢

口
縁

LR
構

位
l

の
沈

線
口

縁
に

よ
く

ら
み

20
号
焼

土
遺

構
深

鉢
汚
同

RL
イ

む
位

注
繰

・
刺

饗

15
3

1号
柱

穴
鉢

口
縁

LR
斜

位
沈

線

t8
号
柱
穴

深
鉢

買
同

単
軸

絡
条

体
第

1類
・

撚
糸

25
号

柱
穴

深
鉢

河
同

沈
線
・

単
軸

絡
条
体
・

撚
糸

25
号
柱
穴

深
鉢

口
縁

沈
t

26
号
柱
穴

?
】
同

沈
線

26
号

柱
穴

深
鉢

月同
単
軸
絡

条
体

第
1類

〕0
号

柱
穴

壷
?

R同
LR
横

位

32
号

柱
穴

取
:

沈
線

穴
深

鉢
口

縁
無

文

;5
号
柱
穴

鉢
?

口
縁

沈
線
 
地
文

は
磨

滅
不

明

テ5
号

柱
穴

鉢
?

口
縁

地
文

は
暦

減
不

明

F8
号
柱
穴

深
鉢

木
葉

反

〕1
号

柱
穴

深
鉢

胴
単
軸
絡

条
体

第
5類

]1
号

柱
欠

深
鉢

口
縁

RL
横

位
?(
磨

滅
不

明
)

口
緻

～
頸

部
無

文

〕3
号

柱
穴

深
鉢

口
縁

単
勒

絡
条

体
第

1類
・

口
唇

部
に

亥
u目

〕7
号

柱
穴

深
鉢

底
無

文

〕8
号

柱
穴

鉢
?

口
縁

〔
文

19
暑

緯
上

げ
底

(無
文

)

)7
号
柱
穴

深
鉢

口
縁

半
行

浣
繰

・
も
7状

に
は

切
る

み4
号
i坑

深
鉢

日
縁

羊
ミ
文

14
0号

柱
穴

月
同

RL
横

位
沈

線

14
0号

柱
穴

深
鉢

月同
単

軸
絡

条
体

第
5類

Z4
号

土
口

縁
LR

11
5号

柱
穴

深
鉢

?
胴

RL
縦

位
流

練
方

向
に

調
ヨ

17
7

11
8号

柱
穴

深
鉢

?
口

縁
LR
橋

位
皮

J
口

縁

17
8

11
9号

柱
穴

深
鉢

木
棄

反

12
0号

柱
穴

深
鉢

口
縁

沈
繰

18
0

12
1号

柱
穴

深
鉢

月 同
RL
横

位
矛

髯

12
9号

柱
穴

深
鉢

口
縁

RL
】

12
9号

柱
穴

深
鉢

口
縁

LR
イ

J突

13
3号

柱
穴

深
鉢

口
縁

度
状

回
縁

13
3号

柱
穴

深
鉢

口
縁

LR
q位

沈
線

18
5

溝
1

深
鉢

口
縁

遵
状

隆
帯

・
束
H突

・
口

唇
部

に
沈

線

溝
1

深
鉢

口
縁

S字
状

沈
円

文

高
ユ

軍
?

胴
沈

線
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翼
版

Nl
出

土
地

点
器

種
部

位
原

体
休

面
(V
繕

・
ll
lマ

・
原

体
)

内
面

(調
整

)
備

考

20
 1
11
層

注
目

胴
妻
形
文

20
 

Ⅲ
層

鉢
□

綴
LR
横

位
流

線

Ⅲ
層

深
鎌

胴
昨

綿
・

絡
打
ヤ

フ
‖
日

横
方

向
に
調

整

Ⅲ
層

上
部

壺
口

縁
工

字
文
・

口
唇

部
に
沈
線

Ш
層

上
面

深
鉢

周同
RL
横

位
沈

繰

Ⅲ
層
上

面
深

鉢
口

縁
墜

帯

Ⅲ
B層

深
鉢

口
縁

沈
線
・

刺
突
 
磨
滅

Ⅲ
B層

鉢
口

縁
RL
横

位
平

行
沈

線
・

斜
位

刻
目
・

口
唇

部
に

沈
線

Ⅲ
B層

皿
口

縁
LR
横

位
雲
形

文
日

唇
部

縦
位

刻
目

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁

Ⅲ
B上

層
深

口
縁

沈
線

Ⅲ
B上

層
必冤
ζ
ξ

口
縁

隆
帯
 
波
状

口
縁

Ⅲ
B上

層
鉢

?
口

縁
LR
横

位
?

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
庁

線
・

頁
‖
牢
 F
T仏

磨
浦

不
朋

20
2

Ⅲ
B中

層
深

鉢
胴

LR
横

位
肱

繰
・

夷
‖
窄

Ⅲ
B中

層
焼

土
集

中
部

深
鉢

口
～

胴
沈

線

Ⅲ
B下

層
鉢

?
口

縁
沈

線

Ⅲ
B下
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付
?

13
 
Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
少
) 
  
  
  
  
  
 1

深
鉢

口
縁

RL
構

位
沈

線
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出
土

地
点

器
種

部
 

位
原

  
体

外
面

(文
様

・
地

文
。
原

体
)

内
面

調
整

)
備

考

13
 

Ⅲ
B中

層
下

部
(炭

少
)

深
鉢

口
縁

沈
線
・

隆
帯
・

波
状

口
縁

13
 

Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
少

)
深

鉢
突

起

D区
 

Ⅱ
I 
B中

層
最

下
部

深
鉢

口
縁

単
軸

絡
条
体

第
1類

横
方

向
に
調
整

33
2

1
3

D区
 

Ⅲ
B中

層
最
下
部

深
鉢

口
縁

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

13
 D
区

 
Ⅲ
B中

層
最

下
部

深
鉢

日
縁

光
線

13
 

Ⅲ
B中

層
最

下
部

深
鉢

口
縁

単
軸

絡
条
体

第
1類

D区
 

Ⅲ
B中

層
最

下
部

(炭
多

)
蓋

RL
構

位
?磨

減
叱

繰

C区
 

Ⅲ
B下

層
深

鉢
口

～
胴

党
線

・
波

状
口

縁
5単

位
・

単
勲

絡
条

体
第

1類
横

方
向

に
調
整

33
7

13
 

Ⅲ
B下

層
深

鉢
口

縁
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1頬

13
 

Ⅲ
B下

層
深

鉢
口

縁
裳

状
隆

常

33
9

13
 

Ⅲ
B下

層
注

口
月
同

平
行

沈
線

。
縦
位

刻
目

横
方

向
に
調
整

34
0

C区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

深
鉢

口
縁

l
単

軸
絡

条
体

第
1類

積
万

同
に

調
整

13
 D
区

 
焼

土
面

を
含

む
灰

責
褐

色
土

層
下

部
深

鉢
口

縁
三

叉
文

・
沈

線
・

上
面

に
刻

目

1
3

D区
 
焼

土
面

を
含

む
灰
黄
褐

色
土

層
下
部

深
鉢

口
縁

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

D区
 
焼

土
面

を
含

む
灰
黄
褐

色
土

層
下
部

深
鉢

口
縁

S字
状

沈
線
・

波
状

口
縁

D区
 
焼

土
面

を
含

む
灰

黄
褐

色
土

層
下
部

章
?

胴
No
6と

同
一

個
体
 

沈
線

・
束
W突

C区
1,
雷

深
鉢

El
―

E同
硼
落
著

し
い
 
沈
線
・

日
唇
部

に
東
J突

・
縦
位
刻

目
・

単
軸
絡
条
体
第

1類

13
～

33
東

西
ベ

ル
ト
1層

深
鉢

口
縁

RL
わ

罰
立

党
線

。
床
」
突

13
～

33
東

西
ベ

ル
ト
1層

深
鉢

突
起

沈
線
・

刺
突

(人
面
表

現
?)

34
8

1-
3～

3-
3東

西
ベ

ル
ト
1層

鉢
?

口
縁

比
線

。
縦

位
刻

目
・

口
唇

部
に

沈
線

13
 D
区

 3
盾

深
鉢

取
手

?

D区
4帰

目
深

鉢
口
～
胴

LR
横

位
横

方
向

に
調
整

1-
3

D区
4分

雪
深

鉢
口

～
胴

LR
横

位
死

線
横

万
同

に
調

整

D区
4層

深
鉢

口
縁

兜
線

を
S写

状
に

区
切

る
。
波

状
口

縁

卜
3 

AB
区

 4
層

深
鉢

1部
網

代
痕

? 
磨

減
ひ

ど
い

35
4

13
～

33
東

西
ベ

ル
ト
4層

深
鉢

口
～

胴
横

方
向

に
調

堅

A区
4層

深
鉢

口
～

引
同

`繰

。
革

瓢
絡

条
体

第
1類

 
口

縁
ヨ

`に

¶
1

橋
万

同
に

調
雫

35
6

D区
4層

 
皿
B中

層
深

鉢
口

～
厘

LR
こ 棄

痕
燥

付
看
 

横
方

向
に

調
整

D区
4層

 
Ⅲ
B中

層
宝

日
縁

o2
87
と

同
一
個
体
 
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

横
方

向
に
調
整

D区
4層

 
Ⅲ
B中

層
深

鉢
口

～
胴

軸
絡

条
体

第
1類

D区
4層

 I
II
 B
中

層
深

鉢
口

～
胴

LR
横

・
獅
泉

D区
4層

 
Ш
B中

層
深

鉢
口
～
胴

LR
横

・
斜
位

子 線
・

波
状

口
縁

横
方

向
に
調
整

D区
4層

 
Ш
B中

層
深

鉢
口
～

H同
LR

子 線
・

刺
突

36
2

3 
C区

 5
層

炭
多

深
鉢

口
縁

万
同

に
調

3 
C区

 5
層

炭
多

)
深

鉢
突

起
方

向
に
調

3 
C区

 5
層

炭
多

)
深

鉢
胴

LR
横

位
〔

36
5

3 
C区

 5
層

炭
深

鉢
回

縁
刺
突
・

斜
位

刻
目

3 
C区

 5
層

炭
多

)
深

鉢
胴

単
軸

絡
条

体
第

1類

3 
D区

 5
層

炭
多

)
深

鉢
口

縁
こ
ブ

リ
ッ

ジ
状

把
手

3 
C区

 6
層

炭
多

)
深

鉢
胴
～
底

LR
横

位
?

:線
・

木
葉
痕
 
磨

滅
3 
C区

 6
層

炭
深

鉢
口

～
底

LR
縦

・
斜
位
  
  
 |

卸
更

の
磨

り
泊

し
。
木

葉
縄

橋
万

同
に

調

C区
 6
層

(炭
多

)
深

鉢
打
同

]条
体

第
1類

積
万

同
に

調

3 
C区

 6
層

炭
多

)
深

鉢
口

縁
LR
横

位
胡
f線

・
口
唇

部
孤
状

押
圧

横
方

向
に
調
整

1
3

C区
 6
層

(炭
多

)
深

鉢
口

縁

`繰
・

単
軸

絡
条

体
第

1類
。
撚

糸
(磨

減
不

明
)

37
3

3 
C区

 6
層

炭
多

)
豆

口
縁

RL
縦

・
横

位
横

万
同

に
調

整

3
C区

6層
炭

多
)

深
鉢

口
縁

胡
`線

。
波
状

口
縁
・

賠
付

37
5

3 
C区

 6
層

炭
多

)
深

鉢
口

縁
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出
土

地
点

器
 

種
部
 

位
原

  
体

外
面

(文
様

。
地

文
・

原
体

)
内
面

(調
整

)
備
 

考

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
縁

沈
線

37
7

3
C区

 6
層

(炭
多

深
鉢

日
縁

此
線

・
横

方
向

に
調

整
・

波
状

口
縁

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
～

胴
沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

万
同

に
調

整

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
～
胴

rP
沈
線
・

刺
突
・

単
軸

絡
条
体

了
向

とこ
調

整

3
C区

 6
層

(炭
多

深
鉢

口
ヤ́

H同
虎

線
・

刺
突

・
単

軸
絡

条
体

(暦
版

し
て

LR
不

明
)

横
方

向
に
調
整

C区
 6
層

(炭
多

一 霊
】
同

LR
横

・
縦

位
此
線
・

ボ
タ

ン
状

貼
付

種
万

同
に

調
雫

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
縁

沈
線
・

刺
突

積
万

同
に

調
整

C区
 6
層

(炭
多

士 空
頸
～
胴

1
q万

向
に
調

整

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
縁

S宇
状

沈
線
・

右
肩

に
ヒ 線

(円
文

)

C区
 6
層

(炭
多

深
鉢

口
縁

刺
突

。
単

軸
絡

条
体
第

1類
 
横

方
向

に
調
整

(表
裏

)

1-
3 
6)
曽

ホ
瓢

欲
口
～
底

無
文

。
底

部
木
葉
痕

藍
万

同
に

調
整

38
7

13
 

Ш
B中

層
 6
層

小
型

壷
?

胴
～

FA
~

P(
磨

減
不

明
)

1縁
の

欠
け

日
を
磨

い
て

い
る

?

38
8

1-
3

C区
 

Ⅲ
B中

層
 6
層

深
鉢

口
～

胴
第

1類
q方

向
に
調
整

13
 C
区

 6
層

深
鉢

月同
LR
横

位
?(
磨

滅
不

明
)

沈
線

1-
3

Ct
t 

Ш
B中

層
 6
層

鉢
口
～
底

rP
1獣

買
 
。

電
方

向
に

調
整

1-
3

B区
 7
層

(黒
)

深
鉢

口
縁

LR
横

・
斜

位
口

q方
向

に
調
整

1-
3

B区
 7
盾

(黒
)

深
鉢

口
縁

沈
線
・

刺
突

l-
3

B区
 7
層

(黒
)

深
鉢

口
縁

LR
構

位
口

万
同

に
調

整

l-
3

B区
 7
層

(黒
)

深
鉢

口
縁

LR
横

位
口

q方
向

に
調
整

1-
3

B区
 7
層

(黒
)

深
鉢

口
縁

g万
同

に
調

整

1-
3

D区
7層

鉢
口

縁
LR
横

位
q万

向
に
調

堅

39
7

1-
3

D区
7層

深
鉢

口
縁

沈
線
・

刺
突

13
 D
区

 7
層

深
鉢

口
緻

|こ
く
ぼ

み
ヒ線

(円
文

)

1-
3

D区
7,
雷

深
鉢

日
縁

LR
横

位
篭方

向
に
調
整

1-
3

D区
7層

深
鉢

口
縁

鎖
状

隆
帯

。
波
状

口
縁
・

単
軸
絡

条
体

1-
3

D区
7層

深
鉢

日
縁

。
日
唇

部
上

か

D区
7層

〓 霊
LR
横

位

1-
3

D区
7層

鉢
口

～
底

で
霊方

向
に
調
整

13
 D
区

 7
層

蓋
LR
横

位

1-
3

D区
7層

深
鉢

日
～
胴

rP
沈
線
・

単
軸
絡

条
体
第

1類
・

口
唇
部

縦
位

刻
目

方
向

に
調
整

1-
3

B区
7帰

畳
深

鉢
口

～
胴

rP
ひ

ど
い

證
付

着

13
 B
区

 7
層

〓 霊
口

～
胴

RL
oL
R

電
万

向
に

調
堅

13
 B
区

 7
層

深
鉢

胴
～
底

rP
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

横
方

向
に
調

整

1-
3

D区
 

Ⅲ
B下

層
 9
層

」ヽ
型

深
鉢

口
～

胴
RL
横

位
(日

縁
横
方
向
に
消
し
て
い
る

)
単

位
波

状
口

縁
 

底
部

欠
損

横
方

向
に

調
整
 

燥
付

看

13
 C
区

 9
層

鉢
口
～
底

LR
横

位
沈

線
横

方
向

に
調
整

1-
3

D区
9層

蓋
rP

沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

横
方

向
に
調
整

D区
9層

深
鉢

口
縁

肥
線

積
万

同
に

調
整

13
 D
区

 9
層

豆
?

月F
H3

沈
線

。
ボ
タ

ン
状
賠

付
横

方
向

に
調
整

4
1-
3

D区
9層

鉢
月同

RL
構

位
薯

形
支

・
半

行
浣

繰
・

縦
位

刻
日

種
万

同
に

調
零
 

保
付

着

5
13
 D
区

 9
層

深
鉢

口
縁

沈
線

。
刺

突
横

方
向

に
調

整

13
 D
区

 9
層

鉢
口
～
胴

LR
横

位
沈

線
横

方
向

に
調

整

7
13
 

最
下

層
深

鉢
口

縁
LR
構

位
鋸

線
積

万
向

に
調

整

13
 

最
下

層
〓 霊

胴
～

底
照

文
・

燥
付

看
横

方
向

に
調

整

23
 

Ⅲ
層
上
部

深
鉢

回
縁

LR
横

・
斜

位
沈

線
煤
付
着

23
 

Ⅲ
層

上
部

鉢
口

～
河同

RL
眈

線

23
 

Ⅲ
A層

上
面

ll
ll

ロ
ー

jf
同

RL
横

位
三
形

文
横
方
向
に
調
整
 
日
唇
部
に
沈
線

At
t 
II
IA
層

相
当
層

灰
責
褐

色
土

層
鉢

口
縁

雲
形

文
・

口
唇

部
に
二
段

縦
位

刻
目

横
方

向
に
調

整
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出
土

地
点

器
種

部
 

位
原

体
外

血
(又

採
・

地
更

。
原

体
,

肉
面

(調
整

)
備

考

2-
3

A区
 

Ⅲ
A層

相
当

層
灰

責
褐

角
土

層
深

鉢
口

綴
LR
横

位
平
行

沈
線

煤
付

着

At
t 
II
IA
層

相
当

層
灰

黄
褐

色
土

層
深

鉢
胴

l?
(磨

滅
不

明
)

単
軸

絡
条
体

第
1類

23
 D
区

 
Ⅲ
A相

当
層
黄
褐

色
ブ

ロ
ッ
ク

ミ
ニ

チ
ュ

ア
四
つ
足

即
2個

欠
損

42
6

B区
 

Ⅲ
A層

最
下

部
注

口
口

縁
(鉢

巻
状

)雲
形

文
・

縦
位

亥
J目

B区
 

Ⅲ
A層

最
下

部
鉢

口
～

胴
RL
横

位
平
行

沈
線
・

斜
位

刻
目
・

口
唇

部
沈
線

B区
 

Ⅲ
A層

最
下
部

深
鉢

口
緻

RL
痛

割
立

死
線

・
元

瑞
に

積
任

刻
日

・
波

状
国

族

2-
3

B区
 

Ⅲ
A層

最
下

部
深

鉢
口

縁
LR
横

。
縦

位
腹

状
口

縁

23
 A
区

 
Ⅲ
A盾

最
下

層
深

鉢
口
～
胴

RL
斜

位
?

沈
線

3 
mA
な

ど
の
混

土
層

重
?

横
方

向
に
調
整

3 
Ш

A・
II
 B
層

皿
?

口
～

底
LR
横

位
妻

形
文

下
部

に
隆
帯
・
LR
横

位

A区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
RL
横

位
沈

線
|こ

]毬

2-
3

At
t 
II
IB
上

層
深

鉢
口

縁
沈
線

。
竹

管
文

向
に

A区
 

Ⅲ
B上

層
深
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・
沈

線
種

万
同

に
調

雫

1
4

D区
 
東
西

ベ
ル

ト
8層

深
鉢

日
縁

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

D区
 
東
西

ベ
ル

ト
8層

深
鉢

口
縁

先
線
・

単
軸

絡
条
体

?(
磨

滅
)

横
方

向
に
調
整

D区
  

東
降

ミ
ル

ト
8帰
畳

深
鉢

月 同
え

線

D区
 

東
西

ベ
ル

ト
8層

深
鉢

口
縁

LR
締

位
沈
線
・

波
状

口
縁

D区
 

東
西

ベ
ル

ト
8層

小
型

壷
?

胴
死

線

53
9

14
 D
区

 
票

西
ベ

ル
ト
9層

深
鉢

胴
rP

l-
4

D区
 
東

西
ベ

ル
ト
9層

深
鉢

口
縁

lP
(磨

滅
不

明
)

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

卜
4 
14
 A
・

C区
 

東
西

ベ
ル

ト
10
層

台
付

鉢
ム ロ

〕 単
位

で
無

文

卜
4 
14
 A
・

C区
 
東
西

ベ
ル

ト
10
層

深
鉢

胴
沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

1
4 
 1
-4
ラ

罵
2ヨ

′
ミ
ル

ト
96
  
61
膏

深
鉢

胴
RL
横

位
卜
4 

14
東

西
ベ

ル
ト
96
 6
層

深
鉢

月同
・

単
軸

絡
条

体
第

1類
41
a万

同
に
調

雫
54
5

卜
4 
14
東

西
ベ

ル
ト
96
 1
0層

深
鉢

口
縁

卜
r不

明
死
線
・

束
U突

・
単
軸

絡
条
体

第
1類

1-
4 
 1
-4
ヨ

罵
乏
ヨ
′ ミ

アレ
ト
96

10
層

深
鉢

口
縁

羊
軸

絡
条
体

第
1類

横
方

向
に
調
整

14
 

土
塁
 1
6層

鉢
口

縁
LR
横

位
巨
線

状
キ

歯
状

文
横

方
向

に
調
整

14
 
土

塁
 1
6層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
滞

線

14
 
土

塁
 1
6層

鉢
口

縁
沈

練

14
 

土
星
 1
6層

深
鉢

口
縁

rP
先
線
・

単
軸

絡
条
体

円
文

14
 

土
塁
 1
6層

鉢
口

縁
IP

線
・

単
軸

絡
条

体
第

1類
l-
4

土
塁

16
層

深
鉢

日
～

胴
l

Й
線

'単
軸

絡
条

体
第

1類
横

方
向

に
調
整

14
 C
D区

 
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
時

深
鉢

口
～

胴
沈
線
・

波
状

口
縁

撚
糸

状
の

調
整

反
?

14
 A
C区

 
ク

リ
ー

エ
ン

グ
時

ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉢

口
縁

沈
線

指
紋
 
黒
色
物

付
着

14
 C
D区

 
ク

リ
ー
エ

ン
グ
時
 
炭
化
物
焼

土
廃

棄
面

深
口

縁
LR
縦

・
斜
位

沈
線

方
向

に
調

率

55
6

14
 C
D区

 
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
時
 

炭
化
物
焼

土
廃
棄

面
¥案

ξ
口

～
胴

l
単
軸
絡

条
体

第
1類

方
向

に
調

整
-4
 B
tt
 f
c5

4の
1層

深
鉢

口
縁

LR
を

竜1
立

?
虎

繰
・

卿
1従

横
万

向
に

調
整
 

燥
付

着

4 
Bt
t 
fc
5

4の
1層

深
鉢

口
綴

No
 5
31
と

同
一

個
体
 

沈
線

・
刺

突

55
9

4 
Bt
t 
fc
5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
此
線
・

刺
突
 
取
手

が
取

れ
た
跡

56
0

-4
 B
tt
 f
c5

4の
2・

3層
深

鉢
□

緻
LR
縦

位
此

線
橋

万
向

に
調

雫
-4
 B
tt
 f
c5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
S字

状
沈
線
・

波
状

口
縁

56
2

-4
 B
tt
 f
c5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
LR
斜

位
?

慶
状

隆
帯

。
況

線

56
3

1-
4 

Bt
t 
fc
51
4の

2・
3層

 C
oD
区

 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時

深
鉢

口
～

胴
単
軸

絡
条
体

第
1類
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菫
版
血
1 
  
  
  

出
  

土
  

地
  

点
器

種
部
 

位
原

  
体

外
面

(文
様

。
地
文
・

原
体

)
内
面

(調
整

)
備

考

1-
4 
Bt
t 
fc
51
4の

2・
3層

深
鉢

口
～

胴
I

単
軸
絡
条
体
第

1類
 
劉
落

橋
万

同
に

調
整

56
5

1-
4 
Bt
t 
fc
5,
14
 2
・

3層
・

最
下

層
深

鉢
回
―

H同
I

単
軸

絡
条

体
・

波
状

日
稼

・
口

唇
罰
`に

縦
仁

刻
日

横
方

向
に

調
整

56
6

14
 B
tt
 f
c.
51
4の

2・
3層

深
鉢

胴
卜

r不
明

沈
線
・

単
軸

絡
条
体
 
磨

滅

56
7

At
t 
fc
.5
14
の

2～
4層

口
～
底

熙
文

At
t 
f.
c.
51
4の

4層
(最

下
層

)
小

型
壷

?
=形

熊
文
・

底
部

木
葉

痕
横

方
向

に
調
整

1 
4 
fc
51
4の

4層
(最

下
層

)
深

鉢
口

縁
r・

1不
明

流
線

・
単

軸
絡

条
体

第
1類

横
方

向
に
調

整

1-
4 
A区

 
最
下

層
の
上

(炭
多

)最
下

層
を
含

む
深

鉢
口

縁
LR
横

位
沈

線
方

向
に

調
整

14
 

最
下

層
深

鉢
口

1
沈
線

。
単
軸
絡

条
体

第
1類
 
横

方
向

に
調
整

q万
向

に
調

整

14
 
最

下
層

深
鉢

口
R掌

減
汁

編
・

滞
減

回
綴

57
3

A区
 

最
下

層
(一

括
)

深
鉢

口
～

1同
r・

1不
明

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

24
 

表
土

I層
 

褐
色

土
蓋

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

横
方

向
に
調
整

57
5

24
 

Ⅲ
A層

注
口

月同
雲
形

文
 

朱
付
着

横
方

向
に

調
整

24
 

Ⅲ
A層

上
部

浅
鉢

?
口

縁
口
縁
部

突
起
 
降
帯

の
X字

文

24
 

Ⅲ
A層

上
部

豆
?

月
同

連
鎖
状

羊
歯
状
文

横
方

向
に
調
整

24
 

Ⅲ
A層

上
部

壺
?

胴
雲
形

文

57
9

24
 

Ⅲ
A層

上
部

鉢
口

縁
RL
横

位
雲
形

文
媒

付
着

24
 

Ⅲ
A層

上
部
 

地
山
粘
土

プ
ロ

ッ
ク
多
量

層
鉢

口
縁

LR
横

位
雲
形
文

横
方

向
に
調

整

2-
4 
11
1A
層

上
部
 

地
山
粘

土
プ

ロ
ッ
ク
多
量

層
鉢

口
縁

雲
形
文
・

口
縁
縦
位

刻
目
・

口
唇

部
沈
線

内
外
面

朱
付

着

At
t 
II
IA
層

皿
口
～
胴

RL
・

LR
▼
行

ン″
綿
・

締
琢
十日

・
羽

状
横
・

縦
方

向
に
調

整

A区
 

Ⅲ
A層

壷
日

縁
LR
癌

剖
立

平
行

汁
綿

・
列

占
構

方
向

に
調

整

A区
 

Ⅲ
A層

電
注

口
胴

入
組

文

必
4 

Ⅲ
A層

と
口

月同
LR
横

位
平
行

沈
線

横
方

向
に
調
整

J4
 

Ⅲ
A層

鉢
口
～
胴

RL
横

位
雲
形

文
 
煤

付
着

媒
付

着

卜
4 

Ⅲ
A層

⑥
皿

口
縁

LR
横

位
雲
形
文

58
8

A区
 

Ⅲ
A層

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
・

r
平

行
沈

線
・

緒
節

縄
文
Z字

状
 

燥
付

看
横

方
向

に
調
整

4
A区

 
Ⅱ
I 
A提

深
鉢

口
縁

LR
横

位
ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯
状

文
 
煤
付

着

A区
 

Ⅲ
A層

鉢
口

縁
半

行
所

線
・

雲
杉

更
横

方
向

に
調
整

At
t 
II
IA
層

鉢
E―

引同
LR
構

位
平
行

沈
線
・

口
唇

部
縦
位

刻
目
・

雲
形

文

59
2

A区
 
Ⅲ
A層

(
深

鉢
口

縁
1・

r
先
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

。
波
状

口
縁

59
3

D区
 

Ⅲ
A灰

ヨ
ュ土

提
鉢

口
～
胴

LR
・

RL
平

行
汁

練
・

絡
磁

十日
・

冽
状
 

便
付

着
横

方
向

に
調
整
 
煤
付

着

4
Dt
t 
II
IA
灰

黄
褐

色
土

層
深

鉢
口

～
胴

LR
横

位
克
線

積
方

向
に

調
整

4
B区

 
Ⅲ

A・
Ⅲ
Bの

崩
壊

土
層

(I
II
A層

相
当

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
橋

方
向

に
認

零

4
B区

 
Ⅲ

A・
Ⅲ
Bの

崩
壊

上
層

(I
II
 A
層

相
当

鉢
口
～
胴

LR
構

位
昭

行
汁

繰
・

締
初

日
煤

付
着

59
7

4
B区

 
Ⅲ

A・
II
I 
Bの

崩
壊

土
層

(I
II
A層

相
当

皿
口

縁
LR
横

位
比
線

。
雲
形
文

59
8

4
B区

 
Ⅲ

A・
Ⅲ
Bの

崩
壊

土
層

Ⅲ
A

ヨ
当

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
沈
線
・

右
肩

に
円
文

。
波
状

口
縁

横
方

向
に

調
堅

4
B区

II
IA
・

II
I 
Bの

崩
壊

土
層

Ⅲ
A提

ヨ
当

深
鉢

口
縁

LR
横

位
牝

線
・

波
状

口
縁

横
方

向
に
調

整

4
B 
tt
 I
II
A・

Ⅲ
Bの

崩
壊

土
層

(I
II
A層

相
当

深
鉢

口
縁

RL
横

位
比
線
・

竹
管

文
横

方
向

に
調

整
 
煤
付

着

4
A区

 
Ⅲ
A下

鉢
口

縁
LR
積

位
平
行

沈
線
 
磨
滅

A区
 

Ⅲ
A下

部
皿

口
～

胴
雲
形

文
・

口
唇

部
沈
線

汁
綿
 

構
方

向
に

調
整

A区
 

Ⅲ
A下

部
皿

胴
LR
横

位
?

雲
形

文
横

方
向

に
調
整

A区
 

Ⅲ
A下

部
空

口
～

月l
HD

LR
蒋

百
1立

方
向

に
調

整
横

方
向

に
調
整

B区
 
地

山
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク

No
_1

深
鉢

鳳
同

LR
斜

位
S字

状
沈
線

B区
 

地
山

屍
棗

ブ
ロ

ッ
ク

No
l

2-
4

深
鉢

月同
LR
・

RL
横

位
?

沈
繰

Bt
t 
II
B上

部
鉢

口
～

凋同
RL
・

LR
平
行

沈
線

。
縦
位

刻
目
・

羽
状

結
束
第

1種
耐

・
積

万
同

に
調

整

B区
 

Ⅲ
B上

部
深

鉢
口

～
胴

LR
積

。
縦

位
平
行

沈
線
・

束
U突

横
方

向
に

調
整

60
9

Bt
t 
II
IB
上

部
jl
m付

鉢
?

月同
LR
横

位
流

繰
横

方
向

に
調
整

24
 

Ⅲ
B上

層
 2
4 
HI
B中

層
鉢

口
～

属
LR
積

位
医
部

木
棄

反
・

波
状

口
縁

4単
位

横
万

回
に

調
整
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鴎
淑

N(
出

土
地

占 【
器

種
部
 

位
原

体
外
面

(文
様

。
地

文
。
原
体

)
内
面

(調
整

)
備
 

考

4 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
LR
横

・
縦

位
穫

万
同

に
調

肇

2
4 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

～
河F

R3
LR
横

位
先

線
橋

方
向

に
調

整

3
4 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口
～
底

RL
横

位
回
縁
部

原
体

押
圧
 
横

方
向

に
調
整

横
方

向
に
調
整

4
4 
mB
上

層
上

部
壷

口
～

胴
LR
橋

位
慣

万
同

に
副

蟹
意
方

向
に

調
率

61
5

B区
 

Ⅲ
B上

層
上
部

豆
胴

RL
横

位
雲
形

文

B区
 

Ⅲ
B上

層
上

部
深

鉢
口

縁
LR
横

位
平
行

沈
線
・

S字
状

に
区
切

る
方
向

に
調

整
B区

 
Ⅲ
B上

層
上

部
深

鉢
口

縁
LR
積

位
児

繰
橋

方
向

に
調

率

2-
4

Bt
t 
II
IB
上

層
下
部

鉢
口

縁
LR
横

位
方

向
に

調
整

61
9

B区
 

Ⅲ
B上

層
下

部
蓋

?
LR
斜

位
沈

線
方
向

に
調
整

B区
 

Ⅲ
B上

層
下

部
鉢

口
縁

LR
横

位

Bt
t 
II
IB
上

層
下
部

深
鉢

?
口

縁
LR
斜

位
鎖

状
隆

再
竜
方

向
に

調
整

62
2

24
 1
11
B上

層
下

部
小

型
鉢

宇
形

熙
文

62
3

24
 A
tt
 

Ш
B中

層
 2
6 
11
1B
中

層
深

鉢
口

～
胴

LR
横

位
況

繰
・

汲
猿

回
豚
 

県
何

看
方

向
に

調
整

At
t 

Ш
B中

層
深

鉢
口
～

胴
LR
横

位
沈

線
方
向

に
調
整

62
5

2-
4

A区
 
Ⅲ
B中

層
蓋

汁
綿

・
竹

管
す

A区
 
Ⅲ
B中

層
深

鉢
胴

LR
斜

位
Й
線
・

竹
管

文
横

方
向

に
調

整

B区
 

Ⅲ
B中

層
斎

LR
横

位
つ

ま
み
破

損
・

沈
線

横
方

向
に
調
整

62
8

A区
 
Ⅲ
B中

層
上
部

深
鉢

口
～

胴
RL
縦

位
沈
線
・

刺
突
・

口
唇

部
縦
位

刻
目

横
方

向
に
調

整
A区

 
Ⅲ
B中

層
上
部

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位

At
t 

Ш
B中

層
上
部

鉢
口

縁
r?

沈
線
・

刺
突

。
単

軸
絡

条
体
第

1類

At
t 
mB
中

層
上

部
深

鉢
口

縁
LR
横

・
斜
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ベ

ル
ト
5層

上
部

鉢
口
～
胴

半
行

沈
線

。
S写

状
に

区
切

る
横

方
向

に
調
整

15
～
25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

上
部

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
死
線

横
方

向
に
調
整

1-
5ラ

に
2ξ

′ ミ
ル

ト
5帰
目
は '電

悪
深

鉢
口

縁
RL
横

位
羊
歯
状

文
 

煤
付

着
横

方
向

に
調
整

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

中
部

深
鉢

口
～

胴
万

同
に

調
整

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

中
部

士 霊
口
～
胴

К
L積

・
LК

積
・

r
一

部
単

軸
絡

条
体

第
1類

霊
方

向
に

調
整

1-
5 
 1
-5
ラ

巨
Z互

′
ミ
ル

ト
5帰

雪 「
H言

語
小

型
深

鉢
口

～
胴

LR
構

・
斜

位
緩
や

か
な
山
形

口
縁
・

無
文

横
方

向
に
調
整

72
5

卜
5 
15
東

西
ベ

ル
ト
5層

中
部

深
鉢

口
縁

l
鎖

状
隆

帯
・

単
軸

絡
条

体
第

1類
・

波
状

口
縁

72
6

15
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

中
部

深
鉢

口
縁

RL
横

位
沈

線
横

方
向

に
調

整

72
7

卜
5 
15
東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

小
型

深
鉢

口
～

腐
LR
縦

。
橋

位
口

縁
習

`原

体
神
L・

木
葉

履
横

方
向

に
調
整

72
8

5
5東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

深
鉢

口
～

底
LR
縦

位
環

状
隆
,・

況
繰

・
界
J宍

万
同

に
調

整

卜
5 
15
東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

鉢
口

～
胴

LR
横

位
沈

線
方

向
に
調
整

5
5東

西
ベ

ル
ト
6層

深
鉢

胴
死

線
・

早
4H
給

条
杯

弟
1類

旨
方

向
に

調
整

1-
5 
1-
5東

西
′ ミ

ル
ト
6層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

驚方
向

に
調

整

73
2

1-
5 
 1

-5
ラ

R7
耳
′ ミ

ァレ
ト

6ん
雪

蓋
LR
構

。
斜

位
沈

線

卜
5 
15
東

西
ベ

ル
ト
6層

(炭
多

)
深

鉢
口
～

胴
沈
線
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

1-
5 
A区

 1
-4
南

耳
ヒ
ベ

ル
ト
96
 1
0層

(
壺

口
～
胴

LR
横

・
斜
位

口
縁
部

原
体
押

圧
電
万

向
に

調
整

1-
5 
A区

 1
-4
南

剪
ヒ
′
ミ
ル

ト
96
 1
0,
曽

(
深

鉢
汚
同

沈
線
・

単
軸
絡
条
体
第

1類
横

方
向

に
調
整

15
 A
区

 
卜

4南
北
ベ

ル
ト
96
 1
0層

(炭
多

)
深

鉢
口

稼
隆
帯
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

1-
5 
 A
匝

三
  
1-
4属

打
ゴ
ヒ
′
ミ
ル

ト
96
  
10
長

雪
(

深
鉢

河同
隆
帯
 
取

手
が
取

れ
た
跡

?

15
 A
区

 1
4南

北
ベ

ル
ト
96
 1
0層

(
深

鉢
口

15
 A
区

 
卜

4南
北

ベ
ル

ト
96
 1
0層

(炭
多

)
深

鉢
口

縁
隆
帯
・

刺
突

1-
5 
A区

 1
4南

北
ベ

ル
ト
96
 1
0層

(炭
多

)
深

鉢
口

縁

15
 A
区

 1
4南

北
ベ

ル
ト
96
 1
0層

(炭
多

)
深

鉢
口

縁
曇
再

・
Xl
」
突

・
波

状
口

縁
方

向
に

調
整

15
 A
tt
 f
c5
,1
4の

2・
3層

深
鉢

口
緻

LR
横

位
沈
線

。
刺

突
奪
方

向
に

認
率

74
3

15
 B
区

 1
4南

北
ベ

ル
ト
96
 1
0層

相
当

深
鉢

口
縁

S字
状

沈
線

。
口
唇

部
沈

線
・

単
軸

絡
条

体
第

1類
]文
 

横
方

向
に
調
整

15
 B
区

 
卜

4南
北

ベ
ル

ト
96
 1
0層

相
当

深
鉢

口
～

河同
沈

線
・

刺
突

・
単

軸
絡

条
体

第
1頬

方
向

に
調

整

l-
5 
B優

至
 1
-4
爾

Jヒ
′
ミ
ル

ト
96
 1
0,
雷

本
目
当

深
胴

沈
線
・

単
軸
絡

条
体
第

1類

5 
At
t 
fc
5

4の
2・

3層
口

～
胴

LR
君

竜
1立

5 
At
t 
fc
5

4の
2・

3層
深

鉢
口
～
胴

-5
  
At
t 
 f
c5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

円
文
 
横

方
向

に
調
整

5 
At
t 
fc
5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
沈

線
・

単
勒

絡
条

体
第

1類
横

方
向

に
調

整

-5
  
At
t 
 f
c5

4の
2・

3層
深

鉢
口

縁
貼
付
 
外

面
。
上

部
に

く
ぼ
み
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瓢
版
厳

出
土

地
点

器
種

部
位

原
外
面

(文
様
・

地
文

。
原
体

)
1面

(調
備

考

79
8

〕
5 
Bt
t 
II
IA
層

④
皿

口
～

胴
直
線
状

羊
歯
状

文
口
唇

部
に
沈
線

79
9

5 
B区

 
Ⅲ
A層

④
小

型
皿

口
～

医
沈

線

5 
At
t 

Ш
At
tC
6D

注
口

?
頸

?
羊
歯
状

文
方

向
に

ヨ

J5
 A
区

 
Ⅲ
A層

③
皿

口
～

胴
T´
R・

RI
´

鳩
憲付

羊
歯
状

文
丁
寧

な
調

整

5 
At
t 

Ш
A層

⑥
鉢

口
緻

LR
橋

位
羊

歯
状

文
會
方

向
に

調
ヨ

卜
5 
At
t 
II
IA
層

⑥
ll
ll

口
～

胴
沈

線

5 
At
t 
II
IA
tt
C6
D

深
鉢

口
縁

LR
横

位
入

・
口
縁

部
貼

付
横

方
向

に
課

80
5

〕
5 
A区

 
Ⅲ
A層

③
深

鉢
口

縁
LR
横

位
平
行

沈
線

を
S字

状
に
区
切

る

5 
mA
層

⑦
小

型
皿

口
～

胴
無

文

〕-
5 
A区

 
Ⅲ
A層

⑭
皿

口
～
胴

入
口
縁
部

に
平
行
沈
線
・
縦
位
刻

目

80
8

〕-
5 
A区

 
Ⅲ
A層

⑭
注

目
?

胴
LR
積

位

5 
At
t 

Ш
A層

●
深

鉢
口

縁
RL
横

位
羊
歯
状

文

と
5 

Ⅲ
A層

下
部
焼

上
周
辺

小
型

鉢
口

～
底

LR
横

位
雲
形
文

方
向

に
調
整

5 
Ⅲ
A層

③
鉢

口
縁

LR
横

位
ク
ラ
ン
ク
状
キ
歯
状
文

縦
・

横
方

向
に
調

整

5 
Ⅲ
B層

上
部

深
鉢

口
～
胴

LR
・

RL
。

1
羽

状
・

緒
節

縄
文

Zと
横

方
向

に
調
整

2-
5 
1-
5東

西
ベ

ル
ト

2)
雷

上
罰
`―

中
ヨ

`

鉢
口

縁
LR
横

位
沈

線
方

向
に

調
整

2-
5 
1-
5東

西
ベ

ル
ト
2層

上
部

～
|

部
深

鉢
口

縁
LR
横

位
沈
線
 
横

方
向

に
調

横
方

向
に
調
整

81
5

5
5東

西
ベ

ル
ト
2層

上
部

「 部
深

鉢
口

縁
〔

□
唇

罰
`に

沈
繰

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
2層

上
部

～
中
部

皿
口

～
胴

LR
横

位
雲
形

文
口

縁
部

に
沈

線
 

横
方

向
に
調

整

2-
5 
 1
-5
:

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

深
鉢

口
縁

平
行

沈
繰

・
縦

位
刻

目
。
波

状
口

横
方

向
に
調
整

2-
5 
 1
-5
:

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

深
鉢

日
縁

羊
歯
状

文
・

波
状

口
縁

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

鉢
口

縁
連
鎖
状

羊
歯
状

文
に

ヨ
整

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

士 望
月同

鷺
方

向
に
調
整

25
 1
-5
東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

鉢
?

日
～

胴
LR
横

位
入
組

文
構

・
斜

方
向

に
調

旦

2-
5 
2層

|
炭

多
(東

西
ベ

ル
ト
2層

中
)

鉢
?

口
縁

LR
横

位
雲
形

文

25
 2
,曽

|
炭

多
(東

西
ベ

ル
ト
2層

中
)

鉢
ロ
ヘ
レ H

同
LR
積

位
羊

歯

82
4

-5
東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

注
口

月
同

羊
歯
状
文

に
講

82
5

5東
西

ベ
ル

ト
2層

中
部

鉢
口

縁
LR
横

位
党

髯

5東
西

ベ
ル

ト
2層

中
部

口
～

胴
LR

・
刺

突
横

方
向

に
調
整

82
7

5東
西

ベ
ル

ト
2層

中
部

深
鉢

口
縁

RL
横

位
沈
線
・

黒
色

付
着
物

黒
突

起

82
8

5東
西

ベ
ル

ト
2層

中
部

深
鉢

口
縁

LR
横

位
□

唇
部

に
口
唇
部

貼
り
付

け

-5
東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

深
鉢

口
縁

5東
西

ベ
ル

ト
2層

中
部

霊
頸

～
胴

RL
構

・
傘

横
方

向
に
調
整

5東
西
ベ

ル
ト
2層

中
部

鉢
口

～
痕

RL
o 
LR
を

葺1
立

縦
方

向
に
調
整

83
2

-5
5巨

ヱ
ξ
′
ミ
ル

ト
2帰

巨 「

'著

悪
蓋

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

5東
西

ベ
ル

ト
2層

(炭
多
)2
6

6東
西

ベ
ル

ト
B7
層

蓋
No
 3
32
と

同
一

個
体

藍
方

向
に

調
整

83
4

5東
西
ベ
ル
ト
2層

(炭
多
)2
6

6東
西
ベ
ル
ト
B7
層

蓋
No
.3
32
と

同
一

イ団
体

橋
万

向
に

調
雫

5東
西

ベ
ル

ト
2層

(炭
多
)2
6

6東
西
ベ
ル

ト
B7
層

重
No
.3
32
と

同
一
個

体
向

に
証

5束
西
ベ
ル
ト
2層

(炭
多
)2
6

6東
西
ベ
ル
ト
B7

層
鉢

口
～
胴

LR
横

・
斜
位

ク
ラ

ン
ク

状
羊

歯
状

文
・

入
組

文
霊方

向
に
調
整

83
7

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

小
烈

鉢
口

～
腐

LR
露
ね
I

横
方

向
に
調
整

83
8

2-
5

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

深
鉢

突
起

歯
状

降
稀
 

橋
万

向
に

調
雫

束
J突

 
横

方
向

に
調

整

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

深
鉢

ロ
ヘ
レ H

同
LR

蓋
位

横
方

向
に
調
整

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

深
鉢

口
～

胴
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

・
波
状

口
縁

に
辞

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

深
鉢

胴
比

線
・

単
軸

絡
条

体
第

1

84
2

2-
5

5東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

深
鉢

口
～

胴
RL
横

位
比
線
・

波
状

口
縁

'向
に

調

84
3

l-
5^
ツ

2-
5 
 1
-5
)に

Eξ
ベ

ル
ト

4帰
雪

深
鉢

口
縁

LR
横

位
沈
線

。
刺

突
・

黒
色
付

着
q方

向
に
調
整

1-
5-
2-
5 
 1
-5
昂

鳳
ヱ
互
′
ミ
ル

ト
4帰

雪
深

鉢
口
～
胴

LR
位

線
横

方
向

に
調
整
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出
土

地
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器
 

種
部
 

位
原

体
外

面
(文

様
・

地
文

。
原

体
)

内
面

(調
整

)

15
～
25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
4層

鉢
口

～
胴

LR
横

位
沈

線
横

方
向

に
調

整

84
6

2-
5 
1-
5切

鷺
2ξ

′
ミ
ル

ト
5提

雪
深

鉢
口
～
胴

LR
横

・
斜
位

■
線
・

声
‖牢

横
方

向
に
調
整

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

蓄
RL
横

・
斜

位
ケ
綿
・

貢
‖饗

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

)
深

鉢
口

縁
墜
帯
・

刺
突
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

・
波
状

口
縁

橋
方

向
に

調
零

2-
5

15
買

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

台
付
鉢

?
ム ロ

LR
横

・
斜
位

ヤ
綿
・

司
1筆

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

)
鉢

□
～

Л同
LR
斜

位
。
隆
帯
・

刺
突

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

)
小

型
豆

?
口

～
属

沈
線

刺
突
 
縦

方
向

に
調
整

向
に

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

(中
～

下
層

)
深

鉢
口

縁
LR
縦

位
沈
線
・

刺
突

了
向

|こ
調

整

2-
5 
1-
5東

西
ベ

ル
ト

5'
吾

軍
?

胴
硫

繰
。
ボ

タ
ン

状
貼

付
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

25
 A
C区

 
卜

5東
西

ベ
ル

ト
5層

中
～
下
部

(炭
多

)
深

鉢
口

縁
イ管

文
・

口
唇

部
沈

線
沈

線

25
 A
C区

 
卜

5東
西

ベ
ル

ト
5層

中
～
下
部

(炭
多

)
至

LR
横

位
沈

線
横

万
同

に
証

整

25
 A
C区

 1
5東

西
ベ

ル
ト
5層

中
～

下
部

(炭
多

)
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部
深

鉢
口

縁
沈
線
・

単
軸
絡

条
体

10
94

A区
 1
6東

西
ベ

ル
ト
Al

口
入
組

文
。
口
唇

部
横

位
刻

目
2-
6

A区
 1
6東

西
ベ

ル
ト
Al
層

琳
口

～
文

。
原

体
磨

滅
不

明
構

方
向

に
調

率

A区
 

卜
6東

西
ベ

ル
ト
Al
層

小
型

壷
頸
～
胴

【
文

6東
西

ベ
ル

ト
A区

2
小

型
鉢

口
～
底

LR
横

位
ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

整

10
98

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
A2
層

必栞
蓼

口
′ ～

】同
LR
オ

羊
歯

状
文
 

摸
付

坊
縦
・

横
方

向
に
調
整

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
A2
層

深
鉢

ロ
ー

月同
LR

筆1
ご
と

こ方
向

に
暦

り
消

し
方

向
に

調
幸

26
 A
C区

 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
A2

下
部

～
3層

上
部

ミ
ニ
チ
ェ
ア
局
琳

ほ
ぼ
完
形

LR
横

位
羊
歯
状

文
26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
A2
層

下
部

皿
完

形
羊
歯
状

文
横

方
向

に
調
整

6 
と

6東
西

ベ
ル

ト
3層

中
部

(炭
多

小
型

鉢
口

～
医

形
。
4単

位
か

ら
波

状
か

。
資
方

向
に
調
整

26
 A
区

 
卜

6東
西
ベ

ル
ト
A3
層

中
部

重
頸
～
胴

RL
横

位
腕

線
・

東
‖
墾

竜
方

向
に

調
整

26
 C
区

 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
A3
層

中
部

(炭
多

)
鉢

口
～

打
RL

位
沈
線

横
方

向
に
調
整

6
C区

 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
A3
層

中
部

(炭
多

)
鉢

口
～
胴

RL
横

位
沈

線
方

向
に

調
ヨ

C区
 1
6東

西
ベ

ル
ト
A3
層

中
部

(炭
深

鉢
口

澪
LR
横

位
此

繰
。

日
唇

ヨ

`縦

位
刻

臼
横

方
向

に
調
整

C区
 

卜
6東

西
ベ

ル
ト
A3
層

1部
(炭

多
)

深
鉢

口
縁

rP
此

線
・

単
軸

絡
条

体
第

■
方

向
に

調
目

26
 B
D区

 
卜

6東
西
ベ

ル
ト
A排

深
鉢

口
LR
構

平
行

沈
線

を
S字

状
に
区
切

る
26
 B
D区

 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
A3
層

中
～

下
部

深
鉢

口
縁

線
。
刺

突
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

26
 B
D区

 1
6東

西
ベ

ル
ト
A3

中
～

下
深

鉢
口

縁
LR
横

位
比

線
≧
口
唇

部
に
沈

線
26
 B
D区

 1
6東

西
ベ

ル
ト
A蘇

豆
?

LR
構

位
沈

線
電
方

向
に

調
整

C区
 
卜

6東
西
ベ
ル

ト
A3
層

B(
炭

化
物

7～
10
%散

在
)

深
鉢

El
―

胴
LR

上
平

行
沈

繰
。
波

状
口

縁
縦

方
向

に
調
整

西
ベ
ル

ト
A3
層

B(
炭

化
物

7～
10
%散

在
)

鉢
口
～
胴

LR
横

位
を
る泉

2-
6 
C区

 1
6東

西
ベ
ル

ト
A3
層

B(
炭

化
物

7～
10
%散

在
)

深
鉢

口
縁

兜
労

円
文

2-
6 
AC

-6
易
罵
E互

′ ミ
ル

ト
A3

下
部

(炭
士 霊

口
～
胴

LR
横

位
同

|こ
調

月

26
 A
C区

6東
西
ベ

ル
ト
A3
層

下
部

深
鉢

口
～

胴
RL
・

LR
横

位
?

沈
線

q方
向

に
3

26
 1
11
D層

6東
西
ベ

ル
ト
3層

下
部

可ヽ
型

鉢
口

～
底

熙
文

。
底

部
無
文

26
 A
C区

-6
易

E2
互
′ ミ

ル
ト
A6

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
死

線
・

刺
突

「
F]
に

∃電
媒

26
 A
C区

6東
西
ベ

ル
ト
A6
層

〓 笠
胴

LR
横

位
先
線

横
万

向
に

調
整

2-
6 
 
ユ
ー
6ラ

罵
2ヨ

′
ミ
ル

ト
6

土
1区

深
鉢

?
口
～
胴

廷
横

方
向

に
調
整

2-
6 
 1
-6
夙

罵
Zヨ

′
ミ
ル

ト
6娠

雪
下

部
口
～
胴

匡
鎖

状
芋

歯
状

文
同

に
調

11
22

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
Bl
層

(炭
口

～
胴

LR
構

・
斜

位
入
組

文
こ方

向
に
調

整
11
23

2-
6

16
東

西
ベ

ル
ト
Bl
層

(炭
多

)
皿

口
縁

宣
線

状
羊

歯
状

文
26
 B
D区

 1
-6
東

西
ベ

ル
ト
B3

上
i

注
目

死
線

。
下

部
に

突
起

26
 B
D区

 
卜

6東
西
ベ

ル
ト
B3
層

上
部

深
鉢

口
～

LR
不

明
)

1部
無
文

積
万

向
に

調
竪

D区
 

卜
6戻

西
ベ

ル
ト
B3
層

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
克

丼
横

方
向

に
調

率
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出

土
地

点
器

種
部

位
原

体
外
面

(文
様

。
地
文
・

原
体

)
内
面

(調
整

)
備

考

2-
6

D区
 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
B3
層

蓋
RL
縦

・
横

位
産

綿
・

凍
‖
菫

D区
 1
-6
東

西
べ

,レ
ト
B3
層

壷
?

顕
沈

線
□

綴
鶏

に
流

線

D区
 

卜
6東

西
ベ

ル
ト
B3
層

〓 里
口
～
底

LR
横

位
沈

線
・

腐
部

無
文

種
万

同
に

調
零

D区
 1
-6
東

西
ベ

ル
ト
B3
層

深
鉢

口
縁

rP
沈
線
・

刺
突

。
日
唇

部
刺

突
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
B3
層

上
～

中
部

圧
口

B同
雲
形
文
・

縦
位

刻
目

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
B3
層

上
～

中
部

台
付

鉢
?

ム ロ
LR
縦

位
費

方
向

に
調

整

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B3
盾

中
～

下
部

注
口

打 同
入
組

文

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B3
層

下
部

深
鉢

]同
RL
横

位
沈
線
・

刺
突

横
方

向
に
調
整

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B3
層

下
部

蓋
つ

ま
み

?
LR
横

位
沈
線
・

刺
突

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B3
層

下
部

深
鉢

口
縁

萩
手
・

沈
線

(動
物

表
現

?)
刺

突
・

沈
線

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
4層

(焼
土

)
置

LR
横

位
死

線
横

方
向

に
調
整

6 
BD
区

6東
西

ベ
ル

ト
4層

(焼
土

)
士 望

□
―

引同
RL
横

位
党
線
・

刺
突
 
横

方
向

に
調
整

横
方

向
に

調
整

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
4層

(焼
土

)
深

鉢
口

縁
沈
線
 

単
軸
絡

条
体

第
1類

6 
BD
区

6東
西

ベ
ル

ト
B7
層

最
下

層
(炭

多
)

深
鉢

月同
LR
横

位
先

線

26
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B7
層

最
下

層
(炭

多
)

深
鉢

口
縁

LR
橋

・
縦

位
先
線

横
方

向
に

調
整

6 
BD
区

6東
西
ベ

ル
ト
B7
層

最
下

層
(炭

多
)

深
鉢

口
縁

沈
線

〕
6 

表
土

I
台
付

鉢
ム ロ

LR
横

位
入

組
文

?

〕
6 

表
土

I
小
型

鉢
ロ

ヘ
レ 月

同
先
線

〕
6 
11

1B
層

皿
口

～
胴

LR
横

位
雲
形
文
? 

剥
落
 
横

方
向

に
調
整

日
縁
部
に
沈
線
 
横
方
向
に
調
整

36
 1
11
B層

鉢
口

縁
LR
余

単
位

種
舘

状
羊

脅
状
V

横
方

向
に
調

整

〕
6 

Ⅲ
B層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
三

叉
文

横
方

向
に

調
整

36
 

崩
落

土
然

口
縁

平
行

沈
線

を
S字

状
に

区
切

る

36
 

Ⅲ
B層

深
鉢

口
縁

し
R横

位
平
行

沈
線

を
S字

状
に
区
切

る
 

波
状

口
縁

36
 

崩
落

土
深

鉢
口

～
胴

RL
横

位
沈
線
・

刺
突
 
横

方
向

に
調
整

横
方

向
に

調
整

36
 

Ⅲ
B層

深
鉢

?
取
手

?
S字

状
沈

線

〕
6 

Ⅲ
B層

壼
胴

LR
横

。
斜

位
死
線

橋
万

同
に

調
罹

7
D区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
月同

I
単
軸

絡
条
体

第
1類

・
沈
線

縦
方

向
に

調
整

1
7

Dt
t 
II
IA
C層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
平
行

沈
線

。
羊
歯
状
文

横
方

向
に
調
整

1 
7 
11
1A
C相

浅
鉢

?
突

起
沈

線

1-
7

Dt
t 
II
IA
C層

鉢
口

縁
LR
横

位
?

平
行

沈
線

を
区

切
る

1-
7

D区
 
Ⅲ
AC
層

深
鉢

月
同

LR
横

位
平

行
汁

繰
・

東
1饗

1-
7 
AC
区

 1
7東

西
ベ
ル

ト
2層

相
当
 
卜
7 
C区

 
Ⅲ
B上

層
〓 霊

胴
～

底
三
叉
状

入
組

文
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 D
区

 
Ⅲ
B上

層
小

型
壷

胴
～
底

LR
横

位
伺

下
部

に
1条

の
沈

線
、

そ
の

下
無

文
横

方
向

に
調

整
 

輪
積
痕

1-
7

D区
 
Ⅱ
I 
B_
L層

注
口

?
頸

入
組

文

1-
7

D区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
口
唇

部
小

山
状

突
起
・

沈
線

1-
7

D区
 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
腹

状
口

縁
・

縦
位

刻
目

文

16
3

1-
7

Dt
t 
II
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上

層
深

鉢
口

縁
皮
状

口
縁
・

瘤
状

突
起
・

沈
線

。
縦
位

刻
目

l-
7

D区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
胴

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

l-
7

B区
 
Ⅲ
B上

層
鉢

?
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～
胴

LR
横

位
平

行
沈

線
を

区
切
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修
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向

に
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整

l-
7

D区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
突

起
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沈
線
・

刺
突
・

単
軸

絡
条
体

第
1類
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7

D区
 
Ⅲ
B上

層
鉢
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突

起
沈

線
を
S字

状
に

区
切

る
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口

唇
部

隆
帝

貼
付

1-
7

D区
 
Ⅲ
B上

層
壺

?
口

～
胴

沈
線
・

地
文

磨
滅

不
明

D区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
波
状

口
縁

。
円
文
・

沈
線

円
文

D区
 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
沈

線
。
刺

突
・

口
唇

部
に

東
」
突

・
沈

線

1-
7

D区
 

Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

～
胴

し線
・

竹
管
文

。
波
状

口
縁

1-
7

Dt
t 

Ш
B上

層
鉢

口
縁

隆
帯

l
7

B区
 

Ⅲ
B下

層
上

部
深

鉢
口

縁
沈
線
・

竹
管
文
・

波
状

口
縁
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積
・
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体
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面

(調
整
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考
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t 

Ш
B下

層
上

部
深

鉢
口

縁

B区
 

Ⅲ
B下

層
上

部
深

鉢
口

縁
沈
線

。
刺

突
・

口
唇

部
縦
位

刻
目

横
方

向
に

調
整

17
 A
Ct
t 
I層

三
?

頸
RL
横

位
?

比
線

17
 A
C区

I,
曽

深
鉢

突
起

比
線
・

竹
管
文

17
 A
Ct
t 
I層

鉢
E―

引同
単

軸
絡

条
体

第
1類

(1
)層

〓 霊
完

形
LR
横

。
斜

位
?

庁
線

・
東
‖
祭

・
腰

部
太

軍
痛

横
方

向
に
調
整

26
 

Ⅲ
B下

盾
部

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
沈

線

17
 C
区

 
①
層

壷
頸
～

底
え
線
 
破

損
し
た
頸
部

を
研
磨

し
再

利
用

?

17
 A
C区

I∫
雷

深
鉢

口
～

胴
腹

状
日

縁
・

鎖
状

隆
稀

・
沈

卜
7 
AC
区

I,
曽

深
鉢

口
～

胴
沈
線
・

縦
位

刻
目

17
 A
・

C区
 
①

層
上
部

深
鉢

口
～
胴

沈
線

。
円
文
・

単
軸
絡

条
体
第

1類

17
 A
・

C区
 
①

層
上
部

深
鉢

口
～
胴

P
硫

繰
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

17
 A
・

C区
 
①

層
上

部
蓋

LR
積

位

1
7 
D区

層
下

部
炭

多
)

深
鉢

口
～

胴
皮
状

口
縁

。
口
唇
部

に
鎖
状

隆
帯

。
単
軸

絡
条
体
第

1類

1
7 
D区

層
下
部

炭
多

)
深

鉢
口
～
胴

波
状

日
縁
・

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

。
円
文

1
7 
D区

層
下

部
炭

多
)

深
鉢

口
～

胴
度

状
口

縁
・

沈
線

。
単

軸
絡

条
体

第
1類

構
方

向
に

認
黎

1
7 
D区

層
下

部
炭

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
光
線
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縁
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褐
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褐
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台
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縁
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鉢
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褐
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且
 

Ⅲ
A層

相
当

層
台

付
鉢

LR
横

位
平
行

沈
線

文
に
沿

っ
て
列

点
文

18
85

1-
11

21
l 

Ш
A層

焼
土

集
中
部
付

近
注

口
胴

塗
帯
 

横
方

向
に

調
整

構
方

向
に

調
整

1
2■

 
Ⅲ
A層

焼
土

集
中

部
付

近
鉢

口
～

胴
沈
線
・

口
唇

部
に
縦

位
刻

目
繕

方
向

に
酬

率

l-
1l
  
C区

 
灰
黄
捐
也
土
下
半
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
散
在
 
焼
土
面
含
む
層

深
鉢

口
縁

縦
位

刻
目
文

18
88

1-
1l
  
C区

 
戻
歳
楊
角
土
下
半
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
散
在
 
続
土
面
含
む
層

鉢
口
～
胴

LR
横

位
連
鎖
状

羊
歯
状

文
・

回
縁
部

に
縦
位

刻
目

18
89

1
11
 

大
焼
土
面
下
の
地
山
屍
要
ア
ロ
ッ
ク

鉢
?

口
～

月同
RL
横

位
羊
歯
状

文

11
1 

灰
黄
褐
色
上
下
半
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
散
在
 
焼
土
面
含
む
層

ほ
ぼ

完
形

底
部

欠
損
 

口
縁

の
一
部

(正
面

)に
突
起

横
方

向
に
調

整

卜
1l

 C
区
 

灰
黄
褐

色
土
 
焼

土
面

よ
り
下

口
縁

羊
歯
状

文

1■
 C
区

 
灰
黄
褐

色
上
 
焼

土
面

よ
り
下

台
付

鉢
ム ロ

LR
横

位
沈

線

1
D区

 
大

焼
土

面
`地

山
廃

棄
プ

ロ
ッ
ク
層

の
す

ぐ
下

層
注

口
?

月同
入
組

文
横

方
向

に
調

整

卜
H 
D区

 
大
焼
土
面
・
地
山
廃
棄
プ
ロ
ッ
ク
層
の
す
ぐ
下
層

深
鉢

ロ
ー

胴
波
状

口
縁

。
鎖
状

隆
帯

。
ボ

タ
ン
状

貼
付

18
95

D区
 
大
焼
土
面

。
地
山
廃
棄
プ
ロ
ッ
ク
層
の
す
ぐ
下
層

深
鉢

ロ
ー

胴
波
状

口
縁
・

鎖
状

隆
帯
・

刺
突
 
貫

通
孔

1-
1l
 A
区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ア
ロ
ッ
ク
1%
 
地
山
屍
棄
ア
ロ
ッ
ク
の
下
層

鉢
口
～
胴

LR
構

位
沈

線

1■
 D
区
 
大
焼
土
面
・

地
山
廃
棄
プ
ロ
ッ
ク
層
の
す

ぐ
下
層

深
鉢

胴
LR
横

位
沈

線

1
2■

 
大
焼
土
面
下
の
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
廃
棄
ア
ロ
ッ
ク

鉢
口
～

胴
文

1-
1l
 D
区

 
地
山
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り下

の
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
1%

士 霊
口

練
LR
積

位
頸

部
無

文
・

1条
の

沈
線

横
方

向
に

調
整
 

輪
積

反

1-
1l
 D
区

 
地
山
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り 下

の
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
1%

一 霊
口

縁
嘘
文
 
表

裏
と
も
磨
滅

D区
 
地

山
粘

土
ブ

ロ
ッ

ク
屍

棄
ブ

ロ
ッ

ク
よ

り
下

層
異

形
壷

ほ
ぼ
完
形

LR
横

位
?

ョ
縁
部

欠
損
 
無

文
 
縄

文
磨
滅

1■
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
1%
 
地
山
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
の
下
層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
?

皮
状

口
縁
・

沈
線
・

刺
突

卜
■
 A
区
 
灰
営
楊
白
土
 
地
山
ア
ロ
ッ
ク
1%
 
地
山
尾
棗
ア
ロ
ッ
ク
の
下
層

深
鉢

突
起

l
D区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
回

縁
ケ
練
・

締
柿

冽
十日

・
山
形

□
綴

90
5

l
D区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
突

起
浣

練

l
Dt
t 
II
IB
上

層
深

鉢
口

縁
LR
横

・
斜
位

度
状

口
縁

・
沈

線
・

口
唇

部
に

沈
線

卜
■
 D
区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
LR
斜

位
唇

状
□

縁
。
y/
線

沈
線

l
D区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
LR
斜

位
波
状

口
縁
・

沈
線

l
D区

 
Ⅲ
B上

層
台
付

鉢
?

胴
LR
横

位
比

線

l
D区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
回

～
胴

LR
】

ぼ
状

□
綴

。
浣

繰

1
Dt
t 
II
IB
上

層
RL

沈
線

2
1

且
 

Ⅲ
B上

～
中
層

ロ
ー

jI
同

LR
横

位
平
行

沈
線

を
S字

状
に
区
切

る

3
1
1l

 
Ⅲ
B上

～
中
層

鉢
El
―

月F
H」

LR
横

位
沈
線
・

半
竹

管
文

横
方

向
に
調
整

4
1

1l
 I
II
B上

～
中

層
深

鉢
口
～
胴

席
減

同
縁

。
汁

綿
 1
41
す

不
明

5
卜

■
 

Ⅲ
B上

～
中
層

深
鉢

口
～

胴
党
線
・

刺
突
・

口
縁
部

貼
付

19
16

1
1l
 
Ⅲ
B上

～
中
層

深
鉢

ロ
ー

胴
波
状

口
縁
・

鎖
状

隆
帯
・

沈
線
・

刺
突

1
11

B区
 

Ⅲ
B下

層
深

鉢
口
～

胴
帝

・
刺

突
・

短
沈

線
・

口
縁

部
貼

付

卜
1l
 A
B区

 2
■

東
西

ベ
ル

ト
6層

重
月
同

窒
帯

に
斜
位

刻
目

1 
1l
 A
B区

 2
11
東

西
ベ

ル
ト
6層

空
頸

～
胴

隆
帯

1■
 A
B区

 2
11
東

西
ベ

ル
ト
6盾

深
鉢

口
縁

卜
1l

 A
B区

 2
■

東
西
ベ

ル
ト
6層

深
鉢

胴
比
線

横
方

向
に

調
整

卜
1l

 A
B区

 2
11
東

西
ベ

ル
ト
6層

深
鉢

口
～
胴

渡
状

口
縁

・
沈

線
。
単

軸
絡

条
体

第
1類
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出
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点

器
種

部
位

原
  

体
外
面

(文
様

。
地

文
・

原
体

)
内
面

(調
整

)
備

考

l
11
 
灰

責
褐

色
土

(埋
土

?)
最

下
層

深
鉢

口
縁

渡
状

口
縁

・
沈

線
・

単
軸

絡
条

体
第

1類

2-
11
 3
‐

1 
11
摺

上
半
 2
11
 3
11
 1
層

 2
■

 C
区
 
Ⅱ
層
上
部

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
口

縁
部

刻
目
・

肩
部

沈
線

間
に
2段

の
列

点
文

表
裏

と
も
炭

化
物

多
▼ゝ

19
25

Ⅲ
層
 
地

山
粘

上
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク
集

中
部

鉢
回

～
月同

RL
横

位
雲
形
文

19
26

2
11

Ⅲ
層
 

地
山
粘

土
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク
集

中
部

鉢
口

縁
平
行

沈
線

に
斜
位

刻
目
・

口
唇

部
に
沈
線

煤
?付

着
3■

 
Ⅲ
A層

鉢
ロ
ー

胴
LR
横

位
直

線
状

平
函

状
又
 

箱
修

孔
橋

万
同

に
調

雫

19
28

2■
 
Ⅲ
A層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
隆
帯

に
突
起
・

沈
線
・

刺
突

。
口
唇

部
に
沈
線

1l
 I
II
A層

深
鉢

口
縁

渡
状

口
縁

・
隆

帯

2
1l
 B
区

 
Ⅲ
B上

層
鉢

口
～
胴

LR
横

位
平

行
沈

線
を

区
切

る
横

方
向

に
調

率

2
11

B区
 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
沈
線
・

口
唇

部
に
刺

突
11

C区
 

Ⅲ
B中

層
士 霊

胴
LR
横

位
雲
形

文
横

方
向

に
調
整

2
Ct
t 

Ш
B中

層
深

鉢
口

縁
RL
横

位
C区

 
Ⅲ
B中

層
深

鉢
胴

比
線

。
単

軸
絡

条
体

第
1類

1l
 D
区

 
Ⅲ
B中

層
 1
 1
l 
Dt
t 
II
IB
上

層
深

鉢
胴

LR
横

位
角

形
睦

回
又

積
万

同
に

調
整

Ct
t 
II
IB
中

層
深

鉢
月
同

沈
線
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

19
37

C区
 

Ⅲ
B中

層
せ 笠

口
～
胴

LR
横

位
雀

圃
紹

更
 

体
』
も
に

禁
狼

指
痕

■
 I
II
 B
下

層
(3
1

II
I層

一 霊
河同

入
組

文
2■

 
Ⅲ
B下

層
(3
1

m層
)

注
目

羊
歯
状
文

C区
層

深
鉢

□
綴

羊
歯
状

文
C区

層
皿

口
～
胴

LR
横

位
雲

形
文
・

口
唇

部
(レ

ー
ス
状

)
鷺
方

向
に
調
整

C区
3

層
El
―

狙同
LR
構

位
雲
形
文

方
向

に
調

整

D区
層
上

半
 3
■

 H
層

下
半

注
目

打
同

LR
横

位
ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯
状

文
C区

層
壷

?
胴

LR
積

位

C区
層

蓋
LR
・

RL
横

位
?

沈
線
・

竹
管
文

C区
H層

深
鉢

口
縁

波
状

日
縁
・

単
軸

絡
条
体

第
1類

11
  
3-

H層
下

半
深

鉢
ロ
ー

胴
RL
横

位
平
行

沈
線
・

斜
位

刻
目

。
国
唇

部
に
沈
線

横
方

向
に
調
整

11
  
3-

H層
下
半

皿
国

ヘ
ツ
翼同

平
行

沈
繰

橋
万

同
に

調
雫

11
  
3-

層
下

半
鉢

口
～

胴
LR
横

位
羊
歯
状

文
・

口
唇

部
縦
位

刻
目

方
向

に
調

整

11
  
3-

層
下

半
鉢

口
～
胴

口
縁
部
貼

付
・

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

整
11
  
3-

層
下

半
豆

口
～

月同
LR
横

位
積

万
同

に
調

雫

11
  
3-

層
下

半
深

鉢
口

縁
r・

1不
明

波
状

口
縁
・

沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

11
  
3-

層
下
半

深
鉢

突
起

LR
横

。
斜
位

山
形

突
起

、
段
付

き
11
  
3-

層
下

半
深

鉢
口

縁
rP

波
状

口
縁
・

沈
線
・

単
軸
絡

条
体

第
1類

19
55

l1
 3

H層
下
半

深
鉢

口
～
胴

LR
頼

朝
立

?
波

状
口
縁
・

沈
線

11
 3

H層
下
半

鉢
口

～
胴

LR
構

位
沈

線
D区

[I
I層

深
鉢

突
起

LR
将

竜
1立

先
線
・

口
唇

部
に
S字

状
隆
帯

縦
・

積
万

同
に

調
整

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

(地
山
プ
ロ
ッ
ク
少
散
在

)
台
付
鉢

日
～
胴

LR
横

位
ク

ラ
ン

ク
状

羊
歯

状
文

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
上

(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
散
在

)
浅

鉢
入
組

文
?

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
上

(地
山
プ
ロ
ッ
ク
少
散
在

)
鉢

口
～

胴
LR
橋

位
直
線
状

羊
歯
状
文

2
B区

 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
散
布

)
注

回
月同

歯
状

文
19
62

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

掲
色
土

(地
山
プ
ロ
ッ
ク

散
在

)
重

頸
突ヽ
起
 
横

方
向

に
調
整

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

(地
山
プ
ロ
ッ
ク

在
)

深
鉢

口
～
胴

LR
斜

位
?

ミロ
縁

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

(地
山
プ
ロ
ッ
ク
少
散
在

)
深

鉢
口

縁
沈
線
・

口
唇

部
貼

付
D区

 
灰

責
褐

色
上

漸
移

層
香

炉
羊
歯
状

文
19
66

灰
黄
掲
色
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

深
鉢

口
縁

隆
帯

と
口

唇
部

に
締

位
刻

目
平

行
沈
線

11
灰
費
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
院
と
よ
り上

鉢
口

～
胴

LR
構

・
鮒

平
行

滸
線

・
軍

形
す

。
空

記

1ユ
灰
責
褐
屯
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
散

在
 
焼
と
よ
り
上

浅
鉢

E―
H同

LR
横

位
口
唇

部
レ
ー

ス
状

(浮
き
彫

り
)

横
万

向
に

調
整

1l
 B
区

 
灰
責
捐
也
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
と
よ
り上

皿
口
～
胴

LR
横

位
雲

形
文

・
口

唇
部

レ
ー

ス
状

(浮
き

彫
り

)
横

方
向

に
調
整
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体
外

面
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様
・

地
文
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原
体

)
内

面
(調

整
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考

2-
1l
  
B区

 
灰
責
褐
色
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

皿
口

～
月日

LR
横

位
雲
形

文
。
口
唇

部
レ
ー

ス
状

(浮
き
彫

り
)・

突
起

横
方

向
に

調
整

19
7]

2-
1l
  
B区

 
灰
責
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

鉢
口

～
胴

LR
横

位
雲
形

文
・

突
起
・

斜
位

刻
目

19
72

1l
  
B区

 
灰
責
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

台
付

鉢
口
～
胴

LR
横

位
羊
歯
状

文
・

口
縁
部

、
胴

部
に
突
起

構
方

向
に

調
整

ll
 B
区

 
灰
黄
掲
色
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

注
口

日
―

H同
羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

整

19
74

1l
  
B区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

鉢
ロ
ー

胴
塵
鎖
状

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

整

1l
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
多
 
院
土
よ
り
上

注
目

胴
下

半
LR
横

位
羊
歯
状

文
横

方
向

に
調
整

1l
  
B区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
散
在
 
焼
土
よ
り上

鉢
口
～
胴

LR
構

・
斜

位
入

組
文

横
方

向
に
調
整

19
77

2-
1l
 B
区

 
灰
責
褐
色
土
 
地
山
ア
ロ
ッ
ク
ケ
 
焼
土
よ
り上

台
付
鉢

脚
部

沈
線

に
タ
ー

ル
状

付
着
物

19
78

B区
 
灰
黄
掲
色
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
散
左
 
焼
土
よ
り上

深
鉢

口
～

E同
LR
横

位
沈

線

2-
1l
 B
区

 
灰
貰
鵜
色
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク

70
/O
散
在
 
焼
土
よ
り上

深
鉢

ロ
ー

月同
波
状

口
縁
・

沈
線

。
単

軸
絡

条
体

第
1類

横
方

向
に
調
整

2■
 

灰
黄
褐
色

土
 
地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
散
在

台
付

浅
鉢

胴
LR
横

位
雲
形
文
・

充
填
縄

文
底

面
円

形
の

ケ
ズ

リ

2■
 B
区

 
灰
黄

褐
色

土
 
地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
散

在
深

鉢
口

縁
(突

起
)

片
線

・
締

イヤ
亥

日

1l
 D
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
よ
り上

下
混
合

と
口

胴
下

半
LR
横

位
雲
形

文
 

朱
付

着
横

方
向

に
調
整

21
l 
D区

 
灰
費
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
よ
り上

下
混
合

浅
鉢

H同
LR
横

位
雲
形

文
 

朱
付

着
積

方
向

に
調

整

2
灰
責
褐

色
土

(大
焼

土
面

含
む
層

)
壺

頸
～

胴
LR
横

位
羊
歯

状
文

2-
灰
黄

褐
色

土
(大

焼
土

面
含

む
層

)
鉢

口
～

胴
LR
o 
RL

羊
歯
状

文
・

羽
状

横
方

向
に
調
整

2-
灰

責
褐

色
土

(大
焼

土
面

含
む

層
)

注
目

口
縁

ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯

状
文

横
方

向
に

調
整

2-
灰

黄
褐

色
土

(大
焼

土
面

含
む
層

)
皿

口
～
胴

RL
構

・
斜

位
羊
歯
状

文

11
 
灰

黄
褐

色
土

(大
焼

土
面

含
む
盾

)
鉢

?
回

～
胴

LR
横

位
沈

線

B区
 
灰
黄
褐
色
土
 
焼
土
よ
り
下
 3
 1
l 
II
IA
層

最
上
部

注
口

口
縁

塵
鎖

状
羊

歯
状

文
横

方
向

に
調

整

A区
 
灰
黄
禍
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
7%
 
大
焼
上
面
よ
り
下

空
月同

RL
横

位
ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調
整

19
91

A区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
7%
 
大
焼
土
面
よ
り
下

鉢
ロ
ー

胴
RL
横

位
羊
歯
状
文

構
万

向
に

調
整

A区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
7%
 
大
焼
土
面
よ
り
下

皿
口

～
胴

RL
横

位
羊
歯

状
文
 

補
修

子
と

A区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
コ
ッ
ク
7%
 
大
焼
土
面
よ
り
下

深
鉢

胴
LR
横

位
光

線

2
A区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
7%
 
大
焼
土
面
よ
り
下

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
沈
線
・

刺
突

19
95

A区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
7%
 
大
焼
土
面
よ
り
下

鉢
ロ
ー

胴
LR
横

位
沈

線

-1
l 
B区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク7

%散
左
 
焼
土
面
よ
り 下
 
―
括
土
器

鉢
完

形
疑

文
 

構
方

向
に

ハ
ケ

メ
状

焼量
面
景
研 辛
灰 章
慧
長
が

2彎
P4
ゝ
て
呈
虐
ク ζ
権
散
在

士 空
口

縁
LR
横

位
平

行
沈
線

に
よ
る
文
様

区
画
 

胎
土

に
粗

い
粒

子
横

方
向

に
調
整
 
輪
積

痕

ll
 
大
焼

土
面

地
山
廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク

台
付

鉢
脚

無
文
 

ナ
デ

状
の

調
整

19
99

21
l 
No
l大

焼
土
面
下

地
山
廃

棄
プ

ロ
ッ
ク

注
口

胴
～
底

上
半
部

欠
損
 

全
面

ミ
ガ

キ
 

胎
土

に
金

雲
母

2
C区

 
大

帰
土

面
下

層
上

面
10
cm

小
型

足
付
皿

口
～

属
2脚

 
無
文

1l
 C
区
 
大
焼

土
面

下
層
上

面
10
cm

鉢
?

ロ
ー

胴
汁

綿
o¬

I卑

2
C区

 
大
焼

土
面
下

層
上

面
10
cm

鉢
口
～
胴

LR
構

位
1条

の
沈

線
横

方
向

に
調

整

2-
1l
  
B区

 
地
山
廃
棄
ア
ロ
ッ
ク
下
灰
責
掲
色
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク

10
/O

士 ｑ
顕

～
胴

堡
帯
・

沈
線

。
ボ

タ
ン
状

貝 占
付
・

束
」突

2-
1l
 B
区

 
地
山
廃
菜
ブ
ロ
ッ
ク
下
灰
黄
掲
色
土
 
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
1%

鉢
口

～
胴

LR
横

位
幕

に
木

客
TE
・

雪
形

マ
?

横
方

向
に

調
整

2■
 

地
山
廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク
下

灰
黄
褐
色

土
層
 

地
山
1%

小
瓢

蓄
?

常
形

LR
横

位
先
線
 
上

製
品

?

2-
1l
 B
区

 
地
山
廃
棄
ブ
ッ
ロ
ク
下
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
1%

蓋
?

LR
横

位
党

線
・

半
竹

管
文

2-
1l
  
B区

 
加
也
屏
霙
ブ
ッ
ロ
ク
下
灰
責
掲
色
土
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
1%

深
鉢

口
縁

RL
横

位
皮
状

口
縁
・

沈
線

窄
記

に
平

行
沈

線

2-
1l
  
B区

 
地
山
廃
棄
ブ
ッ
ロ
ク
下
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
1%

深
鉢

口
縁

力
細

種
万

同
に

調
整

20
09

2■
東
西

ベ
ル

ト
1層

士 霊
口
～

頸
子
口
縁

に
突
起

沈
線
 
横

方
向

に
調
整

2-
■

東
西

ベ
ル

ト
1

深
鉢

胴
沈

線

1慎
西

ベ
ル

ト
2

深
鉢

口
縁

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調
整

20
12

11
東

西
ベ

ル
ト

3帰
鉢

口
～

胴
LR
横

位
苗
練
状

羊
歯
状

文
。
貼
付

口
縁

に
沈
線
・

縦
位

刻
目

横
方

向
に
調
整

11
東

西
ベ

ル
ト

4
注

口
口
縁

羊
歯
状

文
・

縦
位

刻
目

1l
Я

tt
Z巨

′ ミ
アレ

ト
4

鉢
口

～
胴

LR
横

位
平
行

沈
線

に
縦
位

刻
目
・

雲
形

文
?

横
方

向
に
調

整

11
東

西
ベ

ル
ト
4層

深
鉢

口
縁

渡
状

口
縁

。
沈

線



― ― ］ Φ ∞ ― ―

当
版

Nt
出

土
lt
t

点
器
 

種
部

位
原

体
外
面

(文
様
・

地
文

。
原
体

)
内
面

(調
整

)
備
 

考

2-
1東

西
ベ

ル
ト
4層

一 ｑ
口

～
類

此
線

20
17

2-
l東

西
ベ

ル
ト
4層

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
直
線
状

羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

堅

20
18

2-
1東

西
ベ

ル
ト
4層

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
直

線
状

羊
歯

状
文

横
方

向
に
調
整

20
19

2
1東

西
・

南
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土

)
aE

口
～

胴
LR
積

位
ク
ラ

ン
ク
状

羊
歯
状

文
こ方

向
に
調

整
2-

1東
西

・
南

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
壷

頸
～

胴
LR
横

位
羊
歯
状

文
横

方
向

に
調
整

20
21

2
と 東

西
・

南
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土

)
深

鉢
口
～
胴

LR
横

位
羊

歯
岸

す
横

方
向

に
調
整

20
22

2
1東

西
・

南
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土

)
深

鉢
E―

月同
RL
横

位
羊
歯
状
文

横
方

向
に
調

率
と 東

西
。
南

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
鉢

口
～

胴
LR
横

位
羊

歯
状

文
横

方
向

に
調

整
2

1東
西

・
爾

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
浅

鉢
突

起
香
炉

突
起

の
可

能
性

有
り

ガ
キ

2
1東

西
。
南

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
浅

鉢
口
～
胴

口
縁

突
起

羊
歯
状

文
に
突
起

2
1東

西
。
南

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
浅

鉢
口
～
胴

無
文
・

口
唇

部
に
小

突
起
 
横

方
向

に
調
整

横
方

向
に
調
整

1東
西
・

南
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土

)
深

鉢
汚
同

RL
構

位
沈
線
・

竹
管
文

20
28

2
1東

西
・

雨
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土

)
深

鉢
突

起
死

繰
・

突
起

・
小

突
起

小
突

起
に

沈
線

1東
西

。
南

北
ベ

ル
ト
5層

(焼
土

)
蓋

し
R左

回
転

党
線

1東
西

・
南

北
ベ

ル
ト
5層

(院
土

)
深

鉢
口

～
胴

波
状

口
縁
・

鎖
状

隆
帯
・

沈
線

20
31

2
東
西

。
南
北

ベ
ル

ト
5層

(焼
土
)(
D)

深
鉢

口
縁

(把
手

)
LR
横

位
帯
・

刺
突

横
方

向
に
調
整

20
32

5層
上
部

注
口

注
口
～
胴

羊
歯

状
文

ヘ
ラ
調
整

東
西

ベ
ル

ト
6層

台
付

鉢
胴

～
脚

全
面

ミ
ガ

キ
。
曲
沈
線
文

横
方

向
に
調

率
東

西
ベ

ル
ト
7層

鉢
口
～

底
詰
 

地
又

イ
＼
明

横
方

向
に

調
整

東
西
ベ

ル
ト
7層

深
鉢

口
～

胴
LR
横

・
斜
位

冗
線
・

波
状

口
縁

横
方

向
に
調
整

20
36

東
西

ベ
ル

ト
8層

鉢
?

口
～

胴
RL
余

判
立

羊
歯
状

文
20
37

2-
東
西

ベ
ル

ト
8層

深
鉢

口
縁

縦
位

刻
目

文
・

入
組

文

東
西

ベ
ル

ト
6層

ll
ll

口
～

胴
平
行

沈
線

に
縦
位

刻
目
・

口
縁

レ
ー

ス
状

平
行
沈
線
に
縦
位
刻
目
 
横
方
向
に
調
整

東
西

ベ
ル

ト
6層

深
鉢

胴
LR
横

位
虎

緑
横

方
向

に
調

整
20
40

A区
 
南
北

ベ
ル

ト
10
層

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
渡
状

口
縁

横
方

向
に
調
整

20
41

A区
 

南
北

ベ
ル

ト
10
層

深
鉢

口
縁

(突
起

)
沈
線
・

口
唇
部

右
肩

に
丸

い
扶

り
円

文

AC
区

 
最
下

層
鉢

?
胴

LR
横

位
羊
歯

状
文

AC
区

 
最
下

層
深

鉢
口

縁
此
線
・

口
唇

部
に
沈
線

と
刺

突
沈

線
20
44

黒
褐

色
土

層
(地

山
粘

土
混
入

層
)

脚
付

重
底

1個
の
突
起

に
よ
る
脚
 

ミ
ガ

キ
無
調

整
20
45

A区
 
黒

色
土

層
・

黒
褐

色
土

層
深

鉢
口

～
胴

RL
横

位
径
帝

に
短

沈
線
・

雲
形

文
・

口
唇
部

に
縦

位
刻

目
横

方
向

に
調

整
A区

 
黒

色
土

層
・

黒
褐

角
■

層
鉢

口
～

胴
RL
構

平
行

沈
線

に
斜
位

刻
目
・

口
唇

部
に
突
起

横
方

向
に
調
整

20
47

A区
 
黒

色
土
層
・

黒
褐

色
土

層
壷

?
LR
横

位
羊
歯
状

文
横

方
向

に
調

整
A区

 
黒

角
■

層
・

具
褐

角
十

層
一 笠

口
～

頸
口

縁
部

貼
付

・
口

唇
部

に
沈

繰

B区
 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色

土
 
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
少

鉢
日

～
胴

RL
積

位
山
形

口
縁

1個
の
み
大

横
方

向
に
調
整
 1
条

の
沈
線

黒
褐

色
土

層
(地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
2～

3%
混

布
霊

口
～

頸
LR
横

位
隆
帯

に
突
起
・

雲
形

文
・

沈
線

口
唇

部
に

沈
線
 

横
方

向
に

調
率

黒
褐

色
土

層
(地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
2～

3%
混

在
)

皿
口
～
胴

LR
横

位
雲
形
文

。
口
唇

部
レ
ー

ス
状

(浮
き
彫

り
)

横
方

向
に

調
整

黒
褐

色
土

層
(地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
2～

3%
混

在
)

皿
口

～
胴

RL
糖

位
羊
歯
状

文
・

口
唇
部

に
突
起

日
唇
部
に
浮
き 彫

り  
横
方
向
に
調
整

;―
黒
褐
色

土
層

(地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
2～

3%
混

存
注

目
河同

連
鎖
状

羊
歯
状

文
積

万
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縁
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褐
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褐
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褐
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鉢
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鉢
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鉢
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縁
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Ⅲ
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縁
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Ⅲ
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縦
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縦
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縁

渡
状

口
縁
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縁
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縦
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縁
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縦
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縁
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Ⅲ
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縦

位
刻

目
横

方
向

に
調
整

21
26

2
12

 
黒

色
土

〓 笠
Л
同

LR
横

・
斜

位
光

線
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2 
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縁
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部
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①
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線
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唇
部
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2
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黒

色
土

鉢
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LR
横

位
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唇
部
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刻
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2
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色
土

皿
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～

胴
LR
横
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鉢
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胴
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横
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2
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1 
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色
土
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～
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状
文
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唇
部

に
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色
土

台
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色

土
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台
付
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口
～
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横

位
平
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線
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損
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土
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ロ
ッ
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皿
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～
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LR
横
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調
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A区

 
黒
掲
色
土
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鉢
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褐
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縁
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縁
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縁
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褐
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縁
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褐
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縁
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縦
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褐
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プ
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鉢
口

～
胴

LR
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位
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線
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日
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部
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線
 
横
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調
整
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色
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プ
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褐
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縦
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褐
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褐
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縦
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西
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鉢
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胴

LR
縦

・
横

位
羊
歯
状

文
・

原
体

の
方

向
を
違

え
た
羽
状
縄

文
摸

付
着

22
70

2 
13
 1
0Y
R黒

褐
色

土
 
地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
少
散

在
深

鉢
口

縁
LR
横

位
口
縁
部
磨

消
部

分
に
円
形

の
刺

突
文
 

磨
滅

横
方

向
に

調
整

22
71

2 
13
 1
0Y
R黒

褐
色

土
 
地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
少
散
在

深
鉢

口
～

胴
波
状

部
に
円
形

孔
。
多
重

の
沈
線

粗
い
ヘ

ラ
整

形

2-
13
 
黒

褐
色

土
～

灰
黄

褐
色

土
層

小
型

鉢
口
～
胴

LR
構

位
口

唇
部

刻
目

文
・

頸
部

B型
突

起
1条

の
沈

繰
 

ミ
ガ

キ

21
3 

黒
褐

色
土

～
灰
黄
褐

色
土
層

台
付

鉢
脚

工
字

文
ミ
ガ

キ

21
3 

黒
褐

色
土

～
灰

責
褐

色
土

層
浅

鉢
口
～
胴

雲
形

文
ミ
ガ

キ

22
75

2-
13
 B
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
粘
上
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散

在
江

口
口

縁
日
唇

部
4単

位
の
B型

突
起

文
ミ
ガ

キ

2-
13
 B
区

 
灰

責
褐

色
土
 

地
山

粘
土

小
プ

ロ
ッ

ク
7%

散
在

注
口

回
縁

羊
粛

状
文

22
77

2-
13
 B
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
粘
土
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
散

在
深

鉢
口

～
胴

LR
横

位
口
縁

突
起

に
渦
巻
沈
線
・

一
部

剖
落

22
78

21
3 
B区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
粘
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
7%
散

在
浅

鉢
口

～
胴

LR
横

位
口
縁

と
肩
部

に
縄

文
。
平
行

沈
線

緒
す

向
に

調
整

22
79

21
3 
B区

 
灰

責
褐

色
土
 

地
山

浩
土

小
ブ

ロ
ッ

ク
7%
散

在
深

鉢
口

縁
単

軸
絡

条
体

第
1類

の
上

か
ら

平
行

沈
線

・
口

縁
部

rl
l突

横
方

向
に
調
整

2-
13
 B
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
粘
土
小
プ
ロ
ッ
ク
7%

散
在

深
鉢

口
縁

口
縁
突
起

に
円
孔

S字
状

突
起

22
81

2-
13
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
面
よ
り
上

浅
鉢

口
～

胴
LR
横

位
口
縁
部
列

点
文
・

平
行

沈
線
 
縄
文
磨

滅
:方

向
に

謂
率

22
82

2-
13
 A
区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
面
よ
り
上

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
回
縁
部

区
画
沈
線

文
に
列

点
文

ミ
ガ

キ

22
83

2-
13
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
3%
 
焼
土
面
よ
り
下

浅
鉢

口
縁

連
結

B型
突
起
・

丹
塗

り
の
痕

跡
1条

の
沈
線

2-
13
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
3%
 
焼
土
面
よ
り
下

深
鉢

口
縁

山
形

突
起
・

刻
目
文

横
方

向
に
調
整
 1
条

の
沈
線

22
35

2-
13
 A
区

 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク

3°
/O
 
焼
土
面

よ
り
下
悟

鉢
胴

LR
横

位
羊
歯

状
文

ミ
ガ

キ

22
86

2-
13
 A
区
 
灰
黄
褐
色
土
 
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
3%
 
焼
土
面
よ
り
下
層

深
鉢

口
縁

口
縁

突
起

の
下

に
小
判

状
の
沈
線

文

22
87

2-
13
 A
区
 
灰
黄
掲
色
土
 
地
山
プ
ロ
ッ
ク
3%
 
焼
土
面
よ
り
下
層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
磨

消
縄

文
横

方
向

に
調
整

22
88

21
3 
A区

 
灰

責
褐

色
土

最
下

部
(I
II
 B
中

層
)

深
鉢

Л
同

LR
横

位
沈

線
渦

巻
文

の
下

に
竹

管
の

床
」
突

文

21
3 
A区

 
灰

黄
褐
色

土
最
下
部

(I
II
 B
中

層
)

巨
?

日
縁

LR
横

位
l条

の
隆
帯

に
縄

文
・

ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ

22
90

13
 m
B下

層
(I
II
A層

も
一

部
混

入
深

鉢
月同

太
い

平
行

曲
線

文

13
 1
11
B下

層
(I
II
A層

も
一

部
混

入
)

深
鉢

口
縁

寒
起

の
両

側
に

凹
み
 

沈
線

文
剰

落

22
92

13
 
Ⅲ
B下

層
(I
II
A層

も
一
部

混
入

深
鉢

口
縁

ヨ
縁

下
に
太

い
刺

突
文

横
方

向
に

調
整

22
93

1
3-

1
層

小
型

鉢
口

縁
コ
形

突
起

。
頸

部
刻

目
文

13
  
3-

1
層

注
目

頚
LR
積

位
花
填

縄
文

横
方

向
に

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

22
95

13
  
3-

1
層

浅
鉢

口
～

胴
し
R横

位
B型

突
起
・

平
行

沈
線

隆
帯

鋼
落

13
  
3-

1
層

小
型

鉢
口

縁
皮
頂
部

に
山
形
・

深
い
沈
線

文
 

胎
上

に
粗

い
粒

子
、
金

雲
母

山
形

に
沈
線

が
巡

る
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劉
版

Nt
出

土
地

占 ヽ
器

種
部

位
原

体
外

面
(文

様
。
地

文
・

原
体

)
内
面

(調
整

)
備

考

22
97

21
3 
3 
1l
 H
層

童
一月

LR
構

位
★
迎

言
の

言
部

o平
行

yt
/線

横
方

向
に
ヘ

ラ
痕

22
98

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

4。
6層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
審
消
縄

文

22
99

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
雨

東
面

8層
小
型

鉢
口

縁
山

形
突

起
・

口
唇

部
、

頸
部

刻
目

文
ミ
ガ

キ

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

8層
深

鉢
口

縁
口

唇
部

刻
目
・

頸
部

ミ
ガ

キ
横

方
向

に
ミ
ガ

キ

23
01

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

7・
8層

台
付

鉢
脚

太
い
沈
線
・

ミ
ガ

キ

23
02

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
画

東
面

7・
8層

浅
鉢

口
～
胴

LR
構

位
雲

形
文

・
丹

塗
り

の
痕

跡

23
03

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

7・
8層

深
鉢

口
縁

LR
横

位
?

口
縁

刻
日
・

平
行

沈
線

間
に
横
U字

状
の
沈
線

23
04

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
部

4層
注

口
胴

LR
横

位
充

填
縄

文
横

方
向

に
調

整

21
3東

西
ベ

ル
ト
8層

 2
13
東

西
ベ

ル
ト
(南

東
部

)8
層

深
鉢

口
縁

多
琶
匙

照
文

。
円

形
に

3ヶ
所

の
突

起

23
06

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
部

4層
深

鉢
口

～
胴

T´
R 
o 
RT
フ

小
波
状

口
縁

。
結
節

羽
状
縄

文
ヘ

ラ
痕

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
部

6層
 

一
括

土
器

深
鉢

口
～

底
LR
構

位
1条

の
沈

線

23
08

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北
西
部

6層
 

一
括

上
器

深
鉢

回
～

底
LR
横

位
小

波
状

口
縁

・
ほ

部
無

文
1条

の
沈
線
 
横

方
向

に
調
整

23
09

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
部

6層
 

―
括

土
器

6層
注

口
?

口
縁

A字
突
起

の
両
側

に
B型

突
起

1条
の

沈
線

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北
西
部

6層
 

一
括

土
器

6層
深

鉢
□

緻
小

形
口

縁
・

頂
部

に
2本

一
対

の
刻

目

23
11

21
3 
21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
部

6層
 

―
括

土
器

6層
深

鉢
口

縁
口
唇
部

羊
歯
状

文
・

平
行

沈
線

23
12

31
3 

黒
褐

色
土

(灰
黄

褐
色

上
に

近
い

鉢
口

縁
口
縁
部

B型
突
起

1条
の

沈
線

31
3 

黒
褐

色
土

(灰
黄
褐
色

上
に
近

い
)

鉢
口

縁
RL
横

位

卜
14
 C
区

 3
 1
l 
H

士 電
月同

入
組

三
又

文
・

黒
色

研
磨

。
肩

部

23
15

卜
14
 C
区

 3
■

 H
鉢

口
縁

羊
歯
状

文
崩

れ
の
縄

文

卜
14
 C
区

 3
-■

 H
鉢

周
同

沈
線

。
文
様

単
位

不
明

21
3 
31
4北

東
・

南
北

ベ
ル

ト
 

ク
リ
ー

ニ
ン
グ
時

浅
鉢

口
～
胴

LR
横

位
山
形

突
起

lヶ
所
・
X字

文
・

充
填
縄

文
1条

の
沈

線
 

ミ
ガ

キ

23
18

卜
14
 
表

土
(本

の
根

元
)

港
鉢

略
与

形
LR
構

位
才

繕
4 
1i
l行

・
=V
▼

裏
占

ミ
ガ

キ

1
14
 

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁

平
行

汁
繰

・
冽

日
攻

1条
の
沈
線
 
横

方
向

に
調
整

23
20

卜
14
 

Ⅲ
層

鉢
口

縁
RL
横

位
口
唇

部
沈
線
・

平
行

沈
線

間
に
刻

目
1条

23
2ユ

卜
14
 

Ⅲ
層

鉢
口

～
胴

口
縁

|の
字

文
|・

キ
歯

状
文

23
22

11
4 

Ⅲ
層

台
付

鉢
胴

～
脚

RL
縦

・
横

位
胴

部
と
脚
部

原
体

方
向
異

な
る

胴
と

脚
の

権
点

面
粗

い
刻

目
有

23
23

卜
14
 

Ⅲ
層

深
鉢

Л
同

LR
積

位
平

行
沈

線
S字

状
に

区
切

る
ミ
ガ

キ

23
24

卜
14
 

Ⅲ
層

深
鉢

口
縁

LR
斜

位
三

叉
状

暦
消

縄
文

23
25

卜
14
 
Ⅲ
層

鎌
□

綴
円

形
の

沈
繰

・
緩

や
か

な
波

状
口

縁

23
26

11
4 
B区

 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
ロ
ー

胴
LR
横

位
口

唇
部

刻
み
・

頸
部

ミ
ガ

キ
横

方
向

に
調
整

23
27

卜
14
 B
区
 
Ⅲ
B上

層
深

鉢
口

縁
LR
横

位
充

填
縄

文
 

胎
上

に
金

雲
母

少
量

横
方

向
に
調
整

23
28

卜
14
 B
区
 

Ⅲ
B上

層
蓋

口
縁

探
い
tT
宵

則
突

を
記

点
に

況
繰

又
粗

い
調

整
 

一
樹
6輔

積
み

狼

23
29

卜
14
 C
区
 
灰
貰
褐
色
土
層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
1%
以
下
 
焼
上
面
よ
り
上

鉢
口

縁
口

唇
部

～
頸

部
平

行
沈

線
と

刻
目

文
交

互
1条

の
沈

線

23
30

卜
14
 C
区
 
灰
黄
褐
色
土
層
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
1%
以
下
 
焼
土
面
よ
り上

浅
鉢

口
～
胴

LR
横

位
A型

突
起

の
両
側

に
B型

突
起
・

充
填
縄

文
l条

の
沈
線
 
横

方
向

に
調
整

23
31

卜
14
 C
区
 
灰
黄
褐
色
土
層
 
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
1%
以
下
 
擁
土
面
よ
り上

注
口

胴
崩

れ
た

三
叉

文
。
羊

歯
状

文
縦

に
榛

及

23
32

卜
14
 C
区
 
灰
責
掲
角
土
層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
1%
以

下
 
絲
上
面
よ
り
上

鉢
口

縁
三

叉
文

?。
文

様
磨

滅

23
33

卜
14
 C
区
 
灰
責
褐
&土

層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
面
よ
り下

鉢
口

～
胴

LR
横

位
平

行
沈

線
間

に
縦

の
刻

目
横

方
向

に
調
整

23
34

卜
14
 C
区
 
灰
責
褐
色
土
層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
 
続
土
面
よ
り下

深
鉢

口
～

胴
LR
横

位
4単

位
?の

山
形

口
縁
・

方
向

区
画

の
磨

消
縄
文

波
状

部
に
沈
線

2段

23
35

卜
14
 C
区
 
灰
責
褐
色
土
層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
画
よ
り
下
層

浅
鉢

胴
下

半
LR
横

位
下
半
部
平

行
沈
線

S字
状

に
区
画

卜
14
 C
区
 
灰
黄
褐
色
土
層
 
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
7%
 
焼
土
面
よ
り 下

層
深

鉢
口

縁
下

半
鑽

状
隆

線
・

竹
官

束
J突

 
胎

上
に
0雲

せ
少

重
X日

い
謂

率

11
4 

灰
責

褐
色

土
(地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
)

鉢
口

縁
三

叉
状

文

23
38

11
4 

灰
黄
褐

色
土

(地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
)

深
鉢

口
～
胴

LR
横

位
1条

の
沈

線
 

横
に

ミ
ガ

キ

23
39

11
4 

灰
責

褐
負

土
(地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク

7°
/n

浅
鉢

El
―

E同
LR
鵜

竜1
立

ミ
ガ

キ

卜
14
 

灰
黄

褐
色

上
(地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%

)
鉢

口
～

胴
RL
横

位
頸
に
1段

斜
め
刻

目
文

体
部
縦

に
ミ
ガ

キ

23
41

11
4 
AB
区
 
地
山
亘
上
 1
0Y
R4
/2
灰

貢
葡
色
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17
13
 B
区

II
I 
B上

層
石

鏃
粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
東

磐
井
・

気
仙

0-
7

表
土
 

Ⅲ
層
上
面

石
鏃

0 
95

黒
曜
石

不
詳

1
4

C区
 
東

西
ベ

ル
ト

⑤
層

不
明

石
鏃

黒
曜

石
不

詳
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出
土

地
点

層
位

形
式

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
地

備
考

C区
II
IA
上

層
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

17
 A
C区

 
東

西
ベ

ル
ト
A

⑥
層
相
当

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

17
 A
C区

 
東
西

ベ
ル

ト
A

⑥
層
相
当

石
鏃

赤
褐

色
凝

灰
岩

北
上

山
地

(東
磐
井
・

気
仙

)

D区
 
東
西

ベ
ル

ト
6層

相
当

(炭
多

)
石

鏃
黒
曜

石
不

詳

38
 A
区

Ⅲ
B上

層
石

鏃
粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

12
5

1-
2

II
I層

石
鏃

チ
ャ
ー

ト
質
凝

灰
質
粘

板
岩

東
磐
井

。
気
仙

l-
2

D区
Ⅲ
B中

層
上
部

石
鏃

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(―
関
西
部

)

Ⅲ
B層

石
鏃

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

mB
層

上
部

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

II
I 
B中

層
石

鏃
粘
板

岩
北
上

山
地

14
 A
C区

東
西
ベ
ル

ト
⑤
層

石
鏃

1.
13

チ
ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北
上

山
地

26
 B
区

ⅡI
A層

②
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

27
 A
区

II
 B
下

層
上
部

石
鏃

黒
曜
石

不
詳

II
I 
B中

層
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

C区
 

東
西

ベ
ル

ト
6層

(炭
化
物

7～
10
%散

在
)

石
鏃

0 
20

粘
板
岩

北
上

山
地

1
B区

灰
黄
褐

色
土
焼

土
面

よ
り
下

層
石

鏃
粘
板

岩
北
上

山
地

13
 C
D区

2a
・

3層
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

15
東

西
ベ

ル
ト

5層
下
部

石
鏃

0.
32

黒
曜

石
不

詳

15
東

西
ベ

ル
ト

5層
下
部

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

25
 B
区

II
I 
A層

④
石

鏃
粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
 A
a層

石
鏃

(2
 0
0)

(1
20
)

黒
曜

石
不

詳

28
 D
区

Ⅲ
 A
c中

部
石

鏃
0 
36

チ
ャ

ー
ト

東
磐

井
・

気
仙

28
 B
区

II
I 
Ac
層

石
鏃

赤
褐

色
粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

28
 C
区

Ш
 A
c層

石
鏃

(2
00
)

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

(東
磐
井
・

気
仙

)

2-
8

II
I 
Aa
層

石
鏃

(1
 9
5)

黒
曜
石

不
詳

28
 C
区

Ш
 A
c層

石
鏃

(1
 3
0)

黒
曜

石
不

詳

B区
Ⅲ
B上

層
石

鏃
(1
80
)

黒
曜

石
不

詳

Ⅲ
A層

相
当
層

石
鏃

黒
曜
石

不
辞

II
I 
B層

上
部

石
鏃

(1
55
)

黒
曜

石
不

詳

21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
面

6層
石

鏃
黒
曜
石

不
詳

l―
ユ

11
1層

下
部

石
鏃

2_
25

黒
曜
石

不
詳

Ⅲ
B中

層
 

下
層

石
鏃

泥
質
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

1-
2

Ⅲ
層
下
部

石
鏃

0 
53

チ
ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

1-
3

Ⅲ
B層

石
鏃

チ
ャ
ー

ト
質

凝
灰

岩
東
磐

井
・

気
仙

14
 A
区

II
I 
B上

層
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
北

上
山
地

(東
磐

井
・

気
仙

)

Ш
B上

層
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

B区
mA
と

皿
Bの

崩
壊

土
層

(I
II
A層

相
当

)
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
質
凝

灰
質
粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

24
 B
区

II
IA
と

Ⅲ
Bの

崩
壊

土
層

(I
II
 A
層

相
当

)
石

鏃
(3
60
)

黒
曜

石
不

詳

A区
II
A下

部
石

鉱
(4
25
)

1.
51

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

(東
磐

井
・

気
仙

)

24
 A
区

II
I 
B中

層
下

部
(炭

多
)

石
鏃

黒
曜

石
不

詳
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劉
版
H

出
土

地
点

層
位

形
式

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

享
さ

(c
m)

重
量

債
)

石
質

産
地

備
考

16
～

36
東

西
ベ

ル
ト
B

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
時

石
鏃

1 
72

チ
ャ
ー

ト
質
凝

灰
質
粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

15
 A
B区

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
時

石
鏃

黒
曜
石

不
詳

27
 D
区

Ⅲ
 A
a層

石
鏃

黒
曜
石

不
詳

27
 C
区

Ⅲ
 A
b層

石
鏃

硬
質
泥
岩

奥
羽

山
脈

(一
関
市

)

卜
8 
C区

Ⅲ
B中

層
石

鏃
(2
.7
0)

(1
.2
0)

流
紋

岩
北
上

山
地

28
 D
区

Ⅲ
B中

層
下
部

石
鏃

(2
.5
0)

チ
ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

29
 C
区

 3
9 
A区

5層
相

当
石

鏃
(2
.5
0)

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

3-
9 
A区

10
YR
3/
2 

黒
褐
色
土

石
鏃

似
50

(0
.8
5)

黒
曜

石
不

詳

卜
10
 B
区

Ⅲ
B上

層
石

鏃
(2
.1
0)

チ
ャ
ー

ト
質
凝

灰
岩

東
磐

井
・

気
仙

Ⅲ
層

石
鏃

2 
26

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

B区
 
東

西
ベ

ル
ト

5層
相

当
石

鏃
凝

灰
岩

質
チ

ャ
ー

ト
東
磐

井
・

気
仙

21
2南

北
ベ

ル
ト

2・
5層

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

3-
12

A区
10
YR
3/
2黒

掲
色
土
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク2

,3
%散

在
石

鏃
(1
.9
0)

黒
曜

石
不

詳

21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
面

3層
石

鏃
(1
.7
0)

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
東
磐
井
・

気
仙

21
3 
A区

灰
黄
褐
色
土
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
7%
焼

土
面
上

石
鏃

(2
.3
5)

(1
70

0 
60

黒
曜
石

不
詳

1-
4

II
I 
B上

層
石

鏃
(1
.6
0)

チ
ャ
ー

ト
東
磐
井
・

気
仙

1-
7

II
I 
B層

上
面

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

39
 B
区

黒
褐

色
土

層
石

鏃
(2
.4
5)

チ
ャ
ー

ト
質
粘
板
岩

北
上

山
地

1l
 B
区

Ш
B上

層
石

鏃
0.
39

黒
曜
石

不
詳

1-
1

Ⅲ
B層

石
鏃

泥
質
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西

部
)

Ⅲ
2 
C区

Ⅱ
I 
B層

上
部

石
鏃

(2
85
)

1.
27

泥
質
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

2-
6

Ⅲ
A層

石
鏃

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

26
 A
C区

II
A層

①
石

鏃
1.
73

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

26
 B
区

Ⅲ
A層

②
石

鏃
泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

表
土

I層
石

鏃
(3
.5
0)

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

18
 D
区

II
I 
B中

層
上
部

(炭
少

)
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北
上

山
地

1-
9 
C区

Ⅲ
B上

層
石

鏃
3 
05

0 
92

黒
曜
石

不
詳

A区
 
東
西

ベ
ル

ト
5層

相
当

石
鏃

凝
灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

1
A区

勢
瞥

ξ
夢

了
晃

ツ
ク

の
下

医
貢

萄
色

土
地

山
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

D区
大
焼

土
面

を
含

む
層

石
鏃

チ
ャ

ー
ト

北
上

山
地

(東
磐

井
・

気
仙

)

21
2南

北
ベ

ル
ト
A

1・
9層

石
鏃

泥
質
細
粒
凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

26
 A
C区

Ⅲ
A層

①
石

鏃
17
ユ

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

21
3東

西
ベ

ル
ト
北

西
面

6層
石

鏃
(2
.8
0)

チ
ャ
ー

ト
東
磐
井
・

気
仙

D区
灰
責
掲
色
土
地
山
ア
ロ
ッ
ク
7%
焼
土
面
よ
り上

下
混
合

石
鏃

1 
50

黒
曜
石

不
詳

28
 D
区

II
I 
Ac
最

下
部

石
鏃

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

卜
10
 D
区

木
根
 
Ш
A～

Ⅲ
B層

石
鏃

黒
曜
石

不
詳

17
 B
区

①
層

石
錐

0 
80

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

21
0 
C区

II
I 
B中

層
 

上
層

の
可
能

性
有

石
鏃

流
紋

岩
北
上

山
地

21
0 
D区

灰
黄
褐
色

上
。
黒

色
土

石
鏃

凝
灰
岩

質
チ

ャ
ー

ト
東
磐
井
・

気
仙

27
 C
区

II
I 
Ab
層

石
鏃

3.
25

チ
ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北

上
山

地
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図
版

No
出

土
地

点
層

位
形

式
器
 

種
長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

享
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
地

備
考

28
 A
区

Ⅲ
 A
a層

石
鏃

黒
曜

石
不

詳

14
 D
区

Ⅲ
B層

上
半

6
石

鏃
2 
88

赤
褐
色

凝
灰

岩
東

磐
井
・

気
仙

21
0 
A区

灰
黄
褐
色

土
層
上

半
石

鏃
(2
 6
5)

黒
曜
石

不
詳

21
 B
区

II
I 
B中

層
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北

上
山
地

24
 A
C区

 
卜

4東
西
ベ

ル
ト

③
層
上
～
中
層

石
鏃

2 
10

チ
ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北

上
山
地

20
5

A区
 
東

西
ベ

ル
ト

3層
上
部

石
鏃

2 
20

2 
05

赤
褐
色
凝
灰
岩

北
上

山
地

(東
磐
井
・

気
仙

)

26
 A
区

II
IA
層

⑥
石

鏃
2 
35

黒
曜
石

不
詳

17
 D
区

Ⅲ
 A
c層

相
当
層

石
鏃

(3
.3
0)

チ
ャ
ー

ト
質
凝

灰
質
粘
板

岩
東
磐

井
。
気
仙

20
8

28
 D
区

Ш
B中

層
不

明
石

鏃
泥
質
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

20
9

Ⅲ
A層

上
部

石
鏃

凝
灰

質
粘
板

岩
北
上

山
地

18
 A
B区

Ⅲ
B層

上
面

異
形

石
器

(1
50
)

(1
.4
5)

13
 C
区

3層
石

鏃
黒

曜
石

不
詳

17
 B
D区

①
層

石
鏃

チ
ャ

ー
ト

東
磐
井
・

気
仙

17
 A
C区

 
東

西
ベ

ル
ト
B

7層
本目

当
石

鏃
2 
21

赤
褐

色
凝

灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

不
明

不
明

石
鏃

チ
ャ
ー

ト
東

磐
井
・

気
仙

Ⅲ
B中

層
石

錐
(1
05
)

粘
板

岩
北

上
山
地

21
6

Ⅲ
B中

層
石

錐
粘
板

岩
北

上
山
地

21
7

1-
5

A区
 1
4南

北
ベ

ル
ト
96

⑩
層

(炭
多

)
大
型

石
錐

(5
90
)

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

1-
5

B区
Ш
B下

層
上
部

石
錐

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

2-
5

Ⅲ
A層

上
面

石
錐

(0
.8
0)

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

22
0

16
～
26
 

東
西

ベ
ル

ト
A

2層
大
型

石
錐

極
細

粒
珪

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

22
1

17
 B
D区

 
東

西
ベ

ル
ト
A

②
層

大
型

石
錐

粘
板
岩

北
上

山
地

27
 C
区

Ⅲ
B中

層
下
半

石
錐

5 
60

0 
50

粘
板
岩
質
チ

ャ
ー

ト
北
上

山
地

28
 B
区

Ⅲ
B中

層
石

錐
泥
質
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

C区
A区

 1
9東

西
ベ
ル

ト
5層

オロ
当

石
錐

1.
10

流
紋
岩

北
上

山
地

22
5

D区
 1
9東

西
ベ

ル
ト

5層
本目

当
石

錐
泥
質
細
粒

凝
灰

岩
奥
羽

山
地

(―
関
西
部

)

22
6

29
南

北
ベ

ル
ト

2層
石

錐
チ

ャ
ー

ト
北
上

山
地

。
東
磐

井

22
7

B区
31
l 
H層

上
部

石
鏃

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

B区
黒

色
土

層
石

錐
チ

ャ
ー

ト
北
上

山
地

(東
磐
井

)

B区
黒

4g
」
色
±
10
YR
3/
2

石
錐

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北

上
山
地

黒
色

土
層

石
錐

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

21
3東

西
ベ

ル
ト
北
西

面
6層

石
錐

0 
57

粘
板

岩
北
上

山
地

23
2

12
 C
区

皿
B層

上
層

石
錐

極
細

粒
珪
質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

23
3

最
下

層
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
質
凝

灰
質
粘
板

岩
東
磐
井

。
気
仙

C区
皿
B中

層
(炭

多
)

石
錐

(1
,9
0)

0 
75

黒
曜

石
不

詳

29
 2
10
東

西
ベ

ル
ト

3層
石

錐
黒

曜
石

不
詳

12
 C
区

Ⅲ
B層

上
層

石
錐

極
細

粒
珪

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

23
 D
区

Ⅲ
B下

層
上
部

石
錐

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

(東
磐
井

)

l
4

A区
 
東
西

ベ
ル

ト
⑥

層
石

錐
(3
80
)

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

24
 A
C区

 
卜

4東
西

ベ
ル

ト
④
層

(炭
化
物

7～
10
%散

在
)

石
錐

(2
75
)

粘
板
岩
質
チ

ャ
ー

ト
北
上

山
地
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瓢
版

Nc
出

土
地

点
層

位
形

式
器
 

種
長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
地

備
考

II
I 
A層

上
部

石
錐

(5
90
)

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

24
 A
区

Ⅲ
A下

部
石

錐
硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

Ⅲ
A層

上
部

石
錐

5_
30

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北

上
山
地

16
 A
区

 
東

西
ベ

ル
ト

3層
上
部

石
錐

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

(束
磐
井

)

16
 B
D区

 
東
西

ベ
ル

ト
B

5層
上
部

石
鋒

(2
20
)

(1
20
)

極
細

粒
珪

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

26
 1
6東

西
ベ

ル
ト
B

1層
下
部

(炭
多

)
石

錐
チ

ャ
ー

ト
北

上
山
地

(東
磐

井
)

D区
 1
6東

西
ベ

ル
ト
B

5層
石

錐
粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

27
 D
区

Ⅲ
B中

層
最

下
部

石
錐

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

27
 B
区

Ⅲ
B上

層
石

錐
流
紋

岩
北

上
山
地

27
 A
区

II
I 
Aa
層

石
錐

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

(東
磐

井
)

25
0

18
 D
区

II
I 
B上

層
石

錐
0 
60

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

18
 D
区

Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
多

)
石

錐
粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

25
2

28
 A
区

Ⅲ
 A
c層

石
錐

極
細
粒

珪
質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

25
3

D区
Ⅱ
I 
Ac
直

下
の
灰

黄
褐
色

土
層
上
部

石
錐

2 
21

極
細

粒
珪

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

l
1ユ

B区
大
焼

土
面

の
下

層
石

錐
6 
60

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

25
5

19
 B
D区

 
東

西
ベ

ル
ト

7層
相

当
?(
炭

多
)

石
錐

(3
35
)

(1
20
)

粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

C区
10
YR
3/
2黒

褐
色
土

(地
山
プ
ロ
ッ
ク
少
量
散
在

)
石

錐
3 
65

粘
板

岩
北

上
山
地

03
 C
区

Ⅲ
B中

層
上
部

石
錐

(1
_1
0)

黒
曜

石
不

詳
23
 A
区

Ⅲ
B中

層
石

錐
(1
60
)

チ
ャ
ー

ト
質

赤
褐

色
凝

灰
岩

東
磐

井
・

気
仙

25
9

23
 B
区

皿
B層

最
上
部

石
錐

粘
板

岩
北
上

山
地

C区
Ⅲ
B層

上
部

石
錐

チ
ャ
ー

ト
質
赤

褐
色
凝

灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

26
1

黒
色

土
石

錐
12
 0
8

チ
ャ
ー

ト
質
赤
褐

色
凝

灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

不
明

表
採

石
鏃

0 
58

チ
ャ
ー

ト
質

凝
灰

岩
東

磐
井
・

気
仙

27
 A
C区

II
IA
 a
層

石
錐

粘
板

岩
北

上
山
地

26
4

1-
8

Ⅲ
B上

層
石

錐
粘
板

岩
質

チ
ャ
ー

ト
北
上

山
地

26
5

黒
褐

色
土
層

石
鏃

(1
58
5)

珪
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

26
6

1-
7

B区
 

東
西

ベ
ル

ト
A

②
層
下
部

石
鏃

赤
褐

色
凝

灰
岩

北
上

山
地

(東
磐

井
・

気
仙

)

28
 1
8東

西
ベ

ル
ト

4層
石

鏃
チ

ャ
ー

ト
質
粘
板

岩
北
上

山
地

19
 A
B区

 
東

西
ベ

ル
ト

6層
石

鏃
赤
褐

色
凝

灰
岩

東
磐

井
。
気
仙

26
9

21
0南

北
21
1東

西
ベ

ル
ト

6層
(地

山
廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク
検

出
時

)
石

鏃
赤
褐
色

凝
灰

岩
北
上

山
地

(東
磐

井
・

気
仙

)

16
 A
C区

 
東

西
ベ

ル
ト
A

3層
下
部

石
錐

硬
質
泥

岩
奥
羽

山
地

(栗
駒

)

B区
地
山
直
上
10
YR
3/
2具

褐
色
土
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
3%
散
在

石
匙

粘
板

岩
北

上
山
地

28
 A
区

Ⅲ
 A
c層

削
掻
器

卜
■
 A
C区

 1
6東

西
ベ

ル
ト
B

7層
オロ

当
削
掻

器
13
～

33
東

西
ベ

ル
ト

最
下
層

削
掻

器
1 
50

51
 0
0

泥
質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(―
関
西
部

)

27
5

l-
4

A区
 
東

西
ベ

ル
ト

⑤
層

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西
部

)

C区
 
東
西

ベ
ル

ト
6層

本目
当

ナ
イ

フ
型

?
泥

質
細

粒
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

(一
関
西

部
)

27
7

12
 D
区

Ⅲ
B中

層
上

部
石

匙
極
細

粒
珪

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

4号
焼

土
遺
構

2。
3層

石
匙

5 
75

硬
質
泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

Ⅲ
A層

上
部

石
匙

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)
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出
土

地
点

層
位

形
式

器
 

種
長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

俊
)

石
質

産
地

備
考

2-
5

Ⅲ
A層

上
部

石
匙

(4
90
)

14
50

チ
ャ
ー

ト
質
赤
褐

色
凝

灰
岩

東
磐

井
。
気

仙

16
 B
D区

 
東

西
ベ

ル
ト
B

3層
下
部

石
匙

8 
62

流
紋

岩
北
上

山
地

26
 B
区

鸞
斡

地
山

粘
上

廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク

石
匙

28
 9
0

硬
質
泥

岩
奥
羽

山
地

(栗
駒

)

26
 B
区

地
山
廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク
No
l直

下
の
黒
色

土
石

匙
15
81

硬
質
泥

岩
奥
羽

山
地

(栗
駒

)

26
 A
E区

 
卜

6東
西

ベ
ル

ト
A

1層
石

匙
14
04

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

表
土

I層
石

匙
31
 7
8

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

27
 1
7東

西
ベ

ル
ト
A

②
層

石
匙

14
.6
1

粘
板

岩
北

上
山
地

灰
黄
褐
色

土
層

中
部

25
cm
ま

で
石

匙
4 
60

17
 6
4

硬
質
泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

28
 A
区

Ⅲ
I 
Ac
層

石
匙

20
 2
7

珪
質
粘
板

岩
北
上

山
地

39
 A
区

II
I 
Ac
層

石
匙

2 
20

黒
曜

石
不
詳

(

1-
2

Ⅲ
B層

上
部

石
匙

6 
55

15
 7
9

硬
質
泥

岩
奥
羽

山
地

(栗
駒

)

14
 A
区

7層
石

匙
7 
57

珪
質
粘
板

岩
北

上
山
地

24
 A
C区

 
卜

4東
西

ベ
ル

ト
⑤

層
石

匙
0 
75

極
細

粒
珪
質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

15
～

25
 

東
西

ベ
ル

ト
4層

石
匙

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

2-
5

表
土

I層
石

匙
55
 2
8

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

16
 C
区

Ⅲ
B上

層
石

匙
粘
板

岩
北

上
山

地

29
6

B区
灰

黄
褐

色
土
・

炭
化
物

層
石

匙
硬

質
泥

岩
奥

羽
山
地

(栗
駒

)

29
7

B区
Ш
B上

層
下

部
石

匙
極
細

粒
珪
質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

2-
6-
3-
6

地
山
粘

土
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク

No
 l
直

下
層

石
匙

27
 7
1

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

2-
7

Ⅲ
B中

層
中
部

炭
化
物

多
量

部
北

区
石

匙
28
 1
0

白
色
細
粒

凝
灰
岩

奥
羽

山
地

28
 D
区

Ⅲ
 A
c層

中
部

石
匙

1_
75

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

39
 B
区

灰
黄
褐
色

土
上

部
崩
壊

層
石

匙
硬
質
泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

21
0 

南
北

ベ
ル

ト
4層

石
匙

1 
10

28
 8
4

硬
質
泥

岩
奥
羽

山
地

(栗
駒

)

17
号

土
坑

埋
土

石
錐

粘
板

岩
北
上

山
地

C区
A区

 
卜

9東
西
ベ
ル

ト
5層

相
当

石
錐

0 
55

チ
ャ
ー

ト
質
粘

板
岩

北
上

山
地

16
～

26
東

西
ベ

ル
ト
A

2層
石

匙
15
10

硬
質

泥
岩

奥
羽

山
地

(栗
駒

)

21
4 
A区

Ⅲ
A層

相
当
層

石
匙

5 
25

19
 4
7

珪
質
粘

板
岩

北
上

山
地

26
 D
区

 1
6東

西
ベ

ル
ト
B

3層
上
部

石
製

品
10
 7
0

16
1 
00

極
細
粒

流
絞
岩

質
凝

灰
岩

本
吉

B区
皿
B上

層
下
部

挟
入
石
器

6 
50

13
 9
0

12
0 
00

凝
灰
岩

質
粘
板

岩
藤

沢

1■
 D
区

II
I 
B上

層
(一

部
中
層
混
合

?)
挟

入
石
器

10
 5
0

40
 0
0

細
粒

砂
岩

藤
沢

石
斧
埋

納
No
l

石
斧

15
0 
00

凝
灰
岩

東
磐

井

2-
11

石
斧

埋
納
No
2

石
斧

15
0 
00

凝
灰

岩
東
磐

井
・

気
仙

31
2

石
斧

埋
納
No
3

石
斧

16
 3
0

38
0 
00

凝
灰

岩
東
磐
井

31
3

2-
2

B区
Ⅲ
B中

層
磨

製
石
斧

10
90
)

21
0 
00

凝
灰

質
粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
B中

層
磨

製
石
斧

4 
75

16
0 
00

凝
灰

岩
東
磐
井
・

気
仙

II
I 
B層

一
括
土

器
No
lと

伴
う

磨
製

石
斧

40
 0
0

凝
灰
岩

東
磐
井

1-
4

表
土

磨
製

石
斧

(9
15
)

2 
65

15
0 
00

凝
灰

岩
東
磐

井
。
気

仙

A区
Ⅲ
B中

層
石

斧
11
40
)

(4
50
)

2 
75

19
0 
00

凝
灰

岩
東

磐
井

Ⅲ
B層

磨
製
石

斧
13
0 
40

凝
灰
岩

東
磐

井

15
 D
区

最
下

層
磨

製
石

斧
10
 4
0

32
0 
00

凝
灰
岩

東
磐

井
・

気
仙
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出
土

地
点

層
位

形
式

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
地

備
考

2-
7 
D区

Ⅲ
B中

層
石

斧
13
65
)

5_
75

40
5 
00

凝
灰

岩
東
磐

井

Ш
B中

層
下

部
石

斧
(9
.9
0)

23
4 
30

凝
灰

岩
東

磐
井

D区
Ш
B上

層
下

部
石

斧
17
 6
5)

(8
 0
0)

98
0.
00

凝
灰
質
粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

表
土

I層
石

斧
14
3.
90

B区
Ⅲ
B中

層
下

半
(炭

多
)

石
斧

●
75
)

2.
35

17
5.
00

凝
灰
岩

東
磐

井
・

気
仙

32
5

2-
9

B区
 1
9東

西
ベ

ル
ト

5層
中
～
下

層
相

当
(炭

多
)

磨
製

石
斧

34
6 
40

凝
灰
岩

東
磐

井

32
6

21
0南

北
ベ

ル
ト

6層
磨

製
石

斧
5.
70

2_
50

25
7.
00

A区
黒
褐
色
土
層

磨
製
石

斧
4.
50

2.
60

16
4 
50

凝
灰
岩

東
磐
井

32
8

3
A区

灰
黄
褐

色
土
上

半
と
II
 B
上

層
の
混

合
磨

製
石

斧
12
0 
00

凝
灰
質

千
枚
岩

東
磐
井

C区
 2
-1
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

4・
6層

磨
製

石
斧

18
7 
70

凝
灰
岩

東
磐
井

33
0

21
5 
B区

楷
出
奪
落
牙
騒
琴

/2
黒

禍
色
土
地
山
プ
ロ
ッ
ク

磨
製

石
斧

4 
60

2 
90

20
7 
30

凝
灰

岩
東
磐

井

21
6 
A区

木
根

磨
製
石

斧
(6
20
)

83
.4
0

不
明

II
I 
B中

層
磨

製
石

斧
(4
10
)

1l
or
oo

凝
灰

岩
東
磐
井

33
3

A区
Ⅲ
B上

層
下
部

小
型

石
斧

蛇
紋
岩

水
沢
東
部

(羽
田
地

区
)

18
 D
区

Ⅱ
I 
B下

層
磨

製
石

斧
(4
.4
5)

20
.0
0

粘
板

岩
北

上
山
地

29
南

北
ベ

ル
ト

2層
小

型
石

斧
凝

灰
岩

東
磐
井

2-
9

D区
 

卜
9東

西
ベ

ル
ト

5層
相

当
小

型
石

斧
2 
35

0 
65

濃
緑

色
凝

灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
B層

上
部

小
型

石
斧

3.
20

流
紋

岩
質
凝

灰
岩

東
磐

井

13
 D
区

ベ
ル

ト
3層

打
製

石
斧

6.
20

31
5.
40

硬
砂
岩

北
上

山
地

B区
Ⅲ
A層

最
下
部

打
製
石

斧
16
.3
0

9_
30

31
0 
00

砂
質
粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

D区
Ш
B層

上
半

打
製
石

斧
13
0 
00

凝
灰
質
粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

表
土

I層
打

製
石

斧
63
0 
00

粘
板

岩
東

磐
井
・

気
仙

灰
黄
褐
色
土
地
山
小
プ
ロ
ッ
ク
散
在
焼
上
面
含
上
層

打
製

石
斧

14
0.
00

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

l-
8 
C区

～
28
 A
C区

 
卜

8束
西
ベ
ル

ト
4層

打
製

石
斧

13
 2
5)

2.
55

20
0 
00

砂
質
粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

表
土

最
下
部

打
製

石
斧

35
5.
00

砂
質
粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

10
YR
5/
4層

打
製
石
斧

41
0 
00

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

34
6

C区
10
YR
3/
2黒

褐
色
土

打
製

石
斧

21
.0
0)

13
.4
5)

44
0 
00

凝
灰
質
粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

ト
レ

ン
チ

No
.4

表
土

I層
打
製
石
斧

20
 6
0

42
0.
00

凝
灰

質
粘
板

岩
東

磐
井
・

気
仙

A区
II
I 
Ac
層

?
打
製

石
斧

16
0.
00

粘
板

岩
東

磐
井
・

気
仙

不
明

不
明

打
製
石
斧

凝
灰
質
粘
板
岩

藤
沢

27
 A
C区

不
明

上
掘

具
?

12
 2
0

13
0.
00

粘
板
岩

藤
沢

mA
層

敲
石

46
0.
00

凝
灰
質
粘
板
岩

藤
沢

48
号

土
坑

よ
り
下

の
埋
土

最
下
部

?
打

製
石
斧

35
.1
0

21
.5
0

13
00
 0
0

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

49
号

土
坑

埋
上
下

半
凹

石
85
0.
60

砂
質
凝

灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

25
号

土
坑

埋
土
南

半
敲

石
40
0 
00

砂
質
凝

灰
岩

藤
沢

最
下

層
凹

石
25
 3
0

10
80
.0
0

凝
灰

質
粘
板

岩
藤

沢

35
6

Ш
層

凹
石

16
0.
00

流
紋

岩
質
細
粒

凝
灰
岩

一
関
西
部

35
7

13
 D
区

ベ
ル

ト
3層

凹
石

(1
4.
00
)

26
0.
00

砂
粒
凝

灰
岩

東
磐

井

C区
 

東
西

ベ
ル

ト
7層

凹
石

34
0.
00

凝
灰

岩
東
磐

井
1-
3

灰
黄
褐

色
土

層
凹

石
90
0.
00
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出
土

地
点

層
位

形
式

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

昇
さ

(c
m)

重
量

後
)

石
質

歴
地

備
考

Ⅲ
B中

層
凹

石
31
5.
00

デ
イ
サ

イ
ト

平
泉
～

一
ノ
関
～

石
越

A区
Ш
A層

相
当
層

凹
石

75
0.
00

凝
灰
質
細
粒

砂
岩

藤
沢

86
2

15
 A
B区

fc
5,
14
 2
・

3層
凹

石
44
0 
00

ア
ル

コ
ー

ス
砂

岩
藤
沢

～
千
厩

I
5

B区
 1
6東

西
ベ

ル
ト
A

1層
凹

石
6.
60

75
5.
00

凝
灰
質
細

粒
砂
岩

藤
沢

17
 C
区

Ⅲ
 A
c相

当
層

凹
石

30
0.
00

輝
石
安

山
岩

東
磐
井

表
上

I層
凹

石
56
5.
00

砂
粒
凝

灰
岩

東
磐
井

17
 D
区

Ⅲ
B中

層
凹

石
24
5 
00

普
通
輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩

(溶
岩

)
須

川
岳

Ⅲ
B中

～
下

層
配

石
上
部

凹
石

46
0 
00

輝
石
安

山
岩

一
関
西
部

1-
8 
C区

Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
多

)
凹

石
(7
 8
0)

43
0.
00

輝
石
安

山
岩

一
関
西
部

B区
 1
9東

西
ベ

ル
ト

5層
相

当
(炭

多
)

凹
石

56
0.
00

輝
石
安

山
岩

一
関
西
部

黒
褐
色

土
凹

石
31
0 
00

砂
粒
凝

灰
岩

東
磐

井

37
1

表
土
～

Ⅲ
層
 

Ⅲ
B層

上
層

凹
石

7.
80

35
0 
00

凝
灰
岩

東
磐

井

4 
C区

Ⅲ
B上

層
 2
層

敲
石

3.
30

71
.6
0

デ
イ
サ
イ

ト
質
極
細
粒
凝
灰
岩

一
関
西
部

不
明

敲
石

27
3.
30

砂
質
凝

灰
岩

藤
沢

8 
D区

HI
 B
上

層
敲

石
5 
40

70
.0
0

砂
質
凝

灰
岩

藤
沢

灰
黄
褐

色
土
上

面
敲

石
37
0 
00

砂
質
凝

灰
岩

藤
沢

2-
12

黒
褐

色
土

敲
石

29
0 
00

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
千
厩

周
辺

卜
3 

B区
7層

(明
)

敲
石

2.
20

10
0.
00

凝
灰
岩

東
磐
井

A区
Ⅲ
A層

相
当
層

敲
石

33
0.
00

砂
質
凝

灰
岩

藤
沢

3-
9。

10
  
2-
11
。

12
表

上
磨

石
(特

殊
)

90
0.
00

凝
灰
質
砂

岩
東
磐
井

B区
Ⅱ
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層
敲

石
19
 5
5

12
 2
0

+6
20
 0
0

輝
石
安

山
岩

東
磐

井

16
 B
D区

 
東
西

ベ
ル

ト
B

5層
上
部

敲
石

80
 0
0

極
細

粒
凝

灰
岩

本
吉

A区
大
焼

土
面

内
磨

石
11
0.
00

本
吉

C区
H層

磨
石

15
.5
5

22
4.
50

本
吉

1
D区

Ш
A相

当
層
10
YR
3/
2黒

褐
色
土
層

敲
石

安
山
岩

本
吉

木
根

凹
石

32
0 
00

凝
灰
質
細
粒

砂
岩

東
磐

井
・

藤
沢

38
6

ト
レ

ン
チ
No
3

斜
面

部
表
土

I層
暦

石
22
.2
0)

14
.5
0)

14
0.
00

ア
ル

コ
ー

ス
砂

岩
本

吉

5号
配
石
遺
構

石
皿

19
50
)

64
0.
00

デ
イ
サ

イ
ト
質
凝

灰
岩

石
越

13
 D
区

Ⅲ
B中

層
最

下
部
 7
層

石
皿

26
 0
0

21
 1
0

42
0.
00

細
粒

デ
イ
サ

イ
ト
質
凝

灰
岩

石
越

方
面

Ⅲ
A層

と
表
上

の
混
合
土

石
皿

19
.3
0)

20
.9
0)

,2
00
 0
0

デ
イ
サ

イ
ト

石
越

A区
6層

石
皿

'6
50
)

15
00
)

71
0.
00

デ
イ

サ
イ

ト
石

越

D区
 

東
西

ベ
ル

ト
B

1-
7

B区
5層

石
皿

17
.8
5)

15
50
)

与1
90
.0
0

凝
灰

質
砂
岩

本
吉

A区
 
東

西
ベ

ル
ト

3層
上

部
石

皿
16
.0
0)

(9
.8
0)

51
0.
00

軽
石

質
凝

灰
岩

石
越

27
 A
区

 
東

西
ベ

ル
ト

9層
石

皿
16
.7
5)

13
.1
0)

45
0 
00

凝
灰
質
砂

岩
本

吉
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下
層

)
石

皿
25
.4
0)
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.3
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0 
00

凝
灰
岩

本
吉

21
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B区

 1
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東

西
ベ

ル
ト

5層
相

当
石

皿
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80
)
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.6
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「 6
00
.0
0

デ
イ
サ

イ
ト
軽

石
凝

灰
岩

石
越
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6

Ⅲ
B層

相
当
層
? 

地
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直

上
層

石
皿
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.4
0)

24
.7
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6.
90
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0

デ
イ
サ

イ
ト

石
越

表
土
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石

皿
(1
6.
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.0
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0.
00

安
山
岩

(溶
岩

)
須

川
岳
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上

川
流
石

)

A区
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西
ベ

ル
ト

5層
石

皿
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,0
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0.
00

デ
イ
サ

イ
ト

石
越

Ⅲ
層

砥
石
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極
細
粒

凝
灰
岩

本
吉
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50
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40
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卜
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ユ

整
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70
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(3
)石

 
製
 

品

出
土

地
点

層
位

器
種

形
式

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
 

地
備
 

考

1
1-
l 

A区
II
I層

下
部

平
玉

流
紋

岩
質
極

細
粒

凝
灰
岩

北
上

山
地

2
1l
 A

区
Ⅲ
B層

上
層

平
玉

0.
60

淡
緑

石
極
細

粒
凝

灰
岩

北
上

山
地

Ш
層
下
部

(遺
構
内

?)
平

玉
淡
緑

石
極
細

粒
凝

灰
岩

北
上

山
地

4
II
I層

下
部

平
玉

0,
75

淡
緑
石
極
細

粒
凝

灰
岩

北
上

山
地

II
I層

下
部

平
玉

流
紋
岩

質
極
細
粒

凝
灰
岩

北
上

山
地

表
採

平
玉

0.
50

淡
緑
石
極
細

粒
凝

灰
岩

北
上

山
地

7
D区

Ⅲ
B層

上
部

平
玉

淡
緑

石
極
細

粒
凝

灰
岩

北
上

山
地

12
 D
区

Ⅲ
B層

上
部

平
玉

淡
緑
石
極
細

粒
凝
灰

岩
北
上

山
地

C区
Ⅲ
B層

上
部

平
玉

0 
90

淡
緑
石
極
細
粒
凝
灰
岩

北
上

山
地

C区
大
焼

土
面

を
含

む
層

平
玉

13
 B
区

Ⅲ
B中

層
上
部

装
飾
品

4 
96

粘
板
岩

北
上

山
地

13
 B
区

II
IA
層
④

石
製

品

16
 B
D区

 
東
西

ベ
ル

ト
3層

中
～
下
部

装
飾

品

16
 B
D区

 
東
西
ベ
ル

ト
B

5層
上
部

挟
状

耳
飾

再
加

工
品

Ⅲ
B下

層
上
部

装
飾
品

30
 3
0

蛍
石

北
上

山
地

1-
8 
B区

Ⅲ
B上

層
三
角
状

Ⅲ
A層

上
面

装
飾

品
(未

製
品

)

11
4～

21
4東

西
ベ

ル
ト

3層
快
状

耳
飾

5,
95

24
 0
3

粘
板
岩

東
磐

井
・

気
仙

B区
Ⅲ
 A
a層

相
当

垂
飾

品
淡
緑

石
極
細
粒

凝
灰
岩

北
上

山
地

表
土

I層
垂
飾

品
(棒

状
)

2-
7

B区
Ⅲ
Aa
層

石
製

品

表
土

I層
有
孔
石

製
品

5.
20

28
 9
0

1-
8 
C区

Ⅲ
B中

層
耳
飾

?

C区
 

卜
9東

西
ベ

ル
ト

5層
有
孔
環
状

石
製

品

19
 A
C区

 
東
西

ベ
ル

ト
4層

上
層

装
飾
品

(未
製
品

)

29
 D
区

Ⅲ
 A
c層

有
孔
環
状
石
製
品

80
 8
0

安
山
岩

北
上

山
地

D区
31
卜

H層
上
半
部

有
孔

石
製

品
孔
未
通

Ⅲ
層
上
部

ボ
タ

ン
状

石
製

品
淡
緑

石
極
細
粒

凝
灰
岩

北
上

山
地

孔
未
通

2号
住

居
跡
 F
区

埋
土

有
孔
環
状

石
製

品
19
 3
6

卜
14
 C
区

表
上

下
層

有
孔

石
製

品
半
欠

け

Ⅲ
A層

上
部

有
孔
環
状
石
製
品

ト
レ

ン
チ
No
.3
拡

張
表
上

I層
石

鐘
(2
.5
0)

凝
灰
質
粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
層
④

岩
版

69
 4
0

A区
Ⅲ
A層

⑥
岩

版

焼
土

面
岩
版

?
4.
50

7.
75

表
土

I層
岩

版

黒
福
色

土
層

岩
版

13
 D
区

7層
石
製

品
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出
土

地
点

層
位

器
 

種
形

式
長

さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
 

地
備
 

考

15
東

西
ベ

ル
ト

5層
下
部

不
明

1l
 B
区

皿
B上

層
石

錘
3 
20

13
 C
区

9層
石

錘
35
.0
2

1-
6

A区
最
下

層
石

錘
3 
20

50
 5
3

細
粒
凝

灰
岩

本
吉

(海
岸

)

24
 A
区

Ⅲ
B上

層
上

部
石

鐘
2.
65

粘
板

岩
東

磐
井
・

気
仙

表
土

H層
岩
偶

?
3.
80

69
 7
0

18
 C
区

II
I 
B中

層
岩
偶

状
石
製

品
5 
75

C区
表
土
最
上

部
円
盤

状

l
C区

大
焼
土
面
や
地
山
廃
棄
プ
ロ
ッ
ク
よ
り
下
層

と
さ
か
状

15
2 
50

細
砂

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

Ⅲ
A層

相
当
層

挟
入
石

製
品

2 
30

30
 7
0

D区
II
I 
B上

層
岩
版
状

未
製

品
63
 2
5

珪
化
木

奥
羽

山
地

39
 C
区

黒
褐

色
土

層
石
製

品
14
.3
0

66
0.
00

安
山
岩

質
凝

灰
岩

奥
羽

山
地

D区
31
1-
H層

下
半
上
部

軽
石

製
浮
子

(1
4.
10
)

15
1.
50

溶
岩

奥
羽

山
地

ト
レ

ン
チ

No
 4

表
土

I層
独

錯
石

42
7.
10

16
 B
D区

 
東

西
ベ

ル
ト
B

5層
石
製

品
凝

灰
岩

東
磐

井

木
根

(地
山
直
上
10
YR
4/
2灰

黄
褐
色
土

)
石
製

品
39
7.
84

輝
石
安

山
岩

本
吉

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト

5層
下

部
石

棒
25
 3
0

82
0.
00

流
紋
岩

質
凝

灰
岩

東
磐

井
・

気
仙

2-
8 
 N
o 
9

Ⅱ
I 
B上

層
上
部

石
棒

?
59
 7
0

27
00
.0
0

表
採

石
剣

?(
大

)
47
.1
5

17
30
.0
0

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐

井

29
 2
9南

北
ベ

ル
ト

2層
円

盤
3 
55

20
,0
0

凝
灰
質
砂

岩
本

吉

Ⅲ
層
地

山
粘

土
廃
棄

ブ
ロ

ッ
ク
集

中
部

円
盤
状

7 
30

6 
70

78
_2
0

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐

井
・

気
仙

B区
灰
黄
褐

色
土
漸

移
層

円
盤
状

(?
_5
0)

11
0 
00

安
山
岩

千
厩
付

近

卜
■
 C
区

灰
黄
褐

色
土
焼

土
面

よ
り
下

層
円
盤
状

5 
80

11
4.
20

凝
灰

質
砂

岩
東
磐

井
・

気
仙

Ⅲ
B上

層
円
盤
状

53
 1
0

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
千
厩

付
近

最
下

層
円
盤
状

14
1 
10

凝
灰

質
砂

岩
東
磐

井
・

気
仙

Ⅲ
層

石
棒

(8
55
)

29
 7
0

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

Ⅲ
層

石
棒

(7
70
)

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

2-
1

B区
Ⅲ
B中

層
2-
1-
19
95
.0
60
9 
No
l

石
棒

27
.9
0

18
0 
00

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

13
 A
区

4層
(明

)
石
棒

(6
.2
0)

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

13
 A
区

4層
(明

)
石

棒
14
0_
00

凝
灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
B層

よ
,上

層
 
Ⅲ
A層

な
ど
が
混
じ
っ
た
層

石
棒

粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

B区
Ⅲ
B中

層
下
部

石
棒

(2
0.
00
)

13
0.
00

粘
板

岩
東
磐
井

。
気
仙

卜
5 
B区

Ⅲ
B上

層
石

棒
(1
5.
20
)

(2
 8
0)

(1
 8
5)

14
0_
00

粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

2-
5焼

土
周
辺

黒
色

土
石

剣
17
0.
30

砂
質
粘
板

岩
東
磐
井

1-
5ラ

ミ
Z豆

♂ ミ
ル

ト
5層

上
部

石
剣

(刀
?)

(1
7.
85
)

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐
井

25
 1
-5
東

西
ベ

ル
ト

7層
石

刀
28
.8
0

15
7_
60

粘
板

岩
東
磐

井
。
気

仙

C区
 

東
西

ベ
ル

ト
3層

中
層

石
棒

(1
94
5)

58
2.
30

凝
灰
岩

東
磐
井
・

気
仙

Ⅲ
 A
a層

石
剣

(1
10
0)

2 
20

60
 0
0

粘
板
岩

東
磐

井
。
気
仙
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訊
rt
Mw
r

出
土

地
点

層
位

器
 

種
形

式
長

さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

石
質

産
 

地
備
 

考

17
。

9 
D区

 
東

西
ベ

ル
ト

Ⅲ
B上

層
 6
層

相
当

(炭
多

)
石

刀
(2
2 
75
)

2 
50

12
6 
10

凝
灰

岩
東
磐

井
。
気

仙

2-
7

Ⅲ
A層

上
部

石
棒

25
 9
0

12
5,
00

凝
灰
岩

東
磐

井
・

気
仙

C区
Ⅲ
B中

層
石
棒

剣
?

(1
00
0)

35
.3
0

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

B区
灰
黄
褐
色

土
層
地

山
多
量

層
石

棒
19
 4
0

98
 0
0

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

28
 A
B区

Ⅲ
B上

層
石
棒

?
(1
26
0)

41
 3
0

粘
板

岩
東
磐

井
・

気
仙

A区
灰
黄
褐

色
上

下
半

～
Ⅲ
B上

層
?混

合
石

棒
(7
 1
0)

34
 2
0

粘
板

岩
東
磐

井

表
土

最
下
部

石
棒

(8
20
)

13
0 
70

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐
井

29
 A
区

 1
9東

西
ベ

ル
ト

5層
中
層
相

当
石

刀
?

(7
70
)

43
 1
0

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

29
 A
C区

 
卜

9東
西

ベ
ル

ト
2層

石
剣

(2
8 
90
)

24
7 
10

粘
板

岩
東
磐
井

29
 B
区

 
卜

9東
西
ベ

ル
ト

5層
中
層
相

当
石

剣
(8
.5
0)

2 
90

85
 0
0

粘
板

岩
東
磐
井

表
土

I層
石

棒
(1
9.
30
)

(4
10
)

(2
 6
0)

25
5 
00

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐
井

Ⅲ
層
地
山
粘
土
廃
棄

ブ
ロ
ッ
ク
集
中
部

石
棒

(7
.3
0)

60
 3
0

粘
板

岩
北

上
山
地

21
0 
C区

10
YR
5/
4

石
棒

2 
60
)

42
 2
0

粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

B区
灰
責
褐
色
土
層
地
山
小
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
散
在

石
棒

80
5)

14
0 
00

粘
板

岩
東

磐
井
・

気
仙

A区
表
土

I層
 3
■

―
I層

石
棒

41
0)

(2
 6
0)

80
 3
0

粘
板

岩
東
磐
井

Ⅲ
層

上
部

石
刀

8_
90
)

18
0 
00

粘
板

岩
藤

沢

2-
12

黒
褐

色
土

石
棒

9 
30
)

18
0 
00

粘
板

岩
東
磐
井
・

気
仙

焼
土
面
を
含
む
灰
責
褐
也
土
地
山
小
ア
ロ
ッ
ク
3%

石
棒

45
_6
0

21
2東

西
・

南
北

ベ
ル

ト
1層

石
刀

?
22
0)

11
0 
90

粘
板
岩

東
磐
井
・

気
仙

表
土

石
棒

57
0)

99
_9
0

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
東
磐
井

2-
13

灰
黄
褐
色

土
石

棒
2.
50
)

(2
 3
0)

12
1 
10

凝
灰
質
粘
板

岩

木
根

石
剣

4_
35
)

90
 8
0

粘
板

岩
東
磐

井
。
気

仙

ト
レ

ン
チ

No
 4

表
土

I層
石

棒
(6
40
)

(2
05
)

70
.0
0

粘
板

岩
東
磐
井

。
気

仙
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14
)土

 
製
 

品

図
版
�

F」

真
No

出
土

地
点

長
径

(c
m)

短
径

(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

lF
F)

周
辺
加

工
残

存
部
位

利
用
上
器

有
孔

文
様

1
37
3

7号
配

石
通

構
 
埋

土
21
.7
2

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文
・

沈
線

2
38
9

34
号

土
坑
 
埋

土
31
.1
9

打
欠

完
形

深
鉢

撚
糸
文
・

沈
線

3
6号

焼
土
通

構
 
埋
土

22
_4
1

打
欠

完
形

深
鉢

(底
)

網
代
痕

4
38
2

6号
焼

土
遵

構
 
埋
土

打
欠

完
形

深
鉢

O
斜
行
縄

文

5
12
 D
区

 
Ⅲ
層

中
層

05
11
.1
3

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文
・

沈
線

6
D区

 
Ⅲ
B下

層
07

打
欠

完
形

深
鉢

隆
帯

7
22
 

Ш
層

11
.2
3

打
欠

完
形

深
鉢

隆
帯

8
13
 
表

土
打

欠
完

形
深

鉢
○

斜
行
縄

文

9
l
3 

表
土

～
II
I層

上
面

07
26
.1
1

打
欠

完
形

深
鉢

(口
縁

)
沈

線

13
 

Ⅲ
B層

上
面

打
欠

完
形

深
鉢

○
斜
行
縄

文

1-
3

B区
 

Ⅲ
B中

層
打

欠
完

形
深

鉢
斜
行
縄

文

C区
9層

14
 8
1

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

23
 m
B中

層
33
 6
2

打
欠

完
形

14
 

Ш
A層

上
部

63
20
 7
9

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文

24
 

Ш
A層

上
部

12
05

打
欠

完
形

深
鉢

○
斜
行
縄

文

1
5 
15
東

西
ベ

ル
ト
6層

22
 5
0

打
欠

完
形

深
鉢

撚
糸
文

36
7

25
 

東
西

ベ
ル

ト
3層

下
部

0,
7

9 
35

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文

25
 1
5東

西
ベ

ル
ト
6層

 
焼

土
面

の
炭
化
物

集
中
層

12
 3
2

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文

25
 C
区

 
最
終
検

出
時

15
 8
5

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

35
 

道
路

沿
崩
落

土
31
 6
1

打
欠

完
形

深
鉢

羽
状

35
 

道
路

沿
崩
落

土
1.
0

27
 2
8

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行

縄
文

34
5

卜
6 
AC
区

6東
西

ベ
ル

ト
A6
層

60
 8
1

打
欠

完
形

深
鉢

撚
糸
文

16
 B
D区

6東
西
ベ
ル

ト
B7
層

(炭
化
物

7～
10
%)

17
 8
7

打
欠

完
形

深
鉢

燃
糸
文
・

沈
線

34
7

16
 B
D区

6東
西

ベ
ル

ト
B7
層

(炭
化
物

7～
10
%)

20
 3
6

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文

16
 B
D区

6東
西
ベ

ル
ト
B7
層

(炭
化
物

7～
10
%散

在
)

34
 6
5

打
欠

完
形

深
鉢

(底
)

網
代
痕

26
 

Ⅲ
A層

1_
0

49
 8
6

打
欠

完
形

深
鉢

(底
)

木
葉
痕

26
 A
区
 
Ⅲ
A層

⑥
15
 0
8

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

2-
6

B区
 
地

山
粘

土
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク
No
lよ

り
下

の
黒
色

土
層

13
_6
7

打
欠

完
形

深
鉢

磨
消
縄

文
。
沈
線

B区
 
地

山
粘

土
廃

棄
プ

ロ
ッ
ク
No
lよ

り
下

の
黒
色

土
層

10
.3
3

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄
文

(半
分
摩
滅

)

2-
6 
B区

 
地

山
粘

土
廃

棄
プ

ロ
ッ
ク
No
lよ

り
下

の
黒

色
土

層
15
,7
2

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行

縄
文

26
 
地
山
粘
土
廃
棄

ブ
ロ
ッ
ク

No
.1
よ

り
下

の
黒
色
土
層

11
45
.0
3

打
欠

完
形

2-
6 
AC
区

 
卜

6東
西
ベ

ル
ト
A6
層

10
20
.8
6

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文
・

沈
線

l-
7

D区
 

Ⅲ
B上

層
打

欠
完

形
深

鉢
磨

消
縄

文
・

沈
線

1-
7

D区
 
Ⅲ
B上

層
5.
2

18
.0
8

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

l-
7

B区
 

卜
6東

西
ベ

ル
ト
B7
層

(炭
化

物
7～

10
%散

在
)

21
 8
0

打
欠

完
形

深
鉢

撚
糸
文

34
3

2-
7

C区
 

地
山
粘
土

廃
棄

プ
ロ

ッ
ク

No
.1

3.
7

10
 1
2

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

2-
7

D区
 

Ⅲ
B中

層
最
下
部

15
.3
0

打
欠

完
形

深
鉢

撚
糸
文

。
沈
線

38
 B
区

 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土
層

35
打

欠
完

形
深

鉢
○

斜
行
縄

文

35
3

19
 C
区

 
Ⅲ
B上

層
47

20
.2
3

打
欠

完
形

深
鉢

摩
滅
不

明
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図
8N
l

写
真

No
出

土
地

点
長
径

(c
m)

短
径

(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

周
辺
加

工
残

存
部
位

利
用
上
器

有
孔

文
様

19
 D
区

 1
10
 C
区

 1
9東

西
ベ

ル
ト

4・
6層

相
当

?
12
.6
5

打
欠

完
形

深
鉢

磨
消
縄
文
・

沈
線

Dt
t 
II
I 
Ac
層

(灰
黄
褐

色
土

層
)

2.
7

2.
4

打
欠

完
形

深
鉢

○
摩
減

不
明

35
1

A区
 

卜
9東

西
ベ

ル
ト
5層

打
欠

完
形

深
鉢

○
摩
滅
・

斜
行
縄
文

?・
沈
線

29
 B
区

 
卜

9東
西
ベ
ル

ト
5層

相
当

32
打

欠
完

形
深
鉢

(底
)

木
葉
痕

?

19
東

西
ベ

ル
ト
 

ク
リ
ー
エ

ン
グ
時

(3
.0
)

打
欠

1/
2完

形
深

鉢
O

斜
行
縄

文
・

沈
線

35
2

29
 2
9南

北
ベ

ル
ト
2層

打
欠

1/
2完

形
深

鉢
O

斜
行
縄
文
・

沈
線
・

沈
線

卜
10
 D
区
 
灰
黄
褐

色
土
 
地

山
ブ

ロ
ッ
ク
少
 
焼

上
面

よ
り
下

層
23
.7
8

打
欠

完
形

深
鉢

(口
縁

)
斜
行
縄

文
。
沈
線

38
7

歩
10
 D
区
 
灰
黄
褐

色
土
・

黒
色

土
打

欠
完

形
深

鉢
斜
行

縄
文

39
3

21
0南

北
ベ

ル
ト
6層

打
欠

完
形

11
l 
mA
～

Ⅲ
B層

5.
5

打
欠

完
形

深
鉢

羽
状

卜
■
 

Ⅲ
B上

層
打

欠
完

形
深

鉢
斜

行
縄

文

1■
 
Ⅲ
B上

層
15
 6
6

打
欠

完
形

深
鉢

羽
状

B区
大
焼

土
面

打
欠

完
形

1
B区

 
大
焼

土
面

や
地

山
小

ブ
ロ

ッ
ク
廃

棄
層

の
す

ぐ
下

層
打

欠
完

形
深

鉢
(口

縁
)

沈
線

II
I層
 

地
山
粘

土
廃
棄

プ
ロ

ッ
ク
集

中
部

打
欠

完
形

深
鉢

(口
縁

)
沈

線

21
1 

灰
黄
褐
色

土
 
地

山
小

ブ
ロ
ッ
ク
多

(焼
土

よ
り
上
層

)
打

欠
完

形
深

鉢
(口

縁
)

斜
行

縄
文

21
1 

灰
黄
褐
色
土
 
地
山
小

ブ
ロ
ッ
ク
多

(焼
土

よ
り
上
層

)
打

欠
完

形
深

鉢
斜
行

縄
文

、
長

円
形

2■
東
西
・

南
北

ベ
ル

ト
 5
層

(焼
土

)
27

打
欠

完
形

深
鉢

沈
線

36
2

21
1 

灰
黄
褐
色

土
 
地

山
小

プ
ロ

ッ
ク
多

(焼
土

よ
り
上

層
)

47
打

欠
完

形
深

鉢
斜
行
縄

文
・

沈
線

21
1東

西
・

南
北

ベ
ル

ト
 5
層

(焼
上

)
5 
42

打
欠

完
形

深
鉢

○
斜
行
縄

文

35
9

D区
 

卜
11
-I
I層

上
半
部

8 
52

打
欠

完
形

深
鉢

○
斜
行
縄

文
、
途

中
ま
で
穿
孔

2 
1l
 B
区
 
Ⅲ
B下

層
(3
1l
 H
層

)
打

欠
完

形
深
鉢

(口
縁

)
沈
線

3■
 A
区

 1
0Y
R3
/2
黒

褐
色
土

24
.0
0

打
欠

完
形

深
鉢

(口
縁

)
斜
行
縄

文
・

沈
線

卜
13
 
焼

土
面

を
含

む
層
 

灰
黄
褐

色
土
 

地
山

ブ
ロ

ッ
ク
7%

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文
・

打
欠

?

1
B区

 
Ⅲ
A相

当
層

0,
7

17
打

欠
完

形
深

鉢
O

斜
行
縄

文
、

方
形

に
近

い

37
2

卜
14
 
灰
黄
褐

色
土

(地
山
小

プ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
)

27
.1
8

打
欠

完
形

深
鉢

斜
行
縄

文
・

沈
線

出
土

地
点

層
位

種
類

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

備
  

考

1-
1

Ⅲ
B層

鐸
形

土
製

品

1-
2 
C区

Ⅲ
B中

層
鐸
形

上
製

品

22
 B
区

II
I 
B中

層
鐸
形

上
製

品
0 
4～

0 
7

14
 C
区

Ⅲ
B層

上
半

鐸
形

土
製

品

卜
4 
AC
区

14
東

西
ベ
ル

ト
⑦
層

鐸
形
土

製
品

2-
5

15
東

西
ベ

ル
ト
7層

鐸
形
土

製
品

0 
3-
0_
5

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B7
層

鐸
形

土
製

品
(3
5)

0 
3-
0 
8

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B3
層

中
～

下
部

鐸
形
土
製
品

0 
4-
0 
9

Ⅲ
B下

層
 
Ⅲ
A層

一
部
混

じ
る

鐸
形
上
製
品

(2
.8
)

0.
5～

0 
7

14
 C
区

Ш
B中

層
上
部

6層
腕
輪
形
土
製
品

2-
6

1-
6東

西
ベ
ル

ト
3層

B(
炭

多
)

腕
輪
形
上
製
品

1 
0～

1.
4

17
 B
D区

①
層
下
部

(炭
多

)
腕

輪
形

上
製

品
10
～

19
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出
土

地
点

層
位

種
類

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

備
考

2-
7

表
土
～

Ⅲ
層
上
面
検

出
面

腕
輪
形

上
製

品

1-
7 
BD
区

①
層
上
部

腕
輪
形

土
製

品
(5
3)

09
～

1.
3

19
東

西
ベ
ル

ト
4層

腕
輪
形

土
製

品
09
～

1.
6

D区
II
I 
B中

層
,

A区
灰
黄
褐

色
土

漸
移

層
上

版

表
土
黒

色
土

層
土

版
0,
7～

0 
9

17
 B
D区

①
層
上
部

巾
着
状

1-
6東

西
ベ
ル

ト
A2
層

上
製
斧

表
土
～

Ⅲ
A上

部
ク
ル

ミ
状

C区
7層

ス
タ

ン
プ
状

?
(3
.1
5)

D区
II
I 
B中

層
上

部
5層

ボ
タ

ン
状

1.
1

15
東

西
ベ

ル
ト
7層

環
状

土
製

品

B区
Ⅲ
B中

層
下

部
不

明
(2
.7
)

26
 D
区

地
山
粘

土
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク

環
状

上
製

品
(3
 0
5)

1-
9

Ⅲ
B層

上
部

ス
プ
ー

ン
状

0 
5^
∀

0,
6

Ш
B層

上
部

ス
プ
ー

ン
状

(6
.4
)

0.
5′

‐ ▼
0 
9

A区
Ⅲ
B中

層
ス

プ
ー

ン
状

(1
13
)

0_
5～

12
13
 B
区

7層
(明

)
石
皿

状
(9
3)

Ⅲ
B中

層
女
性

器
?

62
2 
45

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

動
物

形
土
偶

(4
9)

0.
3-
1 
1

動
物

形
土
偶

の
背

中
?(
中

空
)

Ⅲ
B層

上
部

土
玉

Ⅲ
B層

上
部

土
玉

灰
黄
褐
色
上
 1
0Y
R5
/4
に

ぶ
い
黄
褐
色
土
層

土
玉

2-
2

Ⅲ
B層

上
部

耳
飾

17

Ⅲ
B層

耳
飾

(1
5)

0-
3 
C区

皿
B中

層
耳

飾
15

17

卜
3 

CD
区

最
下

層
耳

飾
(1
.5
5)

2-
3 
2区

Ⅲ
B中

層
最

下
部

耳
飾

Ⅲ
B上

層
耳

飾
(2
45
)

14
 A
区

1-
4南

北
ベ

ル
ト
96
 
⑤

o③
層
相

当
耳

飾
(1
_3
)

14
 C
区

8層
耳

飾
1.
5

15
 A
区

fc
51
4の

4層
耳

飾
(1
85
)

1)

2-
5 
D区

最
終
検

出
時

耳
飾

1_
9

06
 B
区

Ⅲ
B層

下
半

耳
飾

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B7
層

(炭
化
物

7～
10
%)

耳
飾

(1
5)

6号
焼

土
通

構
検

出
時

耳
飾

卜
6 
BD
区

16
東

西
ベ

ル
ト
B7
層

耳
飾

25

26
 D
区

Ⅲ
B中

層
耳

飾
(2
4)

(2
_5
)

26
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B3
層

中
部

耳
飾

(2
.9
)

(3
.2
)

16
 B
D区

 1
7 
AC
区

16
東

西
ベ
ル

ト
B7
層

(炭
多

)
耳

飾
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出
土

地
点

層
位

種
類

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

備
考

Ш
B層

耳
飾

20

1-
8 
D区

Ⅲ
B中

層
耳

飾

18
 D
区

Ⅲ
B中

層
炭
多

耳
飾

(1
25
)

(1
5)

18
 A
区

Ⅲ
B中

層
下
面

耳
飾

(2
.7
)

90

2-
8 
D区

Ⅲ
B中

層
耳

飾
15

2-
10
南

北
ベ

ル
ト
3層

耳
飾

1-
9東

西
ベ

ル
ト

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
時

耳
飾

1.
75

19
号

上
坑

埋
土

土
錘

Ⅲ
B上

面
土

錘

13
 A
区

Ⅲ
B中

層
炭

多
(黒

)
土

錘

1-
3 
D区

3層
土

錘
4.
65

2-
3 
A区

皿
B上

層
土

錘
3_
2

1_
9

21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

7層
土

鍾
(2
.5
)

B区
fc
 5
 1
4の

1層
土

錘

1-
5東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

土
錘

15
東

西
ベ

ル
ト
7層

上
錘

1-
5

A区
f.
c.
5,
14
の

2・
3層

土
錘

52

A区
1-
4南

北
ベ
ル

ト
96
 
⑩
層
相
当

上
錘

C区
II
A上

部
上

錘

17
 A
C区

17
東

西
ベ
ル

ト
A⑤

層
相
当

上
錘

1-
7 
AC
区

最
下

層
上

錘

14
3

27
 D
区

Ⅱ
I 
Ac
最

下
部

上
錘

14
4

27
 B
区

Ⅲ
B中

層
炭
多

土
錘

検
出
時

土
錘
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15
)土

  
偶

出
土

地
点

層
位

部
位

正
中
線

下
腹

部
乳
 

房
文

様
彩

色
・

付
着

物
・

割
口

Ⅲ
 A
c層

下
部

不
明

土
製
仮

面

D区
灰
黄
褐

色
土
・

黒
色

土
不

明
口
縁
部

突
起

?(
人

面
付

)

No
6 
11
1B
上

層
不

明
イ

ノ
シ

シ
細
砂
混
入
多

1-
8-
No
l

不
明

イ
ノ

シ
シ

細
砂
混
入
多
、
貫
通
孔

11
号
土
坑

埋
土

北
半

脚
部

下
半

B区
Ⅲ
B中

層
胸
・

肩
部

○
首
・

腕
割

ロ
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
?付

着
。
摩

滅

12
 C
区

Ⅲ
B層

上
部

肩
・

腕
部

首
・

胸
に
刺

突

Ⅲ
B上

半
頭

部
全
体

に
摩

滅

1-
2 
A区

II
I 
B上

層
肩
・

腕
部

表
裏

に
手
指

凹
状

Ⅲ
B上

層
胸

部
・

腹
部

上
半
・

肩
部

O
全
体

に
摩

滅
、
表

裏
に
刺

突
文

15
2

D区
Ⅲ
B中

層
脚

部
下

半

炭
化
物

集
中

区
肩

。
腕

部
手
指

凹
状

、
割

日
摩

滅

炭
化
物

集
中

区
脚

部
上
・

下
半

割
口
摩
滅

22
 B
区

II
 B
上

層
肩

部

Ц
I 
B層

上
部

肩
・

腕
部

手
指

凹
状
・

割
口
摩

滅

22
 B
区

Ш
B中

層
肩
・

腕
部

手
の
先

に
深

さ
2c
mの

孔
、
左
右

不
詳

Ⅱ
I 
B層

肩
・

腕
部

Ⅲ
～

Ⅲ
B層

上
面

腹
部
上
・

下
半

全
体

に
摩
滅
、
刺
突
文

22
 B
区

Ⅲ
B中

層
腹

部
下
半

。
脚
部

上
。
下

半

1-
3 
A区

4層
(炭

多
)

脚
部

下
半

割
口
破

損
後
磨

い
た

?

7層
(炭

多
)

肩
・

腕
部
部

左
右
不
詳

23
 A
区

Ⅲ
B上

層
頭

部

23
 B
区

HI
 B
上

層
脚

部
上
・

下
半

23
 B
区

II
I 
B上

層
脚

部
下
半

23
 A
区

Ш
B上

層
脚

部
上

。
下

半

16
7

23
 D
区

Ⅲ
B中

層
(灰

黄
褐

色
土

層
)

脚
部

上
。
下

半

2-
3 
C区

II
I 
B中

層
腕

部
手
指

凹
表

現

Ⅲ
B中

層
胸

部
17
5と

接
合

、
刺

突
文

23
 B
区

Ⅲ
B中

層
下
部

肩
・

腕
部

手
指

凹
状

、
LR
。

沈
線

23
 B
区

Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
多

)
肩
・

腕
部

肘
?左

右
不

詳

2-
3 
4区

Ⅲ
B中

層
最

下
部

頭
～
腹
部

下
半
・

肩
・

腕
部

○
○

割
口
新

し
い
、
顔

面
黒
斑

2-
3 
1区

Ⅲ
B中

層
最
下

部
脚
部

上
・

下
半

Ш
B上

半
脚
部

下
半

左
右

不
詳

、
全
体

に
摩

滅
、
刺

突
文

14
 C
区

8層
脚

部
下

半

17
6

D区
8層

胸
～
腹
部

下
半
・

脚
部

上
半

○
割

口
摩

滅
、
股

に
孔

A区
Ⅲ
B中

層
脚

部
上
・

下
半

2-
4 
A区

Ⅲ
B中

の
炭
多

ブ
ロ
ッ
ク

胸
～
腹
部
下
半

。
脚
部
上
半

O
○

割
口
新

し
い
、
正

中
線
上
下

と
左
右

に
刺
突
文

(計
4)

B区
Ш
B中

層
最
下
部

肩
・

腕
部

左
右
不
詳

B区
Ⅲ
B層

(I
II
A層

相
当
層
少

し
混

)
頭

部
92
・

54
・

19
8と

接
合

、
顔

面
創
落

、
刺

突
文

、
割

口
新

し
い
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瓢
版

Nc
出

土
地

点
層

位
部

位
正

中
線

下
腹
部

乳
 

房
文

様
。
彩

色
・

付
着

物
・

割
口

Ⅲ
B上

層
胸

～
腹
部

下
半

○
○

肩
割

国
ア

ス
フ

ア
ル

ト
?付

着
、
刺

突
文

、
パ

ン
ツ
状

表
現

14
東

西
ベ
ル
ト
4層

(炭
化
物

7～
10
%散

在
)

脚
部
下

半

24
 A
区

Ⅲ
B下

層
上
部

胸
～
腹
部

下
半
・

肩
部

刺
突
文

、
胴

割
口

に
製
作

時
の
空
洞

?

24
 A
区

14
東

西
ベ

ル
ト
5～

8層
漸

移
層

胸
～

肩
部

○
○

○
首

。
腕

の
割

口
凹
状

。
新

し
い
、
沈
線

、
刺

突
文

14
東

西
ベ

ル
ト
7層

頭
～
腕
部

○
O

型
呈
覇
垂
台
承
澤
件

実
ぇ
ち 辞

ケ
時
の
空
洞

?、
手
指
凹
状
、
頭
u突

文
、
顔

表
土

I～
Ⅲ
B層

 
道

路
沿
崩
落

土
脚

部
上

。
下

半
割

口
摩

滅

道
路

沿
崩
落

土
脚

部
上
・

下
半

0-
5 
C区

Ⅲ
B下

層
(黒

色
部
含

)
不

明
土
製

品
?

fc
 5
 1
4の

2・
3層

(炭
多

)
不

明
O

C区
Ⅲ
B層

上
部
 1
5東

西
ベ
ル

ト
2層

中
部

頭
～
脚
部

下
半

O
O

12
・

12
2と

接
合
、
割

口
摩
滅
、
首

の
割

口
凸
状
、
胴
凹
状
、
手
指
凹
状

15
東

西
ベ

ル
ト
2層

下
部

(3
層
含

?)
脚
部

下
半

全
体

に
摩

滅

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

上
部

腕
。
脚
部

上
半

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

上
部

脚
部

下
半

1-
5^
ヤ
2-
5

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

上
部

肩
・

腕
部

腕
?

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

層
下
部

腹
部
上
・

下
半

屈
折
像

姿
態

1-
5^
Ψ
2-
5

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

上
部

胸
～
腹
部

下
半

○
○

刺
突

文

25
 A
区

Ⅲ
A層

⑥
肩

部

23
 A
B区

Ⅲ
Aな

ど
の
混

土
層

肩
。
腕

部

15
東

西
ベ

ル
ト
2層

中
部

肩
・

腕
部

手
指

凹
表
現

1-
5東

西
ベ

ル
ト
2層

(炭
多

)
腹

部
上

半
刺

突
文

15
東

西
ベ

ル
ト
5層

下
部

肩
部

1-
5東

西
ベ

ル
ト
7層

脚
部

上
半

15
東

西
ベ

ル
ト
6層

 
焼

土
周

辺
炭

多
層

腹
部

下
半

。
脚
部

上
半

腰
掛

け
た
姿

勢
?、

胴
割

国
に
製
作

時
の
孔

?

道
路
沿
崩
落
土

肩
・

腕
部

手
指
凹
状

表
土

最
下
部

胸
～
肩
部
・

脚
部
上
・

下
半

○
○

細
砂
混
入
多
、
首

に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
?付

着
、
全
体

に
摩
滅

表
上

最
下
部

脚
部

上
・

下
半

16
 A
C区

Ⅲ
B上

層
腕

部
手
指

凹
状

Ⅲ
B上

層
肩
・

腕
部

手
指

凹
状

A区
Ⅲ
B下

層
上

部
下

半
脚

部
下
半

割
口
摩
滅

A区
Ⅲ
B下

層
上
部

下
半

肩
・

腕
部

手
指
凹
状
、
割

口
摩
滅

A区
Ⅲ
B下

層
上

面
脚

部
上
・

下
半

A区
Ⅲ
B下

層
上

面
脚

部
下

半
細

砂
混

入
多

16
東

西
ベ

ル
ト
3層

中
炭

多
層

頭
部

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B3
層

中
～
下
部

肩
・

腕
部

割
口
摩

滅
、
手
指

4本
(刻

み
)

21
5

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B5
層

脚
部
上

。
下

半

16
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B7
層

(最
下

層
)

頭
部

顔
面
剣
落

、
裏

面
刺

突

1-
6 
BD
区

 
卜
7 
AC
区

16
東

西
ベ
ル

ト
B7
層

(炭
多

)
頭

部
顔

面
劉
落

?

26
 D
区

Ш
B中

層
頭

部
顔

面
剖
落

?、
裏

面
刺

突
文

26
 B
区

灰
黄
褐
色
上
層
 2
6②

脚
部

下
半

全
体
に
摩
滅

2-
6

Ⅲ
B下

層
胸
・

肩
部

○
割

口
新

し
い
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出
土

地
点

層
位

部
位

正
中
線

下
腹

部
乳
 

房
文

様
・

彩
色

・
付

着
物

・
割

口

22
1

Ⅲ
B下

層
上
部

胸
部
・

腹
部

上
半
・

肩
～
腕

部
刺

突
文

、
手

指
凹
状

、
割

口
新

し
い

22
2

Ⅲ
B下

層
上

部
腹

部
上
・

下
半

○
刺

突
文

26
 B
区

Ш
B下

層
(黒

色
部

合
炭

多
)

脚
部

上
・

下
半

22
4

1-
6東

西
ベ

ル
ト
3層

中
部

肩
・

腕
部

手
指

凹
状

16
東

西
ベ

ル
ト
A3
層

(炭
多

)
頭

～
肩
部

○
○

胴
割

口
新

し
い

。
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?、

結
髪
表

現
、
刺

突
、
沈
線

、
LR
斜

行

22
6

26
 B
D区

16
東

西
ベ
ル

ト
B3
層

上
～
中
部

胸
～

肩
部
・

脚
部

上
半

割
口
摩
滅

22
7

26
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B3

層
下
部

肩
・

腕
部

26
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B4
層

(焼
土

)
胸
・

腹
部
上

半
首
割

ロ
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
、
胸

に
酸
化
鉄
付
着

22
9

26
 B
D区

16
東

西
ベ

ル
ト
B4
層

(焼
土

)
胸

～
肩

部
○

首
・

脚
割

口
凹
状

17
 C
区

Ⅲ
 A
c層

下
部

脚
部
上
・

下
半

全
体

に
摩

滅
、
沈
線

、
刺

突
、

中
空

17
 C
区

Ⅲ
B上

層
腹

部
下
半

屈
折

像
姿
態

?、
刺

突
文

23
2

卜
6 
1-
7 
D区

表
採
 
Ⅲ
B上

層
肩
～
腹

部
下
半

O
○

54
・

87
・

19
8と

接
合
、
割

口
新

し
い
、
手
指
凹
状
、
割

口
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
?

23
3

1-
7

B区
HB
上

層
胸

～
脚

部
上

半
首
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
?付

着
、
左
脚
割

口
凹
状
で
、
手
指
凹
状

1-
7

地
山
粘
土

ブ
ロ
ッ
ク
層

胸
～
腹
部

下
半

パ
ン
ツ
状

表
現

、
肩
割

口
磨

い
て

あ
る

?、
股

に
刺

突

17
 B
D区

①
層

胸
部
・

腹
部

上
半
・

脚
部

上
・

下
半

○
○

刺
突

。
沈
線

文

17
 A
C区

①
層

脚
部

上
・

下
半

17
 C
区

①
層
上
部

(炭
多

)
腹
部

下
半
・

脚
部
上
・

下
半

○
O

刺
突
、
割

口
摩
滅

17
 B
D区

1-
7東

西
ベ

ル
ト
A③

層
頭

～
肩
部

割
口
摩
滅
、
刺
突
、
沈
線
文

23
9

17
 B
D区

17
東

西
ベ

ル
ト
A③

層
頭

部
結
髪

表
現

、
耳

に
孔

、
首

に
刺

突
文

24
0

1-
7

16
東

西
ベ

ル
ト
 

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
時

脚
部
上
・

下
半

27
 D
区

Ⅱ
I 
Ac
層

最
下
部

胸
部
・

腹
部

上
半
・

肩
部

24
2

27
 B
区

Ц
I 
B上

層
胸

～
肩
部

27
 A
区

Ⅲ
B上

層
胸
・

腹
部

上
半

○
全
体

に
摩

滅
、

背
上

部
・

首
・

腹
部

に
刺

突
文

24
4

2-
7 
B区

Ⅱ
I 
B上

層
下
部

腹
部

上
。
下
半
・

脚
部

上
・

下
半

全
体

に
摩

滅

27
 D
区

Ⅲ
B中

層
腹
部
上
・

下
半

。
脚
部
上
半

束
」突

文
、
陰
部
表
現

(貫
通

)

27
 C
区

Ⅲ
B中

層
(炭

多
)

頭
～
腹
部

上
半
・

腕
部

腕
?

27
 C
区

Ⅱ
I 
B中

層
(炭

多
)

不
明

27
 C
区

Ⅲ
B中

層
下

半
脚
部
下
半

27
 C
区

Ⅱ
I 
B中

層
下

半
腹

部
下
半
・

脚
部

上
～

下
半

)
刺

突
、
沈
線
文

、
割

口
新

し
し

27
 D
区

Ⅱ
I 
B中

層
最
下

部
脚

部
下
上

半

27
 A
C区

17
東

西
ベ

ル
ト
2層

胸
部
・

腹
部

上
半
・

肩
部

○
全
体

に
摩

滅

25
2

27
 B
D区

17
東

西
ベ

ル
ト
2層

脚
部

上
・

下
半

割
口
摩

滅
、
沈
線
文

ィ
7 
A区

東
西

ベ
ル

ト
8層

胸
～
腹
部
下
半

O
首
割

口
凹
状
、
全
体

に
摩
滅

Ⅱ
I 
B上

部
胸
～
腹
部
下
半
・

脚
部
上
半

O刺
突

○
O

首
・

左
脚
割

口
凹
状
で
摩
滅
、
陰
部
表
現

?胎
土
良

25
5

D区
II
I 
B上

層
胸
・

肩
部

首
の
割

口
凹

状
・

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?

25
6

1-
8 
D区

Ш
B上

層
腹

部
上
半
・

肩
部

首
の
割

日
凹
状
・

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?割

口
凹
状
・

ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?付

着

25
7

18
 D
区

Ⅱ
I 
B中

層
下
部

(炭
多

)
肩
・

腕
部

25
8

18
 C

区
Ⅱ
I 
B中

層
下
部

(炭
多

)
肩
・

腕
部

手
指

凹
状

18
 A
区

II
 B
下

層
上
部

下
半

脚
部

上
・

下
半

脚
の
割

口
凸
状

、
細
砂

混
入

多

26
0

18
東

西
ベ

ル
ト
3層

中
部

脚
部

上
。
下
半

土
製

品
の
可
能
性

有
り
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囲
版

Nl
出

土
地

点
層

位
部

位
正

中
線

下
腹
部

乳
 

房
文

様
・

彩
色

・
付

着
物

・
割

口

18
 A
区

II
I 
B上

層
下
部

頭
部
・
胸
部

。
腹
部
上
半

。
肩

。
腕
部

23
と

接
合

、
顔

離
」
落

、
結

ヨ
圭
募
圭
現

、
菩
」
口

勇行
し

い
、

屈
つ 「

衡
Rン

蕃
態

、
月
同
剖
こ
の

26
2

表
土

I層
頭

部
顔

面
剖
落

28
 B
区

Ⅲ
 A
a層

相
当

(炭
黄
褐
色
土
層
 
地
山
粘
土

)
脚

部
下

半
土
偶

の
足

?、
左

右
不
詳

28
 D
区

Ⅲ
B上

層
腕

部
手
指
凹
状
、
割

口
摩
滅

28
 C
区

Ⅲ
B上

層
頭

部
顔
面

剣
落

B区
Ⅲ
B上

層
下

部
肩

。
腕

部
土
偶

の
腕

?、
左
右

不
詳

28
 C
区

II
I 
B上

層
下
部

肩
。
腕

部
手
指

凹
状

2-
8-
No
8

Ш
B上

層
下
部

脚
部

上
・

下
半

割
口
新

し
�

18
東

西
ベ

ル
ト
4層

脚
部

上
・

下
半

II
 A
c層

 2
8 
No
l

頭
～
脚

部
下

半
朱
付

着
、
完
形

、
中
空

3-
8 
B区

Ⅲ
AC
よ

リ
ー
段

上
の
層
 3
8 
No
l

頭
～
腹

部
上
半
・

肩
・

腕
部

28
 A
区

18
東

西
ベ

ル
ト
4層

胸
部
・

腹
部
上

半
・

肩
・

腕
部

○
○

手
指

凹
状

、
沈
線

、
刺

突

18
東

西
ベ

ル
ト
4層

脚
部

下
半

左
右

不
詳

28
 A
区

最
終
検

出
時

(地
山
直

上
)

脚
部

下
半

細
砂

混
入

多

38
 A
区

�
B上

層
肩
・

腕
部

手
指

凹
状

27
6

A区
19
東

西
ベ

ル
ト
4層

中
～
下

層
脚

部
上
半

左
右
不
詳

27
7

A区
19
東

西
ベ

ル
ト
6層

胸
・

腹
部
上

半
○

首
割

口
凹
状
、
割

口
摩
滅
、
朱
わ
ず
か
に
残

る

卜
9 
AB
区

19
東

西
ベ

ル
ト
6層

腕
部

手
指

凹
状

19
 B
D区

19
東

西
ベ

ル
ト
6層

(炭
多

)
腕

部
手

指
凹
状

、
刺

突
文

19
 B
D区

19
東
西
ベ
ル
ト6

層
相
当

(炭
化
物
7～

10
%散

在
)

脚
部

下
半

19
 B
D区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

相
当

?(
炭

多
)

頭
部

首
割

口
凹
状
、
結
髪
表
現
、
ひ
げ
・

入
れ
墨
表
現

19
 B
区

Ⅲ
B上

層
～

中
層

(樹
木
混
周
辺

)
不

明
首

の
割

ロ
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
付
着
、
服

に
製
作
時

?の
孔

?

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
時

肩
・

腕
部

沈
線
文

1-
9^
ヤ

2-
9

ベ
ル

ト
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
時

胸
・

腹
部

上
半

○

29
 D
区

灰
黄
褐

色
土
漸

移
層

頭
部

頭
頂
部

に
孔

、
RL
・

LR
、

中
空

29
 A
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

肩
部

刺
突
文

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
付

着

28
8

29
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

脚
部

下
半

左
右
不
詳

、
土

製
品

?

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

脚
部

下
半

左
右
不
詳

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

脚
部

下
半

左
右

不
詳

、
土
製

品
?

A区
19
東

西
ベ

ル
ト
5層

頭
部

割
口
摩

滅
、
表
裏

刺
突
文

29
2

29
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

脚
部

下
半

29
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

脚
部

下
半

29
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

相
当

肩
。
腕
部

腕
の
裏

に
刺

突
文

29
5

29
 B
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

相
当

肩
・

腕
部

29
 C
区

 3
9 
A区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

相
当

腹
部

上
・

下
半
・

脚
部
上

半
胴

割
口
に
ア
ス

フ
ア
ル

ト
?、

刺
突
文

、
脚

割
口
摩

滅

理
雫
鯉

ク
サ
ぜ
邑
皇
二
≫
倦

卜
5層

・
甲

頭
～
脚

部
下

半
○

10
6・

13
7・

13
8。

14
4と

接
合
・

割
口
新

し
い
、
手
指
凹
状
表
現

29
 A
区

II
I 
B上

層
上

部
 

‐
9東

西
ベ

ル
ト
5層

・
中

肩
～
脚
部

下
半

13
9・

14
3と

接
合

、
屈
折
像

姿
態

、
刺

突
文

、
背
面

に
貫

通
孔

29
 A
区

19
東

西
ベ

ル
ト
5層

最
下

層
頭

部
顔

面
一
部

剖
落

29
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト

く
5層

と
地

山
に

中
間

)地
山

腹
部
上
・

下
半
・

脚
部
上
半

A区
崩
落

土
腹
部

上
・

下
半
・

脚
部

上
半

貫
通
孔
、
胴
割

口
摩
滅
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図
版
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出
土

地
点

層
位

部
位

正
中
線

下
腹

部
乳
 

房
文

様
彩

色
・

付
着

物
割

口

30
2

39
 A
区

Ⅲ
B上

層
胸
部
・

腹
部
上

半
・

肩
部

O
割

国
摩

滅
、
割

口
に
製
作

時
の
首

を
差

し
込

ん
だ
孔

?

39
 A
区

Ш
B上

層
肩
・

腕
部

手
指

凹
状

、
割

口
新

し
い
、
細

砂
混

入
多

01
0 
B区

Ш
B中

層
相

当
層

頭
～
腹

部
下
半

腕
の
割

口
凹
状

、
割

口
摩

滅

30
5

II
I 
B上

層
胸

部
・

腹
部

上
半

○
全
体

に
摩

滅

11
0 
B区

II
I 
B上

～
中
層
上
部

脚
部

上
。
下
半

20
3と

接
合

、
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
付
着

卜
10
 A
C区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

上
層

に
相

当
脚

部
上
・

下
半

刺
突

文

卜
10
 D
区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

中
層
相

当
(炭

多
)

胸
部
・

腹
部

上
半
・

肩
部

○
刺
突

文
、
首

割
国

に
孔

11
0 
AC
区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

上
層

に
相

当
胸
・

腹
部

上
半

○
首
割

口
凹
状

、
13
5と

接
合

11
0 
D区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

相
当

(最
下

層
)

胸
・

肩
。
腕

部
手
指

凹
状

、
首
割

口
凹
状

卜
10
 C
区

19
東

西
ベ

ル
ト
7層

下
部
相

当
肩
・

腕
部

手
指

凹
状

31
2

B区
II
I 
B上

層
脚

部
上
・

下
半

刺
突

文

C区
A区

mB
上

～
中
層

頭
部
～
胸

部
③

91
と

接
合

、
細

砂
混

入
多

、
左

肩
・

脚
の
割

口
凹
状

、
割

国
新

し
い
、
束
」突

文

A区
19
東

西
ベ

ル
ト
5層

腹
部

下
半
・

脚
部

上
～

下
半

B区
19
東

西
ベ

ル
ト
5層

中
層
相

当
(炭

多
)

胸
～
腹

部
下
半

○
○

割
国
摩
減

、
刺
突

文

21
0南

北
ベ

ル
ト
3層

脚
部

下
半

南
北

ベ
ル

ト
3層

頭
部

顔
面
剰
落

?、
引

っ
か

き
沈
線

南
北

ベ
ル

ト
 2
11

東
西

ベ
ル

ト
6層

頭
部

結
髪

表
現

、
割

口
摩
滅

B区
灰
黄
褐

色
土
上

半
肩

部
80
。

15
7と

15
5は

よ
く
イ以

た
た陰
土

B区
灰
責
褐

色
土

層
脚

部
下

半
左
右

不
詳

1
B区

表
土
最

下
部

不
明

乳
房

の
み

32
2

l
Ⅲ
A層

上
部

肩
・

腕
部

手
指

凹
状

l
B区

木
根

脚
部

上
半
・

脚
部

下
半

D区
3■

l 
II
層

下
半

上
部

胸
部

。
腹
部

上
半

。
肩

。
腕

部
割

口
摩

滅

32
5

B区
焼
土

よ
り
下
面

腹
部

下
半

。
脚

部
上

半
胴

割
口
凹
状
・

割
口
新

し
ラ

大
焼

土
面
含

む
層

肩
。
腕

部
手

指
凹
状

32
7

B区
II
I 
B層

上
層

。
中
層

胸
～
脚

部
下
半

O
○

刺
突
文
、
首
割
日
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
?付

着
、
右
脇
胸
囲
腹
に
刺
突
、
細
砂
混
入
多

B区
皿
B下

層
(3
 1
l 
II
I層

)
脚
部

上
・

下
半

割
口
摩

滅
、
刺

突
文

32
9

B区
地
山
廃
棄
プ
ロ
ッ
ク
下
の
灰
黄
褐
色
上

(地
山
1%
)

肩
部

15
7と

接
合

、
左

右
不
詳

A区
南
北

ベ
ル

ト
6層

脚
部

上
・

下
半

B区
黒
色
土

層
肩
・

腕
部

全
体

に
摩

滅
、
三

叉
文

l―
表
土
～

II
I層

脚
部

上
・

下
半

割
口
凸
状

、
破
損
後

磨
い

た
か

?

l―
CD
区

灰
黄
褐
色

土
焼

土
面

を
含

む
層

胸
～

肩
部
・

脚
部

上
・

下
半

首
・

脚
割

口
に
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?付

着

l―
C区

灰
黄
褐
色

上
下
半
 

地
山

ブ
ロ

ッ
ク
3%

胸
～
腹

部
下
半

○
○

細
砂
混

入
多

2-
C区

3
11

H層
頭

部
裏

面
劉
落

A区
最

下
層

腕
部

刺
突
文

、
手

指
凹
状

l―
B区

Ⅲ
B上

層
脚

部
下
半

割
口

に
製
作

時
の
空

洞
?

l―
A区

mB
上

層
。
中
層

胸
部
・

腹
部

上
半

。
肩
部

胴
割

ロ
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
?付

着
、
細

砂
混

入

C区
Ⅲ
Aよ

り
上

層
 

表
土
最

下
部

か
?

腹
部
下

半
・

脚
部

上
・

下
半

割
口
摩

滅
、
朱
付

着
、
LR
斜

行
、
沈
線

、
三

叉
文

、
中
空

2-
A区

灰
黄
褐

色
土
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
2%

脚
部
上

。
下
半

土
偶

の
足

?

C区
頭

～
腹

部
下
半
・

脚
部

上
・

下
半

○
○

首
部

隆
帯

、
そ
の
他

の
部
位

沈
線

文



出
土

地
点

層
位

部
位

正
中
線

下
腹

部
乳
 

房
文

様
・

彩
色

・
付

着
物

・
割

口

2-
13

21
3東

西
ベ

ル
ト
南

東
面

7層
胸
・

肩
部

○
○

全
体

に
摩

滅
、
正

中
線

と
肩

の
表
裏

に
刺
突

文

Ⅲ
層

脚
部

下
半

上
偶

の
足

?

1
C区

樹
木
混
周
辺
表
上
下
部

脚
部

上
。
下
半

足
指
・

腫
表
現

1
B区

Ⅲ
層
相

当
層

脚
部

下
半

左
右
不
詳

、
細

砂
混

入
多

2-
14

II
I～

Ⅲ
A層

相
当
層

脚
部
上
・

下
半

EI
層

肩
・

腕
部

手
指

凹
状

2
A区

Ⅲ
A層

相
当

胸
～
腹
部

下
半

表
面

剖
落

多
、

パ
ン
ツ
状

、
刺

突
文

、
股

に
刺

突

1-
15

Ⅱ
I 
B層

相
当
層

胸
～
脚
部

上
半

○
O

O
手
指
凹
状
、
細
砂
混
入
多
、
全
体

に
摩
滅

35
0

1-
18

表
土

I層
頭
・

胸
・

肩
部

○
全

体
に
摩

滅

ト
レ

ン
チ
No
4

表
土

I層
脚

部
上

。
下
半

全
体

に
摩
滅

不
明

道
路
沿
崩
落
土

胸
～
腹
部

下
半

屈
折
像

姿
態

、
沈
線

文
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)骨

角
器
・

獣
骨

図
版

No
出

土
地

点
層

位
種

 
名

部
位

左
右

・
数

重
さ

俊
)

備
考

1
II
I層

(l
II
 B
層

上
層

)
シ

カ
5 
32

2
II
I層

シ
カ

3
1-
1

Ⅲ
層
下
部

シ
カ

4
Ⅲ
層
上

部
シ

カ

5
24
 B
区

Ш
B中

層
(炭

散
在
部

)
イ

ノ
シ

シ
・

不
明

環
椎
・

肩
甲
骨

1・
1(
左

右
不

明
)

38
 5
0

大
型

哺
乳
類

6
II
層
 

地
山
粘

土
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク

?
ア
オ
ザ

メ
?

歯
1

18
ユ

Ⅲ
層

(l
II
 B
層

上
層

)
イ

ノ
シ

シ
第

二
中
足
骨

1
遠
位

端

28
 B
区

Ⅱ
I 
Ac
層

上
部

シ
カ

顕
骨

Zこ
1

10
,9
2

遠
位
端

29
 D
区

Ⅲ
 A
c層

シ
カ

角
2

24
 B
区

Ⅲ
A・

II
I 
B崩

壊
土

層
 

Ⅲ
A層

相
当

狸
?

焼
骨

1

灰
黄

褐
色

土
イ

ノ
シ

シ
第

二
中
足
骨

右
1

近
位

端
切

痕
有

灰
責
褐

色
土
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
 
焼

土
面

よ
り
下

シ
カ

基
節

骨
1

近
位
端

28
 B
区

灰
黄
褐

色
土
上

部
10

cm
 
Ⅲ
Ac
層

相
当

シ
カ

末
節
骨

と

21
0 
D区

灰
責

褐
色

土
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
多
 

焼
土

よ
り
上

イ
ノ

シ
シ

下
顎

骨
右

1
12
 4
2

関
節
部

21
0 
D区

灰
黄

lt
EJ
色
土
 

地
山
多
量

層
 

焼
上

よ
り
上

シ
カ

中
手

or
中

足
骨

と
34
 0
9

遠
位

端

21
0 
D区

灰
黄
褐

色
土

。
黒

色
土

イ
ノ

シ
シ

焼
骨

1
遠
位

端
・

骨
端

末
ゆ
合

21
0 
D区

灰
黄

褐
色

土
 

地
山

小
ブ

ロ
ッ

ク
10
%焼

土
面

よ
り
上

イ
ノ

シ
シ

?
下

顎
骨

l

2 
1l
 D
区

灰
黄
褐

色
土
漸

移
層

骨
角

器
l

2
ll

A区
灰
黄

褐
色

土
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
焼

土
よ

り
下

不
明

骨
端

未
ゆ
合

2
12

A区
灰

黄
褐
色

土
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
7%
散

在
焼

土
面

よ
り
下

シ
カ

角

31
0 
A区

灰
黄
褐

色
上

下
部
 

地
山
小

ブ
ロ

ッ
ク
散

在
シ

カ
角

?
l

No
 4
15
。

41
6と

同
様

B区
灰

黄
褐
色

土
漸

移
層

シ
カ

中
手
骨

左
ユ

近
位
端

12
 D
区

Ⅲ
B中

層
魚

類
尾

椎
l

種
不

明

12
 D
区

Ⅲ
B中

層
イ
ノ

シ
シ

後
頭
骨

l

14
 C
区

Ⅲ
B層

上
半

イ
ノ

シ
シ

頭
頂
骨

左
1

17
 1
9

D区
Ⅲ
B層

上
半

イ
ノ

シ
シ

頭
頂
骨

右
ユ

Ⅲ
B上

層
イ
ノ

シ
シ

頭
頂
骨

3
48
 2
5

同
一
個

体
?

14
 A
区

Ⅲ
B上

層
イ

ノ
シ

シ
後

頭
骨

1
4 
68

後
頭
顆

14
 C
区

Ⅲ
B上

層
2層

シ
カ

頸
骨

右
ユ

10
 9
3

遠
位
端

D区
Ⅲ
B中

層
上
部

5層
イ

ノ
シ

シ
後

頭
骨

l
後

頭
顆

14
 C
区

Ⅲ
B中

層
6層

イ
ノ

シ
シ

側
頭

骨
右

18
 3
6

14
 C
区

Ⅲ
B中

層
下
部

(炭
多

)7
層

イ
ノ

シ
シ

側
頭

骨
右

1-
4

A区
Ⅲ
B中

層
(炭

多
)6
層

イ
ノ

シ
シ

肩
甲
骨

左
20
 2
5

関
節
部

卜
4 
A区

Ⅲ
B中

層
イ

ノ
シ

シ
下

顎
骨

左

D区
Ⅲ
B層

下
最

下
部

イ
ノ

シ
シ

第
4中

足
骨

l

17
 C
区

Ⅲ
B上

層
不

明
手

or
足

根
骨

l
1_
52

17
 C
区

II
I 
B上

層
イ

ノ
シ

シ
頭
頂

骨
1

1-
7

D区
II
I 
B中

層
上
部

イ
ノ

シ
シ

中
手

骨
?

l
5 
82

18
 C
区

Ⅲ
B中

層
上
部

シ
カ

頸
骨

右
ユ

12
 0
4

遠
位

端
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点
層

位
種

 
名

部
位

左
右

。
数

重
さ

俊
)

備
考

18
 C
区

Ⅲ
B中

層
(炭

多
)

不
明

椎
体

1

1-
9

B区
Ⅲ
B上

層
イ

ノ
シ

シ
頭
頂

骨
を正
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Ⅵ 考察

ⅥIの まとめと重複するが、相ノ沢遺跡の集落は、①居住域 ②石器・土器の生産に関わる場 ③墓域。「捨

て場」=「物送 りの場」等祭祀に関わる場の、 3要素を持ち、周辺集落の中心的存在ではないかと推定される。

今回の調査では、調査区の大部分を「捨て場」であり、①居住域 ②生産に関わる場について多 く述べるこ

とはできないが、廃棄されたものの器種 。組成 。量は母村的集落機能を、十分に示すものではないだろうか。

廃棄の様相は、破損品が 90%以上を占め、完形品はごくわずかである。残念なことは、土器や石器の破損

が、故意に (廃棄に際して)行われたものか、日常生活の中で破損したものかの区別が、難しいことである。

土器片の欠け回の磨滅等から、ある程度の推定は可能だが、多 くの遺物では不可能に近い。

各層に、上器・石器・土製品・石製品 。焼土粒・炭化物・廃土が混在するのだが、どのような行為によっ

てこの「捨て場」が形成されたのか非常に興味深い。

焼土では、“投げ捨て焼土"である 21号焼上が最大量を示しているが、1度 に廃棄されたと仮定した場合、

日常の炉の清掃等でこれだけの量になるものか疑間を感じる。 (他の“投げ捨て焼土"と は体積が桁違いであ

る)晩期の遺構 と考えられるが、類例をご教示いただければ幸いである。

この報告書中、埋納と解釈されたものに磨製石斧と中空土偶がある。同時期の遺跡でも、同種の石器を何

点かまとめて埋める、あるいは副葬品とする例は見られる。おそらく皮袋等に入れ、埋めたものと考えられ

るが、石斧にはそのような状態を窺わせる付着物は見られなかった。ほぼ完形品であるが、 1度使用し、未

だ使用に耐えるものを埋めた行為の背景が興味深い。

中空土偶は石斧と異なり、実用の道具ではないとされているので、同様に考えるのは無謀であるが、埋納

された時点で破損していたのは、右肩のごく一部で、残 りの破損は埋納以後の上圧によるものと考えられる。

いくつかの上偶 (特に図版番号 306は顕著)はアスファル トを使用し、修理・再度使用した跡が見られるが、

この上偶は修理されずに埋納されたと考えられる。

両者に “埋納"と いう解釈を与えてきたが、その根拠は斜面に水平な状態で検出されたこと、周囲に比較的

土器片等が少なかったことのみで、明確な掘 り方を伴うものではないので、当然反論 も予想されよう。

最後に筆者の勉強不足から、調査時の観察 。記録・室内調査の方針決定等の不備が多々あり、豊富な要素

を持つ遺跡の内容を、十分に報告できなかったことを深 くお詫び申し上げます。

黒曜石・翡翠をはじめとする石材・ アスファル ト・北と南の要素を持つ大量の上器等を、当時の交易ルー

トから考察する、石鏃の後期～晩期の推移 (形態・石材の選択・法量の変化等)を考察する等、さまざまな

材料を提供してくれる遺跡のひとつではないかと思います。

相ノ沢遺跡への新たな視点を、また御批判をぜひいただきたいと思っております。

本報告書の発行以前に略報 。各遺跡発表会のレジメ等が、作成されましたが、本書を以って正式な報告書

といたします。

なお、この場を借 りて報告書作成に際し、多大なご協力・ ご理解をいただいた、岩手県千厩地方振興局両

磐土地改良事業所、藤沢町教育委員会、千葉忠氏はじめ藤沢町黄海地区の野外作業員の方々、4年間、膨大な

遺物の整理に携わった埋蔵文化財センター・大久保文子氏はじめ多 くの室内作業員の方々にあらためて感謝

いたします。本当にありがとうございました。

-330-
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まとめ

(1)遺 構

今回の調査で検出された主な遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 (以下、住居跡と略す)2棟、及び住居状遺

構 2棟、土坑 50基、配石遺構 7基、焼土遺構 21基、埋設土器 5基、地山廃棄ブロック3基、柱穴状小ピッ

ト(以下柱穴 と略す)、 「捨て場」、その他の時代では中世の上塁 1基、清 1条、道路状遺構 1基、近代の炭窯

1基が検出されている。なお土坑・配石遺構は形態 。規模から考えて、墓損である可能性が高い。

これらの検出遺構から相ノ沢遺跡の性格は、縄文時代の集落跡 として位置づけることができよう。

さらに集落跡の構成要素面からは、住居跡群 =居住域 と墓墳・埋設土器=墓域 としての 2つの側面を持って

いるということができよう。ここでは遺構 と「捨て場」から出上した遺物の関係から、集落の性格を考察し

てみたい。

居住域を構成する住居跡は後期中棄以降が 1棟、晩期中葉以降が 1棟、住居状遺構は、後期前葉以降が 1

棟、晩期中葉以降が 1棟に細分される。分布状況を見ると、いずれも調査区中央 (11グ リッド)よ り南東側

の、平坦部から緩斜面にかけて集中している。住居間での切 り合いは見られない。居住域は調査区外の平坦

部にも広がっていることが推定されるが、人口に対 して十分な面積を有していたためか、あるいは 1度住居

として使用した区域は、一定期間は住居としない等の規制があったためか。

後期の住居跡・住居状遺構 2棟 は硬い地山層 (Ⅳ層)を掘 り込んで構築されるが、晩期の住居跡・ 住居状

2棟は、包含層を掘 り込み構築されている。調査員の不注意による、遺構の見落 としの可能性 (特に晩期に

関して)があり反省 と同時に、ご指摘をいただきたいと思う。

住居跡は2棟 ともほぼ円形の石囲い炉を持ち、後期中葉以降のものは巨礫で覆われている。著者は、大日

向H遺跡 1例 しか類例を探せなかったため、この点もご教示いただければ幸いである。また今回の調査では、

明確に住居跡に付随する柱穴を検出することはできなかった。晩期中棄以降のものは、出土状況から焼失住

居と考えられるが、住居に付随する土坑に土器が埋設されていた以外に、床面等からの遺物の出土は少なく、

住居使用中の火災と考えるよりも、使用後 (あ るいは廃棄時)の焼失の可能性が高いのではないだろうか。

墓域 (土坑・配石遺構)は、急斜面の中位から平坦部にかけて、ほぼ調査区全域に分布している。また埋

設土器については、すべて晩期の上器が使用、 1-6、 1-8グ リッドに集中している。後期～晩期の包含

層を掘 り込んで構築されているが、胎上分析等は行っていないため詳細は不明である。

上坑は開田部の形状からは、ほぼ円形・楕円形に三分される。埋土は大部分が単層で、人為的に埋め戻さ

れたと考えられるが、25号、34号の 2基には巨礫が埋められ、他の上坑 とは構築目的が異なるかもしれない。

上坑の構築時期は、後期前葉～晩期前葉以降の長期に渡 り、途中で集落の衰退はあったと考えられるが、出

土遺物の時期 と一致している。

配石遺構の分布状況に特定の傾向は見られない。形状からは、土坑の周辺に礫を配したもの (2号、また

6号土坑もここに分類されるべきか ?)、 立石状の礫を伴うもの (1号 。4号・ 5号・ 6号 )、 斜面に階段状

に、粘板岩を配したもの (3号 。8号)に三分される。いずれも構築目的は不明だが、形態から墓墳であっ

た可能性 も高い。構築時期については、後期前葉～中葉が大部分を占めると考えられる。これらが構築され

た後、同じ場所が「捨て場」として長期間使用されてい くのである。

焼土遺構の分布状況は、 1-8、 2-9グ リッドに集中しており、他のグリッドの焼上が“投げ捨て焼土"

が大部分なのに対 し、地床炉等とも考えられる現地性のものが集中している。調査では検出できなかったが

VⅡ
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住居の存在、あるいは長期にわたる焚き火跡と考えられる。“投げ捨て焼土"に ついては南小梨蛇王遺跡、樺

山遺跡、九年橋遺跡、天神ヶ丘遺跡、煤孫遺跡 (以上、岩手県) 里浜貝塚、田柄貝塚 (以上、宮城県)を

参照されたい。

(2)遺 物

遺構内および包含層内からの出土遺物は、コンテナ 260箱である。このうち 9割以上を土器が占める。

筆者の勉強不足から、土器を分類し従来のように、群別に掲載することができず反省している次第である。

土器については前述したが、掲載土器選択時に、各グリッド・層位からの時期別の出土数に比例するよう 4

回の抽出を行ったので、主体を形成しているのは、後期前葉～中棄、晩期前葉～中棄として差し支えないだ

ろう。全体では後期初頭～後葉、晩期初頭～末葉が出上しており、土製品 (特に上偶)等の時期 とも一致し

ている。今回の室内整理では着手できなかったが、土器の個体数・容量等の計量を行えば、集落の規模、生

活が営まれた時期についての考察が可能だつたかも知れない。

相ノ沢遺跡の特徴は、調査区の面積・土量に対して、多量かつ多様なことだといえるだろう。同時期の通

常の集落遺跡では出上しない、あるいは出上しても少量である遺物が、100～ 1000単位の数で出上している。

土製品 (土偶・ 円盤状土製品 。装飾品)、 石製品 (石棒 。石剣・石刀類 。円盤状石製品・装飾品)等、祭祀に

関わるとされている出土品が非常に多いことに注目したい。

また 8,000点 を超える石鏃が注目されるが、その生産地 (あ るいは周辺の集落への供給地)と しての性格

について考えてみたい。完成品の他に、多数の未製品、多量の剣片が出上している (第 4表グリッド別剣片

出土量を参照されたい)。 すべての石器・石製品の産地同定の結果から、礫石器の石材は、責海川 。千厩川・

砂鉄川の下流域、北上川の下流域で採取、象J片石器の石材は、一関から登米地域 (千厩・大東の低位丘陵を

形成する真滝層)か らチャー ト・頁岩を採取し、遺跡に搬入している可能性が高い。搬入の後、剣片石器は

直接打法で、第 1次素材 (ブランク)を生産、間接打法で細部力日工し、押圧剣離等で仕上げている。

ま↓片石器 (特に石鏃)の石材として、黒曜石が多用様されていることも相ノ沢遺跡の大きな特徴 といえる

だろう。黒曜石・翡翠の産地同定について詳細は 340～ 352ペ ージを参照されたい。

遺跡に近い黒曜石の産地 として、隣接する花泉町、県南部では前沢町、県北では雫石町があげられる。

また、同時期の遺跡から出上した黒曜石の産地としては、秋田県の男鹿、宮城県の中新井田等があげられる。

産地同定を依頼した石器以外にも、黒曜石製の石器は多数出上しており、産地不詳と判定されたものも多数

あるが、上記の産地から搬入された可能性が高いのではないだろうか。

「捨て場」という遺跡の性格上、正確なことは述べられないが、石鏃総数の中で、黒曜石の占める割合は後

期が 20～ 30%、 晩期が 10～20%前後ではないだろうか。

石鏃の接着、土偶の修復に使用されているアスファル トの産地同定について、詳細は353ページ～355ペー

ジを参照されたい。
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附編 1.岩手県相ノ沢遺跡出上の黒曜石製石器の原材産地分析

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所 )

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および

文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物の石材産地推定を

行なっている1'2,0。

黒曜石、サヌカイ トなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物 として含有され

る微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定

する指標 とした。分類の指標 とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原

石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して産地を推定する。

この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作 も簡単で

ある。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分からないという場

合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、岩手県東磐井郡藤沢町黄海字深田和 263番

地他に位置する相ノ沢遺跡の縄文時代後期～晩期の黒曜石製石器、剣片の合計 36個について産地分析の結果

が得られたので報告する。

黒曜石原石 の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光X分析装置に

よって元素分析を行なう。主に分析 した元素は K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの各元素であ

る。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それでもって産地を特定す

る指標 とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量をそれぞ

れ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべ

てがつ くされている。元素組成によってこれら原石を分類し表 1に 示す。この原石群に原石産地は不明の遺

物で作った遺物群を加えると166個 の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地につ

いて記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方 2 kmの採石場の赤石山の

露頭、鹿砦東方約 2 kmの幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫 として黒曜石が採取できる。赤石

山の大産地の黒曜石は色に関係無 く赤石山群 (旧 白滝第 1群)に まとまる。また、あじさいの滝の露頭から

は赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作つた (十 日白滝第 2群 )、 また、八号沢

の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌力日沢より

の転礫の中で 70%は幌加沢群になりあじさい滝群 と元素組成から両群を区別できず、残 りの 30%は赤石山

群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置

戸群にまとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取される
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が現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および

沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十二の沢

から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の

原石の組成 と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十

勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の

産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、十

勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならならい。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝

地域 としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿

追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作 られた。この原石は産地近傍の

遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫

が採集される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また 12%は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、20%が近文台第一群、

69%が近文台第二群、11%が近文台第二群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の

黒曜石の礫は、組成で分類すると約 79%が滝川群にまとまり、21%が近文台第二、三群に組成が一致する。

滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された

平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況 とか礫状は滝川産黒曜石 と

同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群 も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも

一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。

ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材 として良質とはいえない原石で赤井川第 1群を、

また、球果の非常に少ない握 り拳半分大の良質な原石などで赤井川第 2群を作った。これら第 1、 2群の元

素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町か

ら産出し、組成によって豊泉第 1、 2群の 2群に区別され、豊泉第 2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石

である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広が り、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽

郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群 と相互に似た組成の原

石は、岩木山の西側を流れ鰺ヶ沢地区に流入する中村川の上流で 1点採取され、また、青森市の鶴ケ坂およ

び西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森市西津軽郡深浦町の海岸 とか同町の六角沢およびこ

の沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作っ

た。深浦の両群 と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第

一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群 (旧浪岡群)は赤井川産原石の第 1、 2群 と弁別は

可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作

れる大 きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5 cm大のものもみ

られる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作つた。男鹿群は秋田県男鹿市の

男鹿半島の金ヶ崎温泉のあった海岸より採取された原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の

組成は男鹿群 と相互に近似していることから、この両産地の原石の起源は同じと考えられる。岩手県の黒曜

石現産地は北上川に沿った範囲に点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町の小赤沢地区の礫層から採取された

原石で作られ、折居群は水沢市真城の折居地区の礫層より採取された円礫で作られ、花泉群は西磐井郡花泉

町の払田および金沢の両地区の礫層より採取された小円礫の原石で作られた原石群である。これら岩手県の

原石群の組成は相互に似ていて、これら原産地を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分析してたとえこ
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れら岩手県下の原石群の中の一地点に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地

を考えなければならない。月山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒曜石産出地点よ

り採取した原石で作つた群である。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳滞の湯倉真珠岩層の露頭付近で採取され

た原石で作られた群である。新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に位置し、所在地は佐渡郡

金井町堂林、ニツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。今回分析 した黒曜石は林道工事のときに

産出した円礫状の原石で、l cmか ら3 cmの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径約 10 cmの ものが

確認できた。現在、林道での採取は困難で、僅かに同地域の沢で少量採取できるにすぎない。この沢で採取

した最大の原石は長径が約 5 cmの 円礫で、小型の石鏃を作るには十分の大 きさである。元素比の組成の似た

もので群を作ると、佐渡第一群 と佐渡第二群の 2つ の群にまとまる。これら佐渡第一、二群は佐渡固有の群

で他の産地の原石群 と区別することができる。新発田市の板山原石は牧場内に露頭があり、小粒の黒曜石は

無数に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭からは握 り拳大の原石を採取することができた。板山

産地から北方約 5 kmに上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出している。また、新津市の秋葉山地区

から小粒の黒曜石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方約 3 kmの 金津地区から新たに黒曜石

が産出している地点が明らかになり金津産原石で金津群を作った。この他新潟県では入広瀬村の大白川地区

から採取できる黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器原材 として使用された例はない。中信

高原地域の黒曜石産地の中で、霧ヶ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取した原

石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石も、霧ヶ峰群に一致する元素組成を示した。和田峠地域

原産の原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠 トンネルを中心にした数百メー トルの範囲より採取さ

れ、これらを元素組成で分類すると、和田峠第一、第二、第二、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和

田峠第一、第二群に分類された原石は旧トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、

トンネルの南側の原石に多 くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新 トンネルの入 り日、また、和田峠第五、

第六群は男女倉側新 トンネル入 り口左側で、和田峠第一、第二の両群の産地 とは逆の方向である。男女倉原

産地の原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠第一群に

属する物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作 られた。これら中

信高原の原産地は、元素組成で和田峠、霧ヶ峰、男女倉、麦草峠の各地域に区別される。伊豆箱根地方の原

産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや

石質の悪いものは鍛治屋、上多賀の両原産地でみられる。笛塚産のものはピッチス トーン様で、石器原材 と

しては良 くないであろう。伊豆諸島の神津島原産地は砂糖崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石が

採取され、これら原石から神津島第一群および第二群の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢の黒曜石は

貝殻状剣離せず石器の原材料 としては不適当ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群

として遺物と比較した。
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結果 と考察

遺跡から出上した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対 して安定で、表面に薄い水和

層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられ

る。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。

Ca/k、 Ti/Kの両軽元素比重を除いて産地分析を行った場合、また除かずに産地分析を行った場合同定され

る原産地に差はない。他の元素比重についても風化の影響が完全に否定することができないので、得られた

確率の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した相ノ沢遺跡出上の黒曜石製石器の分析結果を表 2に示した。石器の分析結果から石材産地を

同定するためには数理統計の手法を用いて原石群 との比較をする。説明を簡単にするため Rb/Zrの一変量だ

けを考えると、表 2の試料番号 50777番 の遺物ではRb/Zrの値は 1.405で、男鹿。金ケ崎群の[平均値]± [標

準偏差値]は、1.493± 0.081である。遺物 と原石群の差を標準偏差値 (σ)を基準にして考えると遺物は原石

群からlσ 離れている。ところで男鹿・金ケ崎原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値か

ら± lσ のずれより大きいものが 31個ある。すなわち、この遺物が、男鹿・金ケ崎群の原石から作られてい

たと仮定しても、 lσ 以上離れる確率は31%であると言える。だから、男鹿。金ケ崎群の平均値からlσ し

か離れていないときには、この遺物が男鹿 。金ケ崎群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れな

い。ところがこの遺物を月山群に比較すると、月山群の平均値からの隔たりは、約 7σ である。これを確率

の言葉で表現すると、月山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から7σ 以上離れている確率は、千

万分の一であると言える。このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が

作られたとは考えられないから、この遺物は、月山群の原石からつくられたものではないと断定できる。こ

れらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は男鹿・金ケ崎群に31%の確率で帰属され、信頼限界の 0.

1%を満たしていることから男鹿。金ケ崎産原石が使用されていると同定され、さらに月山群に十万分の一%
の低い確率で帰属され、信頼限界の 0.1%に満たないことから月山産原石でないと同定される」。遺物が一ケ

所の産地 (男鹿 。金ケ崎産地)と一致したからと言って、例え男鹿・金ケ崎群 と月山群の原石は成分が異な

っていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大 きくなる不定形 (非破壊分析)で

あることから、他の産地にも一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一

致する可能性は推測される。即ちある産地 (男鹿・金ケ崎産地)に一致したと言っても一致した産地の原石

とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の 166個すべての原石群について行い、低い確率で帰属さ

れた原石群を消していくことにより、はじめて男鹿。金ケ崎産地の石材のみが使用されていると判定される。

実際はRb/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前述した8ヶ の変量で取 り扱うので変量間の相関を考慮し

なければならない。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素 との間に相関があり、Caの量を計ればRb

の量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca

量が一致すれば当然 Rb量も一致するはずである。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、

この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相

関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのT2検定である。これに

よって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4札 産地の同定結果は 1個の遺物に対して、

黒曜石製では 166個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については

低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可
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能性が非常に低いことを確認 したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、男鹿・金ケ崎産原石 と

判定された遺物について、カムチャッカ産原石 とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州

和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 3に記入し

た。原石群を作つた原石試料は直径 3 cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分

析に多 くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値に

は、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがつ

て、小さい遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限度としている0.1%に達しない確率を示す場合が

比較的多 くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値

を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、この値が小さい程、

遺物の元素組成はその原石群の組成 と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えて

ほば間違いないと判断されたものである。今回分析した相ノ沢遺跡出上の 36個 の遺物の各産地別使用頻度の

中で最も多 く使用された原石は地元、北上川に沿った範囲に点々と見られる、雫石町・小赤沢地区の礫層、

水沢市真城の折居地区、花泉町の払田、金沢の各産地の礫層より採取される原石が 64%(23個 )使用され、

遺跡から近い花泉町産の原石が多用されたと推測した。次に男鹿産原石で 8%(3個)が、月山産が 6%(2

個)使用されている。また、原石産地が特定できなかった遺物は22%(8個 )で、産地が特定できなかった

遺物については、遺物試料が小さい、または被熱などにより風化層が異常に厚 くなっている。試料が薄すぎ

る小さすぎるなど遺物試料に起因する理由で本来の原石産地に同定されなかった場合、また未発見の原石産

地の原石が使用されているなどが考えられる。不明の 8個の中の分析番号 50792番 の遺物は風化層が厚 く産

地が特定できなかったと推測されたが、他の 7個 は未発見の産地の原石が使用されていると考えられ、これ

ら不明の遺物の分析箇所を変えて数十回分析 して遺物群をつくった。遺物群は、分析番号 50800で All群 、

58789で A12群 、58790で A13群 、58781と 58791で A14群、58793と 58794で A15群 をそれぞれ作

り、これら遺物群の使用圏から他の不明群を使用した遺跡と本遺跡との関係を考察できるようにした。遺物

が無作為に遺跡から抽出されたものであれば、本遺跡 と交流が活発であった産地の原材がより多 く遺跡に伝

播すると仮定すると、本遺跡では地元交流に加えて男鹿、月山との交流をもっていたと推測しても産地分析

の結果と矛盾しない結果が得られた。
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分析番号

死      素      比

Ca/K  Ti/K  Mn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr  Y/Zr  Nb/Zr  A1/K  Si/K

50777

50778

50779

50780

50781

50782

50783

50784

50785

50786

50787

50788

50789

50790

50791

50792

50793

50794

20795

50796

50797

50798

50799

50800

50801

50802

50803

50804

50805

50806

58789

58790

58791

58792

58793

58794

0。 296    0.082    0.232

0.283    0.080    0.226

0.300    0。 122    0.178

0.540    0。 165    0.052

1.720    0.398    0.065

0.302    0.115    0.152

0.681    0.191    0.061

0.651    0.185    0.077

0.671    0.203    0.061

0.672    0。 202    0.053

0.685    0.194   0.067

0.670    0.201    0.055

0.699    0.154    0.052

0.664    0。 203    0.053

0.617    0.191    0.059

0.243    0.117   0.063

0.542    0.162    0.069

0.619    0.172    0.052

0.602    0.160    0.061

0.653    0.190    0.070

0.542    0.156    0.069

0.562    0。 159    0.061

0.683    0.202    0.064

1.515    0.293    0.073

0.606    0。 163   0.048

0.302    0.088    0.256

0.535    0.162    0.059

0.589    0。 164    0.067

0.560    0.165    0.055

0.578    0.173    0.052

3.008    0.512    0.068

0.951    0.218    0.130

1.886    0.468    0.066

0.564    0。 167    0.059

2.918    0.636    0.119

3.072    0.671    0.113

1.571    1.405

1.792    1.623

1.622    0.781

1.718    0.326

2.195    0.075

1.798    0.894

1.826    0.307

2.009    0.330

1.823    0.295

1.965    0.277

2.065    0.306

1.827   0.323

1.895    0。 189

1.806    0。 335

1.946    0.342

1.830    0.328

2.009    0.318

1.841    0.278

2.040    0。 353

2.082    0。 301

1.926    0.326

1.894    0.326

1.877   0.291

2.865    0.148

1.837    0。 358

1.801    1.483

1.774    0.314

1.990    0.376

1.674    0.309

1.996    0.344

2.718    0.087

4.379    0.110

2.157    0.082

1.652    0.344

4.135    0.106

3.794    0。 123

0。 889    0.319

1.036    0.320

0.842    0.246

0.348    0.228

0.511    0.165

1.003    0。 258

0.451    0.217

0.494    0.186

0.454    0.203

0.468    0.195

0.441    0。 213

0.460    0.219

0.232    0.544

0.471    0.207

0.420    0.194

0.384    0.237

0.393    0.240

0.429    0.211

0.421    0.260

0.445   0.235

0.444    0.254

0.412    0.244

0.464    0.219

0。 494   0.262

0.451    0.245

0。 928   0.288

0.372    0.232

0.447    0.258

0.409    0.224

0.412    0.214

0。 727   0.252

0。 962    0.266

0.545   0.160

0.428    0.221

0.914    0.239

0.909    0。 230

0.027   0.382

0.000    0.358

0.029    0.432

0.041   0.616

0.080    1.152

0.030   0。 431

0.040    0.577

0.037   0.624

0.043    0.607

0.038    0.596

0.037   0.606

0.044    0.616

0.063   0.865

0.035    0.639

0.036   0.601

0.028   0。 483

0.000    0.590

0.047   0.567

0.038    0.591

0.006    0.630

0.040   0.621

0.000    0.588

0.043    0.622

0.064   0。 945

0.000   0.595

0.030   0.366

0.044   0.592

0.039    0.614

0.040    0.547

0.038    0.608

0.000    1.319

0.028   0。 370

0.071   1.140

0.042   0.565

0.094    1.253

0.102    1.264

0.119

0.099

0.112

0.037

0.006

0.079

0.010

0.073

0.000

0.026

0.052

0.000

0.033

0.054

0.039

0.000

0.021

0.036

0.056

0.000

0.032

0.026

0.000

0.000

0.014

0.056

0.100

0.063

0.012

0.042

0.000

0.030

0.021

0.054

0.039

0.038

JG-1 0.793    0.216   0.066   4.010    0。 928    1.348    0,282    0.039   0.000    0.296

表 2 相ノ沢遺跡出上黒曜石製遺物の元素比分析結果

JG-1:標準試料 Ando,A.,Kurasawa,H。 ,Ohmori,T.&Takeda,E,1974 compilation of date on the GJS

geochenlical reference samples JG-l granodiorite and JB-l basalt.Geoche■ �cal Journal,V01.8

175-192 (1974)
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表 3 相ノ沢遺跡出上の縄文時代後期～晩期の黒曜石製石器、剣片製遺物の原材産地分析結果

注意 :近年産地分析を行う所が多 くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告させる場合
があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行って
いますが、判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、
似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全 く関係 (相互チェックなし)あ りません。本研
究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合に
は常に同じ基準で半」定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

分析
番号

理
号

整
番

遺物
グリッド 原 石 産 地 (確 率) 判 定 遺物品名

50777 金ヶ崎 (77%),脇本 (45%) 男 鹿 劉  片

50778 脇本 (34%),金 ヶ崎 (11%) 男 鹿 剣  片

50779 月山 (14%) 月 山 劉 片

折居(40%),花泉(28%),雫石 (5%) 花 泉 劉 片

50781 A14群 (27%) 剣  片

50782 月山(59%) 月 山 劉  片
０
０ 7-18 雫石 (23%),花泉 (8%),折居 (12%) 花 泉 剣  片
Ｏ
Ｏ 花泉 (3%),折居 (6%) 花 泉 石 鏃

50785 雫石 (25%),花泉(5%),折居 (5%) 花 泉 石 鏃

50786 10-21 雫石(22%),花泉(7%),折居 (3%) 花 泉 石 鏃

50787 11-22 花泉(5%),雫石(3%),折居(3%) 花 泉 石 鏃

50788 12-23 花泉(10%),雫石(11%),高原山(4%) 花 泉 石 鏃

50789 13-24 折居 (1%) 花 泉 石 鏃

50790 14-25 花泉(54%),折居(29%),雫石(9%) 花 泉 石 鏃

50791 15-26 雫石(9%),花泉 (5%),折居 (10%) 花 泉 石 鏃

50792 16-27 風化層厚い (焼 け、表面発泡 ?) 石 鏃

17-28 花泉 (1%) 花 泉 石 鏃

18-29 花泉 (33%),雫石(12%),折居 (9%) 花  泉 石 鏃

19-30 花泉 (1%),折居(2%) 花 泉 石 鏃

20-31 花泉(0.2%),折居 (0.4%) 花  泉 石 鏃

50797 21-32 花泉(12%),雫石(2%) 花 泉 石 鏃

50798 22-33 花泉 (36%),雫石 (7%),折居 (7%) 花 泉 石 鏃

50799 23-34 雫石 (13%),花泉 (5%),折居 (1%) 花 泉 石 鏃

50800 24-35 A11群 (15%) 石 鏃
区
υ 25-36 花泉 (4%),雫石 (3%) 花 泉 石 鏃

26-37 金ヶ崎(47%),脇本 (8%) 男 鹿 石 鏃

50803 27-38 花泉 (3%),雫石 (3%) 花 泉 石 鏃

50804 28-39 花泉(2%),雫石 (1%),折居 (1%) 花 泉 石 鏃

50805 29-40 花泉(62%),折居(26%),雫石 (9%) 花 泉 石  鏃

50806 30-41 花泉(5%),雫石(1%),折居 (2%) 花 泉 石 鏃

58789 31-42 A12群 (35%) 劉  片

58790 32-43 A13群 (56%) 剣  片

58791 33-44 A14群 (45%) 劉  片

58792 34-45 花泉 (60%),折居(48%),雫石 (21%) 花 泉 剣  片

58793 35-46 A15群 (2%) 剣 片

A15群 (11%) 劉  片
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附編 2.岩手県相ノ沢遺跡から出土したアスフアル トの成分分析

北海道大学高等教育機能 開発総合 セ ンター 小笠原 正 明

最近、遺跡出土アスファル トの成分分析からその原産地を推定する方法について研究が進んでいる (小笠

原 1994,1998,1999)。 ここでは、岩手県南部の藤沢町相ノ沢遺跡から出土したアスファル トからパラフィン成

分を分離してその質量 (マ ス)ス ペクトルを測定して解析を行った。また、他の遺跡から出土した試料から

得られたものと比較して検討した。

実 験

試料の一部をとって元素分析を行った。他の一部をベンゼンーメタノール混合溶媒で抽出し、可溶分の溶

媒部分を減圧蒸留で除いて乾燥したあと、n―ヘキサンで抽出した。ヘキサン可溶分をオイル分、不溶分をア

スファルテンと呼ぶ。オイル分に含まれている溶媒を減圧蒸留で除いたあと、高速液体クロマ トグラフィー

(PLC)に かけて、飽和炭化水素 (パラフィン)成分、 1環芳香族成分、 2環芳香族成分、極性成分などに

分割した。このように分離したパラフィン成分について、FI― マススペクトルを測定した。

HPLC測定には、島津製作所製の高速液体クロマ トグラフ装置 (LC-8A、 RID-10A、 SPD 10A、 C―R6A)

にZOBAX―BP―NH2カ ラム (内径 10 mm、 長さ250 mm)を 装着したものを用いた。移動層溶媒 としては、

主としてクロマ トグラフィー用 n―ヘキサン (和光純薬製)を超音波脱気したものを用いた。

元素分析は、北海道大学機器分析センターに依頼して行った。

FIマススペクトルの測定は、北海道大学農学部共同利用 GC―MS・NMR室設置の日本電子製 JMS-01SG

-2型質量分析計を用いて測定した。

結果 と考察

溶媒分割の結果、ベンゼンーメタノール不溶分が 39%、 アスファルテンが 31%、 またオイル分が 30%含

まれていることがわかった。

元素分析の結果を表 1に 示した。主成分は炭素と水素で、H/C=1.16と 典型的なアスファル トよりも低い

値を示した(小笠原 1994)。 硫責含有量は1%以下であり、国産のアスファル トとしては硫責分の少ない部類

に属する。

図 1にパラフィン成分の FI―マススペクトルを示した。m/z=400付近にホパンまたはステランなどのパイ

オマーカーのピークが現れている。アスファル トのパラフィン成分のマススペクトルの 300<m/e<600の 領

域は、 Z数が 6と -8の 2種類の成分スペクトルに分割して解析できることが最近の研究からわかっている。

(注 1)こ の 2種類の成分スペクトルの強度比 Rは、パラフィン成分の性質をあらわす 1つの指標 として利

用することができる。

これまでに、秋田県の米代川流域のニツ丼で産出するアスファル トのR値について詳細な研究が行われて

おり、0.632± 0.036と いう平均値が得られている。これに対して、本試料のR値は0.930と 非常に大きい。

出上した試料が参照試料 と似ているかどうかを比較するためには、測定値 と参照試料の平均値からのずれを

標準試料の標準偏差で割って相対偏差を求めてみればよい。 1つの目安 として、スペクトル解析の精度も考
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慮すれば、相対偏差が約 2よ りも小さければ参照試料 と明確には区別できない。表 2に示すように、本試料

の相対偏差は8以上とこの基準をはるかに越えており、参照試料のニツ丼産のアスファル トと同じ系統のも

のとはとうてい言えない。一方、同じ岩手県でも三陸沿岸の山田町の沢田 I遺跡から出土したアスファル ト

試料の相対偏差は0.399であり、かなりの正確さでニツ丼産のものということができる。

結 論

本試料は、米代川・馬渕川流域および三陸海岸の山田町などの遺跡から出土する秋田県ニツ丼産 と推定さ

れる系統のアスファル トとは別の系統に属するもである。その起源は、現時点では不明である。
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1.Z数の定義などは、文献 (小笠原 1999)に説明してある。

文 献

小笠原正明、阿部千春、前川靖明、横山晋「豊崎N遺跡出上の天然アスファル ト魂」『考古学ジャーナル』373

号、2529頁、1994

小笠原正明、浅野克彦円ヒ日本の縄文遺跡出土アスファル トの質量スペクトル分析による産地の同定」F文化

財科学会第 15回大会研究発表要旨』30-31頁、1998

小笠原正明「伊勢堂岱遺跡出土アスファル トの産地同定」『伊勢堂岱遺跡発掘調査報告書』、秋田県埋蔵文化

財センター、印刷中、1999

図の説明

図 1 相ノ沢遺跡出土アスファル トのパラフィン成分の FI― マススペクトル
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表■ 相ノ決遺跡とエアスファ|ル トの元素分析の結果
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附編 3.岩手県相ノ沢遺跡出土の小玉、垂飾玉の産地分析

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所)

はじめに

玉類の観察は、一般的に肉眼観察で岩石の種類を決定し、それが真実のよう思われているのが実態である。

岩石製では玉類の原材料 として硬玉、滑石、軟玉 (角 閃石)、 蛇紋岩、結晶片岩、碧玉などが推測される。そ

れぞれの岩石の命名定義に従つて岩石名を決定するが、非破壊で命名定義を求めるには限度があり、若干の

傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成を求めるなどで、非破壊で命名の主定義の結晶構造、

屈折率などを正確には求められない。原石名が決定されたのみでは考古学の資料 としては不完全で、どこの

産地の原石が使用されているかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料 となる。遺跡から出

土する勾玉、管玉など玉類の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工されたということを

調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイ (硬玉、軟玉)と か碧玉の原産地うち、どこの原産地の原石を

使用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにすることは考

古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説、発見後は、

専ら国内説で、岩石学的方法1)お よび貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光X線分析で行う元素比

法2,3〉0が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究は蛍光X線分析法と電子スピン

共鳴法を併用し産地分析より正確に行った例のが報告されている。石鏃など石器 と玉類の製品はそれぞれ使用

目的が異なるため、それぞれの産地分析が得られた結果の意味も異なる。

(1)石器の原材産地推定で明かになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需品

であるため、生活上必要な生活圏と考えられる。

(2)玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守 り、

占いの道具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従つて、玉類の産地分

析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴 としての玉類であれば、権力圏を現して

いるかもしれない。お祭、御守 り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器

の原材産地分析の得られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉類は岩手県東磐井郡藤沢町黄海字深田和 263番地他に位置する相ノ沢遺跡出上の縄文

時代後期～晩期の小玉、垂飾玉の合計 ■個で、産地分析結果が得られたので報告する。

非破壊 での産地分析 の方法 と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかないとい

う指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合わせ、比重の違い、原石に含

有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はできない。成功するか

どうかは、とにか く行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区別できたならば、次に遺跡

から出土する遺物の指紋 と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を消去して一致する原産地の原石が

使用されていると判定する。
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ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、珠などは、国宝、重要文化財級のものが多 くて、非破壊で産地分析が行える

方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している。非破壊で分析を行 う蛍光X線法を用いて玉

類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出上した大珠、勾珠、管珠などを水洗いして、試料ホルダーに置 くだけの、完全な非破壊で産地

分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの違いの影

響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比を測 り、この元素比の値を原産地を区別する指紋とし

た。碧玉製玉類はESR法 を併用するが試料を全 く破壊することなく、碧玉に含有されている常磁性種を分

析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用したの。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では (1)新潟県糸魚川市 と、それに隣接する同県西頸城郡青海町か

ら産出する糸魚川産、(2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産0(3)鳥取県八頭郡若

桜町角谷の若桜産、(4)岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、(5)長崎県長崎市二重町の長崎産であり、さらに

(6)西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、(7)兵庫県養父郡大屋町からの原

石、(8)北海道旭川市神居町の神居コタン産、(9)岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石、また、肉眼的に

ヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる。 (10)長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪

浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、これでほぼつくされていると思われる。これら原石の原産

地を図 1に示す。これにカロえて外国産 として、ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉および韓国、春川産軟玉な

どのヒスイの分析も行われている。

ヒスイ試料 の蛍光 X線分析

ヒスイの主成分元素はナ トリュウム (Na)、 アルミニウム (Al)、 珪素 (Si)な どの軽元素ので、次いで比

較的含有量の多いカルシウム (Ca)、 鉄 (Fe)、 ス トロンチウム (Sr)である。また、ヒスイに微量含有され

ている、カリウム (K)、 チタニウム (TI)、 クロム (Cr)、 マンガン (Ma)、 ルビジウム (Rb)、 イットリウ

ム (Y)、 ジルコニウム (Zr)、 ニオビウム (Nb)、 バ リウム (Ba)、 ランタニウム (La)、 セリウム (Ce)の

各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには、励起線源のX線が試料によって散

乱されたピークを観測し、そのピークの大きさが主に試料の分析面積に

'ヒ

例することに注目し、そのピーク

を含有元素と同じく産地分析の指標 として利用できる。ナ トリュウム元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石

に含有される重要な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい、

しかし、ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法が確立されるまでは、蛍光X線分析で Na元素を分析し間接的

にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないのではなかろうか。各原産地の原石のなかで、確実にNa

元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石でこ

れらは硬玉に属すると思われる。Na元素の含有量が析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石で

ある。糸魚川産原石のうち緑色系の硬玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも

後述した日高、飛騨、引佐の原石に見られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒス

イ原石はSrの ピークが Feの ピークに比べて相当大きく、またZrの隣に非常にだヽさな Nbの ピークが見られ、

Baの ピークも大きく、糸魚川産では見られない La、 Ceの ピークが観測されている。この Ceの ピークは大

佐産 と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、これをCeを含有する原石の産地は、糸魚川の産地 と区別
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するときに有効な判定基準になる。長崎産ヒスイは、Tiの含有量が多 く、Yの ピークが見られるのが特徴的

である。日高産、引佐産、飛騨産ヒスイ原石は、Caピ ークに比べて Tiと か K、 またはFeピークに比べて Sr

などのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。

春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料 となっ

た可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、Sr、 Zrの ピークが全 く見られないため、糸魚

川産などの Sr、 Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長崎県雪浦のヒスイ類似岩をヒスイの代替品

として勾玉、大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ、分析を行った。この岩石は比重が 2.91と

小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。また、砒素 (As)の ピークが見られる個体が多いのも

特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同がある。したがつ

て、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を求めて、その産地の原石の

特徴 としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバル ト系、およびこれ

らの色が白地に縞 となって入っているものなど様々である。分析 した糸魚川産原石の比重を調べると、硬玉

の 3.2～ 3.4の範囲のものと、3.2に達しない軟玉に分類される原石 もある。若桜産、大佐産の分析した原石

には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑かかつた乳白色のような原石、また大屋産は乳白色が多

い。このうち大佐産、大屋産の原石では比重が 3.20に達したものはなく、これらの原石は比重からは軟玉に

分類される。しかし、ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産のヒスイ原石は3個 しか分

析できなかったが良質である。このうち 1個は濃い緑色で、他の 2個 は淡い緑色で、少しガラス質である。

日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。ミャンマー産のヒスイ原石は、質、

種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ肉眼で両産地の原石を区別することは不可能 と考えられ

る。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので、暗緑色のガラス質な原石である。これら各原産地の原

石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し産地分析の指標 とする。

ヒスイ原産地 の判別基準

原石産地の判定を行 うときの判断基準を原石の分析データーから引き出すが、分析個数が少ないため、必

ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表 1-1、 2に各原産地ごとの原石の比

重 と元素比重をまとめた。元素比重の数値は、その原産地の分析 した原石の中での最小値 と最大値の範囲を

示し、判定基準 (1)と した。ヒスイで比重が 3.19未満の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可能性があるが、

糸魚川産の原石で比重が 3.19未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重が 3.17未満であつた。し

たがって、遺物の比重が 3.3以上を示す場合は判定基準 (1)に より大佐産のヒスイでないと言える。日高

産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの比の値が小さくて、糸魚川産 と区別する判定基準 (1)に なる。表 1の

判定基準 (2)に は Cr、 Mn、 Rb、 Y、 Nb、 Ba、 La、 Ceの各元素の蛍光X線ピークが観測できた個体数を

%で示した表である。例えば遺物を分析しBaの ピークが観測されれなかったとき、その遺物は、若桜、大佐、

長崎産のヒスイでないといえる。

図 2は ヒスイ原石の Sr/Feの比の値 とSr/zrの 比の値の分布を各原産地ごとにまとめて分布範囲を示した

ものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、この枠内に遺物の測定点が入れば糸魚川

産の原石である可能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範囲を短い破線で囲む。
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糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別できないが、 ミャンマーと糸魚

川が区別される部分が Sr/Feの 値 (横軸)2.5以上の範囲で見られる。この範囲の中に、遺物の測定点が入

ればミャンマー産 と考えるより、糸魚川産である可能性の方が高いと考えられる。▲は大佐産の、△は若桜

産の、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。

糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合、これら複数の原産地を考

えなければならない。しかし、この遺物にBaの蛍光X線スペクトルのピークが見られなかった場合、表 1-

2の判定基準 (2)に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重が 3.2以上

あれば大屋産でなくて、糸魚川産 と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲を持って

いて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印の日高産および*

印の引佐産ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産 と重なり区別されない範囲がみられる。しかし、Ca/Si比 とSr/

Fe比を指標 とすることにより(図 3)、 糸魚川産ヒスイは日高産および引佐産の両ヒスイと区別することがで

きる。Na/Si比 とMg/Si比を各原産地の原石について分布を示すことにより (図 4)、 遺物がどこの原産地

の分布内に帰属するかにより、硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる。

相 ノ沢遺跡 出上 の小玉、垂飾珠 の分析結果

これら小玉、垂飾珠の中で比重が 3.2以上 (ア ルキメデス法)を示す No.3(50766)、 6(50769)、 7(50770)、

8(50771)、 11(50774)は硬玉の可能性の範囲に入 り、蛍光X線スペク トル (図 10、 13、 14、 15、 18)に は

硬玉の主成分の一つのNa元素が観測されることから、これら玉類を硬玉と推測しても矛盾しない。No.1(50764)、

10(50773)は グリーンタフで吸水のため比重は測定できなかった。また、蛍光X線スペクトルも 1、 10が相

互に似ているたる同質の石材の可能性が推測される。No.5(50768)、 9(50772)は比重が 2.5～ 2.6で、蛍

光X線スペクトルも珪素が主体で着色元素と思われるCr元素力淮ヒ較的大 きく観測されていることから着色石

英質岩石と推測される。No.2、 4は比重が 2.7～2.8で蛇紋岩系、滑石系、軟玉などが考えられるが、Mg/

Siの比重が小さく日高、飛騨、引佐の軟玉には一致しない。蛍光X線分析でこれら玉類の原石産地を明らか

するために、K/Ca、 Ti/Ca、 Sr/Fe、 Zr/Sr、 ca/Si、 Na/Si、 Mg/Siな どの各比値を求め表 2に示した。こ

れら分析値を各原産地の原石の元素比重 Sr/Fe tt Zr/Srの 分布範囲と比較すると、No.9(50772)は どこの

原石の範囲からも外れるが、他の玉類は糸魚川産の範囲に入 り、糸魚川産以外にも神居コタン、引佐、日高、

大佐、若桜、大屋の重なる範囲に入る玉類が見られ、これら入った原石産地のヒスイの可能性を示し結果を

図 5に示す。また、Sr/Fett Ca/Siで も糸魚川産の範囲に入る玉類は 50764、 50766、 50769、 50770、 50771、

50773、 50774で、また大佐、若桜、大屋の重なる範囲に入る玉類が見られるが、神居コタン、引佐、日高の

重なる範囲に入る玉類は見られない(図 6)。 Na/Sitt Mg/Siで 糸魚川産原石の範囲に入る玉類は50766、 50769、

50770、 50771、 50774で若桜、神居コタン産の原石範囲に入っている玉類が見られた (図 7)。 これら玉類の

蛍光X線スペクトルではBa元素が観測されない玉類の原石産地を若桜、大佐、長崎産の原石の可能性を考え

る必要はなく、また、比重などヒスイ製遺物の判定基準 (1)、 (2)を参考に玉類の原石産地を推測すると、

判定の全ての条件を満たす原石産地が玉類の玉材産地であると推測し結果を表 4に示す。
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結 論

今回分析した相ノ沢遺跡出土の縄文時代後期～晩期の小玉 10個及び垂飾玉 1個の中で Xo.3(50766)、 No.

6(50769)、 No.7(50770)、 No.8(50771)の 小玉 とNo.11(50774)の垂飾玉は糸魚川産硬玉が使用され

ていると判定され、No.1(50764)、 10(50773)はグリーンタフ系の玉材が使用されていると推定した。こ

のグリーンタフ系の玉材の原石産地は不明であるが、また、No.5(50768)、 9(5077")はメノウ系の玉材

が使用されているようで、メノウの原産地も非常に多 くこれら産地同士が区別できなければ産地同定ができ

ない。No.2(50765)、 4(50767)は蛇紋石系、滑石系、軟玉系などが考えられるが、日高、飛騨、引佐の

軟玉には一致しない。これら産地の特定できなかった玉類の蛍光X線分析結果は、他の遺物から出土する玉

の分析の結果 と相互に似た組成を示す場合がみられ、原材産地が特定できなかった玉類についても組成が一

致する玉類を相互に遺跡間で結ぶことにより、玉の分布圏に関する情報がえられる。

糸魚川産ヒスイが縄文時代後期に使用されている遺跡は、本遺跡以外に抜粋して示すと例えば北海道千歳

市美々遺跡から青森県大石平遺跡、岩手県大日向H遺跡、山梨県石堂遺跡、岐阜県西田遺跡、愛知県白石遺

跡、二重県森添遺跡、大分県二反田遺跡、熊本県ワクド石遺跡、宮崎県学頭遺跡まで日本全国におよび、こ

れら遺跡では糸魚川産ヒスイが尊重される共通の基盤を持っていたと思われ、糸魚川産地から遠 くなるにし

たがって、希少価値が増すと推測され本遺跡がヒスイの玉類を入手できる力 (経済力)が大きかったことが

推測される (図 1)。
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表 1-1 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準(1)

原 産 地 名 分析個数

蛍光X線法による元素比の範囲

比重   K/Ca  Ti/Ca  Sr/Fe  Zr/Sr  Ca/Si

糸 魚 川 産

若  桜  産

大  佐  産

長  崎  産

日 高  産

引  佐  産

大  屋  産

神居コタン産

飛  騨  産

ミ ヤ ン マ 産

台  湾  産

41

12

20

3

22

8

18

9

40

26

1

3.00ハV3.35

3.12-3.29

2.85ハヤ3.17

3.16ハヤ3.23

2.98ハV3.29

3.15ハΨ3.36

2.96かψ3.19

2.95かΨ3.19

2.85ハΨ3.15

3.15ハV3.36

3.00

0.01-0.17

0.01-0.91

0.01-0.07

0.01ハVO.14

0.00-0.01

0.04-0.04

0.03-0.08

0.02ハΨO.49

0.01-0.04

0.02-0。 14

0.003

0.01-0.56

0.03ハVO.59

0.00ハΨl.01

0.17-0.33

0.00-0.02

0.00-0.03

0.04-0.16

0.09ハヤ0.17

0.00ハヤ0.00

0.01かヤ
0。 26

ND

0.15-30

3.45-47

3.18-61

0.02か彰0.06

0.00-0.37

0.03ハ∀
0。 33

1.08ハヤ79

0.04-0.22

0.02ハVO.10

0.09-2.5

ND

0.00ハΨ2.94

0,00-0.25

0.00-12.4

4.30ハV16.0

0.00ハΨO.063

0.00ハヤ0.018

0.02-0.48

0.12ハヤ0.85

0.00ハヤ1.24

0.01ハ彰23

ND

0。 72ハヤ27.6

4.33ハヤ48.4

3.47-28.6

5。 92ハヤ51.6

36.3ハヤ65。 9

0.95かヤ4.81

2.22ハV17.3

12.7ハΨ28.5

ND:検出限界以下の濃度

表 1-2 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準121

原 産 地 名

蛍光 X線法による分析元素 (各元素が確認できた個体数の百分率 )

Cr    Mn    Rb     Y    Nb    Ba    La    Ce

糸 魚 川 産

若  桜  産

大  佐  産

長  崎  産

日 高  産

引 佐  産

大  屋  産

神居コタン産

飛  騨  産

ミャ ンマ産

台  湾  産

26%

ND

ND

ND

tr

88%

tr

ND

100%

13%

tr

6%

ND

ND

ND

tr

75%

ND

100%

100%

4%

tr

20%

16%

44%

ND

ND

ND

31%

22%

ND

ND

ND

ND

ND

ND

100%

ND

ND

ND

100%

ND

ND

ND

13%

100%

33%

100%

ND

ND

6%

ND

ND

ND

ND

33%

100%

100%

100%

tr

ND

90%

55%

ND

35%

ND

ND    ND

67%     67%

67%     67%

100%  100%

ND    ND

ND    ND

100%    100%

ND    ND

ND    ND

ND    ND

ND    ND

ND:検出限界以下  tr i検出確認
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表 2-1 相ノ沢遺跡出上の小玉、垂飾玉の元素分析値の比重 と比重

遺物番号 分析番号

元 素 分 析 値 の 比 重

Na/Si Mg/Si A1/Si  K/Ca Ca/Si Ti/Ca Cr/Fe Mn/Fe N1/Fe Sr/Fe

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

50764

50765

50766

50767

50768

50769

50770

50771

50772

50773

50774

0.000

0.009

0。 170

0.027

0.001

0。 122

0.160

0.087

0.000

0.000

0.190

0.299

0.157

0.318

0.257

0.046

0.429

0.701

0。 912

0.038

0.250

0.552

0.09    2.23   3.356

0.14   556.7   0.011

0。 13    0.00   4.910

0.12    3.34   0.463

0.00   19。 61   0.002

0.12    0.01   4.572

0.11    0.00  10.271

0.10    0.01  15.024

0.00      --   0.000

0.07    0.44   5.267

0,14    0.01   4.821

1.37   0.000

30.13   0.039

0.02   0.007

7.92   0.000

5.29   0.793

0.03   0.009

0.00   0.029

0.01   0.013

-   4.147

1.49   0.000

0.02   0.001

0.011   0.000   1.563

0.004   0.016   0.371

0.010   0.012   0.900

0.003   0.000   0.197

0.043   0.388   0。 258

0.004   0.018   0.458

0.010   0.039   1.559

0.011   0.050   3.048

0.012   0.063   0。 118

0.015   0.001   5.951

0.010   0.009   1.191

JG-1 0.001   0.041    0.06    1.29   4.484    0.30   0.001   0.023   0.000   0.370

表 2-2 相ノ沢遺跡出上の小玉、垂飾玉の元素分析値の比重と比重

遺物番号 分析番号

元 素分析 値 の比 重

Zr/Sr  Nb/Sr  Ba/Sr  Rb/Sr   Y/Sr 試料比重 試料重量(gr) 遺物種類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

50764

50765

50766

50767

50768

50769

50770

50771

50772

50773

50774

0.039

0.020

0.053

0.558

0.000

0。 444

0.110

0.327

6.646

0.035

0.061

0.00

0.00

0.01

0.01

3.53

0.01

0.02

0.00

0.00

0.00

0.00

10.39

7.27

0.00

0.68

38.51

0.20

0.15

0.38

7.58

0.63

0.05

0.72

0.01

0.02

1.88

0.01

0.00

0.01

17.22

0.03

0.02

0.00

0.00

0.00

0。 11

0.26

0.01

0.00

0.00

2.29

0.00

0.00

吸水

2.723

3.300

2.757

2.547

3.317

3.233

3.285

2.620

吸水

3.282

0.59432

0.47290

1.16784

0.52644

1.04841

0。 97273

0。 32372

0.51611

0.42741

0.13719

30。 39116

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

河ヽ 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

垂飾玉

JG-1 0。 799      0.05      5.31      0.75      0。 16

JG-1:標準試料、Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmo五 ,T.&Takeda,E.(1974).

1974 compilation of data on the GJS geoChenlical reference samples JG-l granodiorite and JB―

l basalt.Geocemical Journal,Vol.8175-192.
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表 3 相ノ沢遺跡出上の小玉、垂飾玉の原石産地分析結果

遺物番号 分析番号
各分類基準による判定

図 5判定 図 6判定  図 7判定 比重&基準(2)Ni/Fe判 定→
原材産地
総合判定

遺物種類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

50764

50765

50766

50767

50768

50769

50770

50771

50772

50773

50774

IT,OY

IT IT,KM,WK

WK

IT,KM,WK

IT,KM,WK

IT,WK

IT

IT,HK,IN

IT

IT,KM

IT,HK,IN

IT

IT

IT,OY,OS

IT,OY,OS,WK

IT

IT.IN

IT,IN

IT,IN

IT,IN,WK,HK,NG

IT

IT

IT,WK

IT,OY,OS

IT IT,KM,WK IT,IN

糸魚川産

糸魚川産

糸魚川産

糸魚川産

糸魚川産

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

小 玉

垂飾玉

IT:糸魚川 WK:若 桜 OS:大佐 NG:長崎 HK:日高 IN:引佐 OY:大屋 KM:神 居コタン
HD:飛騨

a):日高、飛騨ヒスイの区別用元素比

(飛騨産原石、42個 の平均値±標準偏差)Ni/Fe=0.091± 0.030

(日 高産原石、14個の平均値±標準偏差)N三/Fe=0.065± 0.028

注意 :近年産地分析を行う所が多 くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合
があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行って
いますが、判定基準の異なる研究方法 (上器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、
似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全 く関係 (相互チェック)あ りません。本研究結
果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料 とする場合には常
に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察する必要があります。

―-363-―



‐―
―
―
―
‐
‐
―
―
Ｉ
Ｌ

ヒスイ原産地お よび ヒスイ製 王類 の原材使用 分布 圏

0 ヒスイ原石使用遺跡

○ ヒスイ岩原産地

:糸創 H塵則 (糸剣 II市 、青湖
:日 高産地 (日 高町千栄)

:若桜産地 (若桜町角谷)

●大佐産地 (大佐町)

:長崎産地 侵 崎市二重町)

:引 佐産地 (引佐町 )

:大陸 地 (大星町 ヒシロ谷)

:神居コタン産地 瞭選町古D
9:飛騨産地 lB4川蜘

10iヒ スイ類似岩産地 (大瀬戸HrglBl

,◇
   Ⅲ

図 1

ワクド石遺跡

鴨 文後翔)

Ｋ
′

′

′

ρ

畑
，

―
キ
ユ
引
―
■

ｓ
十
１
１
十
上

‐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０
．
　

　

　

　

　

　

　

０
．
　

　

　

・
。Ｏ

産佐
　
　
　
　
ヽ

は∧

た

＼

／

一

・   
―

‐

■ 要 ノ

徹 勧  卜 跡 聴 研 鍛 絶 難 舶 囲

zr/sr

学頭遺跡 (縄文後翔)

ヽ (ロ ミヤンマ ー産 )

(口 禅居コタン産 )

(● 糸 魚 川 産 )r

0.05 0.1

ヒスイ原石の元素比値Zr/srttSr/Feの 分布および分布圏

相 ノ沢遺跡 出土小 玉 、垂飾 王

君O  sr/Fe

ヘ

|

イ…子.

1 
・
 lくる.士住|▽:ぅ11さ(▼ Ⅲ竜JLハ

Ⅲ<ゴ
i腱

ざ

ぐ(T唯
「＼
O°

。 V＼ ゛

ゼ。
%Iζぎと

｀
OO
O 。 。 .

)(at引 佐 産 )

0.01

図 2

―-364-―



(キ 引佐虚)メ /′ 令 (△ 著桜産 )

A7

/
▲
/

(▼ 大屋 産 )

▼ i

▼ /)

0.01

(▽ 大屋 産 )
……

▼  ‐‐

α01 0.05  0上 1 0.5   1

図 4  ヒスイ原石の元素比値Na/SittMg/Siの 分布および分布圏

(口 神届 コタン産 )

005  0.1 0.5   1

図 3 ヒスイ原石の元素比値Ca/sittSr/Feの 分布および分布圏

(● 糸魚 川 産 )

S『′Fe

(☆ 日高産 )

fヽ
1/イ′

~.:f_ヽ

Y・
8∠てこ■ゴニか

l ti墓≧2王

て孝手
=/

(● 糸 魚 川壼 )

―-365-―



(長 崎 産 )

zr/Sr

507将
/

/(糸魚川産)

l  キ _.´
・'・

li 丼′
フ・‐

(神居コ舟五＼
ヽ5」団

｀ (ミ ヤンマ ー産 )

ヽ
ヽ

ヽ

(弼コタン産)「＼

(日 高産 )

エト…
1'

眸Ａ

1

0.5

0,1

＼

＼

、

sr/Fe

大屋 産 )＼
く＼

0.01 o.05  o.1 0.5   1

図 5   相ノ沢意跡出土小玉、垂飾玉のZr/SrttSr/Feの 分布

(糸 魚川 産 )

０７６

・

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(若桜産)｀
、

(引 佐産 )

5   10
Mg/Si

50773 50772  50768

ヤ
ー
ル
バ

＼
ル
年
、

0.05  0.1

相ノ沢遺跡出上小玉、

o.5   1

垂飾玉のNa/SittMg/Siの 分布

―-366-―

札
↓
】～ド〔
　
　
　
５０７６８

れミ、十_ハ＼
、      

り
i‐

｀

 ヽ              I

I｀

5ヽ■
主と|

.50165  1  q5076ィ

＼

(飛 騨 産 )    
＼

＼

(引 佐産 )

=う

子たラろヾ揺ィ10

ご暫寛下ゝШ

0.01

図 7

SO 100



(引 佐

多
′ ⌒ 、、

＼

f■
オ~レ玉

=´″
'´

・
′́

′

//

(日 高産 )

Ca/Si

0.01

レ
イ /

(神 居 コ タ ン産 )

0.05 0。 1

50772   50768 50765

図 6   相ノ沢遺跡出土小玉、垂飾玉のCa/SittSr/Feの 分布

K● :Na  Mg  AlSi       K Ca   Ti    Cr CrMnFe NiCuZn
Kβ :                     K Ca   Ti           Fe    CuZu
Lα :                          838aBa                Pb   Pb Pb  Pb
Lα , β :                       Bユ BBBa                    Hg    Hg
iK α,Kβ ,と α,β シリース・ で考 え られ る元素名

K Ca   Ti

0.5   1

Fe    CuZu

図 8 相ノ沢遺跡出土小玉、 1(50764)の 蛍光X線スペク トル
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図11  相ノ沢遺跡H土か工、4(5076つ の蛍
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光X練スペークトル

図12  相′沢遺跡出土小玉、0(50768)の 蛍1光工擁スポタ トル

図1,  4Rノ 沢造跡世土小玉、6(i0769)の 蛍淮来線ス入クトル

-368.―エ



粋αttβ 労ゴ fと ぇられを髯繁ぢ

it Cr crX叱雌   附 翫
孟 争 Ⅲ

図 14  相 ノ沢遺跡 出土小玉 、7(50770)の 蛍光 X線 スペ ク トル
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図15  相ノ沢遺跡出土小玉、8(50771)の蛍光 X線スペク トル
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図16  相 ノ沢遺跡出土小玉、9(50772)の 蛍光 X線スペク トル
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図17  相ノ沢追跡出土小玉、 10(50773)の 蛍光X線 スペク トル
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図18  相ノ沢遺跡出土垂飾玉、H(50774)の 蛍光X線スペク トル
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遺跡遠景 (南から)

遺跡近景

写真図版 1遺跡遠景 (空中写真 )
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調査区近景 (西北西から)

炭窯 。炭化材検出状況

2-13グ リッド切り出された段 (東南東から)



2-6グ リッド 2-6南北ベル ト土層断面

2-6グ リッド 1-6東西ベル ト土層断面 (拡大)

写真図版 3土層断面
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2-2東西ベル ト・ 6号土坑土層断面
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`Ⅲ・ 4■ lri鳥       | .

1-4南北ベル ト95土塁土層断面

2-13東西ベル ト土層断面

1号住居跡石田炉検出状況

写真図版 4溝、土塁、上層断面、1号住居跡
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1号住居 石囲炉 石をはずした状況 1号住居 土層断面

2号住居 炭化4/検出状況

競

一聯筆紳軒一一一一一一一一
一一一一Ｐ軒

，

一
．．．

一
一

一
一一一

2号住居 土層断面

噂ヽはか〔撫苺註生
韓

写真図版 5 1・ 2号住居跡
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l号住居状遺構

l号住居状 完掘 2号住居状 完掘

2号埋設土器 断面

2号埋設土器 完掘 3号埋設土器 断面

写真図版 6 1・ 2号住居状遺構、 1～ 3号埋設土器
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4号埋設土器 平面

5号埋設土器 平面 5号埋設土器 断面

地山ハイキプロック1断面 地山ハイキプロック2平面

地山ハイキプロック2断面

写真図版 7 4・

地山ハイキプロック3断面

5号埋設上器、 1～ 3号地 山ハイキプ ロック
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1号土坑 平面 2号土坑 (中央)平面

3号土坑 断面 3号土坑 平面

4号土坑 平面 5号土坑 平面

写真図版 8 1～ 8号土坑
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6号土坑 平面 8号土坑 (大 )、 5号土坑 (小)平面



9号土坑 平面 10号土坑 平面

11号土坑 検出時 H号土坑 平面

12号土坑 断面 13号土坑 断面

写真図版 9 9～ 14号土坑

―-381-―

13号土坑 平面 14号土坑 平面



15号土坑 平面 16号土坑 平面

18号土坑 断面 18号土坑 平面

19号土坑 平面

写真図版 1015～ 21号土坑
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21号土坑 (右 )、 49号柱穴(左)断面 21号土坑 (右 )、 49号柱穴 (左)断面



22号土坑 (断面) 22号土坑 (平面)

23号土坑 (断面) 23号土坑 (平面)

縄

24号土坑 (断面) 24号土坑 (平面)

26号土坑 (平頂)



27号上坑 (平面)
28号土坑 (平面 )

29号土坑 (平面)
31号土坑 (平面)

33号土坑 (平面 )

写真図版 1227～ 34号上坑
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34号土坑 (平面)



35号土坑 検出時 35号土坑 断面

^

輯

蝉

38号土坑 平面

40号土坑 平面 41号土坑 平面

写真図版1335～ 43号土坑
42号土坑 平面
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43号土坑 平面



46号土坑 平面 47号土坑 平面

48号土坑 平面 作業風景

1号配石遺構 検出時 1号配石遺構 断面

2号配石遺構 断面 2号配石遺構 平面

写真図版 1446～ 48号土坑、 1・ 2号配石遺構
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3号配石遺構 平面 3号配石遺構 断面

4号配石遺構 検出時

5号配石遺構 断面

写真図版153～ 5配石遺構
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6号配石遺構 検出時

||■||

=■
1鴬群

8号配石遺構 平面

6号配石遺構 平面

II■
=|=.■

■

7号配石遺構 断面

7号配石遺構 平面

ユ1洋す:■|:モこ逢.

章|に
1号焼土遺構 平面
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2号 (左 )、 3号 (右)焼土遺構 平面 3号焼土遺構 断面

3号焼土遺構 炭化物検出状況 4号焼土遺構 平面

4号焼土遺構 炭化物検出 5号焼土遺構 平面

5号焼上遺構 断面
    写真図版172～ 6号焼土遺構
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6号焼土遺構 断面



7号焼土遺構 平面 7号焼土遺構 断面

8号焼土遺構 平面 9号焼土遺構 断面

11号焼土遺構 断面

写真図版187～ 14号焼土遺構
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14号焼土遺構 平面



15号焼土遺構 平面 15号焼土遺構 断面

16号 (左 )、 17号、18号 (右)焼土遺構 平面

写真図版 1915～ 20号焼土遺構
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16号 焼土遺構 断面

17号焼土遺構 断面 18号焼土遺構 断面

19号 (上 )、 20号 (下)焼土遺構 平面 20号 (左 )、 19号 (右)焼土遺構 断面



21号焼土遺構 断面

2号桂穴 検出時 2号柱穴 断面

2号柱穴 平面 10号柱穴 検出時

27号 (左 )、 28号 (右)柱穴 検出時
写真図版2021号焼土遺構 2・ 10・ 27・ 28号柱穴 27号

(左 )、 28号 (右)桂穴 断面

L
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25号柱穴 断面
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写真図版2125・ 36・ 37・ 140号桂穴

57号柱穴 平面

140号柱穴 検出時 140号桂穴 断面

140号柱穴 平面
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2-8グ リッド土偶出土状況

2-8グ リッド土偶出土状況 3-8グ リッド土偶出上状況

2-■グリッド石斧埋納状況 2-4グ リッド土偶出土状況 HI B土層

写真図版22遺物出土状況 1
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1-8グ リッド III B中 層土器出土状況 2-3グ リッド中層下部上器出土状況



皿出土状況 注口土器出土状況

耳飾出土状況 香炉型土器出土状況

アスファル ト入り上器出土状況 皿出土状況

写真図版23遺物出上状況2
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注口土器出土状況 石棒出土状況



特殊石器出土状況 石皿出土状況

壷出土状況 壼出土状況

獣骨出土状況

写真図版24遺物出土状況3
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-398-

|

|



写真図版27 遺構内出土遺物 。上器 3
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写真図版28 遺構内出土遺物・ 土器 4
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写真図版31 遺構外出土遺物・ 土器 3
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写真図版32 遺構外出上遺物・土器 4
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写真図版33 遺構外出土遺物・土器 5
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写真図版34 遺構外出土遺物・土器 6
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写真図版36 遺構外出土遺物 。上器 8
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ぶ りがな

所収遺跡名

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ド

】ヒ  湘車 東 経 調査期間 調査面積

m2

調 査 原 因

市町村 遺跡番号

相ノ沢遺跡 岩手県 東 磐

井郡藤沢町黄

海深田和263

03422 OE29-
0315

♂
Ｖ
Ｔ

141°

17ア

8″

19950401-

19957031

19960408ハヤ

19960628

760m2 畑地帯総合

土地改良事

業に伴 う緊

急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

相ノ沢遺跡 集落跡 縄文時代

(後期・ 晩

期 )

堅穴住居跡   2棟
住居状遺構   2棟
土坑      50基
配石遺構    7基
焼土遺構    21基
埋設土器    5基
溝      1基
道路状遺構   1基
近代炭窯跡   1基

縄文土器・石器260箱

上偶 。上製品 。石製品

アスファル ト塊

住居域・土器 。石器の

生産に関わる場 。墓域 。

捨て場の3要素をもつ、

石器の中では石鏃が8000

点以上出土し、黒曜石が

多用されている。

―-532-―



基

司直

藤

藤

佐

伊

長

長所

所

副

主

主

託嘱

〔調査第一課〕

課   長

課 長 補 佐

主任文化財
専門調査員

〃

文 化 財
専門調査員

〃

〃

〃

〃

小田野 哲 憲

佐々木 清 文

酒 井 宗 孝

小山内   透

中 田   迪

吉 田   充

鎌 田  勉

小笠原 健一郎

鳥 居 達 人

濱 田   宏

佐々木 進 悦

安 藤 由紀夫

木戸回 俊 子

小野寺 正 之

阿 部 勝 則

千 葉 正 彦

羽 柴 直 人

高 木   晃

佐 藤 淳 一

菅 原 靖 男

半 澤 武 彦

朝 倉 雄 大

菊 池 貴 広

村 上   拓

本 多 準一郎

中 村 直 美

丸 山 浩 治

佐 藤 綾 子

香

彦

規

恵

和

勲

徹

里

義

俊

佳

里

澤

谷

口

谷

田

田

川

平

布

山

熊

吉

北

吉

み

徳

敦

卓

幸

ぐめ

賢

　

弘

広

原

藤

林

原

平

藤

江

小

小

付
員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

限

Ⅷ

〃

〃

〃

〃

〃

期
専

期 限 付
専 門 職 員

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員

〔管理課〕

管理課長  川 浪 清 徳

任 ・ 立 花 多カロ志

事  日 影 睦 夫

〃

〃

〔調査第二課〕

課   長

課 長 補 佐

主任文化財
専門調査員

文 化 財
専門調査員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

藤 島 恵 子

新 田 ト ヨ

佐々木 光 重

高橋 輿右衛門

中 川 重 紀

高 橋 義 介

古 舘 貞 身

阿 部 員 澄

松 尾 芳 幸

小 原 員 一

工 藤   徹

前 田   稔

金 子 佐知子

岩 渕   計

早 坂   悟

佐々木   務

晴 山 雅 光

星   雅 之

佐々木   琢

杉 沢 昭太郎

溜   浩二郎

北 村 忠 昭

金 子 昭 彦

鈴 木   聡

-533-一
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